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　かつて、眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師と呼ばれていた。なにをしているのか外からは窺うかがい知れない工こう房ぼうに灯あかりが一晩中ともされているせいで、そんな風聞が立ったのだろう。

　だが、その実情といえば、眠る暇ひまのない錬金術師と呼んだほうが正しかった。

　実験は基本的に時間がかかる。一晩中火加減を見たり、撹かく拌はんし続ける必要があったりと、片時も目を離はなせないからだ。

　そのために、見習いの時には目を離さないでいられるための訓練を受けた。真冬に氷の塊かたまりを机の上に置き、じっと眺ながめて変化を刻一刻と観察し続けるという苦行のようなものだった。

　白い冷気がゆっくりと流れ出て、表面にうっすらと霜しもが付き、静かに溶とけていく様を、なにひとつ見逃のがすまいとして凝ぎよう視しする。しかも、同時にその様子を、手元の石せき盤ばんに石灰で記し続けなければならない。

　いい加減な観察をすれば殴なぐられるし、氷が溶ける様というのはこういうものだろう、と空想や思い込みで描かいても殴られた。あるものを、あるがままに見るというのは、簡単なことではないと初めて知った。

　町の普ふ通つうの人間はそんな訓練など経ていないし、そんな訓練が役に立つ状じよう況きようというのも理解ができないだろう。そもそもが夜を徹てつするという行こう為いに対してすら、なにか得体の知れない恐おそれみたいなものを抱いだいている。聖職者が《利子クースラ》を悪だと見なすのも、利り子しは昼も夜も安息日も関係なく働き続け、神の定めし労働と安息の輪からはみ出しているからだった。

　そんな錬れん金きん術じゆつ師の、ある日の昼下がりのこと。

　じっとなにかを観察することに長たけた錬金術師は、その時も相変わらず、黙だまって観察を続けていた。観察対象は磨みがき上げられた硝子ガラス窓から差し込む日光の下にあり、羊毛の塊かたまりみたいに背中を丸め、机の上に広げた大きな本に突つっ伏ぷす形で眠ねむりこけている小こ娘むすめだった。

　その様は、本の中に入り込もうとしているようにも、それとも、本の中で眠っていたところを引きずり出されて来たばかりのようにも見える。整った顔立ちと、絹糸ですら太た刀ち打うちできないような真っ白で艶つややかな髪かみの毛に、頭の上でゆらゆらしている猫ねこのような三角の耳が合わさると、そういう空想もなんとなく本当のことのように思えてくる。

　日光に透すかすと薄うすい紫むらさき色にも見える髪の毛は、首筋のあたりまで短く切られていて、うなじがあらわになっている。細くて綺き麗れいな首筋ではあるが、生憎あいにくと華きや奢しやすぎて肉づきが悪く、首の骨が少し目立つくらい浮き出ている。きちんと飯を食べているのにこれなので、体質なのか、まだ若すぎるのか、あるいはその両方なのだろう。

　指で骨の突とつ端たんを軽く撫なでると、そいつは喉のどの奥で変な声を出して、顔の向きを変える。

　起きそうになかったので、そのまま指を後頭部に這はわせて、髪の毛の中に入れる。日光で温まっているせいで、いつも以上に髪の毛は柔やわらかく、温かい雪の中にでも指を入れたらこうなるだろう、という感覚だった。

　指と髪の毛がこすれる音以外には、小さな寝ね息いきだけが、くう、くう、と聞こえてくる。

　錬金術とは、物の性質を把は握あくして、その変化を制する技術のことだ。その意味では、こいつの性質はいくらか把握できたものの、まだまだその変化を自在に操あやつれるところまではきていない。むしろ不意打ちや突とつ然ぜんの変化に面めん喰くらうことがしばしばであり、観察と実験が足りない証しよう拠こだろう。

　そんなことを思いながら錬金術師はふわふわの髪の毛から指を引き抜ぬき、今度はそいつの頭の上で揺ゆれる三角の耳の縁ふちにそっと沿わせた。すると、猫ねこがそうされたのと同じように、三角の耳が邪じや魔ま者を払はらうように、ぴっ、ぴっと前後した。

　ただ、良き錬金術師であれば、観察と実験に次いで、当然気を遣つかうべきことがあった。

　それは、実験対象の保存である。

　潮ちよう解かい性と呼ばれる、放ほうっておけば水分を吸収してぐずぐずになってしまう物や、太陽の光を浴びると劣れつ化かする結けつ晶しようはよく知られている。硝子も月日が経たてば脆もろくなるし、鉄は言わずもがなでぼろぼろに錆さび、錆びると性質が大きく変わる。

　実験をする前に対象物の性質が大きく変わっては元も子もないし、損そん壊かいや紛ふん失しつなどもってのほかである。誰だれにも奪うばわれないように、傷つけられないように、守り通さなければならない。

　できるだろうか？　と思う。

　経験則に従うことが多い仕事柄がら、どうしても答えは否定的な方向に傾かたむきがちになる。そもそも、あらゆる物は流る転てんし、その場に留とどまらない、と思うからこその錬れん金きん術じゆつであるし、無む慈じ悲ひと理り不ふ尽じんが仲良く踊おどっているこの世の中であれば、なおさら安定を望むのは難しい。

　だが、今は理り屈くつに抗あらがい、経験を覆くつがえし、純じゆん粋すいな動機として、胸に秘ひめた思いがある。

　守りたい。

　それがどれほど無む謀ぼうな試みなのか実のところわからないが、錬金術師が一度こうと決めたら蛇へびよりしつこいことは実証ずみだ。

　そして、もしも守り通すことができたのなら、その時こそ、眠ねむらない錬金術師の名を永遠に返上できる気がした。

　マグダラで眠れ。

　錬金術師は、そのために、生きているのだから。
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　やや白みがかった鋭えい角かく的な形の細長い結けつ晶しようを、慎しん重ちように剃刀かみそりで削けずる。職人が一枚の厚手の羊皮紙を、三枚に薄うすく切り分ける時に使うような、特とく殊しゆな刃はだ。

　先せん端たんをかすかに削り、その粉の一部を刃の先端に載のせたまま蠟ろう燭そくの火の中に入れると、蠟燭の火が紫むらさき色に変わった。炎ほのおの変化ははっきりと目で捉とらえられるが、数すう瞬しゆん後にはいつものすまし顔に戻もどっている。

　太陽の欠片かけらと呼ばれている割には、太陽らしくない色を出すらしい。

「紫色なら、酒しゆ石せきか、明みよう礬ばんか、『壺つぼの灰』なんだけどねえ」

　だらしなく伸のびた髪かみの毛に無ぶ精しよう髭ひげ、という盗とう賊ぞくめいた風ふう貌ぼうのウェランドが、顎あごをぞりぞり撫なでながら言う。盗賊めいた、と評すればきっと嬉うれしそうに、盗ぬすむのは女の心だけだよお、とでも言うだろう。

　そんなウェランドが口にしたのは、よく知られている薬石の名だ。酒石は字じ面づらのとおり酒の中にできる結晶で、葡ぶ萄どう酒しゆ樽だるの中でよく採とれ、肉の保存や毛皮のなめしに使われている。明礬も同様の使い方をされ、毛皮職人にはおなじみのもの。『壺の灰』のほうは草木を燃やした灰を水に溶とかし、上うわ澄ずみ液をゆっくり冷まして蒸発させた後に残る結晶で、こちらも用よう途とは酒石と似ているが、石せつ鹼けんの原料になる。そのいずれもが、火にかざすと紫色の炎を上げるという特とく徴ちようを持つ。

　クースラたちがこうして調べているのは、ヤーゾンの町の近くで操業していた硝子ガラス職人の親方から受け取った、伝説の天使たちが残した奇き跡せきの手がかりである。太陽を召しよう喚かんする材料だといわれ、太陽の欠片かけらと呼ばれている。

「だが、その三つは伝統的に完かん璧ぺきに調べ上げられている。太陽の召喚に使えるなんて聞いたこともない」

「うーん……そうだねえ……」

　蠟ろう燭そくの火を覗のぞき込んでいたウェランドは、曲げていた腰こしを伸のばし、とんとんと叩たたいていた。

「とはいえ、鉛なまりの灰が硝子ガラスの製造に使えるなんてことも、思いもよらなかったしねえ」

　それはそのとおりだ。身近な代しろ物ものがとんでもない効果を秘ひめている、ということをついこの間知ったばかりだった。

　太陽の欠片をクースラにくれた硝子職人たちの祖父や、そのさらに先代たちは、硝子製造において劇的な効果が見込める伝説の灰を求め、身しん代だいを潰つぶしかかったという。そして、あらゆる植物を灰にして試ためしてみた、と言わしめるほどの試し行こう錯さく誤ごはすべて空から振ぶりに終わり、その夢は潰ついえていた。だが、なんのことはない、その灰とは植物の灰ではなく、鉛の灰だったのだ。しかも、ごくありきたりで、鍛か冶じ屋の工こう房ぼうでいくらでも副産物として作られ、せいぜいが化け粧しようやらに使われる程度の代物だった。

　町と硝子職人の間には確かく執しつがあり、特に燃料をめぐって対立する鍛冶屋と硝子職人は決して交わることがなかったために、長い間知られなかったのだ。

「それに、酒しゆ石せきも明みよう礬ばんも『壺つぼの灰』も、油みたいには燃えないからな。とても森の闇やみを切り開き、獣けものを追い払はらうような代物じゃない」

「そこなんだよねえ……」

「毒性は今のところ見受けられず、無味、無む臭しゆう。水に溶とけて、炎えん色しよくは紫むらさき……。お前はどうだ、心当たりあるか？」

　石せき盤ばんに書きつけた特とく徴ちようを読み上げ、クースラは赤毛の娘むすめ、イリーネに声をかけた。イリーネは一流の腕うでを持つ鍛冶師で、冶や金きん作業には目がないのだが、薬石の特定といった錬れん金きん術じゆつ的なことにはあまり興味がないのか、棚たなに置かれていた籠かごを覗き込んでいた。

　籠は目の粗あらい木の細工物で、中に鼠ねずみが二匹ひきほど入れられている。

「んー？　紫色の炎だと、私もその三つくらいしか思いつかないかな。塩なら黄色で、卵の殻からなら橙だいだい色だし……緑なら銅とかなんだけど。後はややこしい鉱石を燃やしたりすると、たまに鮮あざやかな赤とか出るけど」

　金属の製錬の過程で、様々な物を一いつ緒しよに火にくべる。イリーネほどの腕うでの持ち主なら、観察眼も相当のものだろうから、見逃のがしている、ということもないだろう。

　そうなると、硝子職人の親方から受け継ついだこの結けつ晶しよう、彼らが言う「太陽の欠片」は、よく知られた薬石のまったく新しい使い方が必要か、さもなくば、未知の代物かのいずれかだ。

「それより、この鼠、もう逃がさない？　せっかくあんたらの非道な実験を生き延びたのに、可哀かわい相そうよ」

　今のところ毒性なし、とわかったのは、もちろん自分たちの体で試ためしたからではない。

　味がないとわかったのは、鼠ねずみが死なないのを確かく認にんしてから、実際に舐なめてみたからだが。

「お優やさしいな。工具の柄えをかじられたりしたことないのか」

「火の番をしてうとうとしてる時、足の指をかじられたこともあるけど、それとこれとは別じゃない。ねえ？」

　と、イリーネは隣となりにいるもう一人別の少女に声をかけた。

「えっと……そ、そうです、ね。無む駄だな殺せつ生しようはよくないかと……」

　白い髪かみの毛を短く切って、細い首があらわになっているフェネシスは、工こう房ぼうの見習い少年を思わせる男装をしている。ただ、男っぽい格好のせいかかえって女らしさが際きわ立だっているように見えて、クースラはなんとも落ち着かない。

　顔が渋しぶくなるのには、そういう理由がほんの少しだけある。

　残りの理由は、男装くらいじゃ隠かくしきれない乙女おとめさ加減と、幼さだ。

「餌えさなんかやるから情が移るんだよ。言っただろ」

　フェネシスは怒おこられると首をすくめ、しゅんとする。

　事前に注意しておいたのに、イリーネと一いつ緒しよになって籠かごの隙すき間まからパン屑くずやらを与あたえては、にこにこしていた。南のほうの鼠は汚お水すいの流れる側そつ溝こうを走り回り、あらゆる生き物の死し骸がいと残飯を貪むさぼっているせいなのか、顔つきは凶きよう悪あくだし見てくれも最悪だが、このヤーゾンの町の鼠ねずみはそうでもない。石造りの建物が少なく、屋根の上に土を敷しいて草を植え、中にはそこで山や羊ぎを飼っているような家もある町だからか、森の中で見かける野鼠に近い。

　顔つきは愛あい嬌きようがあって、体もすらりとしていて、毛並みは落ち葉色で艶つや々つやだ。それでつぶらな瞳ひとみと小さな鼻を無む邪じや気きにひくひくさせていたら、確かに可愛かわいがりたくなる理由はわからなくもない。

　だが、鼠は鼠に違ちがいなく、いくらでも増えるしあらゆる実験道具や実験素材をかじるので、今すぐ地上から消えて欲しい名めい簿ぼの上位に位置し続けている。

「お前の耳は形だけか。鼠を見て血が騒さわいだりしないのか？」

　すると、フェネシスは途と端たんに口を三角に引き結んで、言い返す。

「私は猫ねこではありません！」

　その声に驚おどろいたのか、鼠がキキッと鳴いた。

　フェネシスの頭の上には、人ならざる獣けものと同じ形をした耳があるし、日だまりを見つけるとすぐにうとうとするところなども猫そっくりなのだが、とクースラは思う。
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「ふん。ただ、もう二、三日置いておけ。このかけらは遅ち効こう性の毒かもしれんしな」

　クースラの言葉に、イリーネとフェネシスの二人が気の毒そうに鼠を振ふり返るが、フェネシスはすぐにクースラのほうを振り向いた。

「ち、遅効性なら、あなたたちも──」

「ああ、そうだな。夜中にもがき苦しんでいたら、せいぜい優やさしくしてくれよ」

　クースラは言いおいて、自分のこれまでの実験成果になにか手がかりはないかと、記録をまとめた書しよ籍せきを取りに棚たなのほうに向かう。その様に、フェネシスは今しがたまで怒おこっていたのに、すぐに心配そうな悲しげな顔をする。めまぐるしく表情がよく変わるものだと感心すらしてしまうのは、いつも隣となりにいるイリーネがいかにも職人らしくいちいち慌あわてたりしないので、余計に際きわ立だつせいかもしれない。

　ただ、フェネシスの性質や反応やらを書き留めておくとしたら、諸もろ々もろの特色の中に、猛もう毒どく、とも書き込むだろう。

　遅効性にして、強きよう烈れつ。

　口当たりが柔やわらかく、甘くていい匂においがするのも、たちが悪い。

「しかし、商人連中に聞いてもわからなかったし、既き存そんの知識に該がい当とうしないとなると、いよいよもって伝説のほうから攻せめないとならないな」

「古代に記された伝説に関する文ぶん献けんを繙ひもとき、失われた技術を発見するなんて、錬れん金きん術じゆつ師冥みよう利りに尽つきるねえ」

　女の好みから酒の好みまで、クースラはウェランドと色々と気が合わない。だが根っこのところでは同じ錬金術師である以上に、お互たがい冒ぼう険けん好きな一人の男のようだ。

　伝説の文ぶん献けんにしか記されていないような、時の彼方に忘ぼう却きやくされた技術の復活という話に、二人で交かわす視線には自然と熱が帯びる。

「子供みたい」

　そこに、籠かごの枝をかじっている鼠ねずみの鼻先を突つついていたイリーネが、冷めた声こわ音ねで言う。

「男っていくつになっても子供よね」

　ウェランドは嬉うれしそうに笑っているが、クースラはちくりと言う。

「竜りゆうの火か炎えん放射器を作っていた時の、お前の夢中っぷりを見せてやりたいよ」

　焼けた鉄を摑つかむための手て袋ぶくろを片方失なくしていても気づかず、工こう房ぼうからねぐらまで帰って来る時も扉とびらの前で力尽つきて眠ねむりこけていた。顔は煤すすまみれ、髪かみの毛は熱気のせいであちこちが焦こげ、手から腕うでにかけては火傷やけどだらけだった。それでも、気絶するかのように眠るイリーネの顔は、実に幸せそうだったのだ。

　町の中で職人をやるのが窮きゆう屈くつすぎて、後先考えず錬れん金きん術じゆつ師たちの後を追いかけてきたのだから、イリーネを品行方正な町の職人と呼ぶのは無理があるし、貞てい淑しゆくでおしとやかな町まち娘むすめと呼ぶのは冒ぼう瀆とく的ですらある。

「それに、俺たちも普ふ段だんはつまらない仕事に明け暮れてるしな。いかにも錬金術師らしい仕事なんてなかなかないんだよ」

「現実を知った時はがっかりしたよねえ」

「でも、惚ほれ薬ぐすりとか作ってたじゃない。あれ、結局どうしたの？」

「クースラにあげたよお。その後どうしたかは、知らないけどねえ」

　ウェランドはにやにや笑いながらクースラを見たのだが、ふとその笑えみが消えた。視線もクースラから外され、別のところを見ている。

　イリーネもすぐにウェランドの様子に気がつき、視線の先を追いかける。

　すると、その先では、フェネシスがうつむいて、顔を真っ赤にしていた。

　イリーネが、ばっとクースラを振ふり向いて、真顔のまま詰つめ寄った。

「あ、あんた、もしかして──！」

「はあ？　使うかよ、馬ば鹿からしい」

　胸むな倉ぐらを摑つかまれたまま、冷静に言い返す。

「使い方を教えたから、それを思い出したんだろ」

「使い方？　使い方って、そんなことで」

　と、フェネシスの様子に動どう揺ようしているイリーネに、ウェランドがひょいひょいと近づいて、耳打ちしていた。

「え？　えっ!?　そ、そんなところに……!?　えっ!?」

　イリーネも意外に反応がよく、ウェランドはご満まん悦えつだ。

　ただ、クースラは面おも白しろくもなく、自分の胸倉を摑むイリーネの手を外そうと触さわった瞬しゆん間かん、イリーネは熱い物に触ふれたかのように飛び退のいた。

　そして、見開いた目でクースラとウェランドを交こう互ごに何度も見返して、後ずさりながらフェネシスの腕うでを取る。

「この……男ども……最っ低！」

　それから、捨すて台詞ぜりふを残し、フェネシスを連れて部屋から出て行った。

　ウェランドはそんな様子を楽しそうに眺ながめていたが、クースラは大きくため息をつく。

「俺が言うのもなんだがな、あいつらをからかうなよ。これからまた旅に出るってことを忘れてるのか？」

　狭せまい荷馬車の中で不ふ機き嫌げんさを丸出しにされれば、ただでさえ面めん倒どうな移動の旅にさらに面倒事が付け加わる。

「んふっふっふ。可愛かわいいよねえ。でも……あの二人がいてくれてよかったよお」

　人の話を聞いていないウェランドだが、そのだらしない顔の下にはなにか真ま面じ目めなものが潜ひそんでいる。

「錬れん金きん術じゆつ師の心得その一。冷静でいること……ってのは、なかなか難しいからねえ。あの二人がいてくれると、それだけで気が紛まぎれるからさあ。落ち着けるよお」

　視線を大机の上の太陽の欠片かけらに向けると、底なしに貪どん欲よくな商人のような、ぎらついた目を見せた。そういう目こそが、本来のウェランドの目だ。

　ただ、新しいなにかを観察する時、そういう目はかえって邪じや魔まになる。気がはやり、視界が狭せばまり、思い込みに嵌はまりやすくなるからだ。

　それに、夢中になっていると実験中の事故も多くなる。この太陽の欠片はそうでなくとも、森を切り開き闇やみと獣を薙なぎ払はらったといわれる古代の兵器の原料なのかもしれないのだから、慎重になってなりすぎることはない。

　見習い時代に散々叩き込まれ、実際に経験してきて培つちかったことだが、皮肉な面もあった。

　錬金術師が寝しん食しよくも忘れて実験に没ぼつ頭とうできるのは、まさしくそういう子供じみた興奮があるからこそだからだ。これはすごいことに違いないとか、誰よりも早く見つけたい、という興奮や熱意がなければ、単調で根気のいる実験など続けてはいられない。

　そして、そういう興奮や熱意の燃料とは、まさしく先入観と思い込みだった。

　クースラ自身も、謎の結晶の正体を見極める作業は獲物を猟犬に探させつつ、同時にその手綱を握り続けるようなものだった。

　相反する二つの間で、理性と情熱の天てん秤びんを釣つり合わせ、冷静で居続けることはおそろしく難しいし、精神的にも消しよう耗もうする。

　しかも今のクースラたちの目の前にあるのは、世界を根底から覆くつがえしかねない技術のかけらなのだから、なおさらだった。

「確かに、太陽をじっと見つめていたら、そのかけらだろうと頭がおかしくなるだろうな」

　あえて突つき放すように言うのも、冷静であろうとするためだった。

　ウェランドもまた、机の上の結けつ晶しようを前に、先ほどのぎらついた目を隠かくし、曖あい昧まいに笑う。

「大それた代しろ物ものだよねえ」

　その小さな結晶には、かつてこの地にいたという天使の起こした奇き跡せきが詰まっているという。

　異教の地で教会が神の教えを殊こと更さら強調する時に使うような、誇こ大だいな作り話の典型にも思えるが、天使が残した奇跡のうちの一つが実際に示されているとなると、話は変わってくる。

　残る二つの伝説は、天使が空を飛んで現れたということと、大地に太陽を召しよう喚かんして、闇と獣を追い払はらったことだ。まさかと思う気持ちがありつつも、残る二つも真実の可能性がある、と見なすのが素す直なおな考えだろう。

　ウェランドは両腕うでを大きく掲かかげて体を伸のばすと、大欠伸あくびをした。

「ふわあ～～～……っと。それじゃあ、小鳥ちゃんたちの機き嫌げんを直してくるかねえ」

「お前の責任だからな」

「はいはい」

　他ほかの面めん倒どうな作業なら殴なぐりつけてもやりはしないだろうが、女絡がらみなら話は別。

　ウェランドは部屋から出て行き際ぎわ、クースラを見た。

「それより、クースラよお」

「あ？」

「本当に、惚ほれ薬ぐすり使ってないのかよお」

　クースラは怒おこる気もせず、肩かたをすくめて返事としたのだった。







　クースラたちが泊とまっているのは、クラジウス騎き士し団が借り上げている宿屋の一室だった。

　実験をしていたのは別の部屋で、暖だん炉ろがあり、近くに井い戸どもあって水が使える部屋を、実験用に追加で借りてもらっていた。

　ただ、表向きは騎士団と関係がないことになっているし、自由な旅の身の上、というわけでもない。部屋を飛び出したイリーネとフェネシス、それに、その二人の機き嫌げんを直すために追いかけて行ったウェランドに遅おくれて部屋を出ると、廊ろう下かで商人の格好をした男と出くわした。

　頭にかぶる帽ぼう子しにはスプーンと羽が差さっていて、いかにも旅から旅の商人だが、実のところはクラジウス騎士団から派は遣けんされている密みつ偵ていだ。身分を隠して旅をするクースラたちの世話係をしてくれているが、もちろん、世話係とはそのまま監かん視し役の意味もある。

「ずいぶんな剣けん幕まくのイリーネさんとすれ違ちがいましたが……またなにか騒さわぎですか？」

「ウェランドの奴やつがからかって怒おこらせやがったんだよ」

「それは結構なことで」

　吞のん気きなことだ、と言外にほのめかしている。

「実験の気晴らしなんだろうさ」

「その実験は、うまくいきました？」

「いや、わかったのは基き礎そ的なことだけだ。なにより、貰もらった量が少なすぎてできることが限られている」

「そうですか」

　密みつ偵ていはやや気落ちしたように言う。もしもクースラたちが天使にまつわる残り二つの伝説を再現すれば、クースラたちを監かん視しする密偵の株も上がろうというものだ。

「それで、あなたはこれからどちらに？」

「部屋に戻もどる。実験道具が盗ぬすまれないか見張っといてくれ。見張るのが仕事だろう？」

「それは構いませんがね……」

　密偵は錬れん金きん術じゆつ師のわがままには慣れっこのようだったが、やや渋しぶってもいた。

「突とつ然ぜん、毒が漏もれてきたりはしませんか」

　世の裏も表も見てきたような男たちですら、錬金術に対する認にん識しきはこういうものなのだ。

　クースラは肩かたをすくめ、言った。

「紫むらさき色の霧きりが扉とびらの隙すき間まから染しみ出してきたら、息を止めて逃にげればいいさ」

「黒こく死し病びよう用の頭ず巾きんが欲しいですよ」

　その頭巾は頭からすっぽりかぶるもので、口のところが鳥のくちばしのように伸のびていて、そこにニンニクや香こう草そうを詰つめることで病気の原因と呼ばれる瘴しよう気きを中和する。以前、グルベッティの町で鶏にわとりを復活させる儀ぎ式しきの時、それっぽい雰ふん囲い気きを出すためにイリーネとフェネシスにつけさせたことがある。

「ちなみに、頭巾をかぶろうがかぶるまいが、黒死病にかかる奴やつはかかる。暇ひまな錬金術師が過去に調べ上げたことがある」

「神よ、我を憐あわれみ給え」

「それより、次の町に行く手はずはまだ整わないのか？」

　クースラが尋たずねると、密偵はクースラを真ま似ねて小さく肩をすくめる。

「まさしくそのことを伝えに来たんですよ」

　クースラたちは、天使の伝説を見つけたと思おぼしき異い端たん審しん問もん官、コレド・アブレアの足そく跡せきを追いかけている。彼は二十年も前、異教徒との戦いがもっと激しかった頃ころ、およそまともな神の子羊ならば行くのをためらうような土地に向けて歩を進め、その消息を絶ったらしい。

　当時、実際にその後ろ姿を見ていた騎き士し団の人間に聞いた最後の町というのが、次に目指したい町、アッバスだった。

「アッバスは、若じやつ干かん面めん倒どうな町のようです」

「面倒な町」

　繰くり返したのは、その単語が面おも白しろかったからだ。

「これまで面めん倒どうではない町があったかのような物言いだ」

「では、格別、とでも付け加えておきましょう」

　密みつ偵ていはにこりともしない。

　どうやら、本気のようだ。

「まず、アッバスが町かどうかは、議論の分かれるところです」

「俺は領土持ちの貴族じゃないし、門もん閥ばつの主でもない。わかりやすく言ってくれ」

　密偵が面倒そうに鼻からため息をつくのは、ある種の親しみの表れかもしれない。

「見た目には町といって差し支つかえないそうです。市し壁へきがあり、門があり、家がある。ですが現在のアッバスは要するに仮の住まいで、元々アッバスという名で呼ばれていた町に住めなくなった人々が暮らしているのだそうです」

「ふん？　戦乱か疫えき病びようか、土地がやせすぎたか……どんな理由にせよ、ないこともない話だろう」

　そして、そういう生活を余よ儀ぎなくされる人々の創出に、騎き士し団も一役買っている。そういう皮肉を言いたくもなるが、そもそも正教徒だって千年以上前に異教徒に奪うばわれた約束の地を取り戻もどすために長いこと戦っているのだから、これはよくある話、ということ以上に、よくあることだった。

「とすると、異い端たん審しん問もん官のコレド・アブレアが最後に消息を絶った町のアッバスは、今とは別の場所ということか？」

　そうなると、確かに面倒なことになるかもしれない。どんな理由にせよ、町を捨てて新たな場所に住むとなれば、たくさんの記き憶おくをその場に置き去りにしなければならない。調べ物をする立場としては、厄やつ介かいこの上ない。

「いえ、滅ほろぼされたアッバスというのはある種の伝承といいますか、町の言い伝えだそうで。異端審問官殿どのが最後に消息を絶った町は、現在のアッバスです」

「ほう？　で？」

　密偵は唇くちびるを舐なめて湿しめらせると、うんざりするように言った。

「アッバスが極北の地と南の国々の交易の要かなめで、極北の品々を南に提供する集散地、というところまではヤーゾンと同じなのですが、交易を仲ちゆう介かいする者が問題なのです」

　極北の地とは、一年中を氷に覆おおわれ、季節によっては太陽が夜でも沈しずまなかったり、逆に沈んだまま戻ってこない日があると言われている土地のこと。そこには、正教徒と異教徒という枠わく組ぐみすら当て嵌はまらないほどに、言語も慣習もなにもかもが違ちがう人々が住んでいるという。

　彼らは毛皮や金きん塊かい、あるいは海岸に漂ひよう着ちやくする琥こ珀はくなどを集めて、南の国々と交易していると聞いたことがある。好こう奇き心しん旺おう盛せいな遍へん歴れきの修道士や錬れん金きん術じゆつ師の残した本によれば、冬になると新しい大陸が海に現れ、太陽が二つ昇のぼる国もあるという。

　ただ、もちろんクースラは知識としてしか知らず、その単語はいつだってこの世の果てを意味しているだけだった。

　その、地の果てと南の国々との交易を仲ちゆう介かいする者が厄やつ介かいとは？

　クースラが視線を向けると、密みつ偵ていは言った。

「はるか南の大商会なのですよ」

「南の？」

「現在のアッバスは、町の成立がそもそも移住者たちの手によるもので、ラトリア女王に供物を献けん上じようをし、忠誠を誓ちかう形で自治権を認められています。アッバスはどこの貴族のものでもなく、独立独歩の町であり、これがどうも隠かくれ蓑みののようなのです」

　クースラは、嗅かぎ慣れた匂においを感じ取った。錬れん金きん術じゆつも不ふ穏おんな技術だが、中には有用な代しろ物ものがたくさんある。そこで、クラジウス騎き士し団や権力者たちは、決まって同じ対応を取る。

　すなわち、我々は怪あやしげな錬金術師と確かにやり取りはしているが、基本的には奴やつらは我々の身内ではない、と言い張るのだ。

「ラトリアにとって本来は敵のはずの、南の奴らとの取引を黙もく認にんしているのか」

「ご明察」

　密偵は、続けて言った。

「アッバスには自治権がありますから、そこで悪事をなしていようとすべてアッバスの責任です。その自治権を盾たてに、南の大商会が大手を振ふって商館を開き、遠えん隔かく地貿易のための基地を作っているのです」

　ヤーゾンも北の地と南の地をつなぐ貿易の要かなめであり、異教徒が教会の前を平気で歩いているような町だ。しかし、その建物を教会だと公式に認めなければ、改宗前のラトリア女王でもこの町を異教徒の町だと堂々と言い張れたのだろう。あとは、正教側がわがどう主張するかだが、町の教会を取り潰つぶそうとされないのだったら、わざわざ揉もめ事ごとを起こす必要もない。現に教会があって聖職者が説教をしているのだから、互たがいになあなあですまし、利益を分かち合えばいい。

　そんな茶番劇が慣習になり、本来敵同士であるはずの異教徒と正教徒の貿易が常態化している、というのは皆みなが知っていることであっても、大きな権力機構同士がおおっぴらに認めてよいことではなかった。今もヤーゾンには騎士団が駐ちゆう留りゆうしているが、こういう交易の要は曖あい昧まいに統治するのが定石だ。

　しかし、商館を築くとなると話が違ちがってくる。商館は布教のための施し設せつではありえず、どう言い繕つくろっても私利私欲の牙が城じようだからだ。その商会自身もそうだし、商会が本ほん拠きよ地を置く所領の貴族の信しん仰こうが問われてもおかしくない。

「本来そこにいてはならない奴らとがっちり手を組んでいるが、ラトリアとしては貿易から上がる利益の一部を税として納めているうちは見て見ぬふり、か」

「そうです」

　とすると、後は簡単な理り屈くつだ。

「暗あん黙もくの了りよう解かいで事が進んでいるところに、外の人間がやって来るのは好ましからざることだな。特に、後ろめたい利益を享きよう受じゆしている時はなおさらだ」

　密みつ偵ていは、深くうなずいた。

「しかも、その大商会の本ほん拠きよ地が揃そろって我々と敵対しているところ、つまりラトリアと手を組んで騎き士し団への不意打ちを画策した国々なのです」

　偶ぐう然ぜん、というわけではないだろう。

　異い端たん審しん問もん官コレド・アブレアの話をしてくれた騎士団の古参幹部は、アッバスのことを占せん領りようするのは正気の沙さ汰たではないと思うほど辺境の地だと見なしていた。そして、実際にその後の戦いでも騎士団はそこの占領を諦あきらめているのだろう。結果、その隙すき間まを埋うめるように別の勢力が入ってきている。少なくとも騎士団はここには来ない、となれば、騎士団と敵対する勢力にとっては心休まる場所だろう。

　そういう事情から、ラトリア以南の正教徒勢力で特に騎士団と敵対している奴やつらには、敵の敵は味方、という論理が簡単に成立する。

　かくしてアッバスは、交易から上がる利益で結ばれた、騎士団の敵の巣そう窟くつとなるわけだ。

「ついでに、アッバスで店を構える南の大商会とやらは、あれか、王や貴族に金を貸し付ける類たぐいの連中ってことか」

　戦いくさには金がかかり、王でさえ、権けん威いの杖つえの一ひと振ふりによって無限に金を生み出せるわけではない。

「そうです。現在ならば、南の王おう侯こう貴族のほとんどが、戦費を彼らから借り入れているでしょう。大方、我々クラジウス騎士団を消しよう滅めつさせた暁あかつきには、自由で安全になった極北との交易の優先権を与あたえる、とかの約束なんでしょう」

「もっと単純に、その遠えん隔かく地貿易を我がものにしたくて、ラトリアと手を組んで騎士団を潰つぶしにかかった、かもしれない」

「断言はできませんが」

　クースラは、小さくため息をつく。

　だとすると、アッバスは南の国々が大事にする財さい布ふの一つということになる。満を持して騎士団に不意打ちを食らわせたのに、形勢を逆転された今は戦せん々せん恐きよう々きようとしているだろう。警備は厳重で、よそ者を排はい斥せきし、近づく者すべてに牙きばを剝むく狼おおかみと化しているはずだ。

　同じく北の地と交易をするヤーゾンが騎士団の手に落ちていることも伝わっているだろうから、なおさら警けい戒かいの度を強めているに違ちがいない。

　確かに厄やつ介かいだ。

　そこにのこのこ向かうのは、油まみれのまま、火か中ちゆうの栗くりを拾いに行くようなものだった。

「それで、どうするんだ？　まさか、諦あきらめるわけではあるまい？」

　クースラの語気が幾いく分ぶん荒あらくなったのは、アッバスにはどんな危険を冒おかしてでも向かうに足る理由があるからだ。天使の伝説は、それほどのものである。

　だが、密みつ偵ていはクースラに詰つめ寄られても、怯ひるみはしなかった。むしろ不敵に笑い、変装用にかぶっている商人の帽ぼう子しをくいっと直す。

「この町での出来事、それにアッバスのことをお聞きになられたアイルゼン様は、一笑に付されましたよ」

「一笑に？」

「ええ」

　濃こくなった密偵の笑えみは、主人の素す晴ばらしさを自じ慢まんしたくてしようのない、猟りよう犬けんの笑みだ。

「部隊を向かわせるから、攻せめ落としてでも調べて来い、だそうです」

「なっ」

「天使の伝説も手に入るし、南の連中の商売も潰つぶせる。一石二鳥だと笑っておられました」

　冷静沈ちん着ちやくなアイルゼンにしてはあまりにも大だい胆たんな案だったが、以前、天使の伝説の話を聞かせたら、もっと信じがたいことを口にしていたことを思い出す。

　世界を征せい服ふくできるぞ。

　あの司令官は、子供のような顔でそう言ったのだ。

　そんな大それた夢は、今日きよう日び子供だって見ない。自分の親の拳げん骨こつの固さを知っているし、長じれば兄やその友人たちの凶きよう暴ぼうさを知るし、町に出れば彼らでさえ恐おそれをなして道を空ける気の短い大人の職人たちと、その職人を酒場で叩たたきのめす荒あらくれの傭よう兵へいたちの屈くつ強きようさを目まの当あたりにするからだ。

　挙あげ句くに、その傭兵たちを使い捨ての駒こまのように扱あつかう権力者連中がいて、その権力者の上には王が君臨し、彼らのかぶる王おう冠かんですら、あっちこっちにあってひしめき合っている。

　そういうことのすべてを知っているアイルゼンが、世界を征服できるぞ、と目を輝かがやかせた。竜りゆうの火か炎えん放射器一つですら、絶望的な戦せん況きようをひっくり返し、ひっくり返したまま怒ど涛とうの進しん撃げきを可能にしたのだから、当然だと言わんばかりだった。

　そして、アイルゼンのすごいところは、思想に行動を伴ともなわせるところだろう。机の前で景気のいいことだけを言う貴族ではない。

「竜の逆げき鱗りんをむしろうって話か」

「ラトリアの女王が正教徒に改宗したので、我々騎き士し団は同どう胞ほうの町を襲おそっていることになる……という理り屈くつは、ラトリア女王の改宗を認めなければ成立しませんし、実際に認めたがらない正教徒たちも多い。ですが、アッバスを攻せめるとなると話が違ちがいます」

「南の国々と、完全に敵対するな」

「ええ。相手の財さい布ふを焼き払はらおうというのですから」

　クースラは、笑う。

「アイルゼンは、それを、やると？」

「世界を征服するのなら、結局同じことだ、と。いつ敵対するかの話でしかないと」

　狂くるってやがる、と思った。

　天使の伝説が本当に見つかるかなんてわからない。

　だが、アイルゼンはそういう決断をした。どのみち、南との全面対決は避さけられないから、先手を打って金の流れを断とうという思おも惑わくがあったりするのだろうが、それにしたって大だい胆たんだ。

　クースラは、アイルゼンのそういう判断の一つ一つが、心地ここちよかった。彼は立派なマグダラの住人だと思った。地平線に見える輝かがやきに向かって進むことでしか生きていることを実感できない、最も哀あわれにして、最も幸福な連中の一人だと思った。

「じゃあ、俺たちはその後に、のんびりと伝説を探さぐれるというわけだ」

「世界の運命は、あなた方の双そう肩けんにかかっていますよ」

　当然冗じよう談だんめかしてはいたが、どこかしらに本気の響ひびきがある。

　錬れん金きん術じゆつ師は奇き跡せきを起こす。

　そういう期待の目であり、クースラは笑えみを皮肉の形に変えた。

「強大な魔ま術じゆつを手に入れた奴やつは、悪魔に魂たましいを奪うばわれるってのが相場だが……いいのか？」

　クースラの言葉を、密みつ偵ていは鼻で笑う。

「剣けんと蹄てい鉄てつなしでは戦いくさになりませんが、王おう冠かんをかぶっている鍛か冶じ屋はいませんからね」

　技術だけでは偉えらくなれない。いつだって、それを利用する奴らこそが、人の上に立つ。

　技術の開発と運用は、まったく別の話なのだ。

「知ってるよ。骨ほね身みに染しみてな」

「ですが、上に立たないことで得られる自由というものもあります」

　密偵は親しげににやりと笑い、咳せき払ばらいをした。

「世の中、単純ではないということです」

「単純だったら、錬れん金きん術じゆつ師はそもそも必要ない」

「違ちがいありません」

　密偵は肩かたをすくめていた。

「じゃあ、とりあえずは増ぞう援えんが来るまではこの町で待機か？」

「ええ。ですが、明日か明後日あさつてには来ますよ」

「……即そく断だん即そつ決けつか」

　アイルゼンの本気の度合いが窺うかがえる。

　判断を下したその場で、部隊へ出発の号令を出したのだろう。

「嬉うれしくて涙なみだが出るね」

　そう答えたものの、ならばこんなところで話していないで、さっさと準備にかかるべきだった。

「他ほかには？」

「今日の天気くらいならお教えできます」

　軽く笑い、歩きだす。クースラの足が速くなってしまうのは、気が急せいていたからだ。

　アイルゼンは天使の伝説を真実だと見なしている。部下からの不確実な情報を収集し、その中から真実を選より分け、部隊を進めることを生業とする指揮官の立場にいる人間がそう判断している。もはや、夢物語ではない。世界を征せい服ふくできるほどの技術に、指が届いているのかもしれない。

　そう思った途端、クースラは、一つの単語が胸の奥で鼓こ動どうしていることに気がついた。

　まるでオリハルコンの剣けんではないか、と。

　世界を征服できるほどの技術なのだとしたら、それはまさしく、クースラが追い求めていたものと同じなのだから。







　クースラが部屋に戻もどると、フェネシスは机の上に羊皮紙を広げているところだった。すぐ横には書き取り用の石せき盤ばんがあったので、クースラが毎日課している教会文字の練習の準備をしていたらしい。

　そんな様を見ると、ウェランドの言ったことを認めるようで癪しやくだが、冷静さを取り戻せた。

　小こ娘むすめの前でオリハルコンの剣だ世界征服だとはしゃぐのは、確かにみっともない。

「イリーネはどうした？」

　クースラがそう尋たずねると、フェネシスは石灰のかけらをいじりながら遠えん慮りよがちに言った。

「えっと……少し、体を動かして来る、と」

　色だの恋だのは金かな床とこの上に置いて金かな槌づちで叩たたき潰つぶすのが一番。それが頑がん固こ一いつ徹てつの職人ということなのだろう。そういうところはクースラも好感が持てる。

「ウェランドさんが追いかけて行ったみたいですが……」

「イリーネも人をからかうくせに、妙みようなところで乙女おとめだな」

　フェネシスは困ったように小さく笑っていた。

「お前も、照れすぎだ」

「うっ……」

　思い出したのか、また顔に赤味が差してくるが、今度は真っ赤になることはなかった。

「あ、当たり前です。あんなこと、冷静でいられるわけがありません」

　穢けがれを知らぬ清純な乙女、というにはフェネシスの過去は凄せい絶ぜつすぎるが、もしかしたら凄絶すぎて、かえってそういう話と縁えん遠どおくなっていたのかもしれない。

　熊くまと見紛まがう歴戦の傭よう兵へいが町娘にふと恋をして、考えあぐねた挙あげ句く、野の花を一輪摘つんで渡わたす素そ朴ぼくさと同じことだろう。

「まあ、人には得え手て不ふ得え手てがある」

「……え？」

「慣れないことはうまくできない。頭ではわかっていてもな」

　クースラはフェネシスとのやり取りを経て、そのことをたっぷりと学んだ。当のフェネシスはしばしきょとんとしていたが、やがてにじみ出るような笑え顔がおになる。

「そうですね。あなたも変なところで、とても不器用です」

　気き遣づかってやったのにその言い草か、と思う反面、事実らしいので仕方ない。

「自覚している」

「そう仰おつしやる割には、意地悪が減りませんが」

　ここぞとばかりに文句を言い募つのろうとするフェネシスに、クースラは静かに切り返す。

「猫ねこみたいだと言ったのも、からかいじゃないんだがな」

　フェネシスの頭の上には人ならざる耳があり、それはフェネシスが暮らしてきたあらゆる土地で、呪のろわれた民たみとしての誤ご魔ま化かしようもない証あかしであった。

「……でも、私は猫では、ありません」

　だから、フェネシスは嫌いやそうというよりも、悲しそうに言った。町の祭りで人々が動物の仮装をするのは、馬ば鹿かげたことの筆頭に思いつくのがそういうことだからだ。

　クースラはそんな様子を見て、肩かたをすくめるしかない。

「猫は可愛かわいいだろうが。褒ほめたんだよ」

「えっ」

　心臓を一ひと突つきされた、とばかりに顔を上げたフェネシスが、目を真ん丸にしてクースラを見つめている。その唇くちびるがなにかを言おうと動くのだが、氷の中に閉じ込められているかのように、その声は聞こえない。なるほど凍こおりつくというのはこういうことか、とクースラはちょっと感心したが、フェネシスの反応も、それはそれであまり面おも白しろくない。

　クースラなりの、優やさしさのつもりだったのだから。

「なんだ。褒めたんだぞ？」

　重ねて言うと、耳元で大声を出されたかのように、フェネシスはびくりとする。

　そして、顎あごを引いて被ひ虐ぎやく的な上うわ目め遣づかいになると、丸っきり意地悪された子猫だった。

「……あなたは、やっぱり……意地悪です……」

「褒めたのに意地悪と言われたら、もはやそれは神学的な問題だな」

　フェネシスはまだ動どう揺ようが収まりきらないのか、自分の胸のあたりをきゅっと摑つかんでいたが、やがて大きく息を吸うと、ゆっくり、長く吐はいた。

「確かに、肝かん心じんなところでいつもはぐらかすところなどは、とても神学的です」

　大きくて綺き麗れいな緑色の瞳ひとみが、挑ちよう戦せん的に向けられる。

「いつも唐とう突とつで……理り不ふ尽じんなところも」

　そう言った時の表情こそどこか嫌そうなものなのに、フェネシス全体を見ると、照てれ隠かくしでそうしているように見えた。

　獲え物ものの尻尾しつぽをちらちら見せられているのは、こちらのほうかもしれない。

「だが、世の中とは元々そういうものだろう」

「……ええ。ですから、私は世の中の理り不ふ尽じんさに驚おどろきはしますが、恨うらみはしません」

「ん？」

「そんな世の中にも、思いのほか、良いところがありますから」

　思いのほか、というところを妙みように強調したフェネシスの、楽しそうな笑えみ。

　これを当てこすりと呼ぶのだろうが、確かに猫ねこが首筋を当ててこすってくるようだ。

「着実にくそったれな錬れん金きん術じゆつ師らしくなっていて、嬉うれしい限りだよ」

　その悪態に、フェネシスはくすくすと肩かたを揺ゆらしている。

　クースラも自じ嘲ちようするようにかすれた笑みをこぼした。

「まったく、馬ば鹿かな話だ」

　クースラが小さく呟つぶやくと、フェネシスは笑顔のまま、クースラを真ま似ねて肩かたをすくめていた。

　そして、心地ここちよい沈ちん黙もくがその場を適度に冷ましてから、フェネシスが言った。

「なにか良い知らせがあったのですか？」

「機き嫌げんが良さそうに見えるか」

「そうですね。無む闇やみに優やさしいところとか」

　にこにこと楽しそうにそんなことを言うので、もしかしたらフェネシスは気の強いイリーネより、よほど厄やつ介かいな小こ娘むすめに成長するかもしれない。

「機嫌が良いのは事実だ。追いかけるべき獲物が見えているんだからな」

　クースラは、にやつく口元を引き締しめて堪こらえるのが大変だった。

「アイルゼンから次の町へ向かう支し援えんを得られることになった。アイルゼンほど現実的な奴やつですら、道の先には奇き跡せきがあると踏ふんだんだ。これで興奮するなってほうがどうかしてる。『太陽の欠片かけら』の謎なぞはまだ解けていないが、それも些さ細さいな問題にすぎない。なぜなら、問題がなんであるかわかれば、問題の半分は解けたようなものだからだ」

　胸の奥からあふれるなにかが、勝手に口から言葉となって流れだす。

　早く、早く、もっと早く、と体の中の錬金術師が急せき立てる。

「それに、出発はもう数日のうちだ。ぐずぐずしている暇ひまはないぞ」

「え」

「イリーネとウェランドの野や郎ろうたちにもさっさと伝えて旅支じ度たくをさせないとな。お前も夜までに荷物をまとめておけよ」

「は、はい」

　フェネシスは慌あわてて返事をしたものの、どこか浮かない顔だった。

「どうした？」

「え？　い、いえ、なにも」

　慌あわててかぶりを振ふっているが、視線を逸そらしたフェネシスは、表情よりもあからさまに大きな三角の耳がへこたれていた。

「なんだ、旅が嫌いやなのか？」

　旅は大の男にとってすら一苦労で、いくらフェネシスが旅慣れているとはいえ、それはやむを得ずそうしてきただけで、決して好きなわけではないだろう。

「まあ、その気持ちもわかるが、それも伝説を見つけるまでだ。伝説を見つけてしまえば、褒ほう美びは思いのままだろうからな。好きな場所に工こう房ぼうを構えて、好きなだけ研究に没ぼつ頭とうできる」

「そう、ですね」

　興奮気味に話すクースラに、フェネシスはお追つい従しようじみた笑えみを浮かべて、そう言った。

　クースラは怪け訝げんに思ったが、フェネシスは顔を隠かくすように広げていた羊皮紙を束ね始めた。

　なんなんだ？　とクースラがその様子を見つめていると、フェネシスは唐とう突とつに言った。

「あの、出発前に、ヘレナさんのところに行って来てもいいですか？」

「ヘレナ？」

　天使が残した伝説の灰を巡めぐる騒さわぎの際、硝子ガラス職人の青年に恋していた薬種商の娘むすめだ。

　あの騒ぎの後、フェネシスと歳としが近いこともあってか、ずいぶん仲良くなってちょくちょく薬種商に足を運んではあれこれ話していたらしい。

「構わんが、長なが居いするなよ」

「こ、子供ではありません。心得てます」

　頰ほおを膨ふくらませて不満げに言うが、羊皮紙を片づけ、外がい套とうを羽織り、頭に耳を隠すための頭ず巾きんをかぶっている時のフェネシスの横顔は、やっぱりどこか浮かないものだった。

　クースラはそれを旅へ向けた憂ゆう鬱うつさだと解かい釈しやくし、自分の準備へと手をつけていた。

「それでは、行ってまいります」

　返事もフェネシスのほうを見ず、手を振っただけだ。

　フェネシスは扉とびらに手をかけ、開こうとして、少し間が空いた。

　クースラが振り向いてそちらを見ると、フェネシスははっと我に返ったように扉を開けて、出て行った。

「なんなんだ？」

　クースラはひとしきり首を捻ひねったが、わからない。

　そして、わからないものはひとまず脇わきに置いておき、やるべきことに取り掛かかったのだった。







　クースラが密みつ偵ていから聞いたアッバスへ向かうための手はずを伝えると、三者三様の反応だった。ウェランドは無む邪じや気きに喜び、イリーネは職人らしく淡たん然ぜんとうなずいていた。

　浮かない顔を見せたのは、やはりフェネシスだけだ。旅は体力を消しよう耗もうさせるから、華きや奢しやなフェネシスとしてはこのままヤーゾンの町にいたほうが楽だ、という単純なことかもしれない。

　だが、浮かない顔をはっきり見せたのは話をした時だけで、その後は普ふ通つうに振ふる舞まっていた。少なくとも、そうしようと努力しているようだった。

　隠かくすならもう少しうまく隠せ、とクースラは苦々しく思う一方、気になるのもまた事実である。本当に深刻なことであれば隠すとも思えないものの、些さ末まつなことだとしたら、根ほり葉ほり過保護に聞くのも憚はばかられる。

　とはいえ、フェネシスは自分で問題を抱かかえると、とんでもない解決法を平気で選んだりすることがあり、厄やつ介かいなことになる前に問題の芽は摘つんでおきたい。

　四よつ辻つじで煩はん悶もんした結果、クースラは杖つえを倒たおす代わりに、妥だ協きよう案を取った。

「ウルちゃんが？」

　話をした日の翌日、出発のための準備でフェネシスとウェランドが市し場じように買い物に行ったのを見計はからって、工具類の手入れと点検をするために部屋に残っていたイリーネに尋たずねた。

　ヤーゾンの町の工こう房ぼうは相変わらず燃料不足でいまいちな質の物が多いから、特に買う物もないのだろう。

「アッバスに向かう話をしたら、浮かない顔をしていた。それから、それを隠そうとしている」

　イリーネは、はしたなくも足を広げて丸椅い子すに座り、金かな槌づちの柄えをごんごんと椅子の足に打ちつけては、緩ゆるみやひび割れがないか目を細めて調べている。その様は立派な一人の職人であり、貫かん禄ろくがある。

　それゆえに、出てきた言葉も、似たようなものだった。

「技術は目で盗ぬすめって教えられなかった？」

　鉄てつ鋏ばさみをがちゃがちゃと動かし、おもむろに手を机の上に伸のばすと、油の入った小さな壺つぼを手に取り、細い鉄の匙さじを使って可動部に油を差している。

「生憎あいにく、錬れん金きん術じゆつ師は技術や知識を工房で継けい承しようしない。本から継承するんだよ」

　屁へ理り屈くつに近いとは自分でもわかっていたが、イリーネは呆あきれたように小さく笑った。

「ウルちゃんのことになると真しん剣けんね。悪いとは言わないけど」

　クースラはその言葉を甘んじて受け入れ、静かに問う。

「で、心当たりはあるのか」

「そりゃあね。というか、本当にあんたは、目ざといのか鈍にぶいのかわからないわ。いや、そうでもないのかな」

　どういうことだ、とクースラが少しだけ眉まゆ根ねに皺しわを寄せると、イリーネは意地悪げに笑った。

「あんた、友達いなそうだもの」

「はあ？」

　聞き返すと、イリーネは腰こしに手を当て、やっぱり、とばかりにため息をつく。

「ヘレナちゃんのことよ」

「ヘレナ？　あの眠ねむそうな小こ娘むすめがどうした」

　そういえば、ヤーゾンを発たつことを告げた直後、フェネシスが向かったのもヘレナのところだった。

「本当にわからない？」

　再度聞かれ、クースラはそれならばと考えてみるが、やはりわからない。

　イリーネはそんな様子をしばらく眺ながめた後、こう言った。

「ヘレナちゃんと仲良くなった。つまり、友達と別れたくないのよ」

「ぐむっ」

　と、喉のどの奥から変な声が出かかったのは、そんな馬ば鹿かなことでと思ったのと同時に、イリーネの目が冗じよう談だんを言っているようにも見えなかったからだ。

「……本気なのか？」

　イリーネはため息をつくと小ぶりの金かな槌づちを手に取り、自分の肩かたを大たい儀ぎそうに叩たたいた。

「本気だけど、それが子供じみたことだっていうのもちゃんとわかってる。だからあんたの前では隠かくすんでしょ」

　その指し摘てきも正しいだろう。

「でも、ウルちゃんにとっては初めて……とは言わないかもしれないけど、すっごく久しぶりの友達なんじゃないかしら」

　はるか東方にある、約束の地クルダロス。フェネシスはそこで何十年にもわたる正教徒と異教徒との戦乱の中、双そう方ほうから命を狙ねらわれ、逃にげ惑まどう生活だったらしい。

　その後は騎き士し団に拾われたというものの、扱あつかわれ方を聞けばそれはほとんど捕ほ虜りよに近い。

　吞のん気きに友達などできようはずもない。

　そう考えると、二人を離はなれ離ばなれにさせるのは忍しのびないような気もする。

　だが、友達。ただの友達ではないか。

「ねえ、もしかしてだけど」

　イリーネは足を組み、背中を丸めるとそこに頰ほお杖づえをついて、上うわ目め遣づかいに言った。

「嫉しつ妬とじゃないわよね？」

　馬鹿な、と言いもしなかったのは、さすがに想像の埒らち外がいだったからだ。

「お前は錬れん金きん術じゆつ師よりも突とつ飛ぴな発想をするな」

「そう？　あんたのウルちゃんの扱いを見てると、子こ猫ねこを守る親猫みたいだもの」

「あいつ自身は、自分は猫じゃないと主張している」

　イリーネは苦笑して、上体を起こした。

「けど、本当に想像もつかないの？　あんたたち錬金術師って、騎士団の都合であちこち行くんでしょ？　別れの辛つらさってのはあるものなんじゃないの？」

「別れってのは確かにある。親しくなった誰だれかが俺たちの技術を盗ぬすみに来た奴やつだとわかって騎士団に処しよ刑けいされたり、暗殺を仕し掛かけに来た刺し客かくだったりして殺し合ったり……」

　指折り数えていくと、イリーネがげんなりとしている。

　ただ、四つほど指を折ってから、はたと気がついた。

「ああ、悲しいと思えることが一つあった。忘れてたな」

「へえ？」

「恋人を殺された時のことだ」

　その時は悲しいと思わなかった。結局は騎士団に敵対する勢力から寄よ越こされた密みつ偵ていだったからだし、よくあることだったからだ。

　だが、その実自分が悲しんでいたのだと、指し摘てきしてくれたお節せつ介かいな奴やつがいる。

　そいつは年とし端はもいかぬ未み熟じゆくな修道女で、錬金術師よりもひどい目に遭あっていた。

「思い出せるのは、そのくらいだが……別れが辛いかというと、どうかな。それにあの白しろ猫ねこのことでいえば、少なくとも相手は平へい穏おん無事で、まだ生きている」

　そう言うと、イリーネは疲つかれたような顔をしていた。

「あんたらが同じ町の中で暮らしていても、森の中の魔ま女じよみたいに思える理由がわかったわ。生きている世界が違ちがうのね」

　クースラは肩かたをすくめるだけだ。

「けど、あれでしょ？　ウェランドさんと昔一いつ緒しよの工こう房ぼうだったんでしょ？　別れる時は辛くなかった？　そういう感覚よ」

「ウェランド？」

　そういえばそうだった、とクースラは記き憶おくを探さぐるが、やはりわからない。

「第一、俺はあいつと仲良くない」

「そうは見えないけど」

「別れる時も、周りの大人が数人がかりで引き離はなしたもんだ」

「へ？　それって仲がいいってことじゃないの？」

　尋たずねるイリーネに、クースラは真顔で言った。

「違う。ここを逃のがしたら再度会えることなんてないと思ってたからな。互たがいに製せい錬れん用の大金かな槌づちだとかを振ふり回してぶっ殺そうとしてたんだよ」

　ただ、あれは久しぶりに思い出すと口元が歪ゆがむくらいには愉ゆ快かいなことだ。

「……呆あきれた。なら、理解しようもないかもね」

「だから、理解できないと言っている」

　不ふ機き嫌げんに言ってから、わずかの沈ちん黙もくが下りる。

　クースラは、その沈黙を破るように、ぼそりと言った。

「どうすればいいんだ？」

　イリーネが目を丸くし、クースラを見つめている。

　鳩はとが窓まど枠わくに舞まい降りて、突とつ然ぜん今日の晩飯は何かと尋たずねてきたら、こんな顔をするかもしれない。

「錬れん金きん術じゆつ師は、わからないことがあればまず文ぶん献けんを繙ひもとく」

　頭を捻ひねるのは、過去の誰だれもその問題を解決できていないとわかってからでも遅おそくない。

「相手の状態がわからなければ、どんな手順が最良なのかわからない。普ふ通つうの鉄と錆さびた鉄では、酸に対する反応が違ちがう」

　クースラはそう言ってから、苛いら立だたしげに頭を搔かいた。

「あいつを傷つけたくない」

　ただ、どうしても一言付け加えたくなる。

「からかう時以外には」

「もう、黙だまって」

　イリーネは唐とう突とつに言って、そっぽを向いて口に握にぎり拳こぶしを当てている。その横顔は怒おこっているようにも、なにかを我慢しているようにも見える。たぶん、笑っているのだろう。

　笑うなら笑えばいい、とクースラは思った。眠ねむらない錬金術師と呼ばれ、《利子クースラ》なんて二つ名を冠かんしている自分が、小こ娘むすめのことで右往左往しているのだから。

　それでも、目的さえ果たせればそれでいい。

　目的のためなら、恥はじでもなんでもかけるだけかけばいいのだ。

「あんた」

　イリーネがクースラを横目に見て、言った。

「本当にウルちゃんのこと好きなのね」

　恥などいくらでもかける、と思った手前、引くわけにいかない。

　だが、どうしても間を空けざるを得ない苦労があった。

「……知ってるだろ」

「別にからかっちゃいないわ。素す敵てきなことだと思う」

「おい」

「本当にそう思うのよ。素敵、なんて単語、まだ覚えてたことに驚おどろくくらい久々に使ったわ」

　イリーネがそう言って見せた笑え顔がおに、クースラは若じやつ干かん戸と惑まどった。嘲あざ笑わらわれたり、蔑さげすまれたりすることには慣れている。

　だが、イリーネのそれはまったく別物だったのだ。

「この町に来る時にも言ったじゃない」

　なにを？

　言葉になる前に、イリーネが言う。

「羨うらやましいってさ」

　赤毛の娘ははにかんで、両手を自分の頰ほおに当てていた。

「それに、すっごく不器用そうなのもね」

　反射的に大きなお世話だと思うが、イリーネはもう少し別の意味で用いていたらしい。

「工こう房ぼうに入りたての小こ僧ぞっ子こを見てよく思ってた。できることより、できないことが多い時のほうが楽しいもの」

　頰ほおから手を離はなし、前まえ掛かけの汚よごれを手で払はらうと、開けっぱなしの木窓の外に視線を向けてから、イリーネは言った。

「そう思わない？」

　その問いがふと浮かんだことのない錬れん金きん術じゆつ師などいないだろう。追いかけるべき目標がなく、解決すべき謎なぞがなかったとしたら、この世はなんと味気ないものだろうか。

　そして、そんなことを考えるあたり、イリーネはやはり町の狭せまい枠わく組ぐみの中で賞賛される良き職人などではない。前に進み続けることでしか満足できない、冒ぼう険けん者なのだ。

「そうかもしれないが」

　クースラは同意を示してから、肩かたを落としてイリーネの見ていた窓の外を見た。

「人は歳としを取るとなんらかの鎧よろいを身にまとい、それに相応ふさわしい振ふる舞まいってものに縛しばられるらしい。くそったれだがな」

　言葉に窮きゆうした挙あげ句く、最後にそんな一言をつけると、イリーネは声を上げて笑いだした。

「あははは。でも、あんたは恥はじを忍しのんで私に聞きに来たじゃない」

「解決すべき問題があるからな」

「そうね。そして、私はそのことを素す敵てきだと言ったのよ」

　イリーネは不敵に笑いかけてくる。

　クースラはそれを前にして防戦一方だ。

　不思議なのは、悪い気がしないことだろう。

「だからまあ、教えてあげるわ。ウルちゃんはあれで意地っ張りだし、誇ほこり高いからね。子供扱あつかいされたら傷つくでしょうから、あんたからその話を出しちゃ駄だ目めよ」

「む……だが──」

「聞きなさいよ。それでもウルちゃんのことだから、やっぱり誰だれかに聞いて欲しいって時があるはず。ちょっと前ならその役目は私だったんでしょうけど……今は誰かしらね？」

　能書きはいらん、と言いたいが、教えを請こう身分だ。

　クースラは黙だまって拝はい聴ちようする。

「で、そんな時にも、待ってましたとばかりにあれこれ言っちゃ駄目。かといって、忘れろとか突つき放しても駄目。いかにもあんたがやりそうだけど」

「まるで製せい錬れんだな」

　炉ろの温度は高ぎても駄目、低すぎても駄目。不純物を追い出すための添てん加か物ぶつも、適切な時に、適切な量だけを加えなければならない。

「真理ってのはあらゆることに通じるのよ」

「で？」

　クースラが尋たずねると、イリーネはちょいちょいと手招きする。

　クースラはさすがに嫌いやそうな顔を見せたが、仕方なく歩み寄り、顔を近づけた。

　イリーネは椅い子すに座ったまま、誰だれが教えを授さずける立場なのかをたっぷり思い知らせて満足したらしく、上じよう機き嫌げんにクースラの耳元で囁ささやいた。

　ただ、その助言にクースラはぐうと唸うなる。

　イリーネが言うのだから正しいのだろうが、それはクースラがこれまで口にしてきたことと真っ向から対立する。今いま更さらそんなことをどんな顔で言えばいいのかと思ったが、イリーネはそういう苦く悩のうさえもとっくに見透すかし、楽しんでいるように見える。

「もしこれでうまくいかなかったら、あんたの言うことなんでも聞くわよ」

　錬れん金きん術じゆつ師相手にそんな言葉を向けるのだから、よほどの自信だ。

　ただ、あるいはそれは、イリーネなりのクースラへのはっぱの掛かけ方かただったのかもしれない。

「……鎧よろい、な」

　呻うめくように呟つぶやき、続けて言った。

「鉛なまりを金きんに変えようというんだ。身にまとってる鎧程度、いくらでも変えられるくらいでないとならない、か」

「やっぱり真理は万事に通じるってわけね」

　イリーネは楽しそうに言う。

　クースラはため息をつき、頭をがりがりと搔かいて、とりあえず礼だけは言った。それから階下の実験用の部屋に行こうかと思い、歩を扉とびらのほうに向ける。

　そして、部屋から出で際ぎわに足を止め、イリーネを振ふり向いた。

「さっきの話だが」

「ん？」

「駄目だったら、本当になんでも言うことを聞くんだな？」

　利用できることはあらゆることを利用するのが錬金術師の性さがだ。

　言げん質ちは、特に使うつもりがなくても取っておくに越こしたことはない。

「あんたがとちらなきゃうまくいくはずよ」

　イリーネの鼻っ柱の強さも筋すじ金がね入りだ。

　クースラは妙みように安心して、小さく笑うと部屋を後にしたのだった。







　そうこうしているうちに、騎き士し団の増ぞう援えん部隊がヤーゾンの町にやって来て、ただでさえ喧けん騒そうに満ちていた町が煮に立った鍋なべのようになった。

　しかも密みつ偵ていが伝えたアイルゼンの話は誇こ張ちようではなかったらしく、やって来た騎き士し団の連中は、見るだに練度が高く、馬に乗った騎兵も揃そろう、真っ当な部隊だった。

　アイルゼンは本気でアッバスを占せん領りようするつもりであり、そのことはなによりも、食料やら諸もろ々もろの物資やらを積んだ荷馬車の隊列に交じり、とんでもないものが運び込まれたことからもわかった。

「竜りゆうまで連れて来たのね」

　ヤーゾンの人間を不必要に刺し激げきしないためか、竜には厳重に覆おおいがしてあったが、イリーネは真っ先に気づいていた。さすがそれを作った生みの親、というところだろうか。

「本気だな」

「ぞくぞくするねえ」

「怖こわいってことか？」

　挑ちよう発はつするようにウェランドに言ったが、いくらかは自分にも向けている。期待の高さとは、成功した時の褒ほう美びを積み上げた高さであり、失敗した時につるされる絞こう首しゆ台の高さでもある。

「んっふふふ。これで見つからなかったら、歴史に残るお笑い種ぐさだよお」

「本当に手がかりがあるのかしら」

「さてね」

　クースラが言うと、イリーネは嫌いやそうな顔をする。

「無責任ねえ」

「本当にあるかないかなんて、俺にわかるわけないだろうが」

　イリーネは口をつぐみつつ、やっぱりなにか言いたそうだった。

　たぶん、これからのことに良い意味でも悪い意味でもわくわくしすぎて、落ち着かないのだろう。どう転ぶにせよ、なにかが始まりそうな強い予感には、クースラでさえ腹の底がふわふわする。

「だが、面おも白しろいじゃないか」

　クースラは鼻を鳴らし、言った。

「天てん秤びんは釣つり合あいを求める。目指すのは世界を根底から覆くつがえしかねない技術なんだからな、賭かけ金きんはそれに見合ったものでなければならない」

　これだけの期待を得て、結果を出せなければ、ろくな目に遭あうまい。竜の火か炎えん放射器の功績があるから殺されたりせずとも、この先まともな扱あつかいを受けられるとは思えない。

　だからこそ、当たりを引いた時には黄金の玉座が待っているだろう。

　隣となりでは、フェネシスがぎゅっと自分の服を握にぎりしめている。

「楽しめよ」

　ぽん、とその背中を叩たたく。

「錬れん金きん術じゆつ師だろ」

　フェネシスは顔を上げ、緊きん張ちようを嚙かみ潰つぶすように、笑ってみせた。

　騎き士し団の増ぞう援えん部隊は荷ほどきもせず、二日ほど滞たい在ざいして出発した。クースラたちは表向きは騎士団と無関係なので、なにか商機があると睨にらんで鴨かもの雛ひなよろしく部隊に従う商人や遍へん歴れき職人の群れに交じり、後をついて行った。そういう意味では賑にぎやかな旅りよ程ていだったし、騎士団の紋もん章しよう旗を掲かかげた軍勢が隊列を組んでいるお陰かげで、山さん賊ぞくやらに襲おそわれる心配もない。

　しかも休きゆう憩けいの時などは利にさとい商人が食べ物や飲み物を売り歩き、勤勉な遍歴の靴くつ職人や仕立て職人が、靴や服の修理を請うけ負う宣伝をしていたりと、賑やかでなにひとつ不足のない旅だった。

　お陰で無味乾かん燥そうな時間を過ごさずにすんだのは間ま違ちがいないが、弊へい害がいもあった。あるいはそれを弊害と呼ぶのはずいぶん身勝手なことだったかもしれないが、クースラにとってはそうだ。

　ヤーゾンから出発する時はお祭り騒さわぎの中での慌あわただしさだったし、ヤーゾンを出た後も賑やかさが途と絶だえることはなかった。

　だからだろう。フェネシスは仲良くなったヘレナとの別れの寂さびしさに負けそうな顔を見せなかったし、それは市し壁へきの門前で、ヘレナと別れの抱ほう擁ようをしている時もそうだった。むしろヘレナのほうが今にも泣きだしそうなくらいで、フェネシスが慰なぐさめていた。

　フェネシスは強くなった。それは間違いないし、喜ばしいことだろう。

　だが、クースラは面おも白しろくない。恥はじを忍しのんでイリーネに借りまで作ったというのに、フェネシスが弱みを見せそうな気配が一向になかったからだ。イリーネから授さずけられた助言をどううまくこなすか、その想定まで何度もしていたというのに。

　荷馬車の上でごとごとと揺ゆられている間、フェネシスはクースラの反対側がわの縁ふちに背中を預け、石せき盤ばんを抱かかえるようにしてひたすら教会文字の練習をしていた。それは決してヘレナとの別れの悲しみを紛まぎらわすため、というようなものではなかった。早く教会文字を完かん璧ぺきに習得し、それよりもさらに古い時代の文字も習得して、クースラたちの実験の役に立つ。そういう意気込みが見て取れた。なよなよおろおろしていたフェネシスなど、はるか昔の姿に思えた。

　口を出すことなんて一つもない。クースラは縁ふちに肘ひじをつき、憮ぶ然ぜんとして景色を眺ながめていた。

　イリーネの助言は的を得ていると思ったものだが、活用する場面がなければ意味がない。

　ヘレナとの別れの悲しみをこちらから癒いやそうとするのではなく、かといって忘れろと突つき放すでもない、というその対処の仕方。フェネシスが弱みを見せた時、お前はこう言うべきだ、とイリーネは耳打ちした。

　いつでもいいから、辛つらくなれば俺を頼たよれ。

　自分のことを無条件にあてにするフェネシスに、何度も頼るなと言ったのは他ほかならぬ自分自身だった。鬱うつ陶とうしかったのもあるし、それではフェネシスがいつまで経たっても成長しないと思ったからだ。

　それが今や頼れと伝える機会を窺うかがう自分がいて、フェネシスは人に頼らずに歩く方法を見つけつつある。

　世の中とはそういうものなのかもしれない。

　クースラは青空の下で、そう思った。

「町が見えたぞー！」

　そんな、ある意味のどかで、ややもどかしい時間を十日ばかり過ごした昼過ぎのことだった。

　ぞろぞろと道を行く集団の先頭から、声が聞こえてきた。

　旅も十日目となれば、どれだけ頑がん丈じような男でも疲ひ労ろうの色を見せるようになる。しかも北に向かっているために空気は冷たく、風は強くなり、道は日を追って悪くなった。

　先に騎き士し団の軍勢が通っているのでかなりましなはずなのだが、それでも最後の二日間は雪まじりの雨に降られ、泥でい濘ねいに車輪を取られる荷馬車を力を合わせて押すほかなく、頭から泥どろまみれになりながら峠とうげを上った。

　もしかしたら、そういう苦労があったせいなのかもしれない。

　ようやく難所を越こえて冷たい氷ひ雨さめも止やみ、吹ふき寄せる風で雲が晴れ、濡ぬれそぼった服だの荷物だのが乾かわいた頃ころに到とう達たつした峠の上。

　その先にある光景は、真実、別世界に見えた。

　雲一つなく晴れているのに、どこか灰色のくすんだ空。木こ立だちがひどく目立ち、その隙すき間まを蛇へびが蛇だ行こうするように黒い川がくっきりと見えているのは、残る部分をすべて雪が真っ白に塗ぬり尽つくしているからだ。誰だれも彼もが泥まみれで、寒さに鼻をすすり、襟えり巻まきを口元まで上げたりして、無言でその様子を眺ながめている。

　峠から伸のびる道の先には、川を挟はさんで作られ、真っ白な海に今にも沈しずみ込みそうな小さな町がある。あるいは、雪の上にいる、卵を飲み込んだ蛇の腹のようにも見えた。

　アッバス、と誰かが言った。

　木材で作られた市し壁へきは、前時代の防壁でいかにも頼りない。今、その市壁の内側がわでは細い煙けむりが幾いく筋すじも上がっているが、戦いくさの残り火、というわけではなかった。アッバスは騎士団との戦いを望まなかったし、騎士団の部隊はアッバスの市壁を無理にくぐらなかったからだ。

　アッバスには南の大商会が遠えん隔かく地貿易用の商館を築いているため、そこを占せん領りようすれば南の国々への宣戦布告とも取れる。その一方で、商会としては戦で商品が焼けるようなことは望んでいない。さらに重要なこととして、そもそもアッバスには兵と呼べるような戦力がいなかったので、戦うのは不利益どころか無む謀ぼうなことでしかなかったのだ。

　使者を出した騎士団側の部隊が、相手の事実上の降こう伏ふくを信じたのも、兵がいないのは奇き襲しゆうを狙ねらった相手の策ではなく、単純にここに兵を集めることが不可能だったとわかったからだ。

　なぜなら、こんな僻へき地ちに兵を展開しようと思っても、ラトリア国の陸路は騎士団が押さえているし、海路も海岸線を南に下ったニールベルクを押さえられているので、ここまで大量の兵を北上させることは難しいからだ。

　そして、アッバスに拠点を構える大商会の暗あん黙もくの同盟者であるラトリア国は、今まさに騎士団に体を食い滅ほろぼされようとしている真っ最中で、アッバスのような僻地にまで兵を割さく余よ裕ゆうがない。

　混乱が起きなかったのも、アッバスの人間からすれば騎士団はいつか必ずやって来るとわかっていたので、ある種の覚かく悟ごをすでに決めていたからだろう。

　そういうわけで騎士団の部隊は戦火を交えることなくアッバスの市し壁へきをくぐることに成功したのだが、峠とうげの上から見ていると、部隊は川を挟はさんで南側がわの町に入るようだった。

　川を挟んで北と南に町は二分されていて、北側のほうが大きく賑にぎやかで、南側は一軒けん一軒の建物こそ大きいものの、妙みように広い庭を構える屋や敷しきが多かった。おそらく、大商会の商館の、荷物を保管する敷地だろう。そこに部隊を置いて、仮の陣じんを敷しくのかもしれない。

　それに、南側の町は小高い丘おかになっていて、北側の町をはっきり見下ろせる高さだった。どう考えても南の商会とラトリア国は通じているが、それでも異教徒の地で店を構えることに不安があったのか、有事の際には軍事的優位に立つため、そういう場所に大事な品物を置く敷地を作って倉庫を建て、今はその利を騎士団が利用しようとしているわけだ。

　とにかく、これで騎士団の部隊はアッバスに直接手を下さず、アッバスを軍事的な支配下に置くことができた。戦火を交えず、相手の招きに応じて市壁の中に入ったのだから、文句をつけられる筋合いはない、ということだ。商会の本ほん拠きよ地を置く国々に敵対の口実を与あたえさせず、目的を達成できる。

　クースラとしても、戦火で貴重な情報が焼けてしまったり、知識の詰つまった頭がかち割られたりする心配がなくなってほっとした。

　そういう情報を逐ちく一いち密みつ偵ていから聞いていたものの、丘の上からアッバスの町を眺ながめていると、なにか現実離ばなれしたような、変な感覚があった。

　クースラは、これが現実なのだと確かめるように、隣となりにいたフェネシスの肩かたにそっと手を当てた。相変わらず細くて華きや奢しやだが、少し頼たのもしくなったような気がするフェネシスは、クースラを見上げると乾かわいてひびだらけになった泥どろ仮か面めんの下で、春の芽め吹ぶきのような笑えみを見せた。

「伝説の始まりには、相応ふさわしい気がします」

　生意気な台詞せりふだが、的確にクースラの胸中を表していた。

　そのとおりだ。

　クースラが笑みを向けるとフェネシスもさらに笑い、ぽろぽろと泥のかけらが顔から落ちて、まるで卵からかえろうとしている雛ひなのようだった。

「あとひと踏ふん張ばりだ！」

　こういう旅に慣れているらしい行商人が、力強く叫さけぶ。

　人々は魔ま法ほうから覚めたように、のろのろと歩きだす。

　各おの々おの無言ではあったが、どこかに熱いものが感じられた。

　こんな世界の果てにまで来たのだから、なにかを摑つかまなければならない。

　全員が、そう思っているようだった。







　騎き士し団の部隊は南側がわの町に入ったが、クースラたちは川を挟はさんだ反対側、賑にぎやかな北側の町に入った。南から渡わたし船ぶねに乗ったのだが、川に浮かぶ船の数は多い。この町を目指して上流から下ってくる船や、ここから川を下り海に出て、極北からもたらされた商品を運び出したりする船だろう。あるいは、南からの輸入品を載のせて遡さかのぼって来るのかもしれない。

　ただ、港の造りは少し妙みようでもあった。町の中を川が流れている、というのではなく、町と町の間を川が流れている、という感じだったのだ。

　そう思う原因は、南北に分かれる町が、川に面したところにまで市壁を張り巡めぐらせ、門を築いているせいだ。おそらくは、敵の来らい襲しゆうがあった時、川を伝って町に侵しん入にゆうされることを防ぐための措そ置ちだろうが、クースラには川を挟んで二つの町がいがみ合っているようにも見えた。

　そんなアッバスの北側の港に着くと、敵対的な視線を向けられるかとも思ったが、町の人間は若じやつ干かん不安そうな顔をしているものの、格別関心を払はらってきたりはしなかった。商人風の者たちに至っては、平然としたものだ。

　ヤーゾン以上に交易に依い存そんしている町なので、ある日見たこともない格好をしたよそ者が大挙して押し寄せてくることに慣れっこなのかもしれない。商人たちが平然としているのは、騎士団に町を焼き払うつもりがない、とわかったからだろう。彼らは商売さえできればなんでもいいのだ。なんにせよ、クースラたちも面めん倒どうなことが避さけられるのならば、文句はなかった。

　それからクースラたちは世話役の密みつ偵ていが確保してきた宿で旅装を解き、垢あかと埃ほこりと泥どろで鎧よろいのように固まっている服を脱ぬいだのだが、脱だつ皮ぴする昆こん虫ちゆうの気持ちがわかる気がした。

　凝こり固まった体を伸のばしていると、隣となりの部屋から唸うなり声ごえが聞こえてきた。

「う～～～～～～……」

「あ～～～～～～～～！」

　と、獣けものの呻うめき声かとも思うが、フェネシスとイリーネだ。

　宿の者に沸わかしてもらった熱い湯を桶おけに張り、一足先に旅の垢を落としている。

　桶には限りがあるので、クースラとウェランドはお嬢じよう様方を優先し、順番待ちと相成った。

「覗のぞきたくなる声だねえ」

　泥にまみれようが垢にまみれようが、いつもの格好がすでに汚きたないのであまり変わっていないウェランドが、そんなことを言う。

「乙女おとめの湯ゆ浴あみって声か？　あれが」

　今にも扉とびらの向こうから、酒を持って来い！　と野の太ぶとい声が聞こえてきそうだ。

「その油断しきっている時と恥はじらう時の差が、面おも白しろみってやつだよお」

「わからんね」

　クースラは肩かたをすくめ、窓から外の景色を眺ながめていた。

　宿は四階建てで、部屋はその四階に位置している。宿が面する町の目め抜ぬき通どおり沿いは、どこも同じ高さの建物が並び、右を見れば町の終わりまで続いている。そこには事前に聞いていたとおり、ラトリアを南に飛び越こえた国々の名だたる商会が軒のきを連ね、でかでかと商会の紋もんを染めつけた旗を翻ひるがえしていた。

「しかし、知識ってのは紙の上だとはっきりしているが、目まの当あたりにすると曖あい昧まいなものだな」

　雪によって冷やされた風も、町の中で受けるとどこかほっとする。

　きつい酒でも飲んで、異国の景色を眺めていたくなる。

「詩的だねえ。なんの話だよお」

　そう言いながら、ウェランドは小さい瓶びんの栓せんを抜いている。

　まさしくクースラが飲みたいと思った、蒸留酒だ。

「おい、少し残しておけよ」

「なくなったら作ればいいだろお？　イリーネちゃんがいるんだから、蒸留器でも竜りゆうの火か炎えん放射器でも作り放題だよお」

　そう言って、きつい酒を飲んで、膝ひざを叩たたいていた。

「ふん」

　クースラは鼻を鳴らし、窓の外に再び視線を向けた。

　そこには異教徒の国ラトリアをも越えた、この世の果てと接する町並みが広がっている。

　おそらく紙上の知識なら、異教徒と蛮ばん族ぞくがはびこる未開の地、とでもいうのだろうが、町の様子は南の地方とほとんど変わらない。むしろこの間までいたヤーゾンのほうがより異教徒的な趣おもむきがあるくらいだ。その原因のほとんどは、町の大部分を占しめる商館にあるだろう。町の様子を見ると、市し壁へきは町を守るためのものではなくて、この商館とそこにある商品を守るためのもののようにも見えた。

　そのせいか、町の雰ふん囲い気きは南のようでいてそうではなく、かといってこれまで通り過ぎてきた異教徒たちのどの町とも違ちがっている。町に鐘しよう楼ろうと教会が見当たらず、眼下の通りを行く人々の多くが旅装なのも、ここが住む場所としてよりも交易の要かなめとして機能していることを思えば納なつ得とくのいくものだったが、それにしても、クースラには風変わりな町に見えた。

　ひどく、空気がよそよそしい。

　それは自分がどこの町に行ってもよそ者であり、忌いむべき存在である錬れん金きん術じゆつ師であるからこそ、敏びん感かんに感じる空気だった。

「ふはー、さっぱりしたあー！」

　と、煙けむりの形を見定めるように、町の違い和わ感を摑つかまえようとしていたところに、イリーネの吞のん気きな声が響ひびいた。

　泥どろと垢あかにまみれ、冷たい風も相まってかさかさに乾かわいていた肌はだは、鍋なべで茹ゆでたばかりの空そら豆まめみたいに艶つや々つやになっている。フェネシスも遅おくれて出て来たが、こちらは体が温まって疲つかれが溶とけ出たのか、すでにうつらうつらしていた。肌はだも髪かみも白いせいで、海辺で見たことのある海月くらげみたいだった。

「さあて、次は俺たちの番だねえ」

　ウェランドがうきうきとして言うが、クースラも熱い湯で顔を洗う誘ゆう惑わくには抗あらがえない。

　物思いのことはひとまず置いておいて、隣となりの部屋の桶おけを取って来ようとした。

　そこを、後ろから引っ張られたのは、隣の部屋に続く扉とびらに手をかけた時のことだった。

「ち、ちょっと待ちなさい」

「ああ？」

　慌あわてた様子のイリーネだった。

「ど、どこ行くのよ」

「どこって、桶を取りに行くんだよ。お前らが使い終わるの待ってたんだろうが」

「ち、ちょっと、ちょっと待ちなさい」

「はあ？　おい、こっちも疲れてるんだ、早く湯を使わせろ」

　苛いら々いらとして言い返していると、イリーネの目配せを受けたフェネシスが、眠ねむ気けも覚めた顔で慌てて駆かけ寄り、クースラからなにかを隠かくすように扉を開き、隣の部屋に入って行った。

「なんなんだ？」

　怪け訝げんに思っていると、ぽんと肩かたを叩たたかれた。

　見れば、ウェランドだ。

「クースラは、もう少し、女心を知るべきだよお」

「……はあ？」

　まったく訳がわからない、と思っていると、イリーネはクースラのことをウェランドに押しつけ、自分も隣の部屋に戻って行く。ほどなく桶の中身を道に捨てる音がした。それからイリーネとフェネシスの二人はすまし顔で戻もどって来て、笑え顔がおで桶を差し出してきた。

「お先にお湯をいただいたわ」

　隣では、フェネシスも取ってつけたような笑みを浮かべている。クースラは二人から桶を受け取り、首をかしげていた。空になった桶を持ち、階下の炊すい事じ場まで持って行く途と中ちゆう、やはり自分用の桶を持ったウェランドがこう言った。

「湯が真っ黒に汚よごれてるのを、見られたくなかったんだよお」

「……あいつら、自分のことを妖よう精せいとでも思ってるのか？」

　クースラの言葉に、ウェランドはどちらの味方とも取りづらい笑顔を見せたのだった。







　宿の炊すい事じ場は湯を求める泥どろだらけの人間でごった返していた。普ふ段だんなら、錬れん金きん術じゆつ師の特権を振ふりかざして順番待ちなど無視するのだが、身分を隠かくしている今騒さわぎを起こすと面めん倒どうなことになる。それでおとなしく待っていると、ちゃっかり割り込んで湯を手に入れたウェランドがほくほく顔で炊事場から出て行った。適当に口先で丸め込んだのだろう。

　クースラは呆あきれるようにため息をつき、たまには善良な市民のふりをするのも悪くない、と自分に言い聞かせておとなしく順番を待っていた。

　ようやく湯を桶おけに入れてもらって部屋まで運ぶと、ベッドではイリーネとフェネシスが折り重なるようにして眠ねむりこけていた。

「男は藁わらで寝ねろって言うのか？」

　さしもの密みつ偵ていも四人分の床とこは用意できなかったらしく、誰だれかは藁を敷しいて眠るしかないのだが、無条件にそれを受け入れるつもりはない。

　幸い、ベッドはもう一つある。

　と思って気がついた。これで自分が吞のん気きに顔を洗っていれば、先に洗い終わったウェランドが手足を広げて眠るつもりなのだろう。炊事場で無理を通したのも、そのことが目的だったに違ちがいない。

　クースラはぎりぎりと歯を嚙かみ、いっそこの湯をベッドにぶちまけて誰も眠れないようにしてしまおうか、などと思っていると、隣となりの部屋からウェランドが出て来た。

「ふいー。炉ろの前で汗あせだくになるのは慣れてるけど、泥まみれは嫌いやだねえ。ようやくさっぱりしたよおお」

　ご満まん悦えつそうに言うと、ベッドの上の小こ娘むすめ二人を見て、さらに喜き色しよく満まん面めんだ。

「うっふふふふ。可愛かわいいねえ。こう、二人の隙すき間まに手でも入れて暖を取りたい感じだよお」

　クースラは心底呆れつつも、ウェランドがそうしたがる理由が少しわかってしまい、嫌だった。自己嫌けん悪おに頭を振りつつ、結局湯をぶちまける案は却きやつ下かし、隣の部屋に行って桶を置く。せっかくの湯だから、冷めてしまってはもったいない。

　そして、ふと見るとウェランドが使った桶はきちんと湯が捨てられ、壁かべ際ぎわに立てかけられていた。いい加減そうに見えて、使った道具の片づけという錬金術師の基本は、体に染しみついているらしい。

「嫌味な野や郎ろうだ」

　そう毒づき、クースラも服を脱ぬいで、泥だらけの体を洗った。久しぶりの湯の感覚に思わず唸うなり声が出そうになり、小娘どもを笑えないな、と一人呆れ笑う。髪かみと顔と体を洗うと、頭もすっきりしてくる。

　そうすると、たちまちのうちにやるべきことが頭の中にずらりと整列する。

　湯上がり後に昼ひる寝ねなどとんでもない。天使の伝説を、この手と、頭で、一刻も早く見つけ出すのだ。

「よしっ」

　服を着たクースラは、気合いを入れて隣となりの部屋に戻もどった。

　その勢いが止まり、口元が強こわ張ばったままひくついたのは、案の定ウェランドも寝ねていたのみならず、あろうことかフェネシスとイリーネに添そい寝していたからだ。イリーネはフェネシスを湯たんぽにでもするかのようにしがみつき、ウェランドはイリーネと反対側がわから、イリーネごとフェネシスを腕うでの下に収めてご満まん悦えつだ。二人に挟はさまれたフェネシスは、苦しそうに唸うなっている。

　クースラは自分のことを品ひん行こう方ほう正せいな善き市民だとは一度も思ったことがないが、その実、意外に真ま面じ目めなのかもしれない、と思った。

「勝手にしてろ」

　吐はき捨てるように呟つぶやいた。
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　まず会いに行くべきは、この町について最も詳くわしい人物だ。その定番は、この町の古くからの住人、というわけではない。どこの町にも必ずいるはずの、宣教師だ。

　峠とうげの上から眺ながめた時もこの町に鐘しよう楼ろうは見当たらず、異教徒の国と極北の大地との境目という名に相応ふさわしく、教会がないことは確かく認にんずみだったが、宣教師は鼠ねずみと同じで絶対にどこの町にでもいる。それは宗教的な熱意からであったり、未いまだ教会のない町で信徒を獲かく得とくすれば自分の教会を持つことができるという実利的な理由からであったりする。

　ただ、動機がなんであれ、共通するのは誰だれかを説得しようと思ったら相手のことをよく知る必要があるということだ。宣教師ならば、この町の人々がなにを信じ、どんな伝説を持っているかを詳くわしく知っているだろう。

　クースラは窓べりに置いて干していた外がい套とうをばさばさと払はらい、乾かわいた泥どろを落とす。

　その程度では大して綺き麗れいにもならないが、乾いた泥の白さと灰まみれの白さは似たような色だ。塵ちりが塵に、灰が灰に、という聖典の文句を卑ひ近きんな例で納なつ得とくした。それから短たん剣けんを手に取り、太陽の欠片かけらの入った皮かわ袋ぶくろと一いつ緒しよに腰こしにくくり付け、準備を終える。

　眠ねむりこける三人は軽く一いち瞥べつしただけで、もう苛いら立だちも感じない。この世は果てしなく続く道であり、己おのれの足で歩かなければ前に進むことはできないし、歩こうとしない奴やつを連れて行く義理もない。

　眠らない錬れん金きん術じゆつ師、という二つ名を、久しぶりに思い出す。

　そして、扉とびらに向かって歩き、取っ手に手をかけた瞬しゆん間かんだった。

「っぁ！」

　と、声にならない悲鳴のようなものが聞こえて、後ろを振ふり向くと、イリーネとウェランドの隙すき間まから、フェネシスが体を起こしていた。

　だが、どうも様子が妙みようで、目はほとんど閉じ、こちらを見ていない。耳の向きもてんでんばらばらで、死体を墓穴から引きずり出したらこんな感じかもしれない、という体ていだった。

　クースラはその様子にややたじろいだのだが、フェネシスはなにかに操あやつられるかのように二人の間から這はい出してきた。それも、フェネシスらしくなく、二人を起こさないように気き遣づかう様子がなく、イリーネの顔を押しのけ、ウェランドの腕うでをぞんざいに払はらいのけていた。

　相変わらず目はどこを見ているのかわからず、ベッドから下りると膝ひざに力が入っていなかったようで、そのまま、くたん、と尻しりもちをついたが、腰こしを上げるよりも先に手が前に出て、ひたすらに進もうとしていた。

　それはなにか病的で、悪あく魔まに魅み入いられているようでもあった。

　フェネシスはやがておぼつかない足つきで立ち上がると、よろよろと歩き、クースラに向かって倒たおれかかってきた。

「お、おい」

　慌あわてて受け止めると、二人に挟はさまれて寝ねていた余よ韻いんが、その体に熱として残っている。

　しかし、フェネシスはクースラの服をしっかり摑つかみ、離はなさない。

　夢でも見ているのか？

　とクースラは思ったのだが、すぐにそうではないのだと気がついた。

「……置い……て……行か……」

　そう呟つぶやき、茫ぼう然ぜんとした目に涙なみだが浮いていたからだ。

　たぶん、フェネシスはまだ眠ねむっている。ここまで歩いて来たのは、ウェランドが桶おけをきちんと片づけていたようなことだ。

　呪のろわれた血筋ゆえ、どの町に行っても命を狙ねらわれ、旅から旅への逃とう避ひ行こうだったらしい。寝ねているところに踏ふみ込まれ、目を覚ます前に、考える前に逃にげ出すことが何度もあったのだろう。

　やがてその行動は体に染しみつき、考える前に実行できるようになった。普ふ段だんは耳をいじっても目を覚まさないくらい熟じゆく睡すいするのに、そういう空気だけは感じ取れるのだろう。

　妙みように熱いせいでいつもより柔やわらかく感じるフェネシスの体を抱だき留め、クースラはため息をつく。ついて来ない奴やつを連れて行く気はさらさらないが、追いかけて来るのなら拒こばみはしない。

　まだ悪夢の中にいるのだろうフェネシスの頭を抱くように、腕うでを回す。安心させるように抱きしめてから、襟えりを摑つかんで引き離はなした。

「起きろっ」

　そして、フェネシスはようやく目をぱちくりとさせた。

「目が覚めたか？」

「あ……え？」

　フェネシスはきょろきょろとし、再度、クースラを見た。

「寝ぼけてもなお追いかけてくる根性は立派だ。連れてってやるからさっさと用意しろ」

　そう言って手を離すと、フェネシスはよろめいたが尻もちをつくようなことはなかった。

　若じやつ干かん不思議そうな顔はしていたが、自分がなにをしていたのか、なんとなく把は握あくできたのだろう、というのは顔が赤くなっていくことでわかった。

　ただ、そのまま羞しゆう恥ちに沈しずむのではなく、ぎゅっと凝ぎよう縮しゆくした感情は、泣きだしそうな笑え顔がおに変わっていた。

　鼻をすすり、目じりを拭ぬぐうと、慌あわてて自分の外がい套とうを探し、泥どろを払はらうなんてこともせずに体に巻き付けてクースラの元に駆かけ寄って来る。フェネシスは見習い小こ僧ぞうの扮ふん装そうをしているので、それに見合った俊しゆん敏びんさ、ともいえるだろうが、こんなににこにこしている小僧などいない。

　フェネシスがなにに対してそれだけ嬉うれしそうなのか、クースラにはわからない。もう命がけの逃避行をしなくてもすむことなのか、それとも、クースラに追いついたことに対してなのか。

　どちらであっても、クースラにとってあまり違ちがいはない。

　手を伸のばして触ふれたくなる理由としては、どちらも同じだからだ。

「……あ、ふぇ？」

　クースラがフェネシスに手を伸ばすと、フェネシスは手が触れる前から、目を眇すがめて首をすくめていた。その緑色の双そう眸ぼうは、被ひ虐ぎやく的な上うわ目め遣づかいのくせに、なにかを期待するように潤うるんでいる。

　とも取れるだろうが、潤んでいるのは寝起きのせいだし、クースラが手を伸ばしたのは、躾しつけのためだ。

「頭ず巾きんをかぶり忘れてるぞ。耳が出てる」

「んゃっ!?」

　フェネシスの左耳をつまみ、前後に揺ゆする。クースラが耳を弾はじいて手を離はなすと、フェネシスは自分の耳を押さえてクースラのことを睨にらむ。クースラはもちろん無視し、さっさと廊ろう下かに出た。

　フェネシスは言われたとおりに頭巾を探し、頭に巻いて、追いかけて来た。むすっとしていて、お待たせしましたともなんとも言わない。

　ただ、それは痛い目に遭あわされて怒おこっているというより、すねているように見えた。

　なぜすねているかは、考えないでおく。

　ただ、肩かたを怒いからせて大おお股またに、クースラより先に廊下を歩いて行くフェネシスに苦笑し扉とびらを閉じるその時、ベッドの上でウェランドが目を覚ましていることに気がついた。

　こちらを見て、へらへらと笑っている。

　くたばれ、と口だけ動かして伝え、扉を閉じた。

　あの二人が部屋にいなかったら、フェネシスをすねさせることはなかっただろうか。

　クースラはそんなことを考えたが、鉱石だって不純物がなければ振ふる舞まいが変わる。

　馬ば鹿かなことだと、胸中で呟つぶやいたのだった。







　階下に下りると、一階の酒場ではヤーゾンから共にやって来た連中の中でも元気な奴やつらが、早さつ速そく酒盛りをしていた。酒と油を滴したたらせて焼かれる肉の匂においと喧けん騒そうの中で、三人の密みつ偵ていたちも雁がん首くび揃そろえて談笑している。

　並べてみれば当たり前だが、三人それぞれ顔つきは違ちがうのに、クースラはいつも個別に見ると三人をいまいち区別できなくなる。不気味な連中だ、と思う。

　その密偵の一人がクースラに気がついた。

「小こ僧ぞうでしたら、外ですよ」

　少し笑っているのは、この酒場を先に通り過ぎたフェネシスが怒っていたからだろう。

　小僧と呼んだところにも悪戯いたずらっぽい含ふくみがあった。

「ちなみに、あなた様はどちらにお出かけで？」

　世話と監かん視しは同じ貨か幣へいの裏表。行き先を告げておけば、なにかあった際に彼らの助けを受けやすくなる。

「宣教師に会いに行きたいんだが、この町にも一人くらいいるだろう？」

「それでしたら、どこかの商会の扉を叩たたくとよいでしょう」

「商会？」

「神の僕しもべを助けることは、天の御み国くにに財宝を積むことですからね」

　旅から旅の宣教師に衣食を与あたえ、日ひ頃ごろの金かね儲もうけの罪を清めよう、というところだろう。

「あんたらも、町の古い話なんかを集めてくれ」

「その相談をしていたところです」

　クースラは肩かたをすくめ、外に出た。

　酒場では暖だん炉ろに景気よく薪まきがくべられていたので、外に出ると痛いほど冷たい空気に身をすくめることになる。こんなに寒いと、太陽の欠片かけらの実験をしようにも実験の条件が変わりそうだなと思った。

　フェネシスは宿を出たところで待っていた。怒おこっているのかなんなのか、こちらを見もしない。それでもクースラが歩きだすとついて来るので、余計に意地悪したくなってしまう。

　どう考えても、悪いのはフェネシスのほうだ、とクースラは勝手なことを思った。

　ただ、町に出て冷たい風に吹ふかれていると、そんな浮うわついた気分もなくなっていく。寒い地方の人間が陰いん気きに感じるのは、こういうことかもしれなかった。

　クースラとフェネシスは、無言で町を歩く。この町にいるであろう宣教師を見つけるために、一軒けんずつ商会の扉とびらを叩たたけばいいとはいっても、闇やみ雲くもにやるよりかは、ひとまずこの町にどんな商会があるのか知っておいたほうがいい。

　そして、町の様子を知るには、実験の時と同じように、よく観察するのが一番だ。しばらくぶらついてみることにした。今のクースラは、隣となりを歩くフェネシスが男装して職人の見習い小こ僧ぞうの格好をしているように、商会を放ほう逐ちくされて遍へん歴れきの職人に身をやつしている御おん曹ぞう司しとかいうふざけた役やく柄がらだから、無茶をするわけにはいかなかった。

　アッバスは交易の町としてかなり儲けているのか、道みち幅はばは広く、雪が降るためか地面は土ではなくて丸太を二つに割ったものが敷しき詰つめてあった。荷馬車が通るたびに、かたかたと独特の音が鳴る。きっと川の上流に肥ひ沃よくな森でもあるのだろう。

　ただ、その道が妙に綺き麗れいなのは、なにも金に飽あかせてのことではなさそうだと、町の中心に位置している広場に出てから気がついた。

　円形に敷地が確保され、道が四方に伸のびている南風の造りで、真ん中には石を組んで作った祠ほこらがある。その祠が花や青々と葉の生おい茂しげった木の枝で装そう飾しよくされ、広場をぐるりと囲む家々も飾かざりつけの真っ最中だった。

「祭りの準備中か……。戦いくさにならなかったのは、これが理由かもな」

　こんな場所で執とり行われるものだから正教のものとは思えないが、騎き士し団の兵が槍やりで突つついて中止を勧かん告こくしているわけでもない。騎士団側がわは、安易な征せい服ふくにやって来たのではない、と行動で示したのだろう。

　町のほとんどの人間にとって、誰だれが支配者になるかは誰に税金を納めるかの違ちがいでしかない。

　日々のことを邪じや魔まされなければ、それがラトリアの女王だろうが騎士団だろうがどうでもいいのだろう。

「しかし、聖堂……というのとも違うな。祠？　中になにかが祀まつってあるのか」

　広場の中心に据すえられている石造りの祠には、大きな木と鉄の扉とびらが取り付けられているが、祠そのものはさほど大きくなく、扉を開けたら人一人入るのが精いっぱいではないか、という作りだった。クースラは気になり、扉をごんごんと叩たたく。すると、音の反はん響きよう具合から、扉の向こうには浅からぬ空間が広がっているのがわかった。

「つまり……この先は階段か。一体どこに続く──ん？」

　と、クースラは服の裾すそを引かれた。見ればフェネシスが目配せをしていた。

　広場のあちこちで飾かざり付けをしている連中が、じっとこちらを見つめている。いつもの錬れん金きん術じゆつ師の感覚なら、こちらを見ている連中を逆に締しめ上げて話を聞き出すところだが、揉もめ事ごとは厳禁だ。今は無知な旅人を装よそおって、おとなしく退くことにした。

　クースラとフェネシスが広場を突つっ切っても、しばらくじろじろと見られていたが、やがて向こうも関心を失なくしたようだった。

「あの下に、カザンのように伝説が埋うまっていたりしてな」

　冗じよう談だんめかして言うと、なんであれ揉め事は嫌いやがるフェネシスは、一度後ろを振ふり向きつつ、やれやれとばかりにため息をついていた。

　引き続き町の様子を観察していくと、町は大きさの割に妙みように静かなことに気がついた。建物は立派で、戸数も多いのだが、忙せわしく立ち回る人間の数がとても少ない。それこそ、祭りのためだろう飾り付けを細々とやっている人々くらいしか目につかなかった。騎き士し団の部隊がやって来たので家に隠かくれているのか、それとも冬はあまり働かないのかもしれない。職人街も作業をしている人々はいるが、気の抜ぬけた雰ふん囲い気きが通り沿いからでもわかる。

「辛しん気きくさい町だ」

　クースラが小さく呟つぶやいていると、側そばでフェネシスが小さくくしゃみをした。

　ただ、宿を出てからこっちずっとむすっとしていたフェネシスは、そのことがなにか負けを意味するとでも思っているのか、くしゃみなどしていませんよ、とそっぽを向いている。

　クースラはため息をつくのも馬ば鹿からしく、言った。

「おい、ちょっと使いに走れ」

　フェネシスは頭ず巾きんの下で耳を動かし、次いで顔をこちらに向けた。

「あそこの屋台で飲み物買って来い」

　銀貨を放ほうってやると、慌あわてて受け取ってから、クースラのことを窺うかがうように見る。

「荷上げ夫向けの温めた葡ぶ萄どう酒しゆが売ってるだろ。俺はそれだ。お前は好きなのにすればいい」

「……」

　フェネシスはなにかを言いかけたが、結局口をつぐんで小走りに駆かけて行った。

　戻もどって来ると、どうやら自分用にはミルクに蜂はち蜜みつとショウガを混ぜて煮にたものを買って来たようだ。港で働く連中が、酩めい酊ていして水の中に落っこちないよう、酒の代わりに飲む代しろ物ものだが、お嬢じよう様にもぴったりかもしれない。フェネシスは湯気のせいで鼻水が出るのか、熱いミルクを冷ますために息を吹ふいたり、鼻をすすったりで忙いそがしそうだった。

　港には船がぎっしり係留されていて、交易地としてそれなりに立派なのだとわかるが、やはり人の数が少ないし、活気も乏とぼしい。騎き士し団との戦いくさが本格的になり、しかも騎士団は不意打ちによる劣れつ勢せいを挽ばん回かいし、陸路も海路も制圧してしまったので、ここは敵てき地ちの中の陸の孤こ島とうみたいなものなのかもしれない。交易とは川の流れのようなものだから、流れが途と絶だえれば、淀よどむしかない。

「あの」

　と、港の様子を観察していると、声をかけられた。奇き特とくな人間がいるわけはないので、順当に隣となりのフェネシスだ。

「なんだ。ショウガが辛からすぎたのか？」

「……子供ではありません」

　湯気のせいで顔が湿しめり、鼻もすすっているので、意地悪されてべそをかいているようにも見えた。

「宣教師……の方に会いに行くんですよね？」

　フェネシスの耳なら、宿の酒場での会話が聞こえていたのだろう。

「そうだが、なにか気になるのか？」

　答えると、フェネシスは小さく首を横に振ふってから、続けた。

「いえ、こんな場所にまで、教会の人たちは来ているんだなって」

　フェネシスは元修道女だが、その前は教会のみならず、異教徒からすらも命を狙ねらわれるような、呪のろわれた民たみとして生きてきた。

「逃にげ場ばがないって？」

　フェネシスはぎょっとした顔でクースラを見上げたが、ゆっくりと強こわ張ばった顔を緩ゆるめると、悲しげに笑う。

「そう、ですね」

　そして、甘さの中にぴりりとショウガが利きいたミルクを、両手で包むようにして、川の向こう側がわに視線を向けた。

　フェネシスは騎士団の庇ひ護ごを受ける身だが、騎士団が道義的な理由からそうしているわけでは決してない。呪われた血筋というのは、それだけで色々な使い道があり、要するに道具の一つとして確保されているにすぎない。

　そして、少なくとも教会の目がある限り、どこに行ってもフェネシスに平へい穏おんは訪おとずれない。

　クースラはまずくて酸すっぱい温めた葡ぶ萄どう酒しゆをすすり、言った。

「だが、伝説を見つけられたら、そうでもないだろ」

「え？」

「誰だれにも文句は言わせない。なんなら、硝子ガラス職人たちが築いていたみたいな、森の中の特権に守られた工こう房ぼうを作らせることだってできるだろうさ」

　その言葉を受けて、フェネシスは空に流れ星でも見つけたかのような顔をしてクースラのことを見つめていた。

「天使の尻尾しつぽは間ま違ちがいなく手の届くところにある。だから……まあ、今からそんなことを考えてるとろくな目に遭あわないってのが世の定めだが──」

　クースラは、フェネシスに手を伸のばして、その前まえ髪がみごと、くしゃりと頭を撫なでた。

「褒ほう美びを考えとけ。なんなら」

　言おうか言うまいか一いつ瞬しゆんためらい、結局口にした。

「ヤーゾンに工房を構えたっていい」

「……ヤー……ゾンに？」

　フェネシスはなにかを考えるようにクースラから視線を逸そらし、慌あわてて視線を戻もどした。

「あ、あの、な、なんでヤーゾンに……」

「あ？」

　クースラは片かた眉まゆをつり上げ、フェネシスを睨にらみ下ろす。フェネシスは子こ猫ねこみたいに首をすくめ、目をしばたかせている。

　しばらくそんな構図が続いたが、クースラはため息をつき、あらぬところに視線を向けた。

「友達がいるんだろ」

　びくっとフェネシスが体をすくませたせいで、危あやうくミルクがこぼれるところだった。

「おい、気をつけろ」

　ただ、そんな注意も、フェネシスは聞いていなかった。今にも泣きそうな顔で、ひどい意地悪をされたような顔で、クースラを見つめていたのだ。

「な、なんで、そのこと……」

「はあ？」

　クースラは不ふ機き嫌げん丸出しに聞き返したが、それは実のところイリーネに教えてもらったという負い目があるからだ。

　しかし、フェネシスの様子が妙みようだと気がついたのは自分であり、要はイリーネという本をめくってその見識を借りたにすぎない。

　そんな言い訳をひとしきり自分にしてから、こう言った。

「そのくらい、見ていればわかる」

「……」

　フェネシスは苦しそうに口を引き結んでいる。

　それは恥はずかしそうにも、申し訳なさそうにも、そして、嬉うれしそうにも見えた。

「俺は友なんていたことがないが……近くにいればそれなりに楽しい関係ってことくらいはわかる。それに俺は、別れなんぞ呼吸みたいに当たり前のことだと思ってたし、そもそも自分がそういうことに傷つくとも思っていなかった」

　いちいちそんなことを口にする気き恥はずかしさを堪こらえつつ、クースラは手元の葡ぶ萄どう酒しゆの中を覗のぞき込む。温かく、酸すっぱくて、ひどくまずいが、妙みように癖くせになるのがなにかに似ている。

「それを、本当はそうではない、とお節せつ介かいにも教えてくれた奴やつがいた」

　フェネシスに会った時、恋人を殺されたばかりだった。その恋人は実は教皇派から送り込まれてきたクースラの技術を盗ぬすもうとする密みつ偵ていであり、そのこともあって同情なんてしないし、傷つきもしない。そう思っていたところを、フェネシスに真実を指し摘てきされた。

　クースラは視線をフェネシスに戻もどし、照れくさかったのでその頭をぐしぐしと撫なでることで視線を遮さえぎった。

「だからな、今はいくらか共感できる」

　クースラは苦笑に口を歪ゆがめた。

「成長ってやつだ。馬ば鹿かな話だが」

　肩かたをすくめ、葡萄酒を飲んだ。フェネシスは呆ほうけたようにクースラを見つめていたが、やがてなにかが溶とけ出すように、少しだけ笑う。

「あなたの成長を、嬉うれしく思います」

「……何様だ？」

　その額を指で突つつくと、華きや奢しやなフェネシスは簡単にのけぞってしまう。

　けれど、倒たおれることはないし、笑え顔がおも消えなかった。

「錬れん金きん術じゆつ師、見習い様です」

　くだらない。

　心底くだらなかったが、悪くはなかった。

「天使の伝説を見つければ、褒ほう美びは思いのままだ」

　クースラは、確かく認にんするかのように、呟つぶやく。それは決して高望みでもなんでもない。

　おそらく、使いようによっては世界を征せい服ふくできてしまうほどのものなのだから。

　だが、クースラの目的はそれだけではない。

　伝説を残した天使という存在は、おそらくフェネシスと同じ呪のろわれた民たみであり、そもそもフェネシスの身にかかっている呪いというのは、彼らがあまりにも進んだ技術を持っている集団だから、という可能性が高かった。

　であれば、どこまでもつきまとい、それこそこんな場所にまで宣教師がいるせいで、安住の地がないフェネシスの呪いを解くことも、もしかしたらできるかもしれなかった。

　天使は決して天使などではなく、技術はただの技術であり、誰だれにでも再現が可能である代しろ物ものなのだ、と知らしめることで。

　そうすれば、もしかしたら、叶かなうかもしれない。

　大事にしたいと思う誰かを苦しめ、危険に晒さらす呪のろいを断ち切れるかもしれなかった。

　求めてやまなかったオリハルコンの剣けんが、実際に大地を割る剣ではなく、何十年と続いてきた因いん縁ねんを断ち切る剣であったとしてもクースラは一向に構わない。結果が同じならばいいのだ。マグダラの地にたどり着き、静かで、穏おだやかなその地で、眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師の名を返上することができれば、それ以上のことはなかった。

「さて」

　クースラは言って、酔よいにも似た空想を追い払はらった。

「行くぞ」

　飲みきれなかったジョッキの中身は側そつ溝こうに捨てた。これ以上体を温める必要はない。

　ただ、フェネシスはそんなクースラの振ふる舞まいを見て、自分も同じことをしようとしつつ、できないでいる。

　結局、フェネシスの取った方法は、フェネシスらしかった。

「んっ……んくっ、んくっ……」

　まだいくらか熱いだろうに、目を閉じ、一気に飲み干した。

「っぷはあっ」

　これが酒ならばいい飲みっぷり、とでも言うところだが、ショウガと蜂はち蜜みつ入りの甘いミルクでは締しまらない。それでも出会ったばかりの頃ころのフェネシスなら、絶対にこんなことはしなかっただろうし、できなかっただろう。
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　確かに、成長しているらしい。

「じ、ジョッキを、うぷっ、か、返して来ます」

　フェネシスはげっぷなのか、それとも吐はくのを我が慢まんしているのか、不ふ穏おんな喋しやべり方をしていた。

　クースラからジョッキを受け取り露ろ店てんまで返しに行く途と中ちゆうも、立ち止まり口を押さえていた。

　だが、結局吐かなかった。

「錬れん金きん術じゆつ師は、意地を張ってこそだ」

　クースラはフェネシスの背中をポンと叩たたこうとして、恐きよう怖ふに身をすくめたフェネシスをからからと笑う。

　フェネシスは怒おこるが、げっぷが出かかるたびに動きを止めている。

「慌あわてなくていい」

　小さく言って、ゆっくり歩きだした。

　そう。慌てなくてもいい。

　手に入れたいと心から望んだものは、もうすぐ側そばにきているのだから。







　自分のことを待ってくれているクースラ、という図がいまいち信じられないのか、フェネシスはどこか疑念の眼まな差ざしをクースラに向けていた。もしかすると、それは単に腹が苦しかったのかもしれないが。

　どちらでも構わなかったが、上体を反そらし気味にして、いかにも苦しげに腹に手を当てているフェネシスの様子はあまりにも間ま抜ぬけだった。こんなのを連れた奴やつが商会の軒のき先さきに現れたら、どんなお人ひと好よしだろうと警けい戒かいするだろう。宿に戻もどって休んでろと言おうか迷った、その時だった。

　苦しげに眉まゆをひそめていたフェネシスが、ふと目を見開き、あらぬ方向を見た。人の気配を感じた猫ねこそのものの反応も見慣れてきた。クースラが視線を追うと、川の反対側がわでちょっとした言い争いが起きていた。

「通せないってどういうことですか！」

　川を挟はさんで南側の町の市し壁へきの前で、兵士と押し問答をしている男がいた。南側には騎き士し団の部隊が入り、その影えい響きようだろうが門は閉じられ、物々しく警備が敷しかれている。ただ、門の前に立つのは騎士団の兵士ではなく、町を守る自警団のようだ。

　自警団に食ってかかっているのは、遠くからでも体の丸さがわかる、いかにも歳としと経験を体にため込んだ商人風の男だった。クースラやウェランドよりも一回りは歳上か、というふうで、今まさに町にたどり着いたということも、背中の大荷物と膝ひざまで泥どろだらけのありさまからすぐにわかる。

　クースラはフェネシスに目配せして、川べりまで歩いて行った。

「騎き士し団が来ていると聞いて慌あわてて帰って来たのに、どういう仕打ちですか！」

「まさにその騎士団のためにポドロフ様からお達たつしがあったんだよ。揉もめ事ごとは絶対に起こしてはならないから、怪あやしい奴やつは通すなって」

「この私が!?　もう四年もこの町にいるこの私が怪しいというのですか!?」

「知ってるよ。だから止めてるんだ。あんた、フィル・ボッテーオだろ」

「いかにもそうです！　大ジーデル商会の知の番人とは私のことです！　その私を足止めするとは大ジーデル商会への冒ぼう瀆とくですよ！」

　手を振り回して抗こう議ぎするたびに、背負った荷物から垂たれ下がる鈴すず生なりの玉ねぎがぶらぶらと揺ゆれる。ニンニクと玉ねぎは、質実と倹けん約やくの旅人の良きお供らしい。

　遠目にも、フィルと呼ばれた商人は策を巡めぐらせるような類たぐいには見えない。

　だが、知の番人と名乗り、町の自警団から怪しいと烙らく印いんを押されるところに興味を引かれた。

　まるで錬れん金きん術じゆつ師のことではないか。

　そう、思った時だった。

「噂うわさは聞いているのです！　騎士団が竜りゆうを蘇よみがえらせたって！」

　声こわ高だかに叫さけぶフィルを前に、自警団員たちが飛び上がらんばかりに驚おどろいていた。

「ば、馬ば鹿か、滅めつ多たなことを言うな！」

　慌ててフィルを取り押さえ、門の前から引きずって行く。港にいた者たちはクースラと同じように何事かと騒さわぎを見ていたが、中には「負けるなよう、フィルさん！」と声せい援えんを送る者もいて、あの商人がこの町ではそれなりの顔なのだとわかった。

「私にはなんの企たくらみもありませんよ！　これは大事なことなんです！　我々が神のお作りになられたこの大地で！　どんな歴史を歩んできたかという！　その！　重要な……！」

　引きずられてもなおわめき続けるフィルにたまりかねたのか、自警団員の一人がその口を押さえ込む。それでもフィルとやらはもがもがとわめき、一いつ瞬しゆん戒いましめの手が緩ゆるむと、港いっぱいに響ひびき渡わたる声で叫んだ。

「私に、本を書かせろお！」

　そして、港沿いの見張り小屋かなにかに連れ込まれて聞こえなくなった。

　辺りに残されたのは、妙みような沈ちん黙もくだった。船の上で縄なわを綯なっていた者や、漁のための網あみを繕つくろっていた者、船を岸に上げてひっくり返し、木材の隙すき間まに麻あさを打ち込んでいた者や、荷物を運んだりしていた者、あるいは、単に暇ひまを潰つぶしていた者。それぞれが互たがいをなんとなく見やって、肩かたをすくめると苦笑していた。

「あの人は相変わらずだな」

　笑いを含ふくんだ声が近くで聞こえ、見れば腰こしに木き槌づちを何本も提さげた職人風の男だった。たぶん船ふな大だい工くだろう。

「この町では知られた奴なのか？」

　クースラが言葉を向けると、この寒さなのにろくに上着も着ていない男は、白い息をたなびかせながら笑った。

「有名だよ。本のためなら空でも飛んでみせるって人だ」

「本？　書しよ籍せき商か」

「だったかな？　ただ、妙みような人だよ。しょっちゅう北に出かけちゃあいるが、売り物になりそうなものを持って帰って来たなんて聞いたことない。知り合いが自警団員でな、市し壁へきであの人の荷検あらためをしたら、石ころと雑草を山ほど持って帰って来たことがあるそうだ。もちろん、鉱石でもなければ薬草でもない。価値なんてあるわけないから税なんてかけられやしないが、本人は宝物でも持っているかのようだったってさ。でもまあ酒場で会えばいい人だよ。物知りだし、あの人から南の最新の船の作り方が記された書物を見せてもらったこともある。いわばこの町の名物だな」

　やはり船ふな大だい工くだったらしい。クースラは職人の言葉を聞きながら、自警団員たちに連れ込まれた見張り小屋を見つめていた。商人のあの様子を見るに、確かに変人なのは間ま違ちがいないが、フィルとやらは騎き士し団の竜りゆうの存在を知っていた。

　そして、本を書かせろ、という一言。

　知の番人と自じ称しようするあたり、もしかするとクースラが望んでいた類たぐいの人物かもしれない。

「で、あんたは騎士団にくっついて来た遍へん歴れき職人かい？」

　職人が品定めをするように、じろじろとクースラのことを見る。

　ついでにフェネシスにも視線を向けていたが、あまりお気に召めさなかったようだ。

　たぶん、木き槌づちを振ふるって船を作るには体が華きや奢しやすぎるとでも思ったのだろう。

「遍歴の職人、ということにしてあちこち巡めぐってるんだよ。実家のお怒いかりが解けるまでね」

　不敵に笑いながら言うと、職人は勝手に合が点てんしたらしい。

「へへ、南の大おお店だなの後あと継つぎ様か？　いいね、遠えん隔かく地貿易用の船の建造で職人が必要だったら声をかけてくれよ。俺も昔、仕事を求めて南からこんなところにまで来たんだが、この町みたいな川の船じゃなくて、やっぱりいつかは大洋を渡わたる巨きよ大だい船を作ってみたいんだ」

　クースラがこの男を気に入ったのは、自分の作り話を鵜う吞のみにしたからではない。

　夢を持つのはなんであれ、いいことだからだ。

「船はどうかな。専門は金属だ」

「へえ。鉱物商か？」

「金属にまつわることなら、なんでも」

　クースラが応こたえると、職人は感心したふうにうなずき、それからふと視線を見張り小屋のほうに向けた。

「それなら、それこそフィルさんと話してみたらどうだい」

「どういうことだ？」

「フィルさんはずっと腕うでのいい鍛か冶じ職人を探しててね。けど、注文が難しすぎて誰だれも作れないんだと。南に戻もどれば腕のいい職人くらいいくらでもいるだろうにって皆みな言うんだけど、この場所を離はなれるわけには絶対にいかないって言い張ってんのさ。変な人だよ。ジーデル商会もなんであの人を雇やとってるのか不思議だよな。噂うわさでは……」

　と、そこまで言って、職人は慌あわてて口を閉じた。

　クースラが怪け訝げんそうな目を向けると、苦笑いを返してくる。

「いや、親方にも怒おこられるんだ。お前は口が軽いってよ。親方はこの土地の人間だからな。いつもここの空みたいにむっつりしてやがる」

　空は確かに、晴れていてさえ、灰色だ。

「同意するな。南の陽気なおしゃべりが懐なつかしいよ」

「へへ、そう言われちゃあなあ」

　職人は元来気がいいのか、笑ってから、辺りを憚はばかるように耳打ちしてきた。

「噂、本当に噂なんだけどな。フィルさんは錬れん金きん術じゆつ師じゃないかって言われてるんだ」

　あまりに予想どおりで、表情を取り繕つくろう必要がない。

「錬金……？　だが……」

「いや、もちろん噂だよ。けどな、たびたび悪あく魔まの腹の中に入って一晩過ごしたりしてるんだよ」

　クースラが眉まゆをひそめると、職人は気がついたらしい。

「ああ、悪魔の腹ってのはあれだよ。町のこっち側がわの広場にある祠ほこらだ。見なかったか？」

「見た。あれは扉とびらの向こうは階段か？」

「そうそう。この町の下には洞どう窟くつがあってな、その入り口なんだ。大昔はそこで口にもできないような儀ぎ式しきを行ったり、地下牢ろうに使われていたりもしたって話だ。最近は、祭りの時に使われるくらいだな」

　口が軽いのは元々そうなのか、それともクースラを大商会の人間だと思い込み、伝つ手てを作るために気に入られようとしてなのかはわからない。

　わからないが、クースラは一言一句聞き漏もらさなかった。

「その祭りってのも、珍めずらしいからな、一見の価値ありだ。ちょうどこれからって時に騎き士し団が来たんだが……どうやら、中止ってこともなさそうだ」

　クースラは気のない顔をずっとしていたが、頭の中では過去の知識が渦うずを巻いていた。隣となりでもフェネシスが、必死に無表情を装よそおっている。

　クースラは、今すぐフィルとやらに食らいつき、捕つかまえ、椅い子すに座らせ、どんな手を使ってでも知っていることすべてを吐はかせたい衝しよう動どうを堪こらえるので必死だった。

　そのはやる気持ちを逸そらすために、何気ない質問を向けた。

「その祭りってのは？」

　そして、この世はどんなことが起こるのか、事前に予測がついた例ためしがほとんどない。

「ああ。呪のろわれた白い悪あく魔まの伝説を再現する祭りさ」

　クースラはフェネシスを見るような愚ぐを犯おかさなかったが、フェネシスには体に染しみついた記き憶おくがある。見ないでもわかるほどはっきり体を強こわ張ばらせていたし、職人はそのことに当然気がついていた。

「ん？」

　じっとフェネシスを見ている。

　頭ず巾きんで頭を隠かくしているとはいえ、その髪かみの毛の色は明らかだ。

　このアッバスの地は、異い端たん審しん問もん官コレド・アブレアが最後に消息を絶った町である。

　その町で呪のろわれた白い悪魔となれば、あまりにも話がお誂あつらえ向むきすぎた。

「もしかして……あんた……」

　クースラは、誤ご魔ま化かすよりも腰こしの短たん剣けんに手を伸のばしたほうが早いかもしれない、と思った。

　そんな不ふ穏おんな思考を天てん秤びんにかけ、腰を沈しずめかけた、その時だった。

「いや、気を悪くしないでくれよ。別に白はく髪はつだからって、袋ふくろ叩だたきにはされないさ。南と違ちがって、薄うすい色の髪の毛なんて珍めずらしくもないしな」

　職人はにかりと笑っていた。

「けど、白い悪魔を目まの当あたりにしたら、あんたら腰抜ぬかすかもしれないぜ」

　白い髪の毛だけでは呪われた民たみの血筋だと思われなかったのか、あるいは、単に職人がそのことを知らなかったのかはわからないが、とにかく厄やつ介かいなことにはならなくてすんだらしい。

「んん？　なんだよ、呪われた悪魔って聞いて固まってるのか？　へっへへへ、金持ちの放ほう蕩とう息子むすこにしちゃあ、信心深いんだな。でも、ありゃあ悪魔としか言いようがないぜ。町の古い爺じいさんたちは、神と呼んだりしてるけど、似たようなもんだ。破は壊かいの神だな」

　いち早く平静を取り戻もどしたクースラだが、職人の言葉が気になるのは変わらない。

「その悪魔ってのは？」

「どうせしばらく町にいるんだろ？　なら、見てのお楽しみだ」

　辺境の地の、呪われた悪魔の伝説の再現というからには、おそらく巨きよ大だいな人形でも作って町を練り歩くのだろう。世界のあちこちに、そういう祭りをやる町がたくさんあると聞く。

　だが、職人は酒場で町の名物を自じ慢まんするかのように、こう言ったのだ。

「この世にあんな生き物がいるのかって、魂たま消げるから」

　生き物？

「おっと、油を売りすぎたな。ま、そんなわけでよ、また酒場で会ったら酒でも飲もう。そっちの小こ僧ぞうさんもな、仕事がなかったらうちの工こう房ぼうに来な。今はちょっと戦いくさのせいで閑かん散さんとしてるが、それが終わればまた忙いそがしくなるだろうからさ。面めん倒どう見るぜ」

　長くて引き締しまった腕うでを伸のばし、フェネシスの肩かたを叩たたいて職人は言う。

　寒くて辺へん鄙ぴな土地の割には、朗ほがららかで気のいい職人だ。

「じゃあな」

　そう言い残し、小走りに駆かけて行った。

　クースラとフェネシスはそんな職人を見送ったまま、しばらく立ち尽つくしていた。

「聞いたか？」

　ようやく出たのも、そんな一言だ。

「は、い」

　フェネシスはつっかえつつ返事をし、自分を落ち着かせるためにか、大きく深呼吸をしていた。

「無関係の偶ぐう然ぜんって考えるべきか？」

　それは自問でもあり、相棒への問いでもあった。

「視界の隅すみで誰だれかが誰かに耳打ちをしていたら、密告だと思えと散々言われました」

　最悪の事態を、常に考えておくべき。

「いざとなれば騎き士し団がいる。少なくとも、今はまだあいつらは味方だ」

　南側がわの町の、固く閉ざされた門の内側にいる精せい鋭えい部隊。仮にこの町の人間がフェネシスを呪のろわれた民たみとして殺そうとしたところで、圧あつ倒とう的な戦力が守ってくれるはずだ。

「だが」

　呪われた、白い、悪あく魔ま。

　やはりフェネシスの血筋は呪いと切り離はなせないのだろうか。

　しかし、生き物と言ったのも気になることだ。

「まさかとは思うが……」

　クースラが呟つぶやくと、フェネシスがクースラの服の裾すそを摑つかんだ。

　その手は、力みすぎなのか、震ふるえていた。

「言わないで、ください」

　最悪の可能性を考えるのなら、いくらでも考えられる。その最たるものを挙げろと言われたら、囚とらわれている呪われた民を市中引き回して衆目に晒さらす、そういう祭りだ。

　はるか東方の砂さ漠ばくの地から、延々と旅をして逃にげ続けてきたのはフェネシスだけではないだろうし、過去にこの地を通ったはずの天使たちにも、その子孫がいないとは限らなかった。

　なんにせよ、あまり前向きな想像はできない。ヤーゾンでは天使だったが、悪魔と呼ばれるほうが多た勢ぜいなのだ。

　ただ、悪いことばかりを考え、部屋の隅で震ふるえているのなら、そもそもクースラはオリハルコンの剣けんを求めて錬れん金きん術じゆつ師にはならなかった。

　視線を向けた先は、見張り小屋だ。

「そうだな。錬金術師ならば喋しやべる前に行動するべきだ」

　フィル・ボッテーオ。

　書しよ籍せき商だというが、ただの書籍商だとは思えない。

　そして、悪あく魔まの腹というあの祠ほこらも無関係とは思えない。

　天使なのか、悪魔なのか、その正体は、なんなのか。

　空は晴れていて太陽も見えたが、空気は冷たく、灰色にくすんでいるのだった。
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　誰だれかに会うために、事前にそいつの情報を集めたい、となれば密みつ偵ていたち以上に頼たよりになる人間はいない。

　クースラとフェネシスが川べりの港からいったん宿に戻もどり、フィル・ボッテーオのことを伝えると、あっという間に話を集めてきた。

「とはいえ、我々でなくても格段苦労はしなかったと思いますが」

　早かったな、と労ねぎらうと、密偵の一人は特に面おも白しろくもなさそうに言った。

「町の有名人です。使い走りの小こ僧ぞうでも話を集められますよ」

　たぶん、こんな簡単な仕事で褒ほめられたくない、というある種の矜きよう持じだったのだろう。

　またその頃ころにはウェランドとイリーネも一ひと眠ねむりから覚めていたが、イリーネは抱だきついて寝ねている相手がフェネシスだと思い込んでいたので、目を覚ますと同時に可愛かわいらしい悲鳴を上げてウェランドを殴なぐりつけていた。

　あてがわれた部屋に集まって密偵から話を聞く間、イリーネは可能な限りウェランドから離はなれ、同時にフェネシスの側そばに陣じん取どっていた。

「フィル・ボッテーオ……南ではボッチョ、とでも呼ぶんでしょうが、ジーデル商会の書しよ籍せき商です」

「その商会の名も聞いたことがある」

　クースラが言うと、密偵はうなずいた。

「大きなところですよ。遠えん隔かく地貿易に古くから従事しています。ジーデル家は古い門もん閥ばつですから、商人とはいえ貴族と同じで、騎き士し団との仲は良くもなく悪くもなく……というところでしょうか。約束の地クルダロスへの出兵の際は、ジーデル商会の商人たちはどんな騎士よりも目を輝かがやかせて砂さ漠ばくの国に向かって行ったと語り種ぐさです。もちろん、持ち帰った品物の数も、その量もですけど」

　狭せまい町の中で暮らすことに我が慢まんならない連中は、思いのほか多いらしい。

「で、そういう商会の書しよ籍せき商か。知らないだけで、俺もそいつから本を買ったことがあるかもしれないな」

「騎士団と取引がありますし、大いにあり得るでしょう。しかも、フィル・ボッテーオ氏本人は、あの教皇庁図書館の目録を作成した人物だそうですからね」

「教皇庁図書館の？」

　リュトゥクリスと呼ばれる南の一大帝てい国こく内に、帝国内帝国を築いている正教徒たちの総本山がある。建造から八百年以上経たつという豪ごう華か絢けん爛らんにして迷宮のように巨きよ大だいな大聖堂の中には、この世の知ち恵えのすべてを集めたといわれる図書館がある。その蔵書は十三万冊さつとも十四万冊ともいわれている。

　中には異い端たん審しん問もん官が集めた禁書や魔ま術じゆつ書も数あま多たあるらしいが、膨ぼう大だいな蔵書を集めたそこは何百年も前の地下墓地とつながっているとか、未いまだに発見されていない書物があるとか、まことしやかに語られている。

「ちなみに、そのフィル・ボッテーオ氏と共に教皇庁図書館の目録を作成したのは、なんとあのコレド・アブレアだそうで」

　出来すぎた偶ぐう然ぜん、とはもう思わない。これは道みち端ばたでばったり誰だれかと出くわす類たぐいの話ではない。

　暗くら闇やみの中でほのかに光るなにかがあれば、虫や獣けものが自然と集まってくるのと同じことだ。

「書籍商殿どのは件くだんの異端審問官の弟で子しというか、教え子だそうです。昔は書籍にまつわる仕事は今以上に希少でしたから、一いつ介かいの商人と異端審問官がそういう関係になることもあったのでしょう」

「騎士団の本部にもいたな。禁書が読みたくて異端審問官になったような奴やつが」

「臭くさい物には蓋ふたをされてしまう世の中ですが、その中にある物をどうしても見たければ、蓋を作る人になるのも一つの手ですからね」

　建たて前まえと本音とでもいうのだろうか。表向きの仕事の成果と、実際の目的が異なる例はいくらでもある。その意味では、錬れん金きん術じゆつ師も負けてはいない。雇やとい主ぬしの利益などどうでもよく、錬金術師は己おのれの目的のために錬金術を究きわめようとしているのだから。

「そして、独自に異端審問官の足取りをたどり、この町に来たそうです」

「それは本人から？」

「酔よっ払ぱらうと、本人が何度でもその話をするそうです」

　町の人間全員が知っているのだろう。

　意外に堅かたいところのあるイリーネは口の軽さに眉まゆをひそめているが、ウェランドなどは気に入ったようで楽しそうに笑っている。フェネシスは、とクースラがそちらを見れば、フェネシスはクースラをそわそわとした様子で見つめていた。

　落ち着け、と苦笑してみせると、生き真ま面じ目めそうに深呼吸していた。

「ちなみに、そのフィルなんたらは、師と仰あおいでいた人物に一目会いたくて足そく跡せきをたどってるのか？」

「まさか」

　あなたもそんなことは考えておりますまい？　とその目が悪戯いたずらっぽく笑っている。

「氏の奇き行こうぶりを聞く限り、異い端たん審しん問もん官本人にはさほど興味がなさそうです」

　職人も言っていた。

　しょっちゅう出かけては、石やら草やらを持ち帰ったり、あの広場の地下にある悪あく魔まの腹の中にこもったりする。

　町の噂うわさでは、彼はなんと呼ばれていたか。

「錬れん金きん術じゆつ師ではないか、と言われてたな」

「確かに、町の人間にそう勘かん繰ぐられてもおかしくなさそうです。あなた方が聞き集めてきた話、特に、書しよ籍せき商殿どのが腕うでのいい職人を探しているという話も、そういう噂に一役買っているでしょう」

　腕のいい職人、という言葉にイリーネが顔を上げていた。

　クースラはそんなイリーネを指差し、言った。

「こいつの出番になりそうか？」

　偽にせのダマスカス鋼こうを打つことができ、竜りゆうの火か炎えん放射器を再現したような凄すご腕の鍛か冶じ職人だ。

　イリーネは職人らしい慎つつましさで無関心を装よそおっていたが、少し得意げなのは明らかだ。

　フェネシスみたいな耳があったら、よほど嬉うれしそうにパタパタしていただろう。

「ある意味では」

　しかし、密みつ偵ていの歯切れは悪い。

「ある意味？」

「どうも、そんなに難しい代しろ物ものを作ろうとしていたわけではないようです。たとえば、蒸留器などですが」

　酒を濃のう縮しゆくする装置であり、確かに質の良い蒸留器を作るのは難しいが、そこいらの職人でも不可能ではない。蒸気が漏もれないよう継つぎ目めを精密に作るのに熟じゆく練れんが必要とされるが、技術的にはありふれたものだ。そう思っていると、イリーネがつまらなそうに言った。

「ああ、そういうことね」

　頭を小指でかりかりと搔かいてから、続けた。

「職人が難しいって言う時、本当に難しいこともあるけど、大たい抵ていは別の問題よ。それは、依い頼らいどおりに作ると後々面めん倒どうなことになりそうな代しろ物ものの時。貨か幣へいの偽ぎ造ぞうなんかが、その最たるものだけど」

　密みつ偵ていは目を閉じて、静かにうなずく。

　あらゆる町の規き範はんを踏ふみつけにしてきた錬れん金きん術じゆつ師としては、聞き返すしかない。

「そういうものか」

「そういうもの。しかも、錬金術師なんじゃないのかって噂うわさが立つような人でしょ？　銀のスプーンを作ってくれと言われたって嫌いやがる職人ばっかりじゃないかしら。しかも、ここは異教徒の国の果ても果て、ここから北は蛮ばん族ぞくが住むっていわれる場所なんでしょ？」

「そのとおりです」

「なら、余計に断るわよ。しかも蒸留器はお酒と絡からむから、酒税を集める町の参事会、その税を支し払はらうビール職人に葡ぶ萄どう酒しゆ職人、酒を提供する宿の組合に、居酒屋の組合もあれば利害に絡むし、過度な酩めい酊ていは秩ちつ序じよの乱れとばかりに教会だって口を挟はさむような、厄やつ介かいな代物よ。皆みな、それを作る技術はあるけど、怪あやしい人のために作りたくはない、てことだと思う。で、そういう細かいことに気がつかない人なんじゃないのかな。書しよ籍せき商だっけ？　いかにも世の中のことがわかってなさそうじゃない」

「手厳しい」

　文字の読み書きが苦手なイリーネは本に恨うらみでもあるのかもしれないが、一応そこには理り屈くつがあるらしい。

「昔の職人は言ったものよ。文字なんか覚えるな。記き憶おく力が落ちてなにも覚えられなくなるぞって。楽をしようとする職人は製せい錬れんの工程を文字にしようとしたがるけどね、そういう奴やつらほど腕うでは悪いのよ」

　工こう房ぼうで日がな一日槌つちを振ふるい、言葉では伝えがたい熟じゆく練れんの経験を積み重ねる職人らしい一言だ。

「もちろん、全部が全部悪いとは言わないけど……」

　やはり、自分が読み書きをうまくできないから、若じやつ干かん八つ当たりも含ふくまれていたらしい。

「ですが、イリーネさんの指し摘てきはなかなか鋭するどいところをついていると思いますよ」

　密偵は言った。

「書籍商殿どのは典型的な、狭せまい町の中では平へい穏おんに暮らすことのできない類たぐいの人です」

「耳の痛い奴やつは塞ふさいでもいいぞ」

　クースラが言うと、小こ娘むすめ二人は嫌そうな顔をしていた。

「でも、そんな人が本を売るの？　本ってお金持ちしか買わないものでしょ？　第一、こんなところにお客さんなんているとは思えないんだけど」

　耳の痛い話から話題を逸そらしたかったのか、イリーネがそんなことを言った。

「書しよ籍せき商には、二種類いるんだよお」

　口を開いたのは、それまで黙だまっていたウェランドだ。

「そこにいる、穴あな蔵ぐらの底で本にかじりつくのが好きな錬れん金きん術じゆつ師みたいなのに本を売る書籍商と」

　と、ウェランドはクースラのことを指差す。

「売るための本をかき集める奴やつだねえ」

「かき……集める？」

「そう。イリーネちゃんが言ったみたいに、本ってのはちょっと浮世離ばなれしたものだからねえ。すぐに所在がわからなくなったり、あるいは危検視される本があったりして故意に隠かくされたまま忘れ去られてしまうものもある。そういうのを見つける奴らだあね。俺はクースラみたいに本を読むのはそんなに好きじゃあないけど、この世のどこかにあるかもしれない稀き覯こう本を探す、という冒ぼう険けんにはちょっと心惹ひかれるんだよねえ」

　顎あごを撫なでながら、悦えつに浸ひたるようにウェランドは語る。

　イリーネはやや呆あきれ顔だったが、わからないでもない、という感じなのだろう。

「要は、宝探しってこと？」

「それに近いですが、仮にこの世に一冊さつしかない本を苦労の果てに見つけたとしても、決して儲もうかるわけではありません。古代帝てい国こくの文法書や納税台帳を大たい枚まいはたいてでも欲しがるような奇き人じんは、滅めつ多たにおりませんからな」

「けど、世の中には物好きが必ずいるからねえ。一応そういう商売が成立するんだよお」

「左様で」

　という密みつ偵ていの同意には、ちょっとした含ふくみが感じられなくもない。

　そもそも物好きでもなければこんな町までやって来ない。

「そして、そういう書籍商が、俺たちと同じ人物の足取りをたどって、この町にいるってわけだ」

　クースラの言葉に、全員が視線を寄よ越こす。

「しかも知の番人を自じ称しようし、竜りゆうの火か炎えん放射器の噂うわさを知っていて、どうやらそれ目当てで騎き士し団の人間に会いに行ったらしいとなれば、個人的には楽しく話のできる相手だと思うんだがね」

　同じ秘密を暴あばこうとしている人間として。

「そいつが酔よっ払ぱらうとコレド・アブレアの話なんかをしまくるのも、もしかしたらわざとかもな」

「わざと？」

「俺たちのような人間を、おびき寄せるためかもしれない」

　それがどういう目的からかは、わからない。異い端たん審しん問もん官ならば蠅はえ取とり壺つぼに肉片を入れて置き、やって来た蠅を片かたっ端ぱしから殺すのだろうが、あの商人はそういう感じではない。

「クースラさんの推すい測そくは、我々も考えました。あまりにも簡単に情報が集まりすぎますからね。あれほど大きいジーデル商会の中で、書しよ籍せき商という知の世界の商あきないをしている割には、開けっ広げすぎます。意図があるとしか思えない。よって、天てん秤びんの片側がわに載のせる相手として、我々も悪くないと思っています」

「ちなみに、『腕うでのいい職人』を連れて行くことに問題は？」

「イリーネさんの言う政治的な問題はありますが、いざとなれば、逃にげればよろしいですし」

　密みつ偵ていは、口元をいかにも悪そうにつり上げた。

「騎き士し団の精せい鋭えいが側そばにおりますよ」

　誰だれにも文句は言わせないということだ。

「会えるのか？」

「来る者は拒こばまずという感じでした」

「じゃあ、会いに行ってみるとするか」

　クースラはうなずき、そう言ったのだった。







　フィル・ボッテーオに会いに行くと決めたものの、クースラは一つ聞き忘れていることに気がついた。

「白い悪あく魔まの伝説についてはどうだった？」

　フェネシスはやっぱり体を強こわ張ばらせたし、初はつ耳みみだったらしいイリーネも、即そく座ざにフェネシスとの関係を感じたようで目を見張っていた。

　ただ、密偵は静かに微笑ほほえんだまま、答えた。

「これから会いに行く方にお聞きになられたほうがよろしいかと。なぜなら、どなたに聞いても、フィル氏が言うには、と頭につけるのですよ。つまり、彼以上にこの町の歴史を掘ほり返している人間はいない、ということでしょうね。土地の人間以上でしょう」

　密偵が言うには、アッバスは南の町とは違ちがって参事会というものがないらしく、有力な家系であるポドロフ家が暫ざん定てい的に治めているらしかった。それはそれで結構なことだが、権力者は自らの醜しゆう聞ぶんを嫌きらう。都合の悪い話や品位を貶おとしめられるような話は特に削けずられ、わざと忘ぼう却きやくされる。

　そうして歪ゆがめられた話はきちんとした話の筋を失い、意味をなさなくなっていくにつれ、興味を覚えて語り継つぐ者たちの数も減っていく。

　その点、冒ぼう険けん者気質のフィル・ボッテーオは周辺の町や遠方の国の知識も豊富だろうから、欠けてしまった物語を補い、町の誰よりも町の歴史に詳くわしくなっている、ということは十分にあり得ることだった。

「ただ、その伝説に関した祭りについては、騎士団側も一いち抹まつの不安を抱いだいてましてね」

「ふん？」

「どこの町でも形を変えてあることなんですが……」

　と、密みつ偵ていはフェネシスをちらりと見て、珍めずらしく優やさしげな笑えみを見せた。

「少なくとも、聞いた範はん囲いではあなた方とはあまり関係のなさそうな話です。騎き士し団が頭を痛めているのは、もっと我々側がわの話です」

　政治的な意味、ということだろう。無理に中止しようとはしなかったらしいが、おおっぴらに認めるのは後々厄やつ介かいの種になる、という感じかもしれない。

　見当はつかなかったが、それも書しよ籍せき商から聞けばいいだろう、と思った。

　とりあえず、フェネシスの顔の強こわ張ばりは取れきれていないが、呪のろわれた血筋の民たみの首に縄なわをかけて町中を引きずり回すようなものではないらしいから、それだけで十分だった。

　それから、クースラたち四人は密偵から聞いていたジーデル商会の建物に向かった。

　南側にも商館があるが、そちらはほとんどが荷物の保管のための倉庫であり、商談をまとめたりするような建物は北側にあるとのことだった。

　となると、やはり騎士団が町の南側の市し壁へきの中に入ったのは、部隊を収める敷しき地ちがあるうえ、商品を人質に取ることで、この町の支配権を握にぎろうということなのだろう。

　あるいは、大商会の人間たちの命ともいえる商品の傍かたわらで上品に振ふる舞まうことにより、敵意はないと示すつもりなのかもしれない。

　そして、こう囁ささやくのだ。

　我々と組めばラトリアを含ふくむ世界の上半分との貿易を存分にできるぞと。

　密偵が言っていたように、こんな場所に商館を築けるほどの大商会ならば、間ま違ちがいなく本ほん拠きよ地では王おう侯こう貴族に金を貸し、王侯貴族は彼らの金をあてにして戦いくさを行っている。しかも商会は忠誠の念から金を貸すのではなく、錬れん金きん術じゆつ師がその技術を提供するのと同じく、権力者から特権を引き出せるからそうしているにすぎない。だとすれば、戦で優勢な側につこうとするのは、当然の行こう為いといえる。

　アイルゼンはただ力によってのみ彼らを抑おさえつけるような、短たん絡らく的な思考の持ち主ではない。一石で二鳥でも三鳥でも取ろうとしていたって、決して驚おどろかない。

　ただ、そんな駆かけ引ひきは錬金術師の感知するところではない。クースラたちは研究ができ、自分たちのマグダラに近づければなんでもいい。

　その点、フィル・ボッテーオほど期待の持てる人物はいなかった。

「私になにか御ご用ようとか？」

　ジーデル商会の建物は、目め抜ぬき通りの中では比ひ較かく的目立たない佇たたずまいだった。

　入り口は大きく開かれていて、荷馬車がそのまま建物の中に入れるようになっている。壁かべには商品の見本なのか、農耕器具から薬草、鉱石、何に使うのか不明な仮面や古くさい粗あら皮かわの外がい套とうまで展示されていた。その奥には暖だん炉ろと会計台があり、商人たちがその周りで暇ひまそうに談笑している。

　ここだけ切り取ったら、南の地方のある日の午後と言われても信じるだろう。

「町であなたの噂うわさを聞きましてね。ぜひ一度お話しさせていただければと」

　外向きの笑えみを向けると、書しよ籍せき商は愛想良く笑顔を返してくる。

「ははは、まともな噂ではないでしょう？」

「まあ、少なくとも、退たい屈くつはしない類たぐいでした」

　フィルは笑顔だが、その肉の下では獣けもの並みの警けい戒かい心を持っていてもおかしくない。なにせ騎き士し団の部隊の前で、竜りゆうの火か炎えん放射器の話を大声で叫さけんでいたのだ。

　早さつ速そく騎士団から内ない偵ていの者がやって来た、と思うのが普ふ通つうだろう。

　ただ、クースラはふと気がついた。

　フィルの笑みは、心底嬉うれしそうな、それでいて、どこか安心するような笑顔だったのだ。

　その笑みが本物だとすれば、その理由は、ただ一つ。

「旅人を楽しませるのは、いつだって町の名物ですからね」

　そして、その一言でクースラは確信した。あの騒さわぎも、おそらくはこの町で噂になるくらい奇き矯きような振ふる舞まいも、すべて計算づくだった。予想したように、フィルは同じ目的の人間を呼び寄せるために、振る舞っていたのだ。

　そうなれば、クースラが伝えるべきことは一つだった。

「さすが心得ていらっしゃるようだ。我々も、カザン、ニールベルク、ヤーゾンでは十分に楽しんできましてね」

　錬れん金きん術じゆつ師などやっていれば、世間から隠かくさなければならない興味を持つ相手に、自分は仲間であると示す機会が少なからずある。

　すると、大抵の相手は悪そうに笑い、残りの者は恥はずかしそうに笑う。

　心底嬉しそうに笑ったのは、フィル・ボッテーオが初めてだったかもしれない。

「これはこれは！　いや、そうですか！　これは素す晴ばらしい！」

　抱だきつかんばかりに喜んでいる、と思った直後には実際に抱きつかれた。北の連中は陰いん気きな感じがするが、南の陽気さをそのまま濃のう縮しゆくしたようなのもちょっと暑苦しい。

「おお、神は私を見捨てなかった！　ついに、ついにっ……」

　まるで同郷の生き別れた親友にでも再会したような感激ぶりだったが、その理由は再度抱きつかれた時にわかった。

　錬金術師ですね？

　会計台の前でたむろしている商人たちが、またフィル殿が奇矯ぶりを発揮しているぞ、と苦笑しているのを尻しり目めに、抜ぬけ目めなく、小さくそう囁ささやいたのだ。納な屋やの不ふ穏おんな煙けむりを隠かくすには、いっそ家に火を放はなったほうが早い、というところだろう。

　もちろん、クースラは驚おどろいたりするようなへまは犯おかさない。朗ほがらかに笑い、再会を喜ぶ同どう胞ほうのように、フィルの両肩かたをゆっくりと確かめるように叩く。

「どうやら、この出会いは神の采さい配はいだったようだ」

「祈いのり続けた甲か斐いがあったというものです」

　騎き士し団と歩調を合わせて錬れん金きん術じゆつ師がやって来た。それは脛すねに傷があったり、腹に一いち物もつある者からすれば悪あく魔まの訪問と思ってもおかしくない。

　だが、フィルの態度にはいくらか偽いつわりがあるとしても、喜びようはどう見ても本物に思えた。

　そうなると、答えは一つしかない。

「ついに、真実が明らかになるかもしれません」

　フィルはそう言ったのだ。

　善も、悪も関係なく。

　あるいは、己おのれの利害すら超ちよう越えつしているのかもしれない。

「神の衣ころもの裾すそに、手が届くと？」

　関係のなさそうな商人たちから見えない角度で、クースラは錬金術師の目をフィルに向ける。

　フィルはクースラより一回りは歳とし上うえの商人らしく、鷹おう揚ように受け止めた。

「天使の祝福がありさえすれば」

　やはり、フィルがアブレアの元教え子で、その足そく跡せきをたどってこの町にやって来ていたのは偶ぐう然ぜんではない。同じものを見つめ、同じものを求めた結果、必然としてここに来たのだ。

　クースラは後ろの三人を振ふり返る。

　特にフェネシスには、小さく笑いかけてやった。

「ま、立ち話もなんですから奥へどうぞ。馬ば鹿かげた戦いくさのせいで、暇ひまなのです。商売あがったりですよ！」

　フィルはそう言ってクースラたちを奥に促うながしながら、フェネシスやイリーネ、ウェランドとも熱ねつ烈れつな握あく手しゆを交かわしていた。他ほかの商人たちは、変な輩やからには妙みような客が来るのだろう、とでも思っているのか、クースラたちにはあまり関心がないようだった。

　ジーデル商会の建物の中に入り、ぞろぞろと廊ろう下かを進んで奥まった一室に通された。南風の建築様式で、中庭に面したたっぷり日の光の入る応接室だった。とはいえ、南風なのは形式だけで、空は相変わらず曇くもりでもないのに灰色だし、中庭は雪で白く塗ぬりこめられ、植えられている果樹は墓標のように葉をすべて落としている。

　陽気な話には向かないだろうが、それくらいでちょうどよかったのかもしれない。

　クースラたち客人を先に部屋に入れた後、フィルは廊下をきょろきょろと見回し、隠かくれるように部屋に入り、扉とびらを後ろ手に閉めた。

　そして、取っ手から手を離はなす間も惜おしんで、言ったのだ。

「天使の伝説ですよね？」

　北の陰いん気きな空気なら、幾いく分ぶん興奮を抑おさえられそうだった。







　薄うすい葡ぶ萄どう酒しゆを温めて蜂はち蜜みつを入れたものと、干し葡萄が出された。

　毒殺の心配などしたことのないイリーネは早さつ速そく手を伸のばしていたが、干し葡萄を口にした瞬しゆん間かんに喉のどの奥で小さく唸うなっていた。クースラは一瞬緊きん張ちようが走ったが、イリーネは唸りながら、こう言った。

「きっつーい……」

「はは、ちょっと酒に漬つけすぎましたね。加減が難しくて」

　干し葡萄は蒸留酒に漬けてあるようだ。毒ではなくともお前は食うなよ、と目線でフェネシスに告げる。フェネシスは酒を飲むと荒あれる傾けい向こうがある。フェネシスはおとなしくうなずきつつも、少し惜おしいような顔をしていた。

「ただ、どんな酒でも我々の酩めい酊ていには敵かなわないと思うがね」

　錬れん金きん術じゆつ師と隠かくす必要がないのなら、お上品に取り繕つくろう必要もない。

「酩酊とは言い得て妙みようです。確かに、我々は心しん酔すいしている。最初は、酩酊を取り締しまる衛兵かとも思ったのですが」

　やはり、騎き士し団の前で騒さわぎを起こし、自分の元にやって来るのは二種類の人間だ、とわかっていたのだ。竜りゆうの火か炎えん放射器のことを口走る怪あやしげな商人を調べる密みつ偵ていか、さもなくば自分と同じ目的を持つ誰だれかだ、と。

「その可能性がまだ残っているとは？」

「まさか」

　書しよ籍せき商は楽しげに笑った。

「あなた方、自分たちがどれだけ子供みたいな雰ふん囲い気きであるか、わかっておられないようだ」

　クースラは憮ぶ然ぜんと目を細めたが、ウェランドは笑い、イリーネは同意を示すようにため息をついている。さしものクースラも、そうなのか？　と嫌いや々いやながらフェネシスを見ると、申し訳なさそうな顔をしていた。

「わくわくしながら内偵に来るような輩やからは、騎士団で汚よごれ仕事などできないでしょう？」

　商会の椅い子すにのんびりと座り、高価な書籍を金持ちたちに売るだけの書籍商ではないらしい。

　忘れ去られた貴重な書籍、あるいは世界から隠さざるを得なかったような書籍を見つけるため、様々な目に遭あってきたのかもしれない。

「それよりも、です」

　クースラたちの対面に座るフィル・ボッテーオは、ずいっと身を乗り出してきた。

「あなた方は天使の伝説を追いかけてきた錬金術師であり、おそらくは、竜の火炎放射器を復活させた張本人ではないかと思うのですが」

　人のことを子供みたいだと言ったくせに、一回りは歳とし上うえのそっちのほうがよほど子供ではないか、とクースラは思う。

　ただ、嫌な感覚ではない。

　世界を征せい服ふくできるぞ、と言ったアイルゼンだって、こんな顔をしていたのだ。

「ご想像にお任せするよ」

　フィルは満足げにうなずく。

「騎き士し団がとんでもない兵器で戦せん況きようを逆転させた、と聞いた時には心底動どう揺ようしました。まさかすべての真実を先に、しかも私の与あずかり知らないところで発見されたのかと膝ひざから崩くずれ落ちるかと思いました」

　この世は神がお創つくりになられたものだが、真実は神のお節せつ介かいによって地中深く埋うめられている。どれだけ強く求めても、長いこと追いかけても叶かなわず、他人があっさり掘ほり出してしまうというのはよくあることだ。

　フィルは錬れん金きん術じゆつ師と本質的には同じだった。

　宝探しに夢中の、子供なのだ。

「とすると、ボッテーオ氏は古くからこの話を追いかけていたってわけだ」

　クースラが言うと、太った書しよ籍せき商は、照れくさそうに笑った。

「フィルで結構ですよ。ボッテーオ、正式にはボッチョと発音しますが、私の直接の師し匠しようから譲ゆずり受けた名でして……それがどうもこそばゆくて。子供の頃ころから成長していないせいで、そう思うのでしょうが」

「で、そのフィルさんは、天使の伝説をいつから？」

「それこそ、子供の頃です」

　そう言ってふと遠くを見るような目をした時、悪くない人生を歩んできたという自負がある男の顔になっていた。

「ここまでやって来たということは、あなた方は、コレド・アブレアという名前には？」

「ニールベルクでそいつの隠かくした書簡を見つけてやって来た」

「むっ……やはりニールベルクにも手がかりがありましたか……あそこは騎士団の勢力が強く、下手なことをすると商会に迷めい惑わくがかかるので調べられなかったのですよ」

　妙みように悔くやしそうなのは、この話題では自分こそが世界で一番詳くわしいのだ、という思いがあるからだろう。

「ただ、どちらかというと、仲間を募つのるための手紙といった感じだったが」

　クースラが覚えている文面を伝えると、フィルはどこかくすぐったそうにしていた。

「あの人は、時折そういう真ま面じ目めなことを言うからずるいのです。普ふ段だんはそれはもう、絵に描かいたような奇人でしたから」

　ではフィルの振ふる舞まいは、アブレア仕込みなのかもしれない。

「それで、伝説ですが、私があの人と出会った子供の時には、すでに天使の伝説を追いかけていましたよ。本の中から天使を引きずり出す、とね」

　まるで禁断の魔ま道どう書から、魔ま獣じゆうを召しよう喚かんするおとぎ話のようだ。

「あの人は、本には声があると言っていましてね、その声をうまく集めれば一つの歌になると。あの人は無数に近い本の中から、誰だれも聞き取れないような天使の声を聞き取ったのでしょう。そして、あらゆる本を渉しよう猟りようし、その中から天使の痕こん跡せきが残るものを慎しん重ちように選より分け、濃のう縮しゆくしているのだと言っていましたよ」

　そこまで言ったフィルは、懐なつかしそうな笑え顔がおを、クースラに向けてきた。

「あなた方、錬れん金きん術じゆつ師の役に立てるようにと」

「自分で呼び出すのではなく？」

　異い端たん審しん問もん官という黒衣を身にまとっていても、天使の伝説を追いかけることがアブレアの信しん仰こう心からきているとはとても思えなかった。そして、純じゆん粋すいな好こう奇き心だとしたら、自らの目でそれを見たかったのではないか。

　クースラはそう思ったのだが、フィルは少しだけ、困ったように笑った。

「そこが、あなた方と私たちの違ちがいですよ」

「違い？」

　フィルは、うなずいた。

「あなた方は失われた知識を再発見できる。実際、約束の地クルダロスから持ち帰られた書しよ籍せきを調べるとそれがわかります。最新の鉱山技術が、実は古代の砂さ漠ばくの国ですでに発見されていた、なんてことが珍めずらしくありません。ですが、僕たちは……」

　フィルの一いち人にん称しようが変わっていた。

　それは、多くの人間が成長と共になくしてしまう、少年の魂たましいの表れだろう。

「本は、一度失われると二度と復活できません。いくつかの真実、論理学や算術などは再発見ができますが、音楽などは一度失われると難しい。ましてや、滅ほろびた古代王国の中で神という存在がどう扱あつかわれていたかなんていう考察は、一度失われたら二度と再現できません。つまり」

　三十は若返ったかのような喋しやべり方で、フィルは言った。

「僕たち書籍商はすべてを見られるとは最初から思っていないんです。失われいくなにかを必死につなぎ止めるのがせいぜいなんです。だから、誰も見たことのない新しい書物、それこそ、著者でさえ未いまだ書いていない書物を見たいと考えるのは、傲ごう慢まんでしかありません。そういう特権は」

　小さい、咳せき払ばらい。

「また、別の誰かのものです」

　奇き矯きような振ふる舞まいの名物商人。それは自分の目的をうまく隠かくす隠れ蓑みのである一方、そうならざるを得ない結果でもあったのだろう。フィルの口にしたことは、まるで達たつ観かんした聖職者のようであり、こんな考え方をしている人間が錬金術師の他ほかにもいるのだと、クースラには喜びにも似た驚おどろきがあった。

　当然、町の中で平へい穏おんに暮らせるわけがない。

「で、俺たちにはその特権がある、と思っていいのかよお」

　それまで黙だまっていたウェランドが、楽しげに口を挟はさんだ。クースラよりもよほど享きよう楽らく的なウェランドは、フィルのような妙みように禁欲的な考えは窮きゆう屈くつすぎる、と思うかもしれない。

　だが、おそらく逆だ。フィルは己おのれが書しよ籍せき商としてどこまでも貪どん欲よくでいるために、線引きをしているのだ。この線を越こえない限り、自分はなにをしてもいいと思っている。ウェランドが嬉うれしそうなのは、そういう狂きよう気きじみた執しゆう着ちやくを感じ取ったからだろう。

「もちろん。アブレアさんは自分の仕事を弁わきまえていた。本から天使を引きずり出すのは、錬れん金きん術じゆつ師の仕事。それも、超ちよう一流の錬金術師の仕事だと言っておりました」

　悪戯いたずらっぽい笑えみだったが、ウェランドは素す直なおに嬉しげだ。歯車が嚙かみ合おうとしている。技術というものの底力を知っている者ならば、巨きよ大だいな機構が動き出す瞬しゆん間かんに心躍おどらない者はいない。

「ただ、聞きたいことがある」

　クースラが言うと、フィルは目をぱちくりとさせた。

「なんでしょう？」

「弟で子しは師し匠しようの仕事をきちんと引き継つげたのか？」

　それで怯ひるむような輩やからならば、そもそもこんな場所にいないだろう。

「私は大ジーデル商会の知の番人、書籍商のフィル・ボッテーオですよ」

　たぶんこいつは、自分の名前が年代記に載のることを夢見ながら眠ねむりにつく類たぐいだ。

　クースラの口角が、自然に上がっていったのだった。







　フィルにあてがわれている倉庫とやらに通されて、フェネシスやイリーネのみならず、クースラやウェランドも呆あつ気けに取られていた。

「火事になったら、私はこの中で一いつ緒しよに燃えるつもりです」

　あまり冗じよう談だんにも聞こえないのは、床ゆかから天てん井じようまでぎっしりと詰つまるものが、きちんと装丁された本ではなく、ばらばらのままの羊皮紙や、なにかの巻物だったりするからだ。

「これ、全部、天使に関するものなの？」

　イリーネが思わず呟つぶやいていた。

「いえ、半分くらいは私の本業のものです」

「なら、これは一応『本』なのかよお」

　ウェランドでさえ呆あきれたように言うほど、膨ぼう大だいな情報がその部屋には収まっている。

「それも違います。えっと、そうですね、どちらかというと、私は騎き士し団に雇やとわれる錬金術師の人々と同じような仕事をしています。書籍の売買というのは、ないわけではありませんが、頻ひん繁ぱんには行われませんからね。稼かせぎの点からいうと、ほとんど、自じ称しようなのですよ」

　フィルは言って、自じ嘲ちよう気味に笑っていた。

「私の主な仕事は、雇やとい主ぬしである大ジーデル商会が商売をやりやすくすることです」

　言いながら、手近なところから引っ張り出したのは、鍛きたえ抜ぬかれた職人の親指みたいな形をした、なにかの植物の固そうな皮が丸まった物だった。

「これは白しら樺かばの木の皮で作った巻物です。白樺は皮を綺き麗れいに剝はぎ取りやすいので、裏側がわに墨すみで文字を書いたり、刻んだりできるんです。一年中雪に閉ざされるような地方で紙の代わりに使われるのです。いくらでも取れますし、丁てい寧ねいに保存すれば意外と長持ちします。で、こういうふうに、文字として書かれているその土地の風習や宗教について調べます」

「すると、商売相手の心を摑つかまえやすくなる、か」

　埃ほこりっぽい本を開いていたクースラは、顔も上げずに言った。

「そのとおりです。競争相手の商人が、金と酒で懐かい柔じゆうしようとするところに、古い神々の名を唱えて敬意を示すというのはとても効果的です。そのうえ、私は私の目的に沿っても色々調べ物をすることができます」

「なるほど、錬れん金きん術じゆつ師と同じだ」

　クースラは本を閉じて、棚たなにしまった。

「で、天使の似顔絵はどこだ？」

　フィルはにっこり笑い、部屋の奥にある黒光りする長なが持もちの中から、鹿しか革がわの装丁を施ほどこされた書物を取り出した。長持の中にはたっぷりの石いし綿わたが詰つめ込まれ、長持自体もよく見れば金属ではなく、入念に叩たたかれ鍛きたえられた革細工らしかった。固めた革ならば剣けんも弾はじくし、金属と違ちがって火に巻かれても中に熱を通しにくい。火事に見舞まわれても、燃え残る可能性をとことん追求してあるのだろう。

「書物の形ですが、元はここや北の地に残る口く伝でんです。アブレアさんが残したものもありますし、私が書きとめたものもあります」

　クースラはその説明を聞きながら、羊皮紙の厚みのせいで蛇じや腹ばらのふいごのようになっている本を開いた。

　その瞬しゆん間かんの感覚をどう表現すればいいのだろう。

　頁ページから風が吹ふいた、というのが近いのかもしれない。

　知識の奔ほん流りゆうとは、実際に肌はだで感じられるものなのだ。

「そして、私とアブレアさんの二人で、伝説の核心はほぼ炙あぶり出せていると思います。しかし、私たちには知識があっても、それを形にする技術がありません。それに加えて、彼らもあまりにはっきりと記録を残し、安易に危険な技術を再現されるのを嫌きらったのか、迂う遠えんな物言いで書かれています」

　クースラは内容を目で追っていく。

　呪のろわれた民たみ、あるいはヤーゾンでは天使と呼ばれていた人ならざる者たちが、旅を経て、アッバスと呼ばれる土地に居着いたと記されている。彼らはそこで、すべての伝説の元となった太陽の召しよう喚かんを行い、アッバスの町を消しよう滅めつさせた、と書かれていた。

「町を？」

　顔を上げると、横から覗のぞき込んでいたウェランドは眉まゆをひそめ、フェネシスは息を飲んでいた。

「あれ、こちらに来る前にお聞きになりませんでしたか？　アッバスは元々、別の場所にあったんです」

　クースラはそれで、密みつ偵ていの話を思い出した。

「……聞いた。だが、まさか」

「町の消滅は、本当のことです。信じられないのも無理はありませんが」

「けどさあ、戦いくさで焼き尽つくされて、荒こう廃はいするってのはあることだろお？」

　ウェランドが現実的なことを言うが、フィルは穏おだやかに微笑ほほえんだまま、首を横に振ふった。

「そういう話ではありません。丸ごと、消えてしまったんです」

「その場を、見たのか？」

　意地悪な質問、ではない。

　フィルもそれがわかったのか、はっきりとうなずいた。

「もちろん見に行きました。アッバス消滅の話はここより北の地ではどこにでも残っていますからね。ただ、私も高をくくっていましたが……」

　フィルはそう言って、笑顔のまま顔をうつむかせたように見えたが、それは笑顔ではなく、恐きよう怖ふに似た感情を歯で嚙かみ潰つぶしているのだとわかった。

「恐おそろしい光景でした。森の中に、ぽっかりと穴が広がっているのです。大きな、とても大きな穴です。北の大地は木材が採とれ、鉱石も豊富です。毛皮用の獣けものだって獲とれます。ですから、造船技術で後おくれを取って南と差をつけられる前の大昔は、むしろ南よりも繁はん栄えいしていたと聞きます。アッバスが、その最たる交易の町だったそうです。その町が……」

　ごくり、と固かた唾ずを飲んだ。

「一夜にして、消え去ったそうです。空から舞まい降りた天使が、大地に太陽を召喚し、目が潰れるほどの光と炎ほのおですべてを薙なぎ払はらったのです。山を二つ隔へだてた集落からも、夜の空が真昼のようになるのが見えたそうです。八十年、あるいは百年ほど前のことだそうですが、まだ、その痕こん跡せきがはっきりと残っていましたよ」

　フィルが冗じよう談だんを口にするとは思えないし、諸国を漫まん遊ゆうした商人が人々を楽しませるための口こう上じようとも思えない。

　だが、にわかには信じられなかった。

　町を一つ、一夜にして消滅させる？

　クースラは、手元の本に視線を落とす。

　火の精せい霊れいを操あやつろうとするすべての者に災わざわいあれ、とあった。

「け、けど、なんでそんなことをしたの？　それは、やっぱり……迫はく害がい、されたから？　カザンみたいに……」

　イリーネがそう言った。フィルの前なのでフェネシスを露ろ骨こつに気き遣づかうようなことはしなかったが、その手はしっかりとフェネシスの手を握にぎっている。

　ただ、フェネシスはさほど取り乱してはいなかった。

　クースラを見ると、ぎこちないなりに、微笑ほほえんでみせたくらいだ。

「この民たみの扱あつかいが、カザンでは悪あく魔まと同等だったらしい、という記録は確かに残っていますが、別の旅人の記録では敬われていたと書かれていたり、詳くわしいことは交こう錯さくしています。ただ、天使たちがアッバスを消しよう滅めつさせたのは警告である、と示しているのは、すべての口く伝でんに残っている特とく徴ちようなのです。また、この件以降、さらに北の大地に向かい、永遠に姿を消した、ということも」

　迫はく害がいされ、逃にげ続け、各地でその技術により現地の民に協力しながらも、最終的にはあまりの有能さに恐おそれ慄おののかれ、敵と見なされた。その繰くり返かえしの果てに世界の辺へん縁えんにまで流れ着き、もはや行く場所がないとなった時、我が慢まんの限界に達たつしたのかもしれない。

「また、彼らは自分たちのことを追いかければ、同じ災わざわいが即そく座ざに降りかかる、と言い残しています。これは彼らを災さい厄やくの神と見なす者たちと、反対に、奇き跡せきを示す天使と見なす者たち両方に残されている言葉です」
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「だとすると……天使か悪魔かは別として、やはり太陽の召しよう喚かんは再現が可能な技術なのか」

「魔ま術じゆつも理り屈くつの上では同じ定義になりますけどね」

　錬れん金きん術じゆつ師相手に良い冗じよう談だんだ。

「しっかしよお、町を一夜にして、なんて本当かよお……？　竜りゆうの火か炎えん放射器でも、燃やす時間くらいはかかるよねえ……」

　なんでも茶化して笑うくらいのウェランドが、そんなことを言う。

　それくらい、想像のつかないことだった。

「残した警告ってのも意味深しんだな」

　クースラは該がい当とうの頁ページを見つけ、呟つぶやく。

　曰いわく、太陽が生きとし生けるもののすべての源である限り、大地の生命の気を濾こし集め、また太陽にすることも可能なのである。

「しかし、その声は慈じ愛あいの囁ささやきではなく、地じ獄ごくの怒いかりと苦しみである……人が、生まれる時に泣き叫さけぶように……」

　クースラは読み上げながら、吐はき気けに似たものを感じていた。それはある種の期待であり、叫びだしたい興奮の兆きざしでもあった。鉄の製せい錬れんに聖人の骨を使ったら結果がどうなるか、なんてちんけな話ではない。ほら話としてしか考えていなかった、錬金術師の『奥おう義ぎ』とやらがそこには示されていた。

　生命を操あやつり、万物の流る転てんを司つかさどる。

　聖典の一頁目に、太陽が記されているのは偶ぐう然ぜんではない。

　太陽とは、まさしく万物の始点であり、塵ちりが塵に、灰が灰に還かえるように、太陽から降り注いだものは大地に染しみ込み、また太陽に戻もどっていくのだ。

「それで、お前さんは大地の生命の気とやらを、石とか草とかだと思って、持って帰って来たのか」

　クースラが視線をフィルに向けると、フィルは少し驚おどろいてから、恥はずかしげに笑った。

「ご存じでしたか」

「結果は？」

「意地悪を仰おつしやらないでください」

　書しよ籍せき商が知ち恵えを絞しぼって、大地の生命を感じさせるものを片かたっ端ぱしから集めたりしたのだろう。

「ただ、約束の地クルダロスからもたらされた古い書物を教皇庁図書館にまで漁あさりに行ったら、やはり似たような話が残っているのです。町一つを消しよう滅めつさせたのは特異な例ですが……」

　まるで、巨きよ人じんの足そく跡せきの話だ。世界の各地には、昔、巨人が歩いてできたという池がある。それらを地図上に描かいていくと、世界の北の果てからやって来て、西の海に消えて行く足跡が出来上がる。

　根気よくそういう作り話をした壮そう大だいな規模の暇ひま人じんがいたか、あるいは。

「空を飛ぶことについてはどうなんだ？」

「続きにありますが、彼らが残した言葉によると、こうです」

　クースラも頁ページをめくり、羽を有する天使の挿さし絵えに出くわした。

「太陽が生きとし生けるものの起源であり、それが空に浮かんでいるのであれば、生命とはそもそも空に浮くものである。よって、大地に囚とらわれた生命の気を解放させれば、空を飛ぶこともできるであろう……」

　んふ、という鼻息に似た変な声を上げたのは、ウェランドだ。

　突とつ然ぜん怪あやしげな異い端たんの説教者じみた内容になったので、笑えたのだろう。

　それに、それまでずっと固かた唾ずを飲んで話を聞いていたフェネシスすらが、きょとんとしていた。あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話のせいで、深刻さが失うせてしまったのだろう。

「……太陽は、空に浮かんでいません、よね？」

　ただ、クースラはその質問に、天を仰あおぐ。苦々しいのは、この話題は知識と直感が対立する厄やつ介かいなことだからだ。

「書しよ籍せき商、あんた物知りだろ。なんて説明する？」

「むう、それはずるいですよ。あなた、知識としてはご存じの様子」

　クースラとフィルのやり取りを見て、変な顔をしているのはイリーネだ。

「あんたたちなに言ってんの？　太陽は空に張り付いてるに決まってるじゃない。星だって空に開いた穴だって聞いたわよ」

　特に他意はなさそうに、教会の説教で語られるのと同じことをイリーネが口にする。

　だが、鉛なまりを金きんに変えようと奮ふん闘とうするくらいへそ曲がりの錬れん金きん術じゆつ師でなくとも、教会の言い分には納なつ得とくできない点が多い。

「だったら海に沈しずむたびに太陽は冷えるのか？」

「えっ」

　イリーネは言われ、「？」と首を捻ひねっている。

　見かねたウェランドが、言った。

「教会は認めないけどねえ、古代の賢けん人じんが、太陽は空に浮いてて、しかも球形なのではないか、そしてすべての星は、この大地も含ふくめて同じなのではって説を唱えているんだよお」

　教会の教義に関かかわることで、アブレアみたいな風変わりな奴やつらではなく、フェネシスを引き回していたような本物の異端審しん問もん官が、血ち眼まなこになって抹まつ殺さつしようとする説だ。

「で、で、でも、そんなこと、空でも飛ばないと確かめられないじゃない。噓うそでしょ？」

　良き市民、良き職人のイリーネは当たり前のことを指し摘てきするが、賢人には観察と推すい測そくという強力な道具がある。

「空が動くのか、この地面が動くのか、その論争は古代からあった。この大地が神のお作りになられた世界でないと困る連中は、空が動くことを望んだわけだ」

　クースラが軽く足を踏ふみ鳴らすと、フェネシスとイリーネの二人が揃そろって下を見た。

「だが、星の運行を調べるという作業も古代から続けられていて、まだ教会が存在しないような古い時代の記録も残っている。それこそ、約束の地クルダロスが荒こう廃はいする前の、砂さ漠ばくの地方が栄えていた時代だ」

　フェネシスは驚おどろいたように顔を上げ、クースラを見た。

「向こうは星空が綺き麗れいだと聞いたぞ」

　約束の地クルダロスから逃にげてきた少女は、遠い故郷を振ふり返るように、遠い目をした。

「確か、に……月のように美しい、という褒ほめ言葉があります。こちらではあまり聞きません」

「ほう、あちらのご出身ですか」

　フィルが興味深そうに言うと、フェネシスはあわあわとうつむいてしまう。

　一方で、クースラは思わず想像していた。銀色の月光が降り注ぐ砂漠の地で、フェネシスのような娘むすめが夜空を見上げていれば、さぞ神秘的な姿だっただろう。銀白色の髪かみの毛は、月の女神のようにも見えたかもしれない。

　見てみたいな、と素す直なおに思い、すぐに苦笑する。

　馬ば鹿かなことだった。

「とにかく、星の運行は昔からの観測によって大たい抵ていが規則的だとわかっている。占せん星せい術として今の世でも使われている知識だ。だが、その中で惑まどう星と呼ばれる一群がある。どうにもふらふらと特定の軌き道どうを取らない厄やつ介かいな連中だ。この世はすべて理り屈くつに従い、整然としているはずと考えた賢けん人じんたちは、この酔よっ払ぱらいみたいな星の動きをどうにかうまく説明するために頭を捻ひねった。その結果が、星は空に開けられた穴ではなく、いくつかの星が太陽を中心に回っているという発想だ。そう考えると、たちまち星の運行表が単純なものになる」

「そのことは、もう一つ大事な疑問に答えてくれます。この大地に果てはなく、おそらくず─────っと東に向かって歩いて行くと、西から戻もどって来れるはずなのです。海の向こうが滝たきになっているとか、化け物が待ち構えているという説明よりかは、よほど納なつ得とくできます」

　イリーネは目を真ん丸に見開いて、返す言葉がないようだった。

　クースラも初めてこの話を知った時、丸い四角について考えさせられているような気がした。

　今では、そういうこともあるかもしれない、と思う程度だ。

「ま、考えるだけ無む駄だだ。考えてどうにかなる問題じゃない」

「一応、星が球形であるならば、月の満ち欠けの説明も簡単にできます。ただ、確かなことは、数百年後の錬れん金きん術じゆつ師に確かめてもらうほかありませんな。残念なことですが」

　フィルは言いながらも、決して残念そうではない。書物という世界に暮らしているせいで、自分の手の届かない世界があることに慣れているのだろう。

「あるいは、空を飛ぶ方法を見つけられれば、俺たちでも確かめられるかもな」

　すると、イリーネはようやく我に返ったらしく、やや怒おこり気味に言った。

「で、でも飛ぶなんてそれこそ無理に決まってるでしょ」

「鳥は？」

　一言で突つっ込むと、イリーネは屁へ理り屈くつをこねられたかのように苛いら立だっているが、その苛立ちの気持ちはクースラにもわからなくはない。話を引き継ついだのは、ウェランドだ。

「実は、羽がなくても空を飛ぶことができるかもしれないんだよねえ。そのことは、大昔からたくさんの人が気がついてるんだよお」

　次はどんな信じがたい理屈が出てくるのだと、イリーネは身構えている。

「今すぐ実験もできるぞ」

「え？」

「二本の木の棒を交差させて、交差する点の上に小さな蠟ろう燭そくを置く。それから全体を薄うすい紙で袋ふくろ状に覆おおって、下には穴を開けておき、蠟燭に火をつければいい。勝手に上がっていく」

「……」

「煙けむりは空に昇のぼるだろ？　その力を借りるんだよ」

「あ！」

　ほとんど泣きそうな顔だったイリーネが、ようやく自分でも理解できることに、心底ほっとしていた。圧あつ倒とう的な技術を見せられた人々というのは、こんな感じなのだろう。

「ただ、問題があってな、どうあがいてもこの方法で空は飛べない。でかい火をおこすには大量の薪まきが必要だが、その薪を載のせると浮かなくなる。ましてや人を載せるなんて論外だ。だから、もしもここに書かれていることが本当なんだとしたら、火とはまったく違ちがう方法で空を飛ぶしかない」

「とすると、鳥のように、かねえ」

　違うと思っていつつ、ウェランドが口にしたのは、もうそのくらいしか思いつかないからだ。

「ただ、この大地の生命の気ってのを見つければいいんだろう。これが鍵かぎになるはずだ」

「それがあれば……町を消し飛ばせたり、空が飛べちゃったり、するの？」

　いつも勇ましいイリーネが、大人から怖こわいおとぎ話を聞いた子供のようだ。

「書かれ方を見るに、別の二つのものがあるみたいだが……なんにせよ、発想としては昔からあることだろ。正教、異教を問わず、泉とか、なにかが湧わき出すところは神聖視される。そこには、万物を生ぜしめる不思議な力があると思うんだ」

「山の噴ふん火かなどもそうですね。圧あつ倒とう的な大地の生命を感じますよ。この足の下には、間違いなくなにかそういうものがあるんです」

　フィルが付け加えると、ウェランドが叫さけぶように言った。

「噴火なんて見たことあるのかよお！　羨うらやましいよおおお。噴火の業ごう火かで製せい錬れんした鉄は神秘の力を宿すなんて言うよねえ」

「いや、無理ですよそれは。死にます。岩が溶とけてどろどろになるくらいの高温ですから近づけません。それこそ、神にしかできないことでしょう」

「異教の雷らい神じんは大金かな槌づちで雷かみなりを受け止め、その熱で剣けんを打つとかいうしな」

「雷雨の日に屋根の先に柱を立てて金槌をくくり付けておけば、そういう伝説の理由が理解できますよ」

　フィルが言うと、クースラとウェランドは揃そろって肩かたをすくめた。

「とっくに実験ずみだ」

　フェネシスとイリーネの小こ娘むすめ二人組が、悪戯いたずら小こ僧ぞうがそのまま大きくなったような男たちに、心底呆あきれた顔を向けていた。

「ただ、その消しよう滅めつしたアッバス近くの村々には、当時の混乱した様子が記録としていくつか残っているのですが、そのうちのほんのわずかな記録には、まさしく今話したような内容のものが残っているのですよ。眉まゆ唾つばなのは、確かですが」

「どういうことだ？」

「天使たちがアッバスを消滅させたのは意図的なことではなく、その火力によって特とく殊しゆな鉄を製せい錬れんしていて、事故を起こしてアッバスを消滅させてしまったのではないか、と」

「製錬？」

「なにせ町一つが消え去るくらいの壮そう絶ぜつな火力ですから、中心部では何日も火がくすぶり続けたらしく、それを見て製錬だと思ったのでしょう。もっとも、他ほかの記録と照らし合わせてみると噴ふん火かと同じで、とてもそんなことをしている余よ裕ゆうなどない、とんでもない威い力りよくだったようですから、想像力の産物でしょうが」

　おそらくはそうなのだろうが、やや残念だった。町が消え去るほどの超ちよう火力でなにかを製錬していたのだとしたら、どう考えたって鉄ではあり得ない。人の知る限りで最も熱に強いのが鉄だが、それですら炉ろに収まる程度の火力で溶とかすことができる。

　だとすると、考えられるのは？　と思った直後、クースラは自分の子供みたいな連想を苦々しく笑った。

　神の金属、オリハルコン。

　存在してくれたらこれほど嬉しいこともないが、天使の話のせいで空想が広がりやすくなっている。妖あやしげな思い込みに惑わされるのは、きっとこういう時なのだろう。

　目の前のことにだけ集中しなければ、とクースラは深呼吸をして、言った。

「そして、当然あんたは書しよ籍せき商なりの知ち恵えをもってこの生命の気を探してみたが、見つからなかった……か」

　書籍商という肩書き以上に、フィルの知識は相当なものに違ちがいない。

「ええ。地面から湧わいて出るものは大たい抵てい試ためしてみましたが、なにが採とれるわけでもなく……。北の地に湧く温泉まで煮につめてみましたが、せいぜい硫い黄おうか塩が採れるくらいのものでした。ですが、酒の精を濃こくしたり、木片から木炭と木もく酢さく液えきを作る時のことを思い出しまして、蒸留器を使ったらまた結果が違うかもと思っていたのです」

「それで腕うでのいい職人か」

「はい。ですが、蒸留器はこと酒に関かかわる代しろ物ものですから、ここの職人たちは厄やつ介かい事ごとを避さけて作ってくれませんし、南から取り寄せると今度は商会に迷めい惑わくがかかります」

　フィルの説明を聞きながら、クースラはちらりとイリーネを見る。本ばかり読んでいるような奴やつには蒸留器を巡めぐる政治的な問題が理解できないのだろう、と言っていたイリーネはちょっとばつが悪いのか、そっぽを向いていた。

「ですが、錬れん金きん術じゆつ師と蒸留器は切っても切り離はなせません。あなた方なら用意できるのでは？」

　期待に満ちた目を向けられ、クースラはイリーネに向かって顎あごをしゃくった。

　イリーネは、贖しよく罪ざいのように、言った。

「……材料があれば、作れるけど」

「おお！　素す晴ばらしい！　そして、もちろん」

　と、フィルはクースラとウェランドにも、商人らしい笑えみを向けてくる。

「手伝っていただけますよね？」

　蒸留は、酒のようにやり方が確立されているものでも、慣れないと難しい。鉱石やその他ほかとなればなおさらだ。

　ただ、クースラは少し気け色しきばむ。フィルがクースラたちを恐おそれないのは、どうやらクースラたちが騎き士し団からの暗殺者ではなく、技術に目がなく天使の伝説を純じゆん粋すいに追いかけに来た錬金術師だ、と確信したためらしいが、それにしたって邪じや気きがなさすぎる。

　なにより、もしも実現できれば世界がひっくり返るような代しろ物ものなのだし、フィルだって天使の伝説を追いかけるのに並々ならぬ苦労をしてきたはずだった。そして極きわめつけは、このアッバスに軒のきを連ねる商会は、どれも騎士団と敵対する国々に本ほん拠きよ地があるということ。

　クースラたちが騎士団の関係者であることは明白なのだから、この気前の良さはフィルがよほどの阿あ呆ほうか、さもなくば、策士かのどちらかだ。

　クースラがそう考え、返事をしないでいると、フィルは困ったように笑った。

「私の気前が良すぎますか？」

　頭の良い商人だ。

　クースラが顎を上げると、丸いフィルは弾はずむように笑う。

「簡単なことです。ラトリアを巡る戦いくさで騎士団が勝つのなら、騎士団の関係者に協力するに越こしたことはありません。我々は遠えん隔かく地貿易の雄ゆうとして、この拠点を絶対に失うわけにはいきません」

　確かに、アイルゼンはこの町の商会を焼き払はらうつもりではなく、むしろ仲間に引き入れようと考えていた。それは商会側がわも、金かね儲もうけのうまい騎士団ならそうするのではないか、と考える選せん択たく肢しに違ちがいない。だとすれば、天使の伝説の再現に協力したとなれば、クースラたち同様に、あらゆる特権を享きよう受じゆできるだろう、と思うはず。

「では逆に、騎士団が負ける時にはいかがでしょうね？」

　悪戯いたずらっぽく尋たずねるフィルにクースラがむっとすると、ウェランドが楽しそうに肩かたを揺ゆらした。

「騎き士し団が追い払はらわれる前に、俺たちの知識を手に入れておくべきだねえ」

「そういうわけです。どうあっても、私はあなた方に協力すべきなのです」

　クースラは肩をすくめて、同意を示しておいた。抜ぬけ目めないのは錬れん金きん術じゆつ師だけの特権ではなく、ましてや相手は錬金術師かもと疑われるほど奇き矯きような商人だ。

「というわけで、さっそく材料の手配にかかりたいと思います。なるべく蒸留器の製作だとばれないように配はい慮りよしつつ、だと望ましいのですが」

「そのあたりは、工こう房ぼうを用意してくれたら大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

「ならば問題ありません。私がなぜ、錬金術師かも、と噂うわさされているのかですよ」

　楽観的な人間は数多いが、楽観的な未来が実現するはずだ、と考えてそのために備えておける人間は数少ない。

　フィルはその、数少ない人間らしかった。

「天使の伝説にたどり着けるとしたらどういう場合だろうか？　とたくさん考えました。抜かりはありません」

　子供みたいにぐっと胸を張り、誇ほこらしげに言ったのだった。







　その工房は町の外れにぽつんとあった。アッバスにも職人街があり、各種の工房はそこに集中していたのだが、アッバスには町の組合に属さない工房がいくつかあるらしかった。

　そういう工房はどこも、この町に遠えん隔かく地貿易用の商館を構える商会が管理しているもので、貿易用の船や荷馬車の修理のため、一通りの作業を自前でできるようにしているらしかった。

　町の職人だけに頼たよれば、需じゆ要ようが集中した時に自分の商会の荷馬車の修理が後回しにされてしまうかもしれず、しかも、需要が集中する時というのは他ほかの商会も一刻も早く商品を輸送したいような場合が多いから、自分のところの遅おくれはよその得、というのを避さけるためらしかった。

　争いになるのは目に見えているが、かといって反目し合っていては、こんな辺へん鄙ぴな場所に商館を構えるのはおぼつかない。協力せざるを得ないが、自分たちの利益も確保したい、という折せつ衷ちゆう案らしい。

　町を管理するポドロフ家がそういう商会の勝手を許すのは、もちろん、この町が商会あっての町だからだ。

「質素」

　イリーネが一言、言い添そえる。

　炉ろは屋外に設もうけられていて、その周りが粘ねん土どで作った風よけの壁かべで囲まれ、その側そばに、今にも崩くずれそうな掘ほつ立たて小屋がぽつんと立っていた。急の作業ができればそれでいい、とばかりの簡易な工房だが、工房には違ちがいない。

「聖せい杯はいは必ずしも、黄金でできていない」

「そのとおりです。見てくれは悪いですが、炉ろそのものは南の最新の構造になっています。立派に高温が出るはずですよ」

「え？　そうなの？」

　途と端たんにイリーネの目が輝かがやく。

「知識だけなら誰だれにも負けませんよ」

　書しよ籍せき商が言うのだから、心強い。

「それじゃあ、炉の掃そう除じと、材料の調達か」

　炉の周りには屋根もないので、積もった雪をどけたり、地面を温めるために軽く火もいれないとならない。やることはたくさんある。

「しかし、なにを蒸留するのか、ある程度目もく論ろ見みはあるのか？　それによって蒸留器の材質や規模も変わってくるだろ」

　クースラが言うと、フィルは困ったような半笑いになった。

「なにもなし、か」

　いくら膨ぼう大だいな書物を読んでいるとはいえ、錬れん金きん術じゆつ師ではない。

　しかし、フィルは若じやつ干かん誇ほこりを傷つけられたのか、むっとして言った。

「た、多少のあてくらいはあります」

「ふん？」

「先ほどお見せした口く伝でんには、生命の残ざん滓しを留とどめる石を用いれば、すでに冷え固まった物からも再び生命を解き放てるだろう……とあります。これはもしかすると、悪あく魔まの心臓のことかもしれません」

　突とつ然ぜんなにを言いだすのか、と錬金術師でも面めん喰くらう。

「悪魔の……心臓？」

「地じ獄ごくの怒いかりと苦しみ、なんていう語句も、そういうことを示しているのなら、理解できます。なにより、アッバスに伝わる祭りが無関係とはどうしても思えないのです」

　フィルの話がつい先走るのは、普ふ段だん会話をする相手が他人ではなく自分自身であることが多いからだろう。

　クースラは親近感を覚えつつ、船ふな大だい工くがこの町の祭りには白い悪魔が出ると言っていたことを思い出す。フィルが話しているのは、それに違ちがいない。

「その祭りとはなんなんだ？　知らないんだ」

「大おお雑ざつ把ぱに言えば、生いけ贄にえの儀ぎ式しきです」

　白い悪魔の生贄の儀式。

　なんとも異教めいてきたものだ。

「とはいえ、今では政治的な庇ひ護ごをラトリア女王から取り付けるための儀ぎ式しきになっています。その生贄の特別な毛皮を献けん上じようすることで、見返りに……ということです」

　クースラはその話を聞き、どうして騎き士し団が頭を痛めているかようやく理解できた。

　伝統的な祭りを潰つぶすようなことをすれば町と敵対するが、お咎とがめなく許可するのはこの町に対してのラトリアの権けん威いを認めることにもなる。

「が、私は少し違ちがうのではないかと思っています。もしもこの祭りの目的がそれだけならば、町の真ん中のあんな洞ほら穴あなの中で、怪あやしげな手順を踏ふむ理由がありません。あれは間違いなく、儀式が始められた当初はなにかを求めていたのです。政治的な庇ひ護ご以外の、なにかを」

　真しん剣けんな顔で語るフィルは、日が暮れかけた森の奥に人ならざるなにかを見た、と言い募つのる旅人のようだ。

　だが、町の真ん中にある穴は、確かに悪あく魔まの腹と呼ばれていた。

「お前さんがたびたびあの穴の中で過ごしている、というのはそれが理由か？」

「そうです。ですが、あなた方もあの儀式を見れば納なつ得とくするはずです。あの白い悪魔の巨きよ体たいを裂さき、腑ふ分わけをして、決められた位置にそれぞれの臓器を埋うめるんです。意味があるとしか思えません。口く伝でんの、生命の残ざん滓しを留とどめる石というのは、血が抜ぬけて乾かん燥そうして、かちこちになった心臓かなにかではないかと思うのです。しかも、儀式の際の祈いのりの文句はこうです。『この白き体に宿りし力を、我らに授さずけたまえ。我らにも、その獣の力を与あたえたまえ』」

　フィルは唇くちびるを舐なめて湿しめらせると、大きく息を吸って、言った。

「そして、白き悪魔の毛皮をかぶるのです。人に、人ならざる知ち恵えと力が宿るようにと」

　クースラは思わず息を飲み、視線をフェネシスに向ければ、フェネシスもまた顔を強こわ張ばらせていた。もはやこれは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちではないはずだ。なにかが、どこかで、クースラたちのわからない形でつながっているはずだった。

　天使たちがフェネシスと同じ呪のろわれた民たみならば、獣けものの毛皮をかぶる理由もよくわかる。

　大人の格好をしたがる子供を見ればいい。彼らは、同じ形のものは、同じ効果をもたらすと信じているのだ。

「今の儀式は、その後に、この白き悪魔の力を聖なる力となし、我らが女王陛下の身にまとわれますように……となって、毛皮が献けん上じようされるわけです。ですが、私は本来は違うと思います。それは後世の話であって、当初は自分たちのためにやっていたはずです。あなた方、御ご存じですか？　伝説の天使がなに色かを」

　フェネシスを見やる、なんて無様はしない。クースラは冷静なままに、言った。

「髪かみの毛は白、そして、体のどこかに、人ならざる部分を持つ」

　フィルがうなずく。

「この北の各地に残されている巻物を見れば、天使は狼おおかみか狐きつねの毛皮をかぶったような見た目です。いえ、あるいは、砂さ漠ばくには猫ねこの神がおりますから、猫のものかもしれませんが……」

「そうなると、儀ぎ式しきで毛皮をかぶる理由になるよねえ」

　ウェランドが白しら々じらしく言う。

「はい。それに、このラトリアよりも北の地に行くと、人々の肌はだの色はより白く、髪かみの毛の色も薄うすくなり、銀や灰色といったものが珍めずらしくなくなります。これは、白しろ貂てんや狐きつねなどの他ほかの動物にも共通することです。ですから、私は、ひとつの恐おそろしい仮説を捨てきれません」

「言ってみろよ。錬れん金きん術じゆつ師が二人もいるんだからな」

　クースラの言葉に、フィルはにやりと笑った。

「伝説の天使は、生命の秘法を暴あばいたのではないかと。そして、神がお作りになられた生命の輪を自由に操あやつり、生命の理ことわりを自在に操っていたのではないか……」

　その結果の、北の地の白い生き物たちの姿？

　それはそれで神秘的かもしれないが、そもそも天使たちが呪のろわれた民たみで砂さ漠ばくからやって来たのなら、生命の秘法は砂漠で見つけていなければならない。しかし、向こうの土地に住む者たちの肌は年中日に焼けて浅黒いし、向こうの動物の毛が白い、という話も聞いたことがない。

　この地では空ですらが青ではなく灰色なのだから、偶ぐう然ぜん、とも考えられる。

「もちろん、酒飲み話の域は出ません。ですが、白き悪あく魔まの毛皮をかぶる理由については、私は自分の考えどおりとしか思えません」

「町を一いつ瞬しゆんで滅ほろぼされたアッバスの民が、町を滅ぼした者の力を手に入れようとしてってか」

　いかにも、とばかりにフィルはうなずく。

　だが、クースラもそこには反対しない。

　反対しないが、気になることはあった。

「それで、つまるところ、その白い悪魔ってのはなんなんだ？」

　船ふな大だい工くは、およそこの世のものならざる、と評した。

　そして、フィルはその質問ににんまりと笑う。

「極ごつ寒かんの海を渡わたった昔の冒ぼう険けん家が、本を出すたびに極北の地について言げん及きゆうしています。そこには、こう記されています。極北の地はおよそ人の住む場所ではない。吹雪ふぶきなどは困難の数に入らない。そこには神の定められた法則すらを歪ゆがませる何ものかがいる。太陽が沈しずまなくなったり、昇のぼってこなくなったりする異常な現象を想像できるだろうか？　地平線に太陽が二つ昇る朝を想像できるだろうか？　しかも北の海には見たこともないような怪かい物ぶつが住みつき、巨きよ大だいな角を生やした海かい獣じゆうが群れを成して海を泳ぐのも見た。他ほかにも、子供の体ほどもあるような牙きばを二本生やした、魚のような豚ぶたのような、見上げるほどに巨大で獰どう猛もうな生き物もいた。とにかくすべてがおかしいのだ。頭がおかしくなりそうだ。そして、極きわめつけは我々の船を追いかけ亡ぼう霊れいのように襲おそいかかる、あの悪魔だ。七つの命を持ち、あらゆる金属の攻こう撃げきを弾はじき返し、巨大な爪つめの一ひと振ふりで青銅の盾たてを羊皮紙のように引き裂さき、その牙が兜かぶとごと頭ず蓋がいを嚙かみ割り人を食らう、あの……、あの、忌いまわしき……」

　情感たっぷりに、フィルは言った。

「忌まわしき……白い、熊くま」

　おどろおどろしく語ったフィルの最後の言葉の後に、間があった。

「……熊？」

「はい」

　フィルは真しん剣けんな顔だが、ウェランドは頰ほおを搔かき、イリーネは小首をかしげている。フェネシスは熊を見たことがないのか、それぞれの反応を見て戸と惑まどい、クースラに助けを求めるような視線を向けた。

　クースラはといえば、ため息をついた。

「熊？　狼おおかみじゃなく？」

　そして、フィルはようやくどうしてクースラたちの反応が鈍にぶいのかわかったらしい。

「こ、これだから南の人々は……！　恐おそろしい動物といえば狼、というのは確かに真実ですが、極北の地には狼など話にならない生物がたくさんいるのですよ！　その最高峰ほうが白い熊なのです。見れば納なつ得とくします！　どんな狼でさえも、白い熊の子供にさえ勝てないでしょう」

　白い熊の伝説というのは、確かに聞いたことがある。

　その力があまりに強く、人を溶とかすとまで言われている。ぼろ布のように引き裂さく、という表現すら生ぬるいということなのだろうが、やはり、想像ができない。

「うう……まるで本の素す晴ばらしさを他人に伝える時の困難のようだ……」

　フィルは頭を抱かかえて悔くやしそうにする。クースラはそんなフィルを見て、ふとフェネシスに視線を向けた。それから、小さく苦笑して、言った。

「実際に目にしてみればわかるだろ。祭りは中止しないって聞いたぞ」

「そ、そうです！　見てもらえればわかります。一いち目もく瞭りよう然ぜんですから！」

　どれだけ口で説明されても、わからないことはわからない。逆に、一度目まの当あたりにしてしまえば、どんな言葉でも覆くつがえせないことがある。

　クースラはそういうことを、フェネシス相手に学んできた。

「なら……とりあえず、追いかけるべきは二つか？」

「地じ獄ごくの怒いかりと苦しみの形として残る、大地の生命の気、ねえ……」

　ウェランドが顎あご髭ひげをぞりぞり撫なでながら言う。

「それと、生命の残ざん滓しを留とどめる石、ですね」

　どちらもその言葉どおりなのだとしたら、錬れん金きん術じゆつ師の奥おう義ぎに触ふれるような代しろ物ものだ。

　誰だれもが求め、届かなかった生命の神秘に、神以外の者が触れられるのだろうか。

　世の多くの者が、それを畏おそれ多いことだと慄おののくだろう。

　そういうことで笑ってこその、錬金術師だ。

「で、まずなにを蒸留するのかしら？」

　不気味な話を前に強がっているのか、それとも、荒こう唐とう無む稽けいな話に夢中になっているクースラやウェランド、それにフィルに呆あきれているのかわからないが、イリーネが辟へき易えきするように言った。

　男三人は視線を交かわし、クースラが言った。

「在あり処かのわかってる、心臓だな」

　神の御ご加護あれ。

　珍めずらしくウェランドが、そう呟つぶやいたのだった。







　悪あく魔まの腹は町の中心部にある宗教的な場所だ。クースラたちが四人ぞろぞろと出入りしていればあまりにも目立つ。

　ただ、そもそもイリーネは行っても役に立たないだろうし、最初からそのつもりもないようだった。信しん仰こう的に真っ当な正教徒なので、不気味だというのも原因だろう。ウェランドはしばし迷っていたが、炉ろが新式だという話を思い出したらしく、そちらの誘ゆう惑わくに屈くつしていた。残るフェネシスだが、フェネシスは呪のろわれた民たみがアッバスを消しよう滅めつさせた話の尾が引いているのか、未いまだどこか茫ぼう然ぜんとしていた。打ちひしがれている、というわけではないのは、今いま更さらという感じが多少なりともあるからかもしれない。そうはいっても、その小さな胸の中では少なからぬなにかが渦うず巻まいているようだった。悪魔の腹に行くかどうかの確かく認にんに、ゆっくりと首を横に振ふり、悲しそうに笑っていた。

　クースラはそれを、情けないことだとは思わない。フェネシスは温めた山や羊ぎの乳を飲みながら、こんな町にも聖職者がいるのですね、と諦あきらめたように微笑ほほえんでいた。血も涙なみだもない錬れん金きん術じゆつ師でさえも、進む先くらいはまだ残っている。対して、呪われた民にはこんな地の果てにも居場所がない。だとすれば、呪いの原因を再現しようとするような場所には、どうしたって行きたくないだろう。

　そんなフェネシスを見ていたら、言葉が自然と口をついて出た。

　何かあったら、いつでもいいから俺を頼たよれ、と。

　フェネシスの頰ほおをつまんだのは、照れ隠しだった。クースラは片頰だけ笑ってから、工こう房ぼうを後にした。

　の、だが。

「では、私の下男ということで、頭を垂たれながらついて来てください」

「……」

　泣く子も黙だまる錬金術師が、職人の風ふう体ていで旅をしたかと思えば、今日は商会の雑用の格好をしていた。卵白に砂を混ぜたものを頭にまぶし、ぐちゃぐちゃにかき混ぜてから、裾すその擦すり切れた麻あさの服を着る。そしてまっすぐ歩くのも困難なほど固い木き靴ぐつを履はき、背中を丸めて歩けば、もうどこにも錬金術師はいなかった。

「変装というのはこのくらいやりませんとね。私も稀き覯こう本を手に入れるために、色々なところに、様々に身分を偽いつわって忍しのび込んだものです」

　この醜しゆう悪あくな変装をさせるにあたり、フィルに悪意がまったくないのはよくわかる。クースラのことなどかけらも気にせず、てきぱきと準備をしていた。

　その清すが々すがしさがなければ、殴なぐり倒たおしていただろう。

「ほら、頭を低くしてください。背中も丸めて」

「……わかった、わかった」

「そこは、へえ、です」

　クースラは背中を丸めたままフィルを睨にらみ上げたが、フィルは無む邪じや気きに笑い返してくる。

　不満をごくりと飲み込んでから、「へえ」と情けなく返事をした。イリーネやウェランドもそうだが、特にフェネシスがいなくてよかった、と思った。

　クースラはジーデル商会で変装をしてから、フィルと共に悪あく魔まの腹の鍵かぎを受け取るために、この町を管理するポドロフ家に赴おもむいた。フィルの口上と、ポドロフ家の使用人の話を聞くに、どうやらジーデル商会はこの町でもかなり幅はばを利きかせているらしく、祭りのあれやこれやにも相当な金を出しているらしい。

　フィルという変人の奇き矯きような振ふる舞まいくらいは大目に見なければ、ということなのだろう。

「祭りが近いですからね、あまり変なことはしないでくださいよ」

「心得ております。ただ、本当にやれるのですか？　戦いくさは避さけられたとはいえ、騎き士し団の目があるのでは」

　白しら々じらしくもこっそり尋たずねるフィルに、使用人は肩かたをすくめていた。

「もう長年の慣習ですし、あちらさんも形式的なことだとわかっているのでしょう。それに、戦を望んでいるわけでもなさそうなので、あえて町の人々を刺し激げきする必要もないと思ったのでは。当主様も騎士団からは特になにも言われていないとのことですよ」

　使用人は一応ほっとしているらしい。町の名家に仕えている身としては、戦ですべてがひっくり返れば職も地位も失うし、最悪、主と一いつ緒しよに絞こう首しゆ台にぶら下がるかもしれない。

「ただ、だからこそ、妙みようなのですよね……」

「ほう？　妙とは？」

「うーん……騎士団は、ここになにをしに来たのでしょう？　戦をしに来たわけでも、あなた方の首を絞しめに来たわけでもない」

「すでに十分絞まってますよ。ニールベルクを押さえられて海路が封ふう鎖さされ、挙あげ句くに川まで封鎖されましたから、商売あがったりです。陸路で運ぼうものなら、途中で間ま違ちがいなく奪うばわれるでしょうし。商会では皆みなが商売品の酒を全部飲んでしまいましたよ」

　クースラが後ろで聞いているのをわかっているのかいないのか、フィルはそんなことを言う。

　この町の商人ならば、全員が思っているようなことなのだろう。

「ただ、そうなると余計に不思議ですな。強大な騎き士し団だんとはいえ、貴重な戦力をこんな辺へん鄙ぴな場所に振り分け、しかも活用しないとは。ポドロフ様を追い出そうとしているわけでもありませんし」

「そうですか？　ここはラトリアにとって重要な交易点ですからね。睨にらみを利きかせて敵の金かね蔵ぐらを押さえることは十分な戦略になるでしょう」

「うーん……」

　と、使用人はやはり納なつ得とくいかなさそうに唸うなっていたが、じろりと視線をフィルに向けて、言った。

「ですからね、我々の間ではあなたが、また、厄やつ介かいな禁書でも見つけたのではと噂うわさになっているんですよ」

「え？　いや、あはははは……もうそれは二年も前のことではないですか……あの時は、ご迷めい惑わくを……」

「まったく……。土地柄がら、南から異い端たんの嫌けん疑ぎで逃にげて来るような聖職者だっているのですから」

「ご、ごもっともです……」

　フィルは平身低頭だが、その様にクースラはほくそ笑えむこともなく、むしろ感心していた。

　推すい測そくするに、南から逃げてきた異端の聖職者かなにかが持っていた本を手に入れ、それを教皇庁にでも嗅かぎつけられたのだろう。まともな頭の持ち主なら、そんな一銭の得にもならず、それどころか自ら首に縄なわを巻くに等しいようなことはしない。

　だが、そういう本をすべて朽くちるままにしていれば、何百年にもわたる知識の継けい承しようなどおぼつかないのだ。フィルのような、後先考えずに自分の好きなことだけに命を懸かける馬ば鹿かで素す晴ばらしい変人がいるからこそ、クースラたち錬れん金きん術じゆつ師は先人の知ち恵えに与あずかれるのだ。

「それでは、鍵かぎ、お借りしていきます」

　フィルは窮きゆう屈くつそうに身を縮めて礼を言い、使用人が扉とびらを閉じると、盛大なため息をついていた。クースラの視線に気がつくと、人の好よさそうな苦笑いだ。

「問答無用で斬きりつけられないだけ、ましというものです」

「これからは、あんたをフィルさんと呼ぶよ」

　フィルは目をぱちくりとさせて、くすぐったそうに笑っていた。

　それから二人で町の中心部の広場まで行き、フィルが真しん鍮ちゆう製の鍵で悪あく魔まの腹の扉を開けた。鉄と木で作られた扉は、家屋に使われる扉の三倍はあろうかという厚さだった。

　話のとおり、扉の先はすぐ階段になっていて、真まっ暗くら闇やみの奥からはほのかにかび臭くさい空気が漂ただよってきた。

「窒ちつ息そくして死ぬようなことはないだろうな」

「祭りのために人がたくさん入りますから、空気穴が別にあります」

　フィルは特に気にもせず、腰こしに提さげていた火ひ種だね入りの袋ふくろを開けて、中でくすぶり続けている火種に藁わらを近づけ火をつけると、クースラを振ふり向いた。

「へえ、旦だん那な様」

　そう言って持たされていた燭しよく台だいを差し出すと、フィルは子供みたいに笑っていた。

　ただ、そんな笑えみも階段を下って行くにつれ、煙けむりのように消えていった。蠟ろう燭そくの炎ほのおが寒さのあまり消えてしまうのではないか、というほど空気がひんやりしている。鼻から息を吸うと、痛いほどの冷気の中に、相変わらずのほのかなかび臭くささと、かすかに動物の腐くさったような臭においがあった。

「鉄てつ格ごう子し？」

　階段を下りきると、その地下空間は高さこそ大人が立ったまま手を伸のばせば届く程度だが、奥行きがかなりある。その入り口には、フェネシスの腕うでくらいはありそうな太さの鉄で作られた格子の扉があった。

「白しろ熊くまが万が一逃にげ出そうとした時のための策ですよ」

　フィルは鍵かぎで格子扉を開け、中に入る。こんな太さの鉄棒で防がなければならない生き物と聞くと、なるほど、自分の見たことのある熊の最大のものでさえ、追いつかない。

「たぶん、昔はそういう騒さわぎがあったのでしょう。今は蜂はち蜜みつに蒸留酒を混ぜたものでべろべろに酔よわせたうえ、手足の腱けんをあらかじめ切っておくので、そういうこともありません」

　容よう赦しやのなさが、いかにも異教的だ。

　だが、そうまでしなければならない白い悪あく魔まを捕とらえ、こんな場所に運び込んだうえで儀ぎ式しきを行うのだから、相当な意気込みを感じた。白い悪魔の力を借りるため、その知ち恵えと力を手に入れるためになら、どんな困難も厭いとわない、というわけだ。

「ここが、祭さい壇だんですね」

　フィルは燭台を、壁かべにくり抜ぬかれた穴に置き、そう言った。

　頼たよりない蠟燭の灯あかりでも、祭壇が綺き麗れいに掃そう除じされ清潔に保たれているのがわかる。様式は正教のものとは違ちがうようだが、かといって異教的でもない不思議な感じだった。洗練されていない正教用の祭壇、と言われたら信じてしまいそうだ。

「この祭壇の様式は、天使が伝えたものだそうです。調べましたら、八百年前の教父が書いた本の挿さし絵えに似たようなものがありました。天使が約束の地クルダロスから来たのだとしたら、もしかしたら今は忘れられた古代正教の様式なのかもしれません。騎き士し団が祭りの挙行を許可したのは、そういうこともあったのかと」

「なるほど。それで、心臓を埋うめるのはどこだ？」

　クースラの問いに、フィルはすっと指を示す。

　クースラの足元だった。

「……もっと早く言えよ」

「踏ふまれて困るようなものでもありませんよ。それに、埋める場所にはうるさいのに、その後の処置には無む頓とん着ちやくなのです。どうやら、埋めるという行こう為いそのものに、意味を見出みいだしているようなのです。昔は、なにかが生えてくるのを期待していて、その名残なごりではないかと」

「あるいは、一度埋うめてから、食べるつもりだったとかな。酸すっぱすぎる果実だとか、ある種の魚、それに獣けものの内臓なんかはたまに調理の一いつ環かんでそうするだろ。なんだよ、意外か？　敵の力を手に入れるには、昔から相手の肝きもを食べるのが一番手っ取り早い方法だ」

　こういう考えは、古くからあるし、毛皮をまとうのも似たような発想法のはずだ。狩人かりうどの中にも、匂においで獲え物ものの鼻を誤ご魔ま化かす以外に、獣のように俊しゆん敏びんになれることを願って、毛皮を身にまとう者がいる。そもそも王の外がい套とうが毛皮なのも、神秘的な森の獣の力を手に入れるためではなかろうか。
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「……確かに、そう言われると、そんな気もします。肉は振ふる舞まわれるので、肝を食べてもいいような気がしますね。それに、南では熊の肝は珍ちん重ちようされますよね。あれ、教会会議で禁止になりましたっけ？」

「禁止するってことは、破る奴やつが後を絶たないってことだ。しかし、時と共に色々なことが曖あい昧まいになってくんだな。元は大事な祭りだったろうに、それでさえ、正確な由来が残らないのか」

　フィルはクースラの言葉に、まったくです、とばかりやるせなさそうなため息をついた。

「そうですね。本を読んで伝承を調べていますと、手順にこだわりの比重が移っている場合、大たい抵てい、大事なことが欠けています。ですから、この儀ぎ式しきの本当に肝かん要ような点は、大部分が時の流れに紛まぎれてしまったか、そもそもアッバスを焼け出された時にすでに失われていたのでしょう」

　元々のアッバスの町を焼け出された者たちが天使の残した力を得ようとしていたのなら、その情熱はきっと、ヤーゾンの町の近くにいた硝子ガラス職人たちの祖先以上だったはずだ。なにせ、町一つを消しよう滅めつさせたという力なのだから、それが手に入れば世界を征せい服ふくできる、と当時の人間も考えたことは想像に難かたくない。必死に知ち恵えを絞しぼり、可能な限り状じよう況きようを再現し、だが正確なところがわからないから、歪いびつなほど形式に執しゆう着ちやくすることになる。

「掘ほってみますか？　おそらく、心臓がいくつか残っていると思いますよ」

　フィルが言うので、クースラは片かた膝ひざを地面についた。氷のように冷たい土で、踏ふみ固められているという感じでもない。

「洞どう窟くつなのに、下は土なのか」

「わざわざ敷しき詰つめたのですよ」

「……昔のアッバスの再現か？」

「はい。古いアッバスでは、元々地下牢ろうだったそうです。天使たちがそこから怒いかりと苦しみを引き出したと考えたのなら、もしかしたら処しよ刑けい場も兼かねていたかもしれません。私はそれで、血と肉で育つ茸きのこ、さもなくば死体を食らう虫とか蝙蝠こうもりかもと思ったのですが……。寒い場所なので虫も蝙蝠もいません。その点、茸には火ひ種だねに使うものもありますし、暗くら闇やみで光るものもありますから、なんとなく符ふ合ごうしそうだったのですが」

　確かに、茸には特定の場所にしか生えないものが多い。フィルのあれこれを聞きながら、クースラはぐるりと辺りを見回してみる。そこは暗くら闇やみが支配する洞ほら穴あなの中で、静かで、空気はどことなくかび臭くさく、陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きだ。

　燃えそうなものは、なにもない。

「あちこちの洞窟に赴いて、そこに生えてるものならなんでも片かたっ端ぱしから煮にたり焼いたりしてみましたよ、もちろん、ここのもです。ですが良い結果が得られなかったので、私はその考えを広げて、大地から取れるものはなんでも試してみたのです」

「間ま違ちがった発想とは俺も思わない。薔ば薇らは人の死体があると花の色を変えるというしな」

　クースラは視線を天てん井じようから足元に向け、おもむろに指を突つき立ててみた。

　多少抵てい抗こうを感じたが、力をこめれば素す手ででも穴が掘ほれた。

　同時に、土の様子が妙みようなことにも気がつく。

「土の表面が妙な色だな……なにか撒まいてるのか？」

「灰です。儀式の際、灰を大量に撒くのですよ」

「灰？」

「例のごとく、由来は忘れられています」

「清めかなにかの行こう為いか、さもなくば実用的に防ぼう腐ふや防ぼう臭しゆうのためか……ん……これか？」

　と、すぐに土の中から石とは違ちがう塊かたまりが出てきた。

　手のひらに簡単に載のってしまうくらいに小さく、かちかちに固いのに、力を込めると若じやつ干かん変形するような気がする。干しすぎた果実や、聖遺物である干ひからびた聖人の死体も、こんな手て触ざわりだった。

「元はものすごく大きいですが、水分がすっかり抜ぬけたのでしょう。ここは気温が上がらないので、虫も湧わかずにそのまま残るんです」

「……これを蒸留すると？　生命の残ざん滓しが？」

　クースラは、熊くまの心臓と思おぼしきものを矯ためつ眇すがめつして、ため息をついた。

「俺は以前、聖人の骨を製せい錬れんに使ってみたことがある。犬の骨を使うと製錬の結果が良くなることはすでに知られていたからな。ならば聖人の骨ならって発想だ」

「結果は？」

「同じだった」

　もしもこの心臓を蒸留器に放ほうり込み、生命のなにがしかを抽ちゆう出しゆつできるのだとしたら、豚ぶたの心臓でも、蚤のみの心臓でもできるはずだ。

　あるいは、穢けがれなき乙女おとめでなければ効果を発揮しない類たぐいのなにかだろうか？

「だが、もしもここが天使の出入りしていた、古いアッバスの地の再現なのだとしたら……？　条件は、整っているのだとしたら……」

　クースラは呟つぶやき、思考を巡めぐらせる。念頭にあるのは、ついこの間に解き明かした天使の伝説である、硝子ガラスの話だ。知識としては珍めずらしくもないことだが、組み合わせの妙みようゆえに、長いこと謎なぞであり続けた。

　ならば、今回もまた、見ている場所が悪い可能性がある。答えはすぐそこにあるのに、盲もう点てんになっている可能性があった。

　クースラはひとしきり考えたが、これといった考えが浮かぶわけでもない。

「いきなり答えが出るようなら、苦労はしないか」

「錬れん金きん術じゆつ師ならあるいは、と思ったのですが」

　フィルはどこまで冗じよう談だんかわからない顔をしている。

「魔ま法ほう使いじゃないんだ」

　にやりと笑ったので、冗談だったらしい。クースラはため息をついてから、手にしていた心臓を腰こしの袋ふくろにしまおうとして、フィルに聞いた。

「持ち出しても問題なさそうか？」

「白しろ熊くまは七つの命を持つといわれていますから、一つくらいなくなっても大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　能書きが多いのは、本を読む人間に多い悪あく癖へきだ。

　クースラは心臓をしまいながら、口く伝でんを口の中で呟いた。

「太陽からもたらされる、大地の生命の気……。だが、それは怒いかりと苦しみの声……」

　腰に提さげた袋の中で、心臓がどくんと、一鳴りした気がしたのだった。







　工こう房ぼうに戻もどる前に、一度密みつ偵ていたちに状じよう況きようを報告しに宿まで行った。フィル自身には企たくらみがないとしても、その上役までがそうとは限らない。密偵のことだからクースラたちの行動を逐ちく一いち監かん視ししているにしても、互たがいに情報のやり取りをしておいて損はない。誤解は、実験においても致ち命めい的な事故を招くことがある。

　ただ、そう思って宿に行けば、クースラの見た目が見た目だけに、宿の主人は物もの乞ごいが来たのかと露ろ骨こつに邪じや険けんな目を向けてきたし、宿に残っていた密偵ですら、クースラのことをクースラだと気がつかなかった。

「我々の変装でも、そこまでしませんよ」

「錬れん金きん術じゆつ師を廃はい業ぎようしたら、あんたらと同じ仕事をすることにしよう」

　クースラがそう言うと、さしもの密偵も苦笑いだった。

　それからクースラが工房に戻ると、ちょうどフィルが工房から出て行くところだった。手には覚書用の石せき盤ばんがあり、これから材料の足りない分を調達に行って来るとのことだった。

　屋外の炉ろのあるところに回り込めば、炉口からは二本の足と丸い尻しりが突つき出ていた。イリーネが上半身を中に突っ込み、内部を点検しているか掃そう除じでもしているのだろう。ウェランドはてっきりその様を後ろから眺ながめているかと思いきや、真ま面じ目めな顔で薪まきを割っていた。

　クースラは顔を引っ込め、工房の扉とびらを開けて中に入る。

　中では、フェネシスが備び蓄ちくされていたらしい鉱石類を砕くだき、製せい錬れんの下準備をしていた。

「あ、お帰りなさ……」

　とまで言って、顔を上げたフェネシスは、そのまま凍こおりついた。

「なんだ？」

　聞き返すと、フェネシスはさらにぎょっとして、あたふたと辺りを見回して、もう一度、恐おそる恐るクースラを見た。

「あ、あの……」

　そして、クースラは思い出した。自分は今、商人に顎あごで使われる冴さえない下げ男なんだった。

「俺だよ」

　そう言って肩かたをすくめると、フェネシスは困ったように笑った。そんなに変装がうまくいってるなら、イリーネやウェランドに見せておくのも面おも白しろいかもしれない、とすら思った。

　ただ、フェネシスの笑えみがぎこちなかったのは、なにもクースラの様子に驚おどろいたから、というだけではなかったようだ。

「あの……どう、でした？」

　悪あく魔まの腹の中に、地じ獄ごくのかけらはあったのか。

　クースラはちらりと視線だけをフェネシスに向け、腰こしに提さげていた袋ふくろの中から、無言で中身を長机の上に置いた。

「これ、は？」

「心臓だ」

　フェネシスがぎょっとして身を引いた。

「だが、珍めずらしくもない。肉屋に行けばいくらでもある。豚ぶたや鶏にわとりの心臓は割といける。焼くとこりこりした歯ごたえがたまらない」

　それとこれとは話が別だ、とフェネシスはクースラを責めるように見ていた。しかし、長机の上の黒ずんで萎しおれた腐くさりかけの木片にも見える心臓を改めて見なおしてみたら、少し拍ひよう子し抜ぬけしたようでもあった。

「……これが、燃え上がる、のですか？」

「火にくべてみたらわかるだろうが……まあ、そんなことはあるまい。普ふ通つうの心臓だ。居酒屋の調理場で、鶏の心臓を火にかけても粉々に吹ふき飛ばないだろう」

　疲つかれたようなため息をフェネシスがついたのは、安心なのか、それともまた別のなにかか。

　ただ、クースラはそんな心臓とフェネシスの様子を眺ながめ、少し別のことを考えていた。

　沈ちん黙もくの長さは、言葉を選んでいた時間でもある。

「で、お前、大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　あ、え、こ、これだけではそんなに怯えません！　旅の途と中ちゆうで、羊や鹿しかだって解体したことがあるんですから！」

　不ふ機き嫌げんそうに、がうがうと吠ほえる。

　クースラは笑いもしなかった。

「そうじゃない。少しずつ、見たくないものに近づいているかもしれないだろ」

　核心を口にすると、フェネシスはあっという顔になった。

　そして、鉄鉱石のかけらで汚よごれた手をこすり合わせ、前まえ掛かけで拭ふくと、小さくうつむいた。

「大丈夫、です……」

　顔を上げると、思いのほか明るい笑え顔がおだった。

「強がり……なのかもしれませんが、本当に、大丈夫なんです。自分でも、不思議なのですが」

　呪のろわれた民たみが呪われる所以ゆえんは、単に見た目による人々の誤解や悪意ある解かい釈しやくにあるのかもしれない。そうあって欲しいという願いは、アッバスの消しよう滅めつの話によって、空しく消え去った。

　もしかしたら、知られていないだけで、アッバス以外にも消滅させられた町がいくつかあるのかもしれない。呪われた民も全員が善良な天使というわけではないだろうから、技術を悪用した者だっているはずだ。時の流れの中で、呪われた民がなにをしでかしたのかという記き憶おくが場所によっては失われてしまったにしても、彼らは危険だという人々の印象だけは残ったのかもしれない。

　しかも、そういう印象は、とっくに技術を失なくしてしまった末裔にも、容よう赦しやなく塗ぬり込められることだろう。祖先に罪人を出した家系のことを想像してみればいい。

　だが、フェネシスはそういうことにも押し潰つぶされず、今日も細い腕うでをあらわにして、健けな気げに自分のできる仕事をこなしていた。

「それより、頭と顔を洗いませんか？　雪を解とかすためのお湯がありますから」

　フェネシスはクースラのことを改めて見て、くすくす笑いながらそう言った。

　自分の格好などどうでもよかったが、鳥の巣すのようになった頭は確かにちょっと鬱うつ陶とうしい。

「これから鉄鉱石を洗うところでしたから、ついでに洗って差し上げます」

「……俺の頭を鉱石と一いつ緒しよにするな」

「あなたはとても強ごう情じようですから、それほど違ちがっていないと思います」

　フェネシスは、楽しげに首をすくめている。

「石頭って言いたいのか」

　望んでいた贈おくり物ものを受け取ったようにフェネシスは笑い、工こう房ぼうの奥に引っ込んだ。馬ば鹿かな話だと思いつつ、フェネシスが思いのほか落ち込んでいなくてほっとしたのは確かだった。

　そして、水場でフェネシスに湯を注いでもらいながら、クースラは頭をガシガシと洗う。石せつ鹼けんを持ってくればよかったと思ったが、しばらく湯で流しているうちに砂も卵白もだいぶ取れた。最後に顔を洗って、髪かみの毛の水を乱暴に手で切っていると、後ろからばさりと毛織物で覆おおわれた。

「子供ではないのですから、きちんと拭ふいてください。ほら、じっとして」

　自分で拭く、とばかりに毛織物に手を伸のばそうとしたら、フェネシスに遮さえぎられた。もちろん無視をしても構わなかったが、なぜかそういう気にならなかった。椅い子すに座り、後ろに人を立たせるなんて、これまでの経験からいえば誰だれかに恫どう喝かつされているか、さもなくば処しよ刑けい寸前であるかのどちらかだったのに。

　ごわごわの毛織物はろくに水を吸わず、ちくちくと痛いだけだったが、クースラはこの感覚がひどく懐なつかしかった。記き憶おくの糸を手た繰ぐったら、おそらくはまだ錬れん金きん術じゆつのれの字も知らなかった、幼い子供の頃ころのことが出てきそうになった。

「さっきの話ですが」

　と、そんな物思いの最中に、フェネシスの声が入り込んできて、クースラは我に返った。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶだったんです」

　すっぽり頭を覆おおわれているので、フェネシスの顔がどうなっているかわからない。

　声は気丈だが、フェネシスはこういうところではいかにも女らしく、したたかだ。

　ただ、毛織物の下から振ふり向くようなことはしなかった。フェネシスが望んで、こうしたような気がしたからだ。

「なんとなく予測していたことですし、ああ、やっぱり、という感じでした。私たちの血が呪のろわれているのには理由があるって、はっきりと告げられたようなものなのに、それでも、どこか、ほっとしたところがあったんです」

「ほっとした？」

　クースラが、そう、聞き返す瞬しゆん間かんだった。毛織物がもう一枚掛かけられた、と思ったのは、フェネシスが後ろから、クースラの体に毛織物ごと腕うでを回したからだ。

「はい。ほっとしました」

　ぎゅっとその細腕で首を絞しめられる格好になったが、それはあながち間ま違ちがいではなかったような気がする。たぶん、わざとだ。

「私には、信じがたいくらいへそ曲がりな知り合いがいます。世界中から忌いみ嫌きらわれた血筋の者を見たら、忌み嫌われているぶんだけ、興味津しん々しんになるような、そんな人です」

　きっとフェネシスは笑って欲しくてわざとらしい物言いにしたのだろうし、事実、笑い飛ばすところだったとクースラも思う。

　だが、クースラは笑えるはずもなかった。クースラは自分の首を絞めるように回されているフェネシスの腕を乱暴に摑つかみ、椅い子すから立ち上がって振ふり向いた。

「あ、やっ……」

　と、フェネシスが抵てい抗こうしたのは、泣き顔を見られたくなかったからだろう。クースラはため息すらつかずに自分の頭にかけられた毛織物を取り払はらい、フェネシスにかぶせた。そして、まるで誰だれかをさらう時みたいに、そのまま抱だき留めた。

　小さく、柔やわらかで、華きや奢しやな体だ。この体で受け止めなければならなかった運命は、いかほどのものなのか。

　クースラは神など信じていないが、積極的に恨うらむこともあまりなかった。石に向かって罵ののしりの言葉を投げつけるに等しいと悟さとったからだ。

　なのに、神に対して久しぶりに、なにがしかの感情を抱いだいた気がする。

　とはいえ、怒いかりではなくわずかの感謝だったのだから、確かにへそ曲がりかもしれない。

「実験に使う対象がふらふらとどこかに行ったら困る。だから、そいつにはどこにも行き場所がない、というのは好都合だ」

　毛織物を少しめくると、その下から、フェネシスがべそをかいてこちらを見上げていた。

　散々強がってみたものの、結局不安と苦しさでいっぱいになって泣いたのだろうフェネシスを見て、クースラはようやく笑うことができた。確かに自分はへそ曲がりかもしれない、という自じ嘲ちようの意味も込めている。

「フィルの前で泣かなかった根性は、立派なもんだ」

　親指の腹でその涙なみだを拭ぬぐってやると、フェネシスはじっとその大きな瞳ひとみを向けてくる。少し不ふ機き嫌げんそうにも見えたのは、褒ほめるなら褒ほう美びを寄よ越こせ、とすねるように見えたからかもしれない。

　クースラは腰こしをかがめ、フェネシスの頭を覆おおう毛織物の中に自分の頭も入れた。鍋なべに具材を放ほうり込めば、後は勝手に煮に立たつものだ。

　そして、ちょうどそんな折りに、声が聞こえてきた。

「ウルちゃん、お湯沸わいたー？」

　フェネシスは、慌あわてたそぶりすら見せなかった。むしろ、イリーネのほうが驚おどろいたようで、たたらを踏ふむように立ち止まり、脱だつ兎とのごとく踵きびすを返した音が毛織物越ごしに聞こえてきた。

　二人は、毛織物の下で悪戯いたずらっぽく笑っていた。

「お前も、ずいぶん性格が悪くなったな」

「……知りません」

　今いま更さら乙女おとめのふりか知らないが、フェネシスはちょっとむっとするようにそんなことを言った。

　やれやれとクースラが毛織物から顔を出すと、フェネシスは名残なごり惜おしそうに毛織物を手に取り、なにかの思い出をそうするように、丁てい寧ねいに畳たたんでいた。

「工こう房ぼうを構えたら、毎日こんな感じなのか？」

　ふと、クースラは思ったことを口にしていた。フェネシスはきょとんとしてこちらを見上げていたが、やがてにじみ出るような笑え顔がおになって、言った。

「とても楽しい、毎日だと思います」

　クースラはフェネシスを見下ろし、その笑顔が錬れん金きん術じゆつ師にはあまりにも眩まぶしすぎて、どうしても口元がひねくれてしまう。

　だが、幸運は思ったよりもあるらしく、錬金術師は鉛なまりを金きんに変えるのだ。呪のろわれた民たみの暗黒の過去を、見事自分たちの輝かがやく未来に変えてこそ錬金術師、というところだろう。

「お前には辛つらい事実が出てくるだろうがな、それを糧かてに未来を摑つかめばいい」

　フェネシスは畳んだ毛織物をぎゅっと抱だきしめ、力強い笑顔でうなずいていた。

「んで、乙女なイリーネが湯をご所しよ望もうだったが？」

「あ、そうでした」

　フェネシスはそう言ってわたわたと水場に行こうとして、ふと足を止める。

「どうした？」

　クースラが聞き返すと、フェネシスは理知的で真ま面じ目めな緑色の瞳ひとみを、クースラに向けた。

「あの、お伝えしなければいけないことがありました。石を割りながら色々考えていたのですが、ひとつ、悪あく魔まの腹……の中の儀ぎ式しきみたいなことがあったのを思い出したんです」

「なに？」

　フェネシスは記き憶おくの中を整理するように、一度目を閉じて沈ちん黙もくした後、こう言った。

「塩えん田でんです」

　まったく予想もつかなかった単語に、クースラは戸と惑まどった。地面に穴を掘ほって囲い、そこに海水を引き込んで乾かわかし、塩を取るのが塩田だ。雨が少なく、風がよく吹ふき、海に近い場所でなくてはならないという地理的制約の大きいものなので、自由に旅などできなかったクースラは見たことがない。

「砂さ漠ばく地方では特によく見かけました」

「それが、大地の生命の気に関係するのか？　いや、確かに、聖典には大地の塩気云うん々ぬんの記述があったな……大地の……塩気……」

　クースラは単語を繰くり返し、知識の海を覗のぞき込む。そういえば、フィルは大地から取れるものはなんでも試してみた、と言っていた気がする。そこになにか、大きな見落としがある気がした。

　だが、なんだろうか？

　もどかしく頭をがりがりと搔かいているところに、フェネシスが言った。

「請こわれて、塩えん田でんに血を捧ささげたことがあるんです」

「はあ？」

　黙もつ考こうから引き上げられ、まじまじとフェネシスを見た。

「そのままの意味です。たぶん、『穢けがれなき乙女おとめ』の効果を期待してのことだった、のでしょうけど……」

　やや恥はずかしげに言うが、クースラはそんなことなどどうでもいい。

「血を落とす？　なぜだ？　意味があることなのか？」

「私も詳くわしくはわかりません。ただ、海水を可能な限り濃こくし、不純物を沈ちん殿でんさせていく過程で、鉄を加えることがあるらしいのです。すると、海水の色が変わり、ひどい悪あく臭しゆうの不純物が汚お泥でいとして沈しずみ、塩水が綺き麗れいに、また濃くなるそうなんです。最初はたぶん、たまたま鉄のなにかを落としてしまって、変化に気がついたのでしょうが、それで」

「それで、あらゆることを試ためした」

　お決まりの流れであり、よくある展開だろう。不気味に思えるのは、単にそれが血を用いる方法だからだ。

「その結果、鉄の味がする血を入れてみた、か」

「はい。結果が、鉄と同じだったそうです。比率まで正確に計られていました。塩水千五百に対して、一の血を加えるべし、と」

　そこまではっきりしているならば、それはお祈いのりやまじないの類たぐいではなく、経験と観察に裏打ちされた技術としてのことだろう。

「ふむ。それで、なにが言いたいんだ？　悪あく魔まの腹の中での儀ぎ式しきとどうつながる？　儀式の結果の心臓は、血と鉄のように別のものでも取り替かえられるってことか？」

　クースラが視線を長机の上の干ひからびた肉にく塊かいに向けると、フェネシスはかぶりを振ふった。

　その様がひどくもどかしそうで、クースラが怪け訝げんに思った、その直後だ。

「違ちがいます。でも、塩田と同じことがあるのかもしれないと思ったんです」

「それ、は……どういう」

　こと、とは続かなかった。クースラの頭の中に、あの悪魔の腹の中の様子が突とつ然ぜん蘇よみがえる。

　考え方が間違っていたのだとしたら？　人であれ動物であれ、地中になにかを埋うめる最たる理由は、保存だ。しかし、あの様子だと、白しろ熊くまが復活するのを願って心臓を埋めたとは思えない。だとしたら、次は変化だ。森の中でさえ、餌えさを貯ため込む動物の中には、貯め込んだ餌を放置しておくと酒になるのを理解している連中がいる。心臓やその他の内臓を埋めたのは、なにかに変化することを願ってのことだったのでは。それが今は埋めた物に関心が払はらわれないのは、変化しないとわかりきってしまったからではないか。

　となると、最後は媒ばい介かいとして埋める可能性くらいしか残らない。肥料として、なにかが育つことを願って埋めるのだ。フィルはその可能性を考えた。

　だが、そもそもそのどれでもないとしたら？

　フィルは大地から取れるあらゆるものを試ためしたと言っていた。だが、それは本当だろうか？　硝子ガラス職人のことを思い出せ。世の中には、あまりにも馬ば鹿かげた盲もう点てんがある。

　つまり。

　つまり、これだ。

「もしかして、あそこは塩えん田でんだったのか？」

　フェネシスが目を見開き、こくこくとうなずいた。

「そ、そうです。臓物を埋めるのは、なにかを育てる肥料なのかもと思いましたが、そうではなくて」

「土そのものに変化を与あたえるものなのだとしたら、か」

　それこそ、塩田のように。

　大地に、塩気を与えるために。

「お前に居場所がなかったことを、やはり俺は、神に感謝する」

　クースラはフェネシスを見てそう言った。

「……な、なんですか、それ」

　辛つらかった記き憶おくと、またなにか意地悪をされるかもという疑念から、フェネシスは警けい戒かいの色を浮かべるが、クースラはだからこそ、笑っていた。

「俺にはそういう自由がなかったと言っただろ。だから、どうしても知識が偏かたよってしまう。お前のおかげで、見てこれなかった世界の知識が補える」

　フェネシスはむすっとして、意地悪された時のような顔のままだったが、照れているということくらいはさすがにわかった。

「で、ですが……あなたに最も足りていない慎つつしみとか礼節とかは、いつ補われるのでしょうか」

　クースラは納なつ得とくしかけ、待てよ、と自分の記き憶おくを思い返す。

「それは至し極ごくもっともなことだろ」

「なぜですか」

　フェネシスは、無防備に聞き返す。

「だって、思い出してみろ。俺はいつだって、お前に迫られる側だった気がするがね。今しがただってそうだろ。ヤーゾンでもそうだし、カザンでは不意打ちだったし……おいおい、お前、ずいぶんふしだらな──」

　と、最後まで言えなかったのは、フェネシスが手にしていた毛織物をクースラに投げつけ、顔を真っ赤にしていたからだ。

「あ、あ、あ、あな、た、はっ……」

　クースラは投げつけられた毛織物を畳たたみ、肩かたをすくめた。

「お前のそういう思い切りの良いところは、嫌きらいじゃないと言った気もする」

　とたん、フェネシスは真っ赤な顔に、ずるい、と大たい書しよしてクースラを泣きそうな目で見ていたが、わめいて逃にげ出すようなことはしなかった。

　代わりに、足あし枷かせでもつけられたかのように、たどたどしくクースラの元に近づくと、顔を背そむけたまま毛織物を奪うばい取り、自分の頭にすっぽりとかぶせ、そのままとぼとぼと隣となりの部屋に行ってしまった。

「？」

　頭を搔かいて少し追いかけてみれば、物置の隅すみで、頭から毛織物をかぶったまましゃがみ込んでいた。神の教えに従順な、清貧と純潔の乙女おとめ、という自負が多少なりともあったのかもしれない。現実はいつも無情だ、とクースラは他ひ人と事ごとのように納なつ得とくして、工こう房ぼうの扉とびらが開けられる音を聞いた。見に行けば、材料を調達して来たらしいフィルだった。

「ふぃー、まったく、小言ばかり聞かされてたまりません。あいつらときたら、それがなんの役に立つんだ、としか口にしやしない。そういうことじゃないというのに！」

　こちらはこちらで思い切りの良さの塊かたまりだった。書しよ籍せきなどというものは、せいぜい錬れん金きん術じゆつ師と聖職者が時折役立てるだけで、あとは無用の長ちよう物ぶつだ。

　だが、そうではない。

　世の中とは、そういうものではないのだ。

「ご苦労さん」

「ああ、いえいえ。ところで、悪あく魔まの腹の謎なぞはどうです。私はもう一度蔵書に当たってみようかと思うのですが」

「それだが、一つ頼たのみたいことがある」

「へえ？」

「悪魔の腹の、残り滓かすを持って来てくれ」

　フィルはきょとんとして、クースラを見返していたのだった。







[image: 第三幕]







　闇やみが染しみ込んだかのように真っ黒な土を、陶とう製せいの器うつわに入れて、水を注ぐ。硝子ガラス職人から受け取った太陽の欠片かけらが水に溶とけることは、実験で確かく認にんしている。

　適当にかき回し、少し時間をおいて石やごみを沈しずめてから、上うわ澄ずみ液を別の容器に移し替かえる。水が濁にごっているので、さらに毛織物で濾こしてから、ぼろ屑くずから作った紙を数枚重ねて三度濾し、綺き麗れいにしてから火にかけた。狙ねらいの物が蒸気と一いつ緒しよに外に出て行ってしまう可能性もあったが、まずは単に煮につめてみることにした。

　こと、こと、と容器の中に入れた素す焼やきのかけらが小さな音を立てている。なにかを溶とかした不純な水や、粘ねん度どの高い液体は、沸ふつ騰とうさせると突とつ然ぜん吹ふき上がることがあるので、素焼きのかけらを入れてそれを防止する。

　こういう些さ細さいな発見も、先人が散々失敗と試し行こう錯さく誤ごを繰くり返してくれたおかげだ。

「……塩らしきものが出てきたな」

　水が沸ふつ騰とうし、少なくなっていくにつれ、布に付いた染みのように、溶液の縁ふちに縞しま状に白い線が現れた。見た目は塩の結けつ晶しようのようだ。

　クースラはナイフを手に取り、先せん端たんで軽くその線を削けずり、そのまま刃は先さきを火に入れた。

「あっ」

　イリーネが思わず声を上げた。

　火が、ほのかに紫むらさき色に変わっていた。

「当たり……かよお？」

　ウェランドでさえ、信じられないというように言う。

「自信はない……が……」

　だが、偶ぐう然ぜんなのか？　土を取って来させ、それに水を注いだ時のフィルの愕がく然ぜんとした顔は、土そのものになにかが含ふくまれているかもしれない、というのが盲もう点てんであったことを示している。

　そして、その結果、太陽の欠片かけらに似た特とく徴ちようのある粉が採とれた。

　クースラは、土の残りの部分に目を向け、言った。

「なんにせよ、ある程度の量を確保してからだな。それと、そこらへんの土で同じものが採れないかどうかも試ためそう。採れたら、あそこで仰ぎよう々ぎようしく儀ぎ式しきをやる理由がないからな」

「そうだねえ」

　フィルも無言でうなずき、早さつ速そく行動に移ろうとしているところに、イリーネが口を挟はさむ。

「えっと、私はどうすればいいの？　蒸留器は？」

「引き続き作ってくれ。この粉が新しい未知の物質なら、まさにこれから必要になる」

　硝子ガラス職人から受け取ったものは量が少なくて断念したが、ある程度の量が確保できるのならば、混ぜたり溶とかしたり炙あぶったり冷やしたり蒸留したりと、あらゆる操作をして調べる必要がある。

「わ、わかった」

　イリーネはうなずき、ややためらっていたが、結局炉ろのほうに向かった。ここに自分がいてもこれ以上の進展はない、と思ったのだろう。

「よし、小ぶりの容器を十……いや、二十はいるな。それから、塩えん田でんについての詳くわしい書しよ籍せきか、塩田で働いていた人間の知識と、煮につめるための大量の薪まきに、記録用のインクと紙に、ああそうか、溶液を濾こすための道具もいるな。それから」

「ち、ちょっとお待ちを、頭が破は裂れつします！」

　フィルはそう言って、上着をめくると腰こし帯おびに差していた紙束と黒こく鉛えんを取り出した。このあたりはいかにも旅りよ塵じんにまみれて暮らす商人らしい。

「ええーと、容器に、塩田についてと……筆記用具、溶液を濾すための道具でしたっけ。濾すのは紙ですか、笊ざるですか。それとも葡ぶ萄どう酒しゆみたいに、皮かわ袋ぶくろでゆっくり濾してみたりしますか」

「そうだねえ。もしも純度が影えい響きようしてくるんだとしたら、濾ろ過かについても考こう慮りよしないとねえ」

「それなら素す焼やきの器うつわが一番だろう。泥どろ水みずでも飲めるようになる」

「じゃあそれも追加だねえ」

「素焼きの……っと。町にはこれだけたくさんの商会がありますからな。全部回ればすぐ手に入るでしょう」

　フィルはせっせと入用のものを書き出していき、最後にそれを掲かかげて目を細めると、困ったように笑った。

「騎き士し団のほうには、ジーデル商会のことをよろしく言っておいてもらいませんとね。これでなんの結果も出せなかったら、私は商会で大おお目め玉だまを食らいます」

「よく言うな。どうせ、大目玉を食らうのも初めてじゃないんだろうが」

　クースラが言うと、フィルはくすぐったそうに笑っていた。一回りは歳とし上うえのはずなのに、そんな感じのしない、若々しい笑い方だった。

「商人らしく損得を考えるのは結構だが、うまくいった時の利益は想像もできない。つまり、するだけ無む駄だだ」

「わかってますよ。この天てん秤びんには、載のせられるだけ金貨を載せるべきです。万が一釣つり合ったら、私たちは世界の秘密を覗のぞき見ることができるんですから」

　クースラがむっと不ふ機き嫌げんになったのは、フィルが世界を手に入れられると言わなかったからだ。世界の謎なぞを追いかける錬れん金きん術じゆつ師として、好こう奇き心しんで負けたような気がした。

「ふん。ただ、一番重要な悪あく魔まの腹の土についてはどうする？　大量に持ち出せるか？」

「一いつ切さい合がつ財さいは無理でしょうが……祭りの準備にかこつけてどうにかしましょう。先ほど商会に寄ったついでに聞いてきたのですが、白い悪魔が無事捕つかまえられたと報しらせがあったそうで」

　祭りの儀式に使われる、この世のものとも思えぬ白い熊くまらしい。

　普ふ段だんなら好こう奇き心しんを刺し激げきされたのだろうが、今はもっと大事なことがある。

「なんでもいい。可能な限り早く、可能なだけ多く用意してくれ」

「畏かしこまりました」

　フィルはそう言って、再び慌あわただしく工こう房ぼうから出て行った。

「さて」

　クースラは手のひらをこすり合わせ、太陽の欠片かけらと思おぼしき粉が付着した容器と、悪魔の腹の底から持って来た土を見下ろしながら、言った。

「錬金術師らしくなってきたじゃないか」

　ウェランドは笑い、フェネシスは生き真ま面じ目めそうに、うなずいたのだった。







　実験というのは、暗くら闇やみの中で部屋の中になにがあるのかを手て探さぐりで確かめていくことに近い。

　軽く触ふれただけで倒たおれて壊こわれてしまう物があるかもしれないし、同じ場所をぐるぐる回ってしまう危険性もある。部屋の広さだってわからず、本当に大事なものがあとほんの少しのところにあるのに、気づかず別の場所に行ってしまうかもしれない。

　知識とはその中での灯とう台だいのようなものだが、灯あかりがあるとその灯りの届く範はん囲いだけを探してしまうことにもなりがちだ。

　だから、あらゆる思い込みを捨て、思いつく限りのことを試ためす。

　それが実験の真しん髄ずいであり、神にすがりつく唯ゆい一いつの方法だった。

「おい、そっちは比ひ較かく用の近くの土で出したやつだから混ぜるなよ！　こっちに加えた灰の量もきちんと容器に書いておけ！　それから、使い終わった物はさっさと洗え！」

　長机の上にずらりと並べた容器を前に、クースラは次々に指示を飛ばしていく。その都つ度ど転がるように右往左往しているのはもちろんフェネシスと、巻き込まれたフィルだ。

　ウェランドはいつもの軽口を叩たたかずに、工こう房ぼうの外で、日干し煉れん瓦がで作った即そく席せきの竈かまどで火を焚たき、火加減を変えながら溶液を煮につめている。酒精がそうであるように、溶液に溶とけている物によっては蒸発する温度が異なることがあるので、それを見極きわめようとしているのだ。同時に、析せき出しゆつした粉を火にかざし、炎ほのおの色の変化も見比べている。

　普ふ段だんは軽けい薄はくなくせに、こういう地道な作業になると途と端たんに寡か黙もくになり、修道士が裸足はだしで逃にげるほど禁欲的になる。炎の色を見ては手元の紙に結果を記していく様は、創作にふける詩人のようでもあった。

「儀ぎ式しきで灰を撒まくからもしやと思ったが、やはり灰で結果が変わるか」

　思いつく限りの条件を変へん更こうして溶液を作る中、クースラはウェランドのところにも顔を出し、紙を覗のぞき込んでそう言った。

「灰が多くなると、明らかに紫むらさき色が濃こくなる。だが、それにも限度がある。硝子ガラス職人から受け取った太陽の欠片かけら以上に濃い色にはならない」

　語尾も伸のばさず、ウェランドは別人のように話す。

「太陽の欠片が純じゆん粋すいな結けつ晶しようだと仮定すると、灰を溶液に加えることによって生成される太陽の欠片の量は決まっている、ということか」

　ウェランドは、うなずいた。

「そうだろうな。だが、見てわかるとおり、紫色の中に橙だいだい色がちらつくことがある。不純物が混じっている。埋うめてるのが内臓だから、骨のかけらかもしれないが」

「濾こして取り除けるものなら、素す焼やきの壺つぼに入れた物で確かめられる。にじみ出てくるのに一晩かかるから、明日の朝に確かく認にんしよう。なにかを加えることで取り除ける類たぐいのものなら……葡ぶ萄どう酒しゆと同じ方法を試ためしてみるか」

「卵白、石灰、鉛なまりあたりか」

「フィルがまた嫌いやな顔をするな」

　クースラの軽口にウェランドは取り合わず、クースラも笑って欲しいわけではなかった。

　やるべきことがあまりにも多い。

　だが、この感覚は久しぶりだった。ついこの間、懲ちよう罰ばつとして送られた前線の工房に行ったらこのウェランドがいて、しかもそこには妙みような小こ娘むすめまでがいた。それからは水車が回り、歯車が動き、おかしな水路への門が開いたかのように流されて、ここまでやって来た。

　その過程がすべて愉ゆ快かいだったわけではないが、得るものはあった。

　とはいえ、やはり自分が慣れ親しんだのは、このなにかを探し求める、錬れん金きん術じゆつの過程そのものだった。

「イリーネのほうはどうだ。一人にされてすねてないか？」

　クースラが言うと、ウェランドはようやく小さく笑った。

　顎あごをしゃくられたのでそちらに視線を向けると、工こう房ぼうから少し離はなれた場所にある炉ろの前でスカートをたくし上げ、あられもない姿で大きなふいごを踏ふんで空気を送り込んでいるイリーネの姿があった。

「炉がそびえ立つ姿にぞっこんなんだろうねえ」

「あいつも大たい概がい、変だよな」

「疲つかれ切って寝ね込む姿は、ウルちゃんそっくりだあね」

「ま、こっちは任せた」

　クースラは肩かたをすくめ、ウェランドの肩をぽんと叩たたき、工房に戻もどろうとした。

　その足が止まったのは、ウェランドが叩かれた肩をじっと見ていたからだ。

「なんだ。痛かったか？」

「……いや」

　ウェランドはそう言って、奇き跡せきを示されて当とう惑わくする信徒のように、クースラを見た。

「俺たち、こんなに仲良かったかなあってねえ」

　クースラは言われ、自分の手を見る。確かに、この手がウェランドに向けられた時はいつも固い拳こぶしか、拳よりも固い武器を握にぎっていた。再会してからも苛いらつくことはあったが、さすがに年を経ただけあって、とっくに昔のような殺意はなくなっていた。

　だが、労ねぎらいのために、しかもなんの衒てらいもなく肩を叩ける仲ではなかったと思う。

「……鉄だろうと、錆さびる」

「んっふふふ、もっと良い喩たとえを出しなよお。俺は悪い変化じゃないと思うけどねえ」

　イリーネから、ウェランドと仲がいいんじゃないのかと問われ、一片のためらいもなく、違ちがうと言えた。それは今でも変わっていない。

　だから、この感覚は友と呼ぶような、馴なれ合あいの関係ではない気がした。

「混ざらないはずの水と油も、卵を加えて撹かく拌はんし続ければ混ざるくらいだからな」

「んっふ」

　ウェランドが笑うのでクースラは反射的に顔をしかめたが、ウェランドが笑っているのは、どうやら自分自身に対してのようだった。

　視線をどこか遠くに向け、ため息交じりに、言ったのだ。

「この俺が、ここしばらくは女漁あさりもしてないからねえ。たぶん」

　と、困ったように眉まゆじりを下げながら、クースラを見た。

「楽しいんだよお。この空気がね」

「はっ」

　鼻で笑ってやろうとして、うまく笑えなかった。面と向かっているのに、互たがいにうまく視線を合わせられない。あるいは、もしかしたらこれは、小こ僧ぞう時代に失敗したままの、喧けん嘩かの後の仲なおりだったのかもしれない。

「真実ってのは、どの角度から見ても真実なんだろうよ」

　ウェランドは一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いてから、くしゃっと笑った。

「そうだろうねえ」

「へっ」

　今度こそうまく鼻を鳴らせたので、クースラは火にかけたままの容器を指差しつつ、踵きびすを返す。

「火加減に気をつけろ。実験が台無しになる」

「誰だれにものを言ってんだよお」

「くたばれ」

　そう言い残し、工こう房ぼうに戻もどる。

　楽しいだと？

「くそったれ」

　俺もだよ、と言えるほどには、大人になれていないようだった。







　日が暮れる頃ころにはかなりのことがわかっていた。

　悪あく魔まの腹にあった土から取れる塩のようなものは、いまのところ太陽の欠片かけらと同じ性質を示すこと。それから、灰を足していくと採とれる量が多くなるが、一定以上加えても採れる量に変化がないこと。また、灰を加えると不純物が減ることも確かめられた。普ふ通つうの土からは似たようなものが採れないこと。灰以外の物を加えても変化が見られないこともわかった。

　もしもこれが太陽の欠片だとすると、塩えん田でんに血を混ぜたように白しろ熊くまの内臓を埋うめることで生成された代しろ物ものなのか、他ほかのなにかでも代だい替たいできるのかまではまだわからない。

　また、フィルが塩田で働いていたことのある人物を見つけ出し、効率の良い塩の集め方を聞いてきたので、真ま似ねをしてみることにした。まずは一度土を普通の水で洗い、その水で再度新しい土を洗う。そうすると、たとえば塩なら水に溶とける限界の量まで溶けてくれる。鉛なまりに混じっている金きんを取り出す時も似たようなことをする。基本的にはいかに取り出したい物の濃のう度どを高くするかが効率化の鍵かぎだ。物は違ちがえども、基本的な考え方は同じなのだろう。

　ただ、真の発見は翌日にやってきた。

　宿に帰らず工房で雑ざ魚こ寝ねをし、翌朝に確かく認にんした時のことだった。

「……結けつ晶しようが、できている」

　小さな器うつわに分けて放置していた溶液が自然に蒸発し、結晶が残っていた。やや角ばりつつも、どことなく丸みを帯びたできそこないの水晶のようなもので、それは硝子ガラス職人から受け取った物とそっくりだった。

「なんだ、煮につめなくても採とれるのかよお」

「しかし……色がついてるな」

　結けつ晶しようはかすかに茶色がかっていて、どこかくすんでいる。

「その点は改善できそうだねえ。ほら」

　と、ウェランドが手にしたのは、素す焼やきの壺つぼと、壺の受け皿だ。

　素焼きの壺は水分だけを通し、あらゆるごみを遮しや断だんする。にじみ出た溶液が蒸発し、受け皿には綺き麗れいな白い結晶が残り、壺の中には茶色い結晶が残されていた。

「あとは、これが太陽の欠片かけらであることを確かめる作業か……」

「せいぜい、実験中にこの町を吹ふき飛ばさないようにしないとねえ」

　ウェランドは冗じよう談だんめかして言っていたが、寝ね起おきのイリーネは顔をひきつらせている。

「太陽の欠片は、単体では火を吹かない。おそらく、なにか混ぜる必要があるんだろう」

「鉄みたいにってことかよお」

「え？」

　その言葉に反応したのは、鍛か冶じ職人のイリーネだった。

「あれ、イリーネちゃん知らないのかよお」

「ちゃんづけしないでって言ってるでしょ。って、そうじゃなくて、鉄が燃えたりするの？　混ぜるって……なに？　油？」

　嚙かみつくように聞いてくるのは、鉄に関することならなんでも知っている、という自負があるせいかもしれない。

　だが、錬れん金きん術じゆつ師は普ふ通つうの職人が絶対に考えないような組み合わせを実験する。

「今すぐできるからやってみるか。おい」

　と、クースラがフェネシスに声をかけると、水分が蒸発して析せき出しゆつした結晶を熱心に見比べていたフェネシスが顔を上げた。

「硫い黄おうと鉄の棒を持って来い」

「は、はい」

　どこになにがあるかは昨晩のうちに調べずみらしい。万が一ここに敵が踏ふみ込んできたら、どこから逃にげればいいかも把は握あくしていそうな感じだ。初めて出会った頃ころからしたら、信じがたい長ちよう足そくの進歩だ。

「それと、鋼鉄の鑢やすりってあるか？」

　その質問は、鉄に関して自分の知らないことがあって不ふ機き嫌げんそうなイリーネに向けた。

「……道具箱にあった、かな……。ここ、道具に関しては悪くないわ」

　フィルがいたら素す直なおに誇ほこらしげな顔をしたろうが、昨晩から商会に調べもののために戻もどっている。

　ただ、イリーネは相変わらず不ふ機き嫌げんそうだ。

「私をからかう冗じよう談だんじゃないでしょうね」

「そんなことするかよ。だが、知らなくても無理はない。鍛か冶じ屋の工こう房ぼうで硫い黄おうは悪者だろ。いかに金属から硫黄を追い出すかに頭を悩なやませるんだから」

　それは鍛冶職人に限らず、たとえば銀細工職人なども硫黄を嫌きらう。銀が錆さびるのは硫黄が原因らしい、と経験から確かめられている。

「鉄の粉と硫黄の粉を練って、火をつけるんだよ」

　まだ疑わしい顔をしているイリーネに対して、クースラは言った。

「百聞は一見にしかず」

　そして、準備した鑢やすりで鉄の棒を削けずり、硫黄を砕くだいて粉にして鉄てつ粉ぷんと混ぜてよく練ってから鉄の皿に載のせ、先せん端たんに火をつけた木の棒を近づけた。手順としてはなにも難しくはない。

　だが、結果は劇的なものだった。

　反応が始まった個所から赤熱し、煙けむりを上げて燃え上がる。その反応は見る見るうちに進み、葡ぶ萄どうの皮を剝むくかのように燃えた場所から真っ黒になっていった。

　あっという間のことで、最後に熱でたわんだ鉄皿が、ばきん、と甲かん高たかい音を鳴らした。

「鉄粉が……溶とけて固まりなおして、る？」

「皿にくっついちまったな。木の皿でやればよかったか」

　黒く、いかにも質の悪そうな鉄が皿の上にへばりついている。黄色の硫黄がかすかに残っているのは、混ぜ方が足りなかったのだろう。

「この反応の面おも白しろいところは、混ぜただけではなにも起こらないことだ。火というきっかけがないと進まない」

「かといって、太陽の欠片かけらがなにかを混ぜた瞬しゆん間かんに本物の太陽に変わらないわけではないだろうけどねえ」

　ウェランドは意地悪く言うが、クースラは真ま面じ目めにうなずく。

「そのとおりだ。お前ら、太陽の欠片に迂う闊かつに変な物を近づけるなよ。なにかを混ぜると想像もつかない結果が起こりうるってのをよく覚えておけ」

　硫黄と鉄の反応を見て及および腰こしになったイリーネとフェネシスが、こくこくとうなずく。徒弟の教育には、現場を見せるのが一番だ。

「んでクースラよお、最初はなにを混ぜるかねえ」

　ウェランドに聞かれ、クースラは机の上をざっと眺ながめた後、肩かたをすくめた。

「硫黄だろ」

　神よ我を守りたまえ、とイリーネが小さく呟つぶやいていたのだった。







　太陽が昇のぼりきり、かすかに空に青味も差していた。天気の良い一日で、今日ばかりは風もどことなく温かかった。その陽気に誘さそわれたわけではないだろうが、屋外に出てじっとしていると、風に乗って祭りのための普ふ請しんの音や、かすかな歌声が聞こえてくる。準備が着々と進められているのだ。クースラたちが町にやって来た時の、ずいぶん辛しん気きくさい雰ふん囲い気きが噓うそみたいだった。

　ただ、祭りの準備がおざなりに思えたのは、目当ての白しろ熊くまが捕つかまらなければ祭りはできないので、本格的な準備はその一報が入ってからというのが例年のことらしい。そこに騎き士し団の来らい襲しゆうもあって、余計に活気がなくなっていたのだ、とフィルは言っていた。

　クースラはそんな雑談を反はん芻すうしながら、工こう房ぼうの外に置いた椅い子すに座って、日向ひなたぼっこをしていた。

「いい御ご身分ね」

　炉ろから工房になにかを取りに来たのだろう汗あせだくのイリーネが、冷たい目を向けてくる。

「なにせ大商会の御おん曹ぞう司しだからな」

「はっ」

　フィルが調達してきた鉄の溶解を終えて、蒸留器のために鉄板を作ろうとしているイリーネは、あからさまに軽けい蔑べつして鼻を鳴らしていた。職人は体を動かしてこそで、考える暇ひまがあれば槌つちを振ふるえと教えられる。しかし、クースラは錬れん金きん術じゆつ師であり、手当たり次し第だいに動くにも限度があった。

「硫い黄おう、酒しゆ石せき、鉄粉、鉛なまり、銅、密みつ陀だ僧そう、亜あ鉛えん、鶏けい冠かん石せき、卵の殻から、酢す、獣じゆう脂し、油、酒、石灰、膨ふくらし粉こ、蜜みつ蠟ろう、麻あさ、綿、木片、炭、塩、骨……豚ぶたのはらわたも試ためしたし……うーん……他ほかになにかあったかよお……」

　クースラがぶらぶらと足を揺ゆらして思し索さくを巡めぐらせていると、ウェランドが工房から出て来た。こちらも寝ね起おきのように、ぶつぶつと呟つぶやきながら、頭を搔かき回している。

　考えつくあらゆるものを太陽の欠片かけらと思おぼしき結晶と混ぜて火にかけてみたが、反応は乏とぼしかった。中でも有望そうなのは炭と硫黄だったのだが、どちらも太陽の欠片が溶とけて蒸発するような反応を見せただけで、硫黄と鉄粉を混ぜた時のような極きよく端たんな熱を発するわけでもなかった。それに、炭のほうはひどく鼻を刺さす嫌いやな臭においを発していた。

「血」

　そこにクースラが一言向けると、ウェランドは肩かたをすくめた。

「試したよお」

　そして、そう言ってから、少し考えるように首を捻ひねった。

「それとも、俺の血だったから駄だ目めなのかねえ。ウルちゃんなら……あ、でも、こういうのって純潔の乙女おとめじゃないと駄目なのが相場だよねえ？」

　わざとらしい視線を向けてくるウェランドに、椅い子すの背もたれに体を預けながら、クースラは平然と答える。

「どこまでを純潔に含ふくめるかだな」

「へえ？　んっふふふふふ……」

　ウェランドが喉のどの奥でいやらしく笑うと、桶おけに水を張ったものを抱かかえたイリーネが出て来て、「最低」と一言言い残して炉ろのほうに歩いて行った。

「イリーネちゃんは意外にいける気がするんだけどねえ」

「純潔かどうかは知らんが、純情なのは間ま違ちがいない」

　ウェランドが声なく笑っていると、今度は工こう房ぼうからフェネシスが出て来た。フェネシスは工房の中で大量に並べた皿を管理し、どれになにが混ざっているのかを把は握あくしつつ反応を観察していた。また、一見すぐに反応が得られなかったものでも時間が経たつことでなにかが現れるかもしれないので、工房のあちこちに場所を見つけては安置して、当然、どこになにがあるのかを忘れないようにと注意する必要がある。

　しかも、クースラやウェランドが同じ代しろ物ものを量を変えて加え、いじり倒たおした皿などを洗う仕事も任されているうえ、引き続きフィルが悪あく魔まの腹の中からこそこそ持って来る土から太陽の欠片かけらを採とる作業も並行している。昼を回ってすでにへとへとの様子だった。

「お皿……洗い終わりました……」

　工房から出て来ると、それこそ目を皿のようにして作業をしているせいか、こんな北の地の冬の太陽でも目に痛かったらしい。しぱしぱとまばたきをして、眩まぶしそうに顔を背そむけていた。

「とりあえず、今は炭と硫い黄おうを混ぜたものの線を追いかけてみるかねえ」

「どっちも奇き妙みような反応だったな。砂糖を火にかけたみたいだ」

　砂糖は火で炙あぶると泡あわを立ててべとべとの液体に変わり、やがて炭に成り果てる。高価な代物を粗そ末まつにする最たる実験だが、炭と、あるいは硫黄と太陽の欠片を混ぜたものも、少しそういうところがあった。なにか液体のようなものが生じている感じがあった。

「あれが、ぶわっと燃え上がるようなことになってくれればねえ」

「ふうむ……あるいは、俺たちが手にしている物が、太陽の欠片とは違う、という可能性だよな」

「考えたくないねえ……」

　思いどおりの結果が出ないと思っていたら、まったく見当違いのことを繰くり返していた、なんてのは錬れん金きん術じゆつではよくあること。分厚い鹿しか革がわの手て袋ぶくろを嵌はめて目め隠かくしをしたうえで、鎖くさり帷子かたびらで重武装した人物の性別を判別する作業に喩たとえられることもある。相手がよほどわかりやすい体型をしていなければ、判別はおぼつかない。

　しかも、無ぶ遠えん慮りよに相手の体をまさぐれば、殴なぐり返されることがあるのもまた同じなのだ。

「そういや、書しよ籍せき商のほうはどうだ？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは困ったように首をすくめた。

「お皿の前で本に首っ引きで、今は亀かめみたいに床ゆかに丸まったまま動かないです……」

　どうやら、クースラたちと同じ状じよう況きようらしい。商会でほぼ徹てつ夜やで調べ物をしていたらしいフィルは、工こう房ぼうにやって来て結けつ晶しようのことを知ると、一人言を呟つぶやきながら悪あく魔まの腹と工房を往復しつつなにかを考えているようだった。まったく関係なさそうなこと、完全に見落としていたこと、そういう死角に宝石が埋うまっていないか、必死に探さぐっているのだろう。

「お前はなにか考えがないのか？」

「へ？　わ、私、ですか？」

　フェネシスが慌あわてているが、クースラは決して意地悪や思いつきで聞いたのではない。

「お前は、俺やウェランドの知らないことを知っている。それに、硝子ガラス職人の時にもあっただろ。部外者のほうが遠くからよく物事が見えることがある」

　真ま面じ目めな話のようだ、とフェネシスは納なつ得とくしたらしく、頭を捻ひねり始めていた。

　ただ、塩えん田でんのことに気がついたり、というのは偶ぐう然ぜんの要素も大きいだろう。

　聞かれたからすぐに答えられることではなく、フェネシスも考えれば考えるほど苦しそうになっていった。

「まあ、すぐに出てくるとは期待してやしない。どんなことでも、なにか引っ掛かかったら言ってくれ」

「は、はい」

　フェネシスはちょっとがっくりしたように肩かたを落としていた。

「焦あせる必要はない」

　軽く苦笑しながら、クースラは椅い子すから立ち上がる。

「時間ならあるからな」

　ただ、そう言って工房に戻もどろうとしたら、フェネシスが自分のことをきょとんと見つめていることにクースラは気がついた。見れば、ウェランドも驚おどろいていた。

「なんだよ」

　嚙かみつくように聞き返すと、ウェランドとフェネシスは互たがいに顔を見合わせていた。

　なにか、ここのところこういうやり取りが多くなった気がする。

「いやあ、クースラがそんなこと言うなんてねえ」

「は？」

　ウェランドに怪け訝げんな思いで聞き返し、ついでフェネシスを見た。

　フェネシスはおどおどと顎あごを引いて上うわ目め遣づかいになっていたが、ためらいつつも、こう言った。

「いつも、なにかに追われているみたいでしたから……」

　眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師。

　なぜ眠らないかといえば、眠る暇ひまがなかったからで、なぜその暇がないかといえば、目的地があまりにも遠かったから。

　だとすれば？

　その問いを突つきつけられた瞬しゆん間かん、クースラはその場に立ち尽つくしていた。

　綺き麗れいな青とはいえないまでも、雲一つなく澄すみきった北の地の空は、むしろ作業をするにはちょうどいいくらいの陽気でもある。町は大きすぎず小さすぎず、しかも工こう房ぼうは町の中心から離はなれ、組合の面めん倒どうな規則からも自由になっている。そこにはふんだんな材料と器具が揃そろっていて、なんの不自由もない。

　なによりも。

　視線を巡めぐらせば、少し離れた場所では、炉ろの前でイリーネが孤こ軍ぐん奮ふん闘とう、薄うすく延ばした鉄板をさらに引き延ばしているし、工房の中ではずば抜ぬけた知識を誇ほこる書しよ籍せき商が唸うなっていて、目の前にいるのは自分と同じくらいの腕うでを持ち、小こ僧ぞう時代から付き合いのある錬れん金きん術じゆつ師で、それぞれがそれぞれの力を出し切りながら、古こ今こんまれに見る技術を追いかけている……。

　クースラは、町の酒場で一いつ緒しよになった放浪の詩人から聞いたことを唐とう突とつに思い出す。

　道を足早に歩く奴やつには、目的地がある。そういう奴にとって、道を塞ふさぎ、たらたらと歩く恋人連れはひどく腹立たしいものだし、なぜこいつらはこんなに歩くのが遅おそいんだ？　と不可解にすら思うだろう。だが、それは女がどんくさいからでも、男が恋で腑ふ抜ぬけているからでもない。彼らは目的地に向かって歩いていないから当然のことなのだ。彼らにとって、互たがいの隣となりが目的地だから、そこからどこにも行く必要がないせいで歩くのが遅いのだ、君とは違ちがってね、と詩人は最後に悪戯いたずらっぽく笑っていた。

　あの時、クースラはくたばれと思いながら、わからないでもない話だったので、詩人に一いつ杯ぱい酒をおごった気がする。

　だが、二杯か三杯くらいおごってやるべきだったかもしれない。

　あの言葉は真実だったらしい。

　これ以上、どこに行く必要があるんだ？

　世界を征せい服ふくするほどの、町を一つ簡単に消しよう滅めつさせるほどの技術を追いかけるのは楽しい。あまりにも楽しい。だが、手に入れたらどうする？　呪のろわれた民たみはその技術を手にしながら、どうしてどこの町にも安住できなかったのか？

　それは、彼らが結局、最後までこの空気を錬成することができなかったからではないのか。

　答えは、ここにあったのではないか？

　クースラはそう思い、同時に眩暈めまいを感じていた。噓うそだろう？　と信じられなかった。

　そのためになら自分自身だって殺してみせる、と息巻いていたのに、錬金術の奥おう義ぎを手にするまでもなく、満たされた気分になっている自分に気がついたのだ。欠けていた大きな物が埋うまっている気がしたのだ。

　焦あせる必要はない。時間ならある。

　その感覚は心地ここちよい安あん寧ねいかもしれなかったが、なにか猛もう烈れつな寂さびしさを伴ともなっていた。

　冒ぼう険けんが終わってしまった？　大いなる謎なぞが、解けてしまった？

　そもそも解こうと思って奮ふん闘とうしていた謎というのは、自分が向いていた方向とはまったく別の場所にあったことになる。自分が、不要で、無意味で、足あし枷かせにしかならないと思っていたような場所に。

　茫ぼう然ぜんと立ち尽つくすクースラの前に、フェネシスが気き遣づかわしげに、やや恐おそる恐るといった様子で近づいてきた。クースラはそれから目を逸そらさず、フェネシスの白い手が自分の手に触ふれるまで、見つめていた。その手は、皿を洗っていたせいか、ひどく冷たかった。

　だが、柔やわらかく、なによりこちらが力をこめると、呼応するように、握にぎり返してきた。

　これまで、この世をどれほど罵ののしっても、そこからは返事の一つもなかったというのに。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　クースラはフェネシスの緑色の瞳ひとみを見つめ返し、まばたきをしてから、目を閉じて顔を空に向けた。

　それから大きく息を吸うと、出てきたのは苦笑いだ。

「神の啓けい示じってやつを」

「え？」

「今なら信じられる」

　フェネシスが困こん惑わくして、たまらずウェランドを振ふり向いていた。ウェランドは下した唇くちびるを突つき出して、肩かたをすくめていた。

「なんでもない。俺自身の話だ」

　おたおたしているフェネシスの頭をぎゅっと手のひらで押さえ、ぐりぐりと撫なでた。

「さて、工こう房ぼうの中の真実を見つけるぞ」

　工房の外の真実は見つけたのかもしれない。

　その言葉は口にせず、そのせいか口元が少しだけ、苦く笑ってしまったのだった。







　炭と硫い黄おうをそれぞれ量を変えて太陽の欠片かけらに混ぜ、火にかけたところ、やはりなにかが生成されているらしいことがわかった。どちらも液体のようで、試ためしに水を少し加えてみたのだが、そうすると結果は芳かんばしくなかった。

「追えば逃にげ、逃げれば追ってくる、だねえ……」

「ふーむ……」

　クースラは腕うでを組み、焼けて色の変わった鉄皿を見下ろしていた。

　長机の上には、条件を変えて火にかけた皿がずらりと並んでいる。

　そのどれもが、ちらりと尻尾しつぽを見せるのだが、決して本体は見せずに雲くも隠がくれしてしまう。

　それとも、この反応そのものは、そもそも天使の伝説とは無関係なのだろうか。

　そう思っていたのだが、ふと、黙もく々もくと働くフェネシスの姿が目に入り、クースラは言った。

「もしかして、蒸発してるんじゃないのか？」

「ん？」

「輝き安あん鉱こうだ」

　クースラが言ったのは、亜あ鉛えんを含む鉱石のこと。フェネシスの目の前で錬れん金きん術じゆつを見せるために、真鍮の原料になる亜鉛を分ぶん離りした。あの時、鉄とは違ちがい、輝安鉱と呼ばれる鉱石を細かく砕くだき、坩る堝つぼの中に入れて火にかけた。すると、亜鉛は高温で気体に変わり、空に昇のぼっていくので、そこを摑つかまえ、冷やして取り出した。

　もしも、あれと同じことが起こっているのだとしたら、皿の上で熱していてもいまいちなにが起こっているのかがわからない理由にもなる。それに、炭を加えたほうにはひどい臭においと共に、かすかに色のついた煙けむりが漂ただよっている。

「てことは、蒸留器が必要だねえ」

「イリーネのほうはどうなってる？」

「見て来ましょう」

　フェネシスの手伝いをしたり、文ぶん献けんを漁あさったりしていたフィルが工こう房ぼうから出て行った。

　そして戻もどって来ると、ちょっと泣きそうだった。

「恐おそろしい形ぎよう相そうで鉄を叩たたいていました……」

「作業に夢中ってことは、もう少しでできそうなのか？」

「イリーネちゃん、一人で作ってるのにすごいねえ」

　ウェランドは関心を通り越こして呆あきれてすらいるようだった。

「それじゃあ、蒸留器の完成を待つか。悪あく魔まの腹の土も、無限にあるわけじゃないしな」

「そ、そうですね。私も再三出入りしているので、さすがにちょっと怪あやしまれています……。祭りの準備もそろそろ佳か境きようですし、太陽の欠片かけらを節約していただけると助かります」

「節約……贅ぜい沢たくに慣れた錬金術師にはなじみのない言葉だ」

「けどよお、その土の問題もゆくゆくは解決しないとねえ」

　ウェランドの言葉に、クースラはため息交じりに同意した。

　もしもあの土から取れた物が太陽の欠片であり、万が一天使の残した凶きよう悪あくな技術を再現できたとしても、原料が手に入らなければどうしようもない。竜りゆうの火か炎えん放射器の燃料である瀝れき青せいは、実用的な使い方がすでになされているものなので、産地も流通も把は握あくされ確立されている。

　だが、太陽の欠片となると、今のところ生成の方法は白しろ熊くまの内臓を埋うめた土から取れるとしかわかっていない。それが豚ぶたの内臓でもいいのか、あるいは地下ならどこでもいいのかとか、寒さが重要なのかとか、時間はどれくらいかかるのかとか、その生成にかかる条件なども見極きわめなければ兵器としては機能しない。惑わく星せいが十字に並んだ時しか発現しない伝説の宝ほう剣けんでは、現実には役に立たないのだ。

　技術はただそれだけで孤こ立りつして存在するのではなく、地中から芋いもを掘ほり出した時のように、無数の根っこで連なっていて、そこにはさらに大きな芋や小さな芋が鈴すず生なりにぶら下がっている。そのすべてを把は握あくして、ようやく安定的な技術になる。

　なすべきことがあまりに膨ぼう大だいで、叫さけびだしたくなる。

「別の町に連れん絡らくが取れるようなら、地下牢ろうがある町の土でも試ためしたいですね。旧アッバスでは、元々は地下牢だったそうですから」

「それはアイルゼンに手紙を出せばどうにかなりそうだな」

　罪人の罪と涙なみだが染しみ込んだ地下牢の土を送っていただきたく候そうろう……。錬れん金きん術じゆつ師が送りつける手紙としては、悪くない。

「それでは、昨日から工こう房ぼうにこもりっぱなしですし、町の広場に行きませんか。今晩あたりから楽隊が出て賑にぎやかになりますよ」

「昨日の今日でか？　早いな」

「なにせ祭りの主役が生き物ですから。ぐずぐずしていたら役目を果たさなくなってしまうのですよ」

　日にちや星回りが厳密に決められた正教の祭りとはえらい違ちがいだ。あるいは、正教の格式ばったそういう祭りは、アッバスのもの以上に大切なことが忘れられてしまっているせいで、形式に囚とらわれているのかもしれない。

　結局、神は人々のなにを救ってくれるはずだったのだろう？

　神の教えから爪つま弾はじきにされる者たちが集まったここにこそ安あん寧ねいを見出みいだしたクースラは、純じゆん粋すいに不思議だった。人々は、空を見上げ、天の国にいる神になにを期待していたのだろうか。

　少なくとも、錬金術の奥おう義ぎではないのだろうが。

「焦あせりすぎて失敗すれば身も蓋ふたもないしな」

「クースラが言うと含がん蓄ちくがあるねえ」

「眠ねむ気けに負けて手元が狂くるって、吹ふき飛びたくないだろ？」

　追いかけているのは、鉄の製せい錬れんで燃料を少し節約できるかもしれない、という技術ではない。

　ウェランドはへらへらと笑っているが、それは祭りで女漁あさりでもしようかと考えている顔に見えた。

「祭りが賑にぎやかになるのは夜からか？」

「そうですね。伝令が昨日来ていたので、今日から夜通し到とう着ちやくを待つことになるでしょうから、その暇ひま潰つぶしの時間が一番盛り上がります。白しろ熊くまが到着したら、そこからは慌あわただしく儀ぎ式しきの開始です」

「毛皮を作るのが主な目的なんだよな。なめしまでやるのか」

「はい。昔はこの町の住民総そう出でで、白熊の毛皮を嚙かんでなめすという儀式があったのですが、さすがになくなりました。今は明みよう礬ばんを溶とかした桶おけの中に突つっ込んで、棒で突っつき回すところまでやります」

　なめしの方法には色々あるが、嚙かむのは最も原始的なものだろう。クースラは、フェネシスが白しろ熊くまの毛皮を栗り鼠すみたいにせっせと嚙むところを想像して、少し見てみたいと思った。

「嚙んでなめすのも面おも白しろそうだがな……。異教的すぎて、避さけられたのか」

「いえ。毛皮の面積が広すぎるのと皮が固すぎるのとで、毎年参加していた人たちの歯がすり減ってしまったのですよ」

　フィルはからから笑っているが、フェネシスはぞっとした顔で自分の唇くちびるを指でなぞっていた。

　砂さ漠ばく地方の生まれなので、乳歯を石で叩たたき折る儀ぎ式しきでも経験したことがあるのかもしれない。

「それから、最後に白熊の肉を皆みなに振ふる舞まって、おしまいです。毛皮の献けん上じようの儀式は毛皮の処理がきちんと終わった後日、ポドロフ家と我々商会の面々だけで行われます」

「女王陛下に白い悪あく魔まの力が授さずかりますように、か」

「さすがに悪魔とは表現しませんけどね」

　だが、歴史を知れば、その毛皮の献上は廃はい物ぶつ利用に近い。アッバスの住民はまず自分たちが呪のろわれた民たみの力を得るためにあれこれ画策し、その結果得たものを、うまく政治利用しているにすぎない。なるほど、天使だの悪魔だのいわれるほどの腕うでを持つ、合理的な技術者集団がいた町から焼け出されてきただけはある。

「なら、夜までイリーネの手伝いでもするか」

「本を読んでばかりのクースラじゃあ、役に立たないかもねえ」

「その指し摘てきは私も耳が痛いですな」

　ウェランドの軽口に乗るフィル。そんな二人を前に苦々しく思っているクースラに、フェネシスはそっと近寄って来て囁ささやいた。

「私でもイリーネさんの役に立てるくらいですから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……」

　それはフェネシスの優やさしさなのだろうが、眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師としては同情そのものが情けない。

「大きなお世話だ」

　睨みながら言い返したら、くすりと微笑ほほえみ返されたのだった。







　ウェランドやクースラに手伝いを申し出られ、イリーネは当初こそやや嫌いやそうな顔をしたが、すぐに熟じゆく練れん親方の風格すら漂ただよわせるほどこき使い倒たおしてきた。

　本ばかり読んでいてとウェランドにからかわれむっとしたクースラだったが、やはり使わないものはなんであれ錆さびる。鉄板を曲げるために固定したり、微び妙みような湾曲を出すために金かな槌づちで叩たたくのも、どうにかこうにか及きゆう第だい点を貰もらえる程度にするのが精いっぱいだった。仕上がりの点検のためにイリーネがクースラの作業を確かく認にんすると、目を細めて片かた眉まゆをつり上げた後、無表情に「じゃあ次」と言われるのが常で、しかもその後イリーネ自らが槌つちを振ふるったりして調整をしていた。親方の右腕うでとはいかず、小こ僧ぞうよりかはまし、という程度だった。

　それが腹立たしくありつつ、妙みように懐なつかしい感じがして楽しかった。イリーネが言ったように、できないことを頑がん張ばってやろうとするのが一番楽しいのかもしれない。

　そんなことをしていたら、蒸留器もその輪りん郭かくがわかるくらいになる頃ころに、日が暮れた。

　町はより賑にぎやかに、炉ろに火が入るようにあちこちでかがり火が焚たかれていて、工こう房ぼうの側そばから見える町の中心部の空が、ほんのり橙だいだい色に染まっていた。

「腹減ったよおおお」

　と、最後の鉄板を叩き終えて、ウェランドが言った。

「そうね。後は組み立てて、継つぎ目めを埋うめるくらいだから、いいわよあんたたち遊んで来て」

　蒸留器の部品から目も上げず、イリーネが言う。

　完全に工房の小僧扱あつかいだ。

「イリーネ親方の許可も出たし、行くかねえ」

「……そうするか」

　クースラは、自分の鍛か冶じの腕の衰おとろえに若じやつ干かん不満だったが、こういうことは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなるものではない。フェネシスも遠くに見えるかがり火にそわそわしていたので、槌を置いて立ち上がった。

「お前は来ないのか？」

　イリーネに声をかけると、イリーネはこちらも見ずに肩かたをすくめた。

「鍛冶職人は、鉄は熱いうちに打てってまず教わるのよ」

「恐おそれ入るね」

「楽しんで来てよ」

　その一言は、イリーネをここに置いて行くことに気まずさを感じていたらしいフェネシスに向けてだ。そういう気配りもできるので、イリーネがきちんと工房を構えたら、さぞ活気が出て繁はん盛じようするに違ちがいない。

「なら、行くか。フィルは広場のほうにいるんだったか」

「さっき商会の人が呼びに来て叱しかられてたからねえ。たぶん、準備にも出ないといけなかったんじゃないかなあ」

「子供か？」

「クースラに言われたくないと思うよおお」

　ウェランドに笑われるが、クースラは頭を搔かくだけで腹が立つこともない。

　これが他た愛わいのない冗じよう談だんというやつなのだとわかる自分に、不思議な感じすらする。

「しかし、お前と並んで祭りに向かう日がくるとはね」

「小こ僧ぞう時代は騎き士し団の城で雑用ばっかりだったから、縁えんがなかったしねえ」

　だが、もしもそういうことがあったのだとしたら、悪ガキ同士で意外に盛り上がったのではないか。そんなことを思って、かすかに苦笑した。

「だが、祭りってのはどうやって楽しむものなんだ。酒か？」

「一番は、着飾かざった女の子に声をかけることなんだけどよお」

「へっ。飽あきないな」

　クースラはそう言って笑い、ふと気がつく。

　着飾ってはいないが、小こ娘むすめがいることをすっかり忘れていた。

　クースラは後ろを振ふり返って、やや驚おどろいた。フェネシスはてっきり放ほうっておかれてしょげているかと思ったのに、嬉うれしそうににこにこしていたからだ。

「やっぱり、お二人はお友達なのですね」

「ああ？」

「んんー？」

　クースラのみならず、ウェランドも真正面からそう言われるとやや居い心地ごこちが悪そうで、互たがいに視線を交かわし合う。とはいえ、昼間のやり取りがある。

　意地を張ることは、馬ば鹿かげた形式に囚とらわれた正教徒の儀ぎ式しきに近いような気がした。

「腐くされ縁えんだ」

「こっちの台詞せりふだよおお」

　その言葉がどういう意味のものだったかは、フェネシスが楽しそうに笑っていることからも明らかだ。

「力を合わせるというのは大事なことです。お二人が協力すれば、解けない謎なぞなんてないと思いますし」

「だからこそ、男と女は番つがいになるんだよおおお」

　胸に手を当てわざとらしく言うウェランドに、クースラはさすがに辟へき易えきしたが、言っていることそれ自体には異論はない。目は二つあるから奥行きがわかる。フェネシスがいたからこそ、イリーネがいたからこそ、ウェランドがいたからこそ、クースラはグルベッティからここまでやって来られた。それは、硫い黄おうと鉄のようなものだろう。

　この世の多くの代しろ物ものは、混ぜると意外な反応が起こる。ただ混ぜただけではなにも起きなくても、なにかきっかけがあれば大きな反応を得ることができる。すべては変わり得るというのが、錬れん金きん術じゆつの根源思想でもある。

　混ぜ、きっかけを与あたえ、大きな結果を得る。

　クースラはその言葉を胸中で繰くり返し、ふと足が止まった。

「クースラよお、飯はどこで……って、どうしたよお？」

「どうしました？」

　二人に視線を向けられ、クースラははっと我に返る。頭の中を巡めぐっていたのは、一つの箴しん言げんだ。

　知識は灯とう台だいのようなもので、暗くら闇やみの中でなにかを探す時には役に立つものの、ついその灯あかりが届く範囲ばかりを探してしまいがちになる……。

「見落としていたことがあった」

「んん？」

「ちょっと、工こう房ぼうに戻もどる」

「あれだけやってまだ足りないのかよお。さすが眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師だあね」

　ウェランドの軽かる口くちを聞き流す前に、クースラは踵きびすを返す。

「ウルちゃんはどうする？」

　後ろからそんな声が聞こえたが、クースラは振ふり向かない。

「幸運は思いのほかありますが、幸運の女神には前まえ髪がみしかないとも言います」

「錬金術らしくなってきたねえ」

　そんなやり取りと共に、足音が追いかけてきた。クースラは安心して走る。

　そして、工房に駆かけ込むと、休きゆう憩けいしていたのか、葡ぶ萄どう酒しゆを飲んでいたイリーネがぎょっとして咳せき込んだ。

「な、なに？　どうしたの？」

「ちょっとどいてくれ」

　炉の前ではイリーネに及およばずとも、工房の中では違ちがう。クースラはフェネシスが丁てい寧ねいに並べた無数の皿に目を走らせ、必要なものを取り上げる。

　この世にはたくさんの可能性があって、なにかを混ぜてそこから真実を引き出そうと考えた時、そのあまりの組み合わせの多さに絶望してしまう。だから、大たい抵ていは最低限の組み合わせを順じゆん繰ぐりに試ためす。なにせ、三つの材料から二つを選ぶ方法は三通りだが、四つの材料になると六通りになり、五つの材料になると十通りに増え、十個の材料になれば四十五通りにもなる。

　だが、組み合わせとは、それだけに限らない。

　混ぜるという言葉に囚とらわれていた。

　どうして、この可能性を試さなかった？

「あ、クースラ、それは──」

　ウェランドが言う前に、クースラは二つの皿の上のものを混ぜ合わせていた。

　すなわち、硫い黄おうと太陽の欠片かけらを混ぜたものと、炭と太陽の欠片を混ぜたもの。

　少なくとも、混ぜただけでは世界は崩ほう壊かいしなかった。

　だが、クースラはいつのまにか、自分の鼓こ動どうが高鳴っていることに気がついた。虫の知らせ、ということがある。極限まで腕うでを極きわめた鍛か冶じ職人は、鉄に触ふれただけでその純度がわかるというし、世界の半分を統一したといわれる古代の大王は、部下の書簡に触ふれただけで良い内容か悪い内容かわかったらしい。

　クースラは、これまでの実験のすべての経験から、明らかになにかを感じていた。

「火」

　短く言うと、クースラの様子になにかを感じ取ったらしいフェネシスが、慌あわてて焚たきつけようの木に蠟ろう燭そくから火をつけ、クースラに手渡わたしてくる。

　クースラはそれを受け取り、大きく息を吸って、一度、三人を振ふり向いた。

「おい、お前ら」

　薄うす暗ぐらい工こう房ぼうの中で、クースラは笑った。

「神に祈いのれ」

　それが実験の成功のためなのか、世界が崩ほう壊かいしないためなのかはわからない。

　わからないが、クースラは火のついた木の棒の先せん端たんを太陽の欠片かけらに近づけ。
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　そして。

「あ！」

　視界が、真っ白に反転したのだった。







　それは悲鳴ではなく、世界が軋きしむ音だったのかもしれない。

　だから、すべての激げき烈れつな反応が終わってからクースラが真っ先にしたことは、自分が生きているかどうか確かめることだった。

「……一応生きているらしい……が……くそ、目が利きかない」

　強烈な光を薄うす闇やみの中で見たので、目に墨すみでも塗ぬられたかのようだ。それでも五体満足のようだし、鼻はさっきから妙みような刺し激げき臭しゆうを吸い込んでは痛みを訴うつたえてくる。死んだら老おいも病も苦痛もない世界にいけるはずなので、ここが地じ獄ごくでなければ、生きているはずだ。

「お前ら……無事か？　工こう房ぼうも……吹ふき飛ばなかったのか」

「……一応、大だい丈じよう夫ぶだよお……」

　と、ようやく視界の暗闇が剝はがれてきたクースラは、床ゆかにへたり込んでいるフェネシスとイリーネを見つけた。どちらも呆あつ気けに取られて言葉もない様子だが、無事らしい。天てん井じようが崩ほう落らくしそうな様子もない。

　あれこれ確かく認にんしてからようやく、壁かべ際ぎわに置かれていた蠟ろう燭そくを手に取り、太陽の欠片かけらが置かれていた皿の上を照らした。直後に出てきたのは、なんとも言えない、呻うめき声だ。

「う……おい、見ろ。鉄の皿が赤熱して……焼け落ちてる」

「すごい火力だあね……これじゃあまるで」

　太陽、と単語を呟つぶやき、はっとした。

　自分たちが扱あつかっていたのはまさしく、太陽の欠片だったはずだ。

「ふ、ふへっへ……ま、まさか、まさかのまさか、だよお……」

「これが、答えか」

　炭と、硫い黄おうと、太陽の欠片。

　火の精せい霊れいを呼び出すのに必要な餌えさは、この三つだった。

「まるで、火の薬だあね」

「迂う闊かつに名前をつけるなよ。後世まで残っちまうぞ」

　ウェランドは肩かたをすくめ、腰こしに手を当てた。

「祭りどころじゃなくなったねえ」

「そうだな。と言いたいところだが……」

「ん？」

　聞き返すウェランドに、クースラは初めて、困ったような笑えみを向けた。

「今日は駄だ目めだ。くそっ」

　悪態をつくが、顔が笑ってしまう。

　ようやく立ち上がったフェネシスもクースラを見て、驚おどろいていた。

「手が震ふるえちまってる」

「喜びすぎだよお」

　激げき烈れつな反応に怯おびえている、なんてからかいすら向けてこない。

　すごい物を掘ほり当てた興奮に、誰だれも彼もが笑いをこらえている。そんな雰ふん囲い気きだった。

「これなら、空を飛ぶ方法だって見つけられるだろ？」

「そんな馬ば鹿かな、とはもう言えないわね……」

　超ちよう然ぜんと立ち、決して人々に歩み寄ろうとしない傲ごう慢まんな神の、その衣の裾すそに手が届いた。

　天使や悪あく魔まとすら呼ばれた者たちの、伝説の技術に指先が触ふれている。

　クースラはその実感を握にぎりしめるように、震える手で拳こぶしを作った。

「今日が祭りでよかったな」

　三人を見回して、言った。

「存分に、祝しゆく杯はいを挙げられる」

　ウェランドとフェネシスは笑い、工こう房ぼうに残ると言っていたイリーネも、降参するように笑っていた。

「仕方ないわね。年代記に残りそうな発見のあった夜だもの」

　その言葉を大おお仰ぎような言い方だとは思わない。

　歴史の転てん換かん点を自分たちが作ったのだという確信があった。

「密みつ偵ていにも連れん絡らくしておこう。アイルゼンには、早はや馬うまで地下牢ろうのある町の土を送れと手紙をやらないと」

「さーて、飲もうかねえええ～～」

「飲みすぎたら明日の仕事ができないわよ」

「イリーネちゃん、それはそれだよお」

「なにそれ？」

　イリーネとウェランドの二人はそんなやり取りをしながら、工房から出て行った。

　フェネシスもその後について行こうとして、戸口のところでクースラを振ふり向いた。

「行きましょう？」

　祭りの灯あかりが遠くに見え、その温かそうな光が薄うす暗ぐらい工房の中に入り込んでいる。

　その様子は、なにかの象しよう徴ちようのようでもあった。

　クースラは、一歩を踏ふみ出し、その薄うす闇やみの中から、外に向かう。

　待っているのは、気の置けない仲間と、大事な相棒だ。

「ああ」

　フェネシスの手を握にぎり、工房の扉とびらを、閉めたのだった。







　火の精せい霊れいを呼び出す餌えさを発見したことに、密偵たちは声もなかった。

　クースラはそんな密偵たちが正気を取り戻もどすのを待つこともなく、アイルゼンへの連絡や、兵器への転用も考えたうえでの実験やらの用件を伝え、フェネシスたちのいる場所に向かった。フィルにも伝えたかったが、祭りの準備のために走り回っているらしく、どこにいるかわからなかったし、どうせ明日になればまた工こう房ぼうで会えるだろうと思いなおした。

　広場から伸のびる大通りは、どこにこんなに人がいたのかと思うほどの人出で、道の両脇わきに並んだ屋台では食事や酒がどっさり用意されていた。その中をゆっくりと進み、焼肉の煙けむりやウナギを揚あげる油の匂におい、それに人々の喧けん騒そうや笑い声の中でもはっきりとわかる、自分の仲間たちをすぐに見つけた。

　仲間だと？

　クースラはそんなことを思う自分に苦笑しながら、テーブルに着き、酒しゆ杯はいを重ねた。火の薬を見つけたことは、錬れん金きん術じゆつの歴史に対しても大きな貢こう献けんになるし、実利的な面でもまた途と方ほうもないものになる。あれだけの熱と光をもしも思いどおりに操あやつれるのだとしたら、確かに町一つを吹ふき飛ばすことなど容易だろうし、あらゆる人間を鎧よろいごと焼き崩くずし、城じよう壁へきですら無意味にできるに違ちがいない。それはまさしく、オリハルコンの剣けんであった。

　なにより、その圧あつ倒とう的な力はクースラの望んでいたことである、大切な存在を守り抜ぬくことを可能にしてくれるはずだった。アイルゼンは火の薬を活用してラトリアを粉ふん砕さいするだろうし、騎き士し団はもっともっと大きくなるだろう。だとすれば、クースラたちはこの先、あらゆる自由を享きよう受じゆできるはずだった。

　もう、騎士団の単なる道具ではなく、日ひ陰かげを這はいずるようにしなくてもよくなるはずだ。自由な場所に、自由な工房を与あたえられ、静かに、誰だれにも邪じや魔まされず、ゆっくりと真実の探求をできる。

　ただその一方で、酒を飲んで疲つかれが出たのか早々に目がとろんとし始めているフェネシスの口についた卵焼きのかけらを取ってやりながら、クースラは少しだけ、皮肉な思いを感じていた。

　天使の伝説に出てくるような技術を手に入れれば、自由な研究の環かん境きようを手に入れることなど造ぞう作さもないだろう。しかし、それだけの技術を見つけた後に、さらに心躍おどらせるような目的とは一体なんだろう？　不死の技術か？　永遠の若さか？　なにせ、鉛なまりを金きんに変える以上のことをしてしまったのだ。土から取れたものに、炭と硫い黄おうを混ぜるだけで、世界を征せい服ふくできるのだから、それ以上の錬金術などあり得ないだろう。

　酒が甘く、同時にどこか苦いのは、冒ぼう険けんの終わりに到とう達たつしてしまった、ということなのかもしれない。残されているのは、これまでに通った道のりの、側道を注意深く調べるようなことだけとなれば、せっかく研究の自由を手に入れてもやや興きよう醒ざめだ。

　すべてを手に入れることはできないのか、と苦笑する。

　だが、それで絶望しないのは、ついに眠ねむりこけてしまったフェネシスが、クースラの肩かたにこてんと頭を載のせてきたからだ。フェネシスは酒を飲むと荒あれる傾けい向こうがあったのに、今日はまったくそんなことがなかった。フェネシスもまた、暗く、辛つらいだけの運命の道がついに終わったと確信できたのだろう。

　クースラは、もたれかかってくるフェネシスの肩かたに腕うでを回し、その体温を強く感じた。テーブルに着くウェランドとイリーネは、その様子に次々とからかいの言葉を向けてくるが、それすらも心地ここち良い。眠ねむりこけるフェネシスにクースラは笑いかけ、酒を飲む。

　この時間が永遠に続けばいい、とさえ思った。もう、どこにも行く必要はなかった。

　ここが、マグダラだった。

　永遠に歩を止めない、眠らない錬れん金きん術じゆつ師としての《利子クースラ》の名は、返上すべきかもしれない。クースラはそう思い、ふと、フェネシスと出会ったばかりの時のことを思い出す。あの時、フェネシスはクースラの通り名を聞いて、こう言った。

　本当の名前なんですか？

　錬金術師には本当の名前など必要ない。工こう房ぼうの中で暮らし、工房の中で死ぬ怪あやしげな連中の名を呼ぶ物好きなどいないからだ。だが、フェネシスになら教えてもよかったし、それ以上に、フェネシスには知っておいてもらいたかった。

　突とつ然ぜんそんなことを言われたら驚おどろくだろうか？　それとも、喜んでくれるだろうか。そのどちらであっても、フェネシスは結局、少しためらいがちに、照れるように名前を呼んでくれるに違ちがいない。世界が無む慈じ悲ひだと信じきっている錬金術師であっても、そう確信できた。

　一方、酔よったイリーネはウェランドにくだを巻き始め、ウェランドは笑いながら慰なぐさめるように声をかけている。ただ、ウェランドがイリーネに手をかけようとするとイリーネはその手を振ふり払はらい、不ふ機き嫌げんそうにばんばんとテーブルを叩たたいている。

　どうやら、自分も恋をしたいがお前は嫌いやだ、ということらしい。そんな酔っ払いのわがままに笑え顔がおで付き合うウェランドは、やはり女に対しての寛かん容ようさは聖職者級だと思う。

　クースラがもう一度一人笑い、この楽しい空気を胸いっぱいに吸い込むため、大きく深呼吸した時だった。

「おおい！　町の人間は広場に集まれええ!!」

　そんな声が、鍋なべを叩く音と共に通りに響ひびき渡わたった。

　それまでは向かいの席のウェランドとイリーネのやり取りですら聞き取り辛づらくしていた喧けん騒そうがぴたりとやむ。

「白い悪あく魔まが到とう着ちやくしたぞ！　今にも息絶えそうだってことで急いで儀ぎ式しきだ！　それぞれ準備しろぉ！」

　酒を飲んでいた連中は互たがいに顔を見合わせ、慌あわてて立ち上がると一いつ斉せいに広場に向かって走りだした。

　凶きよう暴ぼうな熊くまを生いけ捕どりにする時点で難しそうなのに、さらに抵てい抗こうができないように痛めつけておかねばならない、となれば扱あつかいも相当な困こん難なんを伴ともなうだろう。

　儀式では生きたままの熊を使う必要があるらしかったから、どこか遠くの海港に揚あげられた時点で衰すい弱じやくを見て取り、急いで運んできたのだろう。そもそもラトリアと騎き士し団との戦いくさで政情が不安定な中で、夜の行軍をして来たのだからよほどのことだった。

「どうする？」

　クースラが尋たずねると、ウェランドは人々の流れを追いかけていた目を、クースラに向けた。

「この世のものとは思えないって言ってたよねえ」

「俺たちもついさっき、そういうのを見たばかりだが」

「どっちがすごいか……ひっく……見に行けば、いいじゃない」

　イリーネは怪あやしげな呂ろ律れつでそう言って、立ち上がる。ウェランドも苦笑しながら立ち上がり、そんなイリーネに手を貸して鬱うつ陶とうしがられていた。

　クースラは自分も行こうかと思ったが、フェネシスが完全に眠ねむりこけている。揺ゆすって起こすべきかと思ったが、安心しきったように眠るフェネシスを起こすのが忍しのびなかったし、なによりも、この祭りは毎年のことだと思い出したので、やめた。

　どうしても見たければ、来年も来ればいい。それに、この世のものとは思えないような白い悪あく魔まであれば、わざわざ見に行かなくともここにいるではないかと思った。自分をたぶらかす悪い奴やつとして、これほどの者がいただろうか？

　クースラは肩かたをすくめ、小さく笑う。それに、通りに並べられたテーブルや椅い子すには、クースラと同じ考えなのか、祭りそのものよりも飲んで騒さわぐことのほうが好きな連中も多く残っていて、程ほどよい喧けん騒そうだった。

「んじゃあ、行ってくるよお」

　ほとんどイリーネのお守もりと化しているウェランドは、千ち鳥どり足あしのイリーネに肩を貸して、人の流れに乗って行った。

「やれやれ」

　クースラが苦笑交じりに呟つぶやき静かに酒を飲んでいると、ふと、テーブルに影かげが差した。

　見上げれば、密みつ偵ていの一人が立っていた。

「せっかくの祭りを、見に行かれないのですか？」

「見たくなったらまた来年見に来ればいい。どうせ、来年の今いま頃ごろ、ここは騎士団領だろう？」

　にやりと笑えみを向けると、さしもの密偵も苦笑いだった。

「そのはずですよ。あなた方が見つけた代しろ物ものを使えれば」

　密偵は空いている椅子に座り、ウェランドが置いて行ったジョッキから、酒を飲んでいた。

「誰だれにでも使えるさ。混合の比率なんかで威い力りよくは変わるかもしれないが、そんな調べ物は簡単にできる。それに、太陽の欠片かけらが地下牢ろうの土から採とれるんなら、竜りゆうの火か炎えん放射器よりも運用は簡単だろう」

「なるほど。いえ、実は今しがた、知識が盗ぬすまれやしないかと不安で工こう房ぼうの様子を見て来まして……その、材料を前にしたら我が慢まんできず、言われたとおりやってみたのです。確かに、私にも再現ができました。驚おどろきました」

　クースラは肩かたを揺ゆらして笑った。慎しん重ちようを売りにする密みつ偵ていが、好こう奇き心しんに抗あらがえず、少年のように不器用に材料を混ぜ合わせ、その結果に仰ぎよう天てんする様が容易に想像できた。

「あんたのような密偵が、意外に大だい胆たんなんだな」

「そりゃあ……伝説みたいな話を前にしたら、私も男ですから。ただ……他ほかの密偵と、アイルゼン様には、内密にしてください」

　言いながら、密偵は相そう好ごうを崩くずしている。自分たちの出世でも考えたのだろうが、無理もない。こいつらは、人生最高の幸運にありついたのだ。

「すごい威い力りよくだったろう？」

「ええ。まだ目がちかちかします。それに、なによりも、誰だれにでもすぐに使える、というのが素す晴ばらしい」

　道具としての素晴らしさは、結局それに尽つきる。

　神の恵めぐみに与あずかれるのだとしても、何十年も荒こう野やで断食や修しゆ行ぎようをしてからでなければならないとすれば、その恵みはなんの役にも立たないのと同じなのだ。

「しかし、我々も祭りのことを調べて回りましたが……とてもあんな場所にはたどり着けそうもなかった」

「そりゃあ、錬れん金きん術じゆつ師だからな」

　このくらいの大おお口くちは許されてしかるべきだ。密偵も笑っていた。

「土に埋うめるのも、おそらく白しろ熊くまの内臓でなくとも大だい丈じよう夫ぶだろう」

　クースラが言うと、密偵は真ま面じ目めな顔をした。

「ほう？」

「同じ生き物だからな。豚ぶただろうが鶏にわとりだろうが一いつ緒しよだろう。単純に体がでかいから、その分、効果が大きいってことなんだろう。とはいえ、せっかくの珍めずらしい生き物の肝きもだから、肉のように振ふる舞まって欲しいというところだがね」

　密偵はクースラをじっと見て、黙だまっている。不気味にして厳げん粛しゆくな伝統ある儀式も、錬金術師にかかれば神秘のヴェールを剝はがされてしまう。そんなふうに思っていたのかもしれない。

　しばらくして呆あきれるように笑うと、帽ぼう子しを取った。

「さすがというところですな」

「へっ」

　クースラは鼻を鳴らし、その拍ひよう子しにむずかったフェネシスを抱だきなおした。

「すっかり懐なつかれているようですね」

「大きなお世話だ」

　口調が硬かたくなったのは、恥はずかしかったから。

　密偵は肩をすくめ、ふと遠くに視線を向けた。

「広場が騒さわがしいですね。白い悪あく魔まが到とう着ちやくしたのでしょう」

「あんたは見に行かないのか？」

「来年見に来ればよろしいかと」

　同じ言葉を返される。

「騎き士し団の部隊も暇ひまな奴やつらは見に来ていますから、どうせしばらくはその話題で持ちきりでしょう。見なくても十分なくらい知れるでしょうし、その点では信しん頼らいの置ける二人の仲間が見に行っています」

　密みつ偵ていは悪戯いたずらっぽく付け加える。

「それはこちらも同じだ」

　クースラが返すと、密偵は笑い、「酒を買って来ましょう」と言って椅い子すから立ち上がり、ほどなくクースラの分と、追加の料理も合わせて持って来た。他人に出された飯にはいつも警けい戒かいするが、さすがに毒の心配もないだろう。

　クースラは密偵と酒しゆ杯はいを重ね、取り留めもない会話を交わしていた。広場では祭りが粛しゆく々しゆくと執とり行われているらしく、時折、揃そろった声でなにがしかの祈いのりの文句のようなものが聞こえてきた。そして、密偵と重ねた酒杯が四杯目になろうかという時、どやどやと人の流れが通りに戻もどって来た。先頭を行く男たちの手には、盆に載のせられた生肉の塊かたまりがある。それを道沿いの露ろ店てんに配り、店主たちが腕うでまくりをしていた。

「解体が終わったようですね。肉の振ふる舞まいも今晩中にしてしまうようだ」

　と言って、密偵が立ち上がる。

「なんだ、そんなに食べたかったのか」

「え？　ああ、いえ。実は、祭りのことをあれこれ調べていた過程で、この地方に詳くわしい指揮官が部隊にいたので、素知らぬ顔でこの土地のことを聞きに行ったのですが」

　いかにもありそうなことだ。

「それで？」

「そうしたら、ぜひ儂わしらも肉を食いたいので、お前が調ちよう達たつして来いと言われましてね。この町に元からいる商人たちに頼たのめば、政治的な問題になるとでも思ったのでしょう」

　この祭りは、おおっぴらに認めると体裁が悪いくらいには、十分に異教的だ。

　とはいえ、熊くまの肉や肝を食べれば熊の力を手に入れられる、というのは北や南を問わずに根強い信しん仰こうらしい。

「二人がうまく調達できたか不安なので、ちょっと見て来ます」

「仕事熱心なことだ」

　クースラが笑うと、密偵も苦笑して、人ごみに消えた。辺りからは、振る舞われた肉が焼ける香こうばしい匂においが漂ただよってくる。フェネシスは相変わらず目を覚まさないが、肉の匂いには反応して、小さな鼻と口が栗り鼠すみたいに動いていた。神の教えに忠実なくせに、体は正直だ。

　一応、肉くらいは確保して、後で食べさせてやろうかと思ったが、密みつ偵ていを呼びつければ確保してくれるだろうと思って動かなかった。

　そして、しばらく後に様子を見に行った密偵が、案の定、肉の串くし焼やきを持って戻もどって来た。

「無事仕事は終えられたようでした。やれやれですよ」

「お偉えらいさんの御ご機き嫌げんはとらないとな」

「ええ、まったく。あ、それで、少し肉を貰もらってきましたよ」

　クースラは密偵から差し出された串焼きを受け取り、いつもの癖くせで肉をしげしげと見た。

「ん？　一つだけ、肉じゃないな。なんだこれ」

　すると、密偵は子供のように笑った。

「お祝いです」

「お祝い？」

「珍ちん味み中の珍味……というか、あなたの言葉を思い出しまして。埋うめられたはずの、白い熊くまの肝かん臓ぞうです」

　肝臓には熊の活力のすべてが詰つまっているといわれ、南では精力剤として怪あやしげな用いられ方をしている。確かに、肉は食べるのに肝を埋めてしまうのはもったいないとクースラも思う。

　それに、白い熊の姿は見なかったわけだが、これなら文字どおり真しん髄ずいを味わえるわけだ。

「俺だけ食ったら、ウェランドたちにどやされるな」

「あのお二人にも渡わたしてきましたよ」

　結構なことだ、とクースラは肩かたをすくめ、まずは肉を食べ、その固さに驚おどろいた。焼きすぎて固いのではなく、元々固いのだ。

「すごい肉だな」

「ふふ。肝きもはもっとすごいですよ」

　クースラは密偵をちらりと見上げ、特に考えもせず、肝を口にした。白い熊の肝臓だという。

　それは豚ぶたの肝臓や、鶏にわとりの心臓よりも固い、ということはなかったし、過去に一度口にしたことのある普ふ通つうの熊のものとも変わらなかった。味も普通だ。

「いかがです？」

「ふん……こんなもんか、という感じだな」

　飲み下し、酒を飲む。

　密偵はその様子をつぶさに眺ながめ、満足そうにうなずいた。

「ですが、その効能は、凄すさまじいですよ」

「あ？」

　聞き返すと、密偵はにこにこと笑っている。

「いえ、なにせ、あの儀式は元々は伝説の天使たちが執とり行っていたことの真ま似ねでしょう？　最初はもちろん意味がわかりませんでしたが、色々と調べていって、しかもあなた方の発見と、その考察を聞いて、腑ふに落ちました」

「なんのことだ？」

「ええ。天使たちは根っから合理的で、無む駄だを好まない」

　なにを言われているのかわからない。鉄てつ粉ぷんと硫い黄おうの実験のことを聞いた時のイリーネではないが、天使の伝説について自分の知らないことがあるわけない、とむっとする。

　だが、だとすると、この密みつ偵ていの言わんとしていることはなんだ？

　酒のせいか、頭の血管がずくずくとうずく。

「白い悪あく魔まの毛皮も権力者に献けん上じようしますしね、いや、捨てることなく白い悪魔を活用するところには脱だつ帽ぼうです」

　わざとらしく話す密偵を前に、クースラはもしや、と思った。だが同時に、そんな感じはなかったと確信を持って言える。いくら油断していても、毒を盛られたら味でわかる。ほぼすべての毒を味わったことがあるし、毒というのは食事を作るという過程の中では異質なため、どこかに必ずおかしな味が出るものなのだ。

　そして、口にしたのは間ま違ちがいなく、普ふ通つうに焼いただけの熊くまの肝かん臓ぞうだった。

　しかし、この感覚はなんだろうか？　気のせいか？

　頭の内側がわが膨ぼう張ちようするように感じ、視界が少しぼやけるような、地面が傾かたむくような感覚がある。

「土に埋うめるのが豚ぶたや鶏にわとりでもいいのなら、彼らはそうしたはずです。では、なぜしなかったか？」

　クースラは、大きく息を吸う。フェネシスを抱だき寄せる腕うでに力をこめ、串焼きをテーブルに置くと、その手を短たん剣けんに回した。

「同じ熊でも、白い熊の肝きもだけは、猛もう毒どくなんですよ」

　クースラは立ち上がろうとした、が、叶かなわなかった。

　それはフェネシスがいたからではない。

　強きよう烈れつな眩暈めまいと頭痛に襲おそわれたからだ。

「うっ……ぐっ……!?」

　どしゃっ、とテーブルに突つっ伏ぷしてしまう。少し離はなれたテーブルにいる奴やつがこちらを見たが、酔よっ払ぱらいだと思ったのだろう。特に気にも留めていなかった。

「あなたなら、白い熊の伝説を知っているかと思ったのですが」

「な……に、を……」

　頭痛と吐はき気け、それに眩暈で、とてもではないが体を起こせない。同時に、クースラが白い熊の肝の話をした時の、あの探さぐりを入れるような密偵の目を思い出していた。

「有名ですよね。白い熊の呪のろいの力は、人を溶とかす、と」

　そのことはクースラも知っていた。だが、それは途と方ほうもない膂りよ力りよくで繰くり出される爪つめにより、人の体がぼろ雑ぞう巾きんになるのを表現したのではなかったのか。

「あれは、そのままの意味だったようです。でも、誰だれも信じない。だから北の地について書き記している人々は、異い口く同どう音おんに、こう言うんです」

　北の地では、頭がおかしくなりそうなくらい、信じられないことが起きる。

　その言葉が、自分の記き憶おくの中のものなのか、密みつ偵ていの言ったものなのか、クースラにはもはや判別がつかなかった。だが、クースラは必死に、こう言った。怒いかりでも、憎にくしみでもなく、純じゆん粋すいな、疑問として。

「な……ぜ……」

「なぜ？　なぜと？」

　密偵はクースラの顔を覗のぞき込み、言う。そこにあるのは笑えみだ。錬れん金きん術じゆつ師には見慣れた、権力者特有の傲ごう慢まんな笑みだ。

「あなた自身が言いましたよ。強大な魔ま術じゆつを手に入れた奴やつは、悪魔に魂たましいを奪うばわれるってのが相場だ、と」

　まさか、とクースラは目を見開くので精いっぱいだった。

「ふふ。そう。材料がわかり、扱あつかいも簡単で、原料の採取の目め星ぼしもすでについている。そして、その効果は世界を滅ほろぼすに十分なものとくれば、利用しない手がないでしょう？　我々も、好きで日ひ陰かげを歩いているわけではないのですよ」

　この世は利用する者とされる者に分かれている。常に利用されてきた側がわとして、好機とあればその壁かべを越こえたいと願う密偵の言い分がわかってしまうのが腹立たしかった。

「それに、忠誠にはそれなりの見返りがあってしかるべきなんです。だが、褒ほう美びを待ってても無む駄だだったようだ。だから、自分の手でそれを手に入れようかと思いましてね」

　待ってても無駄？

　ぐわんぐわんと音が鳴る頭痛の中で、独ひとり言ごとに近い密偵の言葉を反はん芻すうする。

　だが、考えはまとまらず、体は動かない。

　密偵は言い終えると、ため息交じりにクースラの側そばに回り込んでくる。

　そして、その手が、クースラの隣となりに伸のばされた。

「おっ……い……なに……を……」

　クースラはすべての気力を振ふり絞しぼってフェネシスを守ろうとするが、手が動かない。自分のものとは思えない腕うでがあっさりはねのけられ、それは古い記き憶おくを開くきっかけとなった。

　あの、なにもかもが一いつ瞬しゆんで焼き払はらわれてしまった村の中、仲の良かった女の子が、盗とう賊ぞく連中の弓矢の的にされた、あの記憶だ。

「この娘むすめには使い道がありますからね。我々の新しい帝てい国こくを築く礎いしずえとなってもらいましょう」

　フェネシスはようやく目を覚ましたようだったが、密偵は慌あわてもせず、フェネシスの細い首に腕を回し、軽く絞しめ上げた。フェネシスは目を見開き、すぐに自分の置かれている状じよう況きように気がついていた。こういうことが初めてではない、という悲しい経験があるのだろう。

　そして、テーブルに突つっ伏ぷしているクースラを見つけると、必死にその手を伸のばしてきた。

　届く距きよ離りではない、とはわかっていたはずだ。

　それでも伸ばされた手は、力みに震ふるえ、悔くやしさに震え、蠟ろう燭そくが燃え尽つきる瞬しゆん間かんのように硬こう直ちよくして、ぱたりと落ちた。

「おや、眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師でもそんな顔をされるのですね。ですが、ご安心を。あなたは間もなく老おいも病も、悩なやみも苦しみもない世界に行けますから」

「お……前……こ……す……」

「殺す？　いいえ、死ぬのはあなたです。火の精せい霊れいを呼び出す秘密は、私たちだけが知っていればいい」

　フェネシスを肩かたに担かついだ密みつ偵ていが目配せをすると、人ひと影かげがクースラの顔にかかった。金で雇やとわれたごろつきだろうが、もはや顔を上げる気力すらない。

「では、おやすみなさい」

　眠らない、錬金術師さん。

　クースラは、薄うすれゆく意識の中、その言葉を聞いた。破は裂れつしそうな頭の中で、フェネシス、という単語だけが乱らん舞ぶし、体が誰だれかによって動かされていく。あるいは、それは運命に流されるという感覚そのものだったのかもしれない。
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　ああ、くそったれだ、と思った。

　これこそが世の中だったと思いながら、破は裂れつしそうな頭痛の中で、最後の線が途と切ぎれたのだった。
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　クースラは、闇やみの中にいた。

　体は動かず、目は開かず、叫さけび声ごえを上げることすら叶かなわなかった。

　その闇の中で、上下も関係なしに体が回っているように感じたが、どこかに寝ねかされているようでもあった。

　だが、かび臭くささと腐ふ臭しゆう、それに血の匂においがまとわりつき、まずろくな場所にはいまい、とそれだけはわかった。すでに自分は死んで蠅はえにたかられているか、野犬に食われている真っ最中か、さもなくば罪人専用の死体穴に捨てられたのだろう。

　密みつ偵ていたちは強力な技術があれば、自分たちの手で世界を征せい服ふくできると思い、実行に移した。火の薬の作り方も、原料の採取方法もわかっているのだから、次にするべきことは、扱あつかいが難しく、おしゃべりな口がついている錬れん金きん術じゆつ師を殺すことだ。

　理に適かなっている。

　とても理に適っていた。

　不思議と腹が立たなかったのは、いつかはこういうことになるとわかっていたからか、さもなくば、密偵たちの思い切りがよかったからだろう。彼らは自分のマグダラの地に向かうため、障害を排はい除じよしたにすぎない。それは尊敬すべき決断力で、また見事な手て際ぎわだった。

　だから、クースラはひんやりとした、腐臭の漂ただよう暗闇の中で、ただ寂さびしさだけを感じていた。

　あの、柔やわらかくて甘い匂いのする、体温が高いせいで長い間抱だきしめていると少しじっとりする白い小こ娘むすめは、永遠に手の届かない所に行ってしまった。そして、誰だれかにいいように利用され尽つくした後、ひどい扱あつかいを受けて死ぬのだろう。

　手に入れなければ、こんなことは思わなかった。だが、一度はしっかりとこの手に抱だいてしまっていた。二人で一枚の毛織物を共有し、その下でくすくすと微笑ほほえみ合った。だからもう、駄だ目めだった。

　ひたすらに寂さびしく、寒かった。

　それに、自分が地じ獄ごくに行くのだとしたら、死んでからも会える見込みはない。あんな間ま抜ぬけな小娘なら、天国に行けるのは間ま違ちがいないだろう。だから、あるいはいっそフェネシスに手を出しておけば、姦かん淫いんの罪で地獄で一いつ緒しよになれたかもしれないのに、と埒らちもないことを思った。

　フェネシス。

　クースラが、闇やみの中で呟つぶやいた時だった。

「このアッバスの地で、伝説を悪用した者がいる！」

　ひどくくぐもり、どこか遠くから聞こえているようだったが、聞き覚えのある声がした。

　記き憶おくの中で光が明めい滅めつし、こちらに向けられる傲ごう慢まんな笑えみが浮かび上がった。

　密みつ偵ていだ。

「神とも呼ばれた、白き者たちの伝説である！」

　これが自分の見ている夢なのか、現実のことなのかはわからなかった。

　なんにせよ、神も意外に粋いきな計らいをするではないか、と思った。

「白き者たちの伝説は歴史の真実であり、我々はその正統なる後こう継けい者である！　見よ！　この姫ひめこそが失われた血筋の末まつ裔えいであり、奇き跡せきを体現する者である！」

　群衆がどよめき、地面が揺ゆれた。やはり自分はどこかに生き埋うめにされているのだろうとわかったが、フェネシスがどんなふうに利用されているかも容易に想像がついた。

「我々はその白き者たちの奇跡の御み業わざを継承し、この穢けがれた大地に新たなる楽園を作り出す者である！　疑わしければ疑い、恐おそれるならば恐れよ！　だが、白き者たちの御業は真実であり、山を動かし海を割るものである！　再度、見よ！　これが奇跡である！」

　そして、巨きよ大だいなふいごで燃え盛る炉ろの中に大量の空気を送り込んだ時のような、猛もう烈れつな炎ほのおが立つ音がした。

　群衆のどよめきが絶えた。目の前の光景に、我を忘れているのだろう。

「これが神より力を賜たまわりし民たみの力であり、かつてのアッバスを一夜で灰かい燼じんに帰きさせた炎である！　者どもよ、ひれ伏ふせ！」

　人々が跪ひざまずく音と、騎き士したちの甲かつ冑ちゆうの立てる音が入り混じった。

「そして、この奇跡の正統なる後継者に対し、自らの欲望と悪あく魔まの囁ささやきに負け、害をなした者がいる！　我々はその悪漢を絶対に許しはしない！　彼らは楽園を蝕むしばむ虫であり、葡ぶ萄どう畑を荒あらす者である！　諸君に命じる！　夜明けまでに必ず見つけよ！　麦粉に砂を混ぜる者を石で打つのだ！　さすれば諸君は、新たなる楽園アッバスの盟主と成り得るだろう！　その者たちの名は──」

　次の瞬しゆん間かん、クースラは沈しずんでいた水の底から浮き上がるような感覚と共に、意識を取り戻もどしていた。

　密みつ偵ていの演説は夢だったのか？　ここはどこだ？　まさか、まだ生きているのか？　それとも、地じ獄ごくに落とされたのか？

　そんな疑問の数々は、ぼやけていた視界の焦しよう点てんが定まるとともに、少しずつ輪りん郭かくを伴ともなってきた。目の前には、自分を覗のぞき込むフィルの顔がある。

　驚おどろき、反射的にそれを押しのけようとした瞬間だ。

「……う……ぐっ……!?」

　クースラは猛もう烈れつな頭痛と、激しい吐はき気けを催もよおした。

　事前に察していたのか、フィルが桶おけを差し出してくる。直後、クースラはなにも考えず、胃の中身をすべて吐き出した。あるいはすでに何度か吐いていたのか、胃液とわずかの水分しか出てこなかった。それでも、体はわずかでも毒物を吐き出せたことに満足したのか、吐き気は急速に引いていく。そのすべてが、生を実感させた。

　クースラは力なくも、自分が確実に息をしていることに、戸と惑まどいを隠かくせない。

　それに、フィルだと？　ここはどこだ？

　まさか地獄の道連れがたっぷり肥えた書しよ籍せき商などと、そんな間ま抜ぬけな落ちは御ご免めんこうむる。

　未いまだにぐらぐらと揺ゆれる視界の手た綱づなをなんとか握にぎろうとしていると、蠟ろう燭そくの灯あかりに照らされたウェランドの顔が見えた。

　ここがどこであれ、ほっとした、なんて言おうものなら、悪あく魔までさえ笑うだろう。

　だが、たとえここが地獄でも、ウェランドがいれば退たい屈くつはしないと思えたのだ。

「ほら、飲みなよお」

　ウェランドは言って、木のコップを差し出してきた。

「鍛か冶じ職人が鉄の焼き入れに使った水だとさ。頭痛と腹痛と切り傷によく効く。たぶん、毒にも効く」

　それは迷信だろ、と笑いかけたが、そうさせるのが目的だったのかもしれない。ウェランドはにやりと笑い、クースラにコップを手渡わたし、自分も辛つらそうに近くの椅い子すに腰こし掛かけた。

　クースラは水を飲むと、これが聖せい杯はいの水だと言われても信じてしまいそうなくらい、冷たくてうまかった。たった一杯の水で、文字どおり生き返った。

「どれ……くらい、寝ねていた？」

「できれば千年でも寝ていたかったけどねえ。まだ祭りの騒さわぎが収まってない。まあ、最後にすごい出し物があったけどねえ」

　意味ありげに言うので、クースラはもしやと思った。

「……密みつ偵ていたちの……催もよおし物もの、か？」

　すると、ウェランドはきょとんとした。

「なんだ。起きてたのかよお」

「……死んでなかった、だけだ」

　クースラは苦しげに言って、力を抜ぬく。そうか。あれは現実だったのか、と思う。

　だとすれば、クースラたちは騎き士し団の部隊から命を狙ねらわれていることになる。

　あの密偵が叫さけんだ名前は三つ。

　クースラ、ウェランド、それにフィルだ。

「そ。惜おしげもなく火の薬を使ってねえ。信じやすい町の人間はもちろん、この町を取り仕切る連中も茫ぼう然ぜんとしてたよお。まあ、仕方ないだろうけどね。また町を吹ふき飛ばされるのかって恐おそれ慄おののいてたよお」

　ウェランドはそう言ってくすくす笑うが、いつも以上に頰ほおがこけ、陰かげが差している。

　実は三人とも死んでいて、地じ獄ごく行いきの順番待ちの部屋で愚ぐ痴ちを垂たれているような気がしてきた。

「お前も……盛られたのか？」

「やられたよお。ただ、イリーネちゃんと一いつ緒しよにしこたま酒を飲んで飯を食ってたからねえ……。毒が効き始めて昏こん倒とうした直後に勝手に吐はいたみたいで、すぐに目を覚ましたよお。まあ、気絶していられたなら、そっちのほうがよかったかもしれないけど」

　白い熊くまの肝かん臓ぞうの毒がどんな効き方をするのかわからないが、強きよう烈れつな頭痛と吐き気があったのは間ま違ちがいない。

「なんにせよ、今は自力で歩けるくらいだあね」

「そうか……」

　クースラはほっとして、そのことに少しだけ笑った。

　ウェランドが助かってほっとする自分、というものにまだ慣れない。

「イリーネ……は？」

　クースラが尋たずねると、ウェランドがこちらに視線を向ける前に、フィルが横に立った。

　手にはお代わりの水がある。

　クースラはそれを払はらいのけるでもなく、受け取って、飲み干した。

「ウルちゃんと一緒に連れ去られた。イリーネちゃんは凄すご腕うでの鍛か冶じ職人だからねえ。ウルちゃんが人質になってたら、せっせと働くだろうし」

　あるいは、クースラたちを殺した後、フェネシスに言うことを聞かせるための人質かもしれない。

「しかし、仰ぎよう天てんしたのは町の人間だけではありませんよ」

　口を挟はさんだのはフィルだ。

「まさかあなた方のお連れが伝説の天使の末まつ裔えいとは」

　髪かみが白いだけでいちいちそんなことを疑っていれば、夜の木こ陰かげにはいつも化け物が潜ひそんでいることになる。フィルを間ま抜ぬけだとは責められまい。

「確かに小こ僧ぞうにしては美しすぎるし、約束の地の近くの出身だというし、妙みようだとは思ったのですが……まさかねえ。てっきり、あなたの特別な助手だと思っていましたよ。そちらのほうが、よほどありうる」

　その言葉にウェランドは笑い、クースラは口元が引きつるように苦笑いの形になる。

「クースラはどうかわからないけどねえ、俺ならあれだけ可愛かわいければ、ついてたって構わないよお」

「古代の哲てつ人じんの間では珍めずらしいことではなかったようですからね」

　二人のくだらない軽かる口くちは、むしろ今のクースラには心地ここち良いくらいだ。

　クースラが体を起こそうとすると、フィルが手を貸そうとするが、それは断った。

　だが、体中の筋肉が鉛なまりに変わったかのようで、うまく動かない。

　それでも上半身を起こしたのは、ほとんど意地だ。

「……騎士団の……密みつ偵ていの……目的はなんだ？」

　クースラが尋たずねると、ウェランドは軽口の延長のように言った。

「目的？　世界を征せい服ふくできる技術を手に入れたら、やることは一つだあね」

「……楽園を作る、と言っていた……」

「そのとおりです。我々は、そのための人ひと柱ばしらに選ばれたというわけです」

　フィルに視線を向け、そのついでに改めて自分のいる場所を見回した。ここは暗く、どこかの倉庫のように見えるが、ひどく天てん井じようが低い。それに、わずかに腐ふ臭しゆの残るかび臭くささに、今ならはっきりとわかる真新しい血の匂においと、獣けもの臭さだ。

「……悪あく魔まの腹？」

　クースラが呟つぶやくと、フィルは困ったように笑って、うなずいた。

「その、空気穴に続く通路といいますか、こういう時のための部屋といいますか」

　そして、肩かたをすくめる。

「そんなものです」

「俺とクースラが、密偵に雇やとわれたらしいごろつきにどこかの空き家に連れ込まれてたのを、フィルさん率いるジーデル商会の人たちに助けてもらったんだよお。まったく、錬れん金きん術じゆつ師を助けるお人ひと好よしがいるとはねえ」

　確かに、ずくずくと痛む頭の奥に、そんな記き憶おくがあるような気がする。

「お人好しではありませんよ。お尋たずね者ものの中にはっきり私の名前が入ってましたからね」

　そうだ。密偵は火の薬とフェネシスを民衆の目に晒さらし、神からの代理人であると町の人間に示した後、我らに害をなした極ごく悪あく人を見つけ出せ、というようなことを言っていた。

　それはどう考えても、火の薬の製法を知る邪じや魔ま者を殺したい、ということだろう。

「……だが……いつ、俺たちは連中に害をなしたんだ？　存在そのものが悪いってんならわかるがな……」

　クースラの問いに答えたのは、フィルだ。

「川を挟はさんで南側がわの、騎き士し団の部隊に食事を提供していた人の話ですが、食事に毒が盛られたようです」

「お偉えらいさんの食しよく卓たくだとさあ」

　それで瞬しゆん時じに構図が見えた。密みつ偵ていたちは白しろ熊くまの肝かん臓ぞうを手に入れ、部隊の責任者たちに食べさせたのだ。そして、それをクースラたちによる暗殺だとわめき立て、部隊の実権を握にぎった。そんなところだろう。

「その毒も、儀ぎ式しきの言い伝えにあった白熊の呪のろいだそうです。まさか、本当だったとは」

「しかし、体が溶とける……というのは、大おお袈げ裟さだったな。俺もウェランドも形を残している」

　クースラが笑うと、ウェランドは少し困ったように笑い、フィルは気まずそうに眉まゆじりを下げる。クースラは、悪い冗じよう談だんはやめろと言いかけたが、ふと自分の手に気がついた。

　むくみきった手の皮ひ膚ふが、ぼろぼろになっていた。

「……体中……これか？」

「少なくとも、見えるところは……」

　フィルが言い、クースラは自分の頰ほおを触さわるが、その手触りに出てきたのは苦笑だった。

「なに……いかにも錬れん金きん術じゆつ師……ってやつだ」

「ですが、きっと治ります。北方航海の人々の記録を改めて調べたら、初期の昏こん倒とうで意識を取り戻もどせれば、完治に向かうとありますから」

「今いま更さら、見てくれなぞ……気にしない。それで？　毒殺騒さわぎが密偵たちによるものだとわかったが……あいつら、自分の帝てい国こくを築くにしたって、本気で騎士団と張り合うつもりか」

　確かに火の薬は強力な技術だ。

　だが、それさえあれば強大な騎士団と張り合えると考えるのも、無む謀ぼうな気がしてきたのだ。

「そのつもりのようです。なぜなら──」

　と、フィルが言いかけた時だった。遠くからがしゃんと鉄てつ格ごう子しの扉とびらを開ける音がして、人の話す声がした。緊きん張ちようが走り、クースラは即そく座ざに腰こしを浮かしかけたが、フィルに止められた。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　暗くら闇やみに埋うもれる曲がり角の向こうで、蠟ろう燭そくかなにかの灯あかりが揺ゆれ、土を踏ふむ複数人の足音が静かに響ひびく。

　やがて現れたのは、杖つえをつき、心底困り果てた山や羊ぎのような顔をした老人と、クースラが変装してフィルと共に悪魔の腹の鍵かぎを受け取りに行った時に対応に出た、使用人だった。

「これはこれは、ポドロフ様」

　フィルが慇いん懃ぎんに頭を垂たれる。

　ポドロフということは、この町を治める名家の当主だろう。

「罪人に頭を下げられるいわれはない」

　不ふ機き嫌げんそうに言うと、使用人が引いた椅い子すに座る。咳せき払ばらいは威い厳げんを出すためというより、ため息がたまりすぎて喉のどに詰つまったせいかもしれなかった。

「またとんでもないことをしでかしてくれたな」

　その台詞せりふと共に睨にらまれるのは、フィルだ。

「大本の原因を作ったのは認めましょう。ですが、我々も巻き込まれただけです。まあ、あの騎き士し団の人間は、風に乗った、というところでしょうけど」

「ふん」

　ポドロフは鼻を鳴らし、ようやくクースラたちに視線を向けた。

「この者たちが？」

「はい。白き者たちの伝説を再現した、本物の錬れん金きん術じゆつ師です」

　本物、というのがどういう意味かは計りかねたが、褒ほめ言葉として受け取っておく。

「インチキじゃあ……ないぜ」

　クースラが皮肉げに笑いながら強がりを向けると、ポドロフはつまらなそうに口くち髭ひげを鼻息で揺ゆらしただけだった。

「疑わんよ。少なくとも、あの火柱は本物だった」

　顔が青ざめているように見えたのは、遠からずこの老人が向かうであろう天国への送り火にしては、火の薬の威い力りよくが強すぎたからだろう。

「それに、道具は持ち主を選ばん。先代は先々代とよく争っていたもんだ。もしも天使の技術を見つけてしまったらどうする。争いの元になるぞ、とな」

「名君だあね」

　ウェランドが言うと、そりゃどうも、とばかりに山や羊ぎの老人は肩かたをすくめた。

「だが、どうせ大規模な戦いくさで町が灰かい燼じんに帰したのを、格好をつけるために伝説風にしたのだろうと、儂わしはそう思っていた。先々代、さらにその先代はそうは思わなかったようだし、時折こいつのような変人が白い者たちの伝説を追いかけてこの地にやって来た。当然、誰だれ一人として見つけられなかった。それがまさか……」

　再度、大きなため息。

「伝説が伝説のままなら、酒を飲み、騒さわぐだけの祭りですんでおったのに」

　責めるような目を向けられるが、その手のことなら慣れ親しんでいる。

「隠かくされたものは、いずれ暴あばかれる……聖典にも、そうあるがね……」

　クースラが嫌いや味みたっぷりに言うと、ポドロフは長くて白い眉まゆをピクリとも動かさない。

「儂らは正教徒ではない」

「それは失礼……」

　だが、話のわかる爺じいさんなんだろう、とクースラは思った。

「儂わしらはお前らのせいで、岐き路ろに立たされている」

　ざす、と杖つえを土に突つき立てながら、言った。

「南の市し壁へきの中にいる連中は、寛かん大だいにも毒殺の犯人である貴様らを朝までに見つけて差し出せば、我らの味方と見なそうと申し出た」

「俺らの顔は、楽園に入るための貨か幣へいに刻まれているんだねえ」

　ウェランドがおどけると、ポドロフは苛いら立だたしげに杖の先で足元をかき混ぜるかと思いきや、冷静なままだった。

　だが、それはこの老人がなににも惑まどわされぬ高潔な意志を持っているというより、なにかを見定めているからのような気がした。

　それに、クースラには不可解な点がある。

「ポドロフさんよ……あんたらが、そうしない理由は……なんだ？　相手は……奇き跡せきを手にした、騎き士し団だぜ。逆らう理由があるとは、思えんね」

　クースラの問いに、ポドロフがクースラを見る。それとも自分たちの町にまつわる伝説を、いいように利用されたくないという土地に根付いた感情だろうか？

「ふん」

　そして、ポドロフは忌いま々いましげに杖を地面に突き立てた。

「それならばむしろこんなにも迷わん」

「な、に？」

　相手は騎士団じゃない？

　どういうことだ、とクースラが目を細めると、答えたのはフィルだった。

「騎士団は遠からず瓦が解かいしますから」

「はあ？」

　明日大地が二つに割れますから、と言われたってここまで驚おどろかない。

　だが、フィルもポドロフも真しん剣けんな顔だったし、ウェランドもへらへら笑っていなかった。

「白しろ熊くまを強ごう引いんに運んで来たのには、理由があったのですよ。騎士団が封ふう鎖さしている海路を迂う回かいしてやって来た、南からの急使が腹の中に隠かくれてたってわけです」

　白熊というのはそんなにでかいのかと目を丸くしたが、老人はくすりともしない。

「腹の中というのは物のたとえだが、祭りにかこつけて手紙が運ばれてきた。町の南にいる部隊を率いているのは、元密みつ偵ていだそうだな。そいつらがどうやってその情報を摑つかんだのかはわからんが、同じ穴のムジナだ。とにかく、奴やつらは儂らと同じ情報を摑んで、決心したのだろう。手元には奇跡がある。武器がある。伝つ手てがある。場所もいい。ならば立ち上がるべきだ、とな」

　老人は忌々しそうに言うが、クースラはその意味がまったくわからない。

　そして、フィルが言った。

「騎き士し団に、教皇から破門宣告が出されたのです」

「なっ」

　クースラは息が止まった。教皇は正教徒たちの信しん仰こうの親玉であり、神の地上代理人に他ほかならない。すべての権けん威いがそこから発し、王たちは王おう冠かんに神秘の力を吹ふき込んでもらうために、戴たい冠かんの際には必ず教皇に頭を下げる。その教皇から、破門を宣告された。

　それは世界にあまねく存在する教会の兄弟たちが、たちまち敵に回るということだ。ラトリア女王の正教徒改宗は、南のわずかな貴族たちの思いつきで画策されたことではなかったのだ。

　自分たち以上の力を持ちかねず、神の代理人を自じ称しようしかねない騎士団に危き惧ぐを覚えた、教皇庁をも巻き込んだ陰いん謀ぼうだったことになる。

　騎士団は世界の敵になった。それで、密偵の言った言葉なのだ。

　褒ほう美びを待っていても無む駄だだった。だから、自分たちの手で手に入れる。

「儂わしらは岐き路ろに立たされている。機を見るに敏びんなのは極北の狩人かりうどにも通じる気質だから、連中を恨うらみはせんよ。だが、勇気と無む謀ぼうをはき違ちがえれば崖がけ下したにまっさかさまだ」

「奴やつらは……はき違えている、と？」

「ここは南の連中からなんと呼ばれているのか知らないのか」

　フィルが胸を張り、神しん妙みように答える。

「地の果てです。南から、あらゆる人々が逃にげて来る」

「ふん。どれだけの異い端たん……まあ、お前らのいう異端だがね、そいつらが毎年どれだけ逃げて来るか知っているのか？　そのどれもが、今度こそ我らの神が聖典の真実を知らしめてくれたのだ、おお救い主よ、と信じた挙あげ句く、教会に追いかけ回されてここまで落ち延びてくる。当然、連中の信じた神は、一度だって連中を助けてくれやしない」

　なにを言いたいかが、ようやくわかった。

「新しい神への熱ねつ狂きようは、古い神々との契けい約やくには勝てんのだ」

　教会は昔からずっと安あん穏のんとしていたわけではない。純じゆん粋すいな信しん仰こう心しんから、あるいは権力欲からもたらされる挑ちよう戦せんを数限りなく受けてきた。

　だが、そのすべてを退け続け、人々は教会に通い、神の代理人の教皇の庇ひ護ごを受けている。

　フェネシスを掲かかげ、天使の奇き跡せきを用いたとしても、今回のことはそういうちょっとした反乱の一幕にすぎないと考えている。

　経験が、そう言わせるのだろう。

「でも、それなら迷うというのはどういうことだよお」

　ウェランドが遠えん慮りよなくて言うと、ポドロフもぞんざいにフィルのことを顎あごで示す。

「あの連中は、この男の名前が書かれた心臓も欲しがっている」

「火の薬の製法を知っていますからね。私が本にしてばら撒まくとでも思っているのでしょう」

　フィルは事もなげに言って、肩かたをすくめる。苦々しい顔なのは、相変わらずポドロフだ。

「この書しよ籍せき商を火にくべたら、儂わしらアッバスの民たみはジーデル商会を敵に回すことになる。アッバスは極北の民と南の国々との貿易の中ちゆう継けい地として成り立ち、貿易というのはたくさんの場所とのつながりで回っている。そこで大商会を敵に回すのは、自らの首を絞しめることに等しい。必ず貿易路のどこかで深刻な妨ぼう害がいを受けるだろうからな。もっとも……」

　と、ポドロフは老ろう獪かいな策士のように、咳せき払ばらいを挟はさむ。

「それも騎き士し団崩くずれの連中が、確実に世界を制してジーデル商会を押さえつけてくれるならば、無視するんだがね」

「我らがジーデル商会を世界の地図から消し去れれば、よその商会はその分多くの商品を扱あつかえますから、皆みなが大喜びでしょうな」

　要するに損得づくの計算というわけだが、天てん秤びんは簡単に一方には傾かたむかないらしい。

　まず、密みつ偵ていたちが有する天使の伝説の技術と、天使の末まつ裔えいという存在があってすら、世界を征せい服ふくできるわけがない、とポドロフは思っている。だとすると、ここで安易に密偵たちに協力し、後々密偵たちの反乱軍が征せい伐ばつされた時、彼らに協力したかどで責めを負わされるのは避さけなければならない。

　問題は、たとえそう考えるのが合理的であったとしても、川を挟はさんだ南側がわには、抜ぬき身みの剣けんが火柱によって輝かがやいていることだ。

「俺たちを差し出さなければ……あんたらが、代わりを務めるのか」

「そうだろうな。奴やつらも一いちか八ばちかの賭かけに出ている。儂らがお前らを差し出せば、儂らは連中の軍門に降くだることになり、それを見た町の住人は連中の権けん威いを認める。儂らがもしも逆らえば、皆殺しにすることで権威を示そうとするだろう」

　クースラは、小さく笑う。

「なら……ここは、隠かくれ家がじゃないな……」

「檻おりだあね」

　守るためではなく、逃にげ出さないための。

「だが、俺たちを差し出してもなお、あんたらは殺されるかもしれないぜ」

　クースラが言うと、ポドロフはやはり無表情だ。

「それはない」

　答えが端たん的てきなのも、好感が持てる。

「元密偵とやらは考える頭を持っているはずだ。奴らがわずかでも勝算を得ようと思えば、この町にいる商会の協力は絶対に取りつける必要がある。遠えん隔かく地貿易に従事する大商会ばかりだからな。どこで戦おうと、必ず物資を調ちよう達たつしてくれるだろう」

　密偵たちが決断したのは、そういう地の利があることも理由の一つだったようだ。

「だが、爺じいさんたちは商人じゃないだろお？」

「そのとおりだが、獣けものに等しいほど気き紛まぐれで猜さい疑ぎ心に満ちた極北の民と言葉を交かわせるのは、かつて北の地の黄金時代を支えたポドロフ家だけだ。言葉も慣習も違ちがう部族が、無数に散らばっている中で、窓口となれるのは儂わしらしかおらん」

　密みつ偵ていたちが輜し重ちようの確保のために大商会の協力を取り付けようと思えば、戦勝の暁あかつきの特権を約束するしかない。その中には極北の民との交易も含ふくまれるだろうが、ポドロフがいなければそもそも成立しないとなれば、確かにポドロフたちには敬意を表さなければならない。

　密偵たちはアッバス中の床ゆか板いたを剝はがしてクースラたちを探すことができるが、ポドロフを敵に回したくないのだ。可能な限り穏おん便びんに出る理由が十分にある。

　もちろん、言うことを聞いてもらえなければ、苦肉の策として行動に出ざるを得ないのだろうが。

「話はわかったが……不思議なことに、俺たちは手足を縛しばられていない」

　毒が抜ぬけてきたのか、クースラは少しずつ回るようになった口で、そう言った。

「そのとおりだ。信じられないことだがね」

　ポドロフは言って、だいぶ少なくなってきている白い髪かみの毛を、右手で撫なでつけた。

「儂らも向こうの書いた筋書きは読めている。あれほどあからさまだからな、あなたはこうしてください、と手紙を出されたようなものだ。だが、決め手に欠ける。町の住人は祭りの最中ということもあって、連中の奇き跡せきを信じきっているがね。あの神輿みこしの上のお嬢じようさんの耳が、白しろ熊くまの耳でない可能性は捨てきれない」

「火柱は真実だぜ」

「それも魔ま法ほうであれば、いっそのこと信じたろうが」

　と、フィルを見ると、フィルはゆっくりとうなずいた。

「誰だれにでも再現が可能な、あれは技術です」

「そういうわけだ。その話は一いつ切さい合がつ財さいこいつから聞いた。そして、それを見つけ出したのはお前らだと言う。だから、連中が儂らに与あたえた時間を、儂らはお前らに渡わたしてみようかとな」

　どうせ持っていても迷うだけだ、と不ふ機き嫌げんそうに付け加える。

　クースラはそんなポドロフを見つめ、それから、ウェランドを見た。

　すると、ウェランドもまた困こん惑わく気味にクースラを見る。

　どうやら、毒がまだ残っていて、ポドロフの話が理解できないわけではないらしい。

「なにが、だから、なんだ？」

「お前は男ではないのかね？　あの神輿に担かつがれていた姫ひめは、お前の姫だと聞いたぞ」

　反射的にフィルを見ると、フィルはぎこちなく微笑ほほえんでから、すぐに笑みを引っ込めた。

　一方のポドロフは、クースラを古こ狼ろうのような銀色の目で射い抜ぬいている。それは責めているようにも、怒おこっているようにも見えた。

　厳しい北の地で暮らす、血と名めい誉よを重んじる狩人かりうどのように。

　クースラにできることといえば、口元をわざとらしく歪ゆがめることくらいしかない。

「少なくとも……タマを錬れん金きん術じゆつの実験に使っちまった、ということはないよ」

「ならばあがいてみせよ、と言っているのだよ」

「……」

　クースラは再度ウェランドを見る。

　ウェランドは、おどけたような笑えみを浮かべている。

　噓うそだろ？　と目で会話ができるほどだった。

「まさか……連中を吹き飛ばし返す奇跡を見つけろって言うわけじゃあないよな」

　老人の、乾かわいた咳せき払ばらい。

「それ以外にどうして生かす理由がある？　その方法が見つかれば、儂わしらはまたぞろこの町に現れた馬ば鹿かな異い端たん者に煩わずらわされずにすむ」

　それこそ馬鹿な、と思った。

　これは男かどうかとか、そういう話ではない。クースラは当然、密みつ偵ていどもをぶちのめし、フェネシスが帰って来るならそれに越こしたことはないと思う。

　だが、望んでも無む駄だだとわかることがある。頭上に蜂はちの巣すがあり、手元に棒があるのなら、蜂を恐おそれずに巣を叩たたく覚かく悟ごはある。だが、叫さけぶことしかできないのであれば、やるだけ無駄というものだ。

「道具がない。どうせ、密偵どもは工房の物を一いつ切さい合がつ財さい持ち出しただろう」

　太陽の欠片かけら、炭、硫い黄おう。それに、新しいなにかにつながるかもしれなかった材料の数々に、イリーネの作った蒸留器。

　密偵がそれらを放ほうっておくはずがない。連中が世界を征せい服ふくできると思ったのは、その奇き跡せきの道具があったからこそなのだ。

「ある」

　ポドロフは短く言って、顎あごをしゃくる。

　すると、側そばでじっと控ひかえていた使用人が進み出て、壁かべに掛かけられていた布を剝はがした。

　そこにはフェネシスとイリーネが座っていた、と一いつ瞬しゆん錯さつ覚かくした。

　いや、錯覚なのか？

　わからない。

　わからないが、柔やわらかな丸みを帯びたその器具は、いつだって女性的な呼び方をされるのだ。

「ここは、先々々代から用意されていた場所でね。先々代の時までは実際に使われていた。同じように白き者たちの伝説に魅みせられた硝子ガラス職人も、しょっちゅう出入りしていたそうだ。先代、儂の親父はそういう無む謀ぼうな挑ちよう戦せんを苦々しく思っていたようだったが、万が一の可能性を捨てきれなかったのだな。道具の手入れだけは欠かさなかった。それで、結局儂に維い持じだけは言いつけたのだ」

　クースラはそんな話を、茫ぼう然ぜんとしたまま聞いていた。視線の先にあるのは、数々の道具類だ。その中には、なかなかお目にかかれない硝子ガラス製の蒸留器まであった。そこには、これだけあれば世界を征せい服ふくできる技術が生み出せるほどの、一ひと揃そろいの道具があった。

「白き者たちもアッバスに流れ着いた旅人だった。その謎なぞを再度解くのがまた旅人でも、道理には適かなっている」

　ポドロフは相変わらず不ふ機き嫌げんそうに言う。

　だが、クースラはこの見事なまでに維持されている地下工こう房ぼうを目まの当あたりにして、その理由がわかった気がした。

「好きに使え。夜明けまでな。足りない物はあるか。時間だ、などと泣き言は言うな」

　もしかすると、ポドロフ自身、天使の伝説を追いかけた時期があったのかもしれない。まさか答えが足元にあったなどとは、信じたくないのだろう。足元をすくわれる、という慣用句を作った奴やつが目の前にいたら、きっとその杖つえで打ちのめすはずだ。

　だから、ポドロフがずっとしかめっ面つらなのは、そういう性格だからではない。

　単純に、悔くやしかったのだ。

「見てみよう」

　クースラは言って、立ち上がろうとするが、口とは違ちがって足はまだうまく動かない。

　それを見たウェランドが椅い子すを立ち、さっさと道具類を調べ始めた。

「一通りあるねえ。だけど、大事な原料がないよお。太陽の欠片かけらはここの土から取れるだろうけど、時間がかかるからねえ。どうしたって間に合わない」

「それならば、こちらに」

　と、フィルは言って、隅すみに置いてあった木箱をテーブルの上に載のせ、蓋ふたを開けた。

「……どういうことかねえ。工房から持ち出せたのかな？」

　ウェランドは喋しやべりながら口元が笑っている。絶対にそんなことはない、と思いながら質問したはずだ。クースラは、苦々しくフィルを見る。

　もしかしたら、錬れん金きん術じゆつ師が一番お人ひと好よしなのかもしれない。

「怪け我がの功名ということで、ご容よう赦しやを」

「お前……俺たちに隠かくれて抽ちゆう出しゆつしてたのか」

　世界を征服するためか、好こう奇き心しんに負けてか、それとも商売のためにかはわからない。

　もしかしたら全部が入り混じった妄もう想そうに突つき動かされていたのかもしれないが、フィルは恥はじ入るどころか、どこか誇ほこらしげだ。

「本ばかり読んでいますとね、たまには知識を試ためしたくなるんです」

　くそったれ、と吐はき捨てたくなるが、フィルを罵ののしらなかったのはこれが怪我の功名だからではない。

「そして、知識はいつだって受け継つがれるべきだと思います。悪い知識も良い知識もないんです。悪い使い方と、良い使い方があるだけで」

　フィルはそう言うと、木箱の蓋ふたを閉じ、クースラたちのほうに押し出してきた。

「密みつ偵ていの人たちが私たちを殺す理由は、部隊の実権を確実に握にぎるために私たちを暗殺犯に仕立て上げる、ということもあるでしょうが、間ま違ちがいなく、火の薬の製法を知っているからです。それは百年ぶりに復活した伝説の知識を闇やみに葬ほうむらんばかりの暴挙です。ましてや、一度謎なぞを解いた人たちを殺すなどとんでもないことです。そういう人は必ずや再び新しい境地にたどり着き、新しい本の題材を提供してくれることでしょう。だとしたら、私はあらゆるものを懸かけて、あなた方に尽つくさなければなりません。そして、知識の敵となる者たちに、正義の鉄てつ槌ついを下さなければならないのです！」

　温厚そうなフィルが、ごん、とテーブルに拳こぶしを突つき立てた。その剣けん幕まくも、台詞せりふも、すべてがクースラには心地ここち良かった。懐なつかしい匂においがした。体の内に火をともすなにかがあった。

　クースラは、ポドロフに謝らなければならない。確かに自分はタマを落としていたかもしれないと。フェネシスが密偵に首を絞しめられ、伸のばしていた手がぱたりと落ちたあの時、哀あわれな牛のように去勢されていたのかもしれない。世の中とはこんなものだと、こういう流れからは決して逃のがれられないのだと、賢さかしらに悟さとったような諦あきらめに身を委ゆだねることで自らを慰なぐさめていたのかもしれない。

　だが、そういうことに糞くそ食らえと叫さけぶ輩やからが少なくとも一人はいる。

　では、もう一人は？

「材料はある。道具はある、か……。他の細々した物は？」

「この町にどれだけの商会があると思っている」

　ポドロフに不ふ機き嫌げんそうに言われ、ウェランドは肩かたを揺ゆらして笑った。

「だとよ、クースラ」

　やる気のようだ。

　クースラは、むすっとしたまま唇くちびるをひん曲げていた。

　眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師などと呼ばれ、自分は血も涙なみだもない錬金術師だとうそぶいていた。そういう過去の自分が恥はずかしくてたまらなかった。そして、尻しりを蹴け飛ばされた飼い犬のように耳と尻尾しつぽを垂たらしていたことが情けなくてたまらなかった。

　フェネシスはあの時、そんな錬金術師に手を伸ばしたのではない。

　絶対に、そうではなかった。

「けど、時間がないってのは事実だあね」

　ウェランドの言葉に、クースラは立ち上がる。まだ毒が抜ぬけきらず、よろめいて、足は震ふるえ、頭の中身は馬の背中にくくりつけた水みず桶おけのようにぐらぐらする。

　だが、見るべき場所は間違えない。

　錬金術師が向かう場所は、その一つしかないからだ。

「時間がないだけなら、条件はいつもと変わらない」

「ふうん？」

「世界の秘密を解くには、いつだって時間がなさすぎるだろ？」

　ウェランドはにんまりと歯を見せて、首をすくめた。

「そうだあね。だからって、諦あきらめるようじゃあ、錬れん金きん術じゆつ師の名が廃すたる」

　クースラは地面を踏ふみしめ、深呼吸をする。

　毒でボロボロ、強がったところで時間がないのは確実で、百年にわたって解かれなかった天使の伝説を正面から吹ふき飛ばすようななにかを見つけなければならない。

　そんな馬ば鹿かげたことができるわけはない、と普ふ通つうならば思うだろう。

　だが、できるわけがないといわれることを実現してきたのが錬金術師であり、技術の歴史というものがそもそも、いつだってできないことをできるようにしてきた歴史なのだ。

　鍛か冶じ職人は蹄てい鉄てつを奪うばわれ、王に虐しいたげられる。

　だが、いつもそうとは限らない、と示してやれ。

　クースラは一歩、二歩、と歩き、テーブルに手をついた。

　それは太陽の欠片かけらが載のっているせいか、どこか熱く感じられた。

「奇き跡せきを見せてやる。錬金術師は、鉛なまりを金きんにだって変えるんだからな」

　ポドロフは口くち髭ひげを鼻息で揺ゆらし、うなずきも笑いもしなかったのだった。







　クースラたちは作業を開始した。ポドロフは町の者たちの動どう揺ようを鎮しずめるためと、善後策を練りに戻もどって行った。白しろ熊くまの儀ぎ式しきを執とり行うあの悪あく魔まの腹の中には大きな換かん気き口こうがあって、そのうちの一つがこの隠かくし部べ屋やにつながっていた。そして、それはそのままポドロフ家の地下につながっているらしかった。

　実験の邪じや魔まをする者はいない。とはいえ、ウェランドもまた毒を口にした身であり、主に作業を担になってくれたのはフィルだった。フィルは見み様よう見み真ま似ねで錬金術を試ためしていたことがあるらしく、洗練されているとは言いがたいが実験には影えい響きようしないだろう。白熊の内臓を長年にわたって埋うめられ続けてきたような地下の洞ほら穴あなの中で、クースラたちは錬金術の実験の準備を進めていく。それはフェネシスが見ればきっと、嬉うれしくなるくらい怪あやしげで、いかにも錬金術師らしい光景だったに違ちがいない。

　だが、そこで行われようとしていることを知ったら、神様だって慄おののくだろう。

　太陽の欠片はある。抜ぬけ目めがなく、しかもそのとめどもないフィルの強欲のお陰かげで、太陽の欠片は一ひと抱かかえほどの木箱いっぱいにある。だが、これすべてに炭と硫い黄おうを混ぜても、迫せまり来る騎き士し団の部隊を撃げき退たいできるかといえば、無理だろう。同じ剣けんでも、腕うでの立つ武人が持つのと、女子供が持つのとではまったく違う。しかも、向こうには竜りゆうの火か炎えん放射器まである。だから理り屈くつとしては、この凄すさまじい火の薬の威い力りよくを劇的に高めるようななにかが必要だった。

　無理だろう、と思うのが普ふ通つうだが、不可能かどうかでいえば、そんなことは絶対にない、というのが答えだ。なぜなら、鉄の製せい錬れんでさえ、記録にあるだけでも千年にわたって改善が施ほどこされ続けてきている。もう無理だろうと思っても、必ずなにがしかの方法によって効率を上げることができてきた。

　だとすれば、太陽の欠片かけらに秘ひめられた力をすでに限界まで引き出している、と考えるのは過去の錬れん金きん術じゆつ師たちへの冒ぼう瀆とくでしかない。

　それに、もう一つクースラたちには目算があった。

　もしも天使の伝説の残るもう一つ、空を飛ぶという方法を見つけることができたなら、それを取引条件にすることができるかもしれなかった。

　少なくともクースラは、世界が欲しいわけではない。自分の中での世界というのは、狭せまい工こう房ぼう一つだけであり、広大な領土が欲しいわけではない。そこで静かに、誰にも邪じや魔まされず、気の合う連中と実験に打ち込めればそれでいい。自分のマグダラの地は、そんなにも素そ朴ぼくなものだったのだ、と今ならよくわかっている。

　そのために、フェネシスとイリーネを返して欲しいだけだった。

　ウェランドも基本的には同じ考えだったし、フィルはこの秘法の真しん髄ずいを知ることができれば、あとはいかようにでも利益に変えられますから、と言っていた。

「酒のように太陽の欠片を濃のう縮しゆくできれば、威力が高まりそうだよな」

「酒ですら燃えるようになるくらいだからねえ。そこにある、髄ずいをひねり出せればねえ」

「まるで魂たましいですな」

　フィルは軽かる口くちを挟はさみ、「もちろん」と付け加えた。

「死にかけの人間を天てん秤びんに載のせて、魂の重さを計った実験のことは知っていますよ」

　結果は、死ぬ前と死んだ後で変わらない、だった。

　クースラとウェランドは、両手で軽く持てる程度の小ぶりの蒸留器をつるりと撫なでた。

　ヤーゾンで硝子ガラス職人たちが身しん代だいを削けずってまで追いかけたように、ポドロフ家の代々の当主も、ずいぶん天使の伝説には入れあげていたらしいのは、こんな硝子の蒸留器が大きさを変えて四つも五つもあることからわかる。

「で、どうする？　酒と同じ理り屈くつなら、太陽の欠片に炭と硫い黄おうを混ぜて、それを熱するんだけどよお。絶対に燃え上がるよねえ」

「命を懸かけることにためらいはないが、残念ながら懸ける命は一つしかないからな」

「炭だけ、硫黄だけ、を混ぜたものにしてみようかねえ。それぞれで反応がちょっと違ちがったし」

「ああ。その正体も見極きわめたい。もっとも」

　と、クースラは喋しやべりながら鉄の小皿にそれぞれの材料を用意し、言った。

「なにもかもが嫌いやになったら、火の薬をぶち込んで炙あぶってみよう」

「その時には酒も忘れないようにしないとねえ」

　軽かる口くちの応おう酬しゆうをしていても、作業は確実に進んでいく。

　まずは熱する側がわの部分に硫い黄おうと太陽の欠片かけらを入れ、火にかける。熱する部分は膨ふくらんだ胴どう体たいと、鶴つるのくちばしのように伸のびた部分とでできている。そのくちばしは先細りの円えん錐すい形で、もう一つの受け手の容器の口に差し込むと、隙すき間まなく差し込めるという按あん配ばいだ。

　フィルが用意した蠟ろう燭そくを蒸留器の下に置き、火を近づける。

「いくぞ」

「突とつ然ぜん燃え上がらないといいねえ」

　ウェランドがそんな不吉なことを言うのを無視し、クースラは注意深く蒸留器を見つめていた。蠟燭の火が、蛇へびの舌のようにちろちろと蒸留器の底を舐なめている。

　誰だれもなにも喋しやべらず、クースラは蒸留器の中身をじっと見つめている。

　不幸があれば、世の中そんなものだと思い込むことで押さえつけていた自分に、ゆっくりと火がつくのを待っているかのように。

「……ん？」

　と、声を上げたのはウェランドだった。ほどなくしてクースラも気がつく。

「太陽の欠片が……溶とけている」

　硝子ガラスの蒸留器の中で、硫黄と太陽の欠片を混ぜたものが、みるみるしぼんでいく。

「受け手のほうは？」

　冷たい水を張った桶おけに浸ひたした硝子瓶びんの中はうっすらと曇くもり、底のほうにわずかだが液体が貯たまっている。

　ただの空気でも、温めてから冷やすと水すい滴てきがつくので、それかもしれない。

　だが、蠟燭の火で炙っている側には、もうわずかな灰しか残っていない。

　なにかがなくなったのであれば、どこかでその帳ちよう尻じりが合うはずだ。

「火を外して、冷ましてから外そう」

　ウェランドが言われる前に動き、蠟燭を外し、静かに時間が経たつのを待った。

「太陽の欠片がしぼむ時、かすかに煙けむりが出てたな。本当は、小鳥でもいるといいんだが」

「毒の霧きりが出ていたらわかる、という鉱山技師の知ち恵えですね。ですがそれなら……」

　と、フィルは辺りを見回した。

「うーん……いないか」

「蝙蝠こうもりでも探してるのか？」

　クースラが半笑いで聞くと、フィルは真ま面じ目めな顔を向けてきた。

「いえ、蜘く蛛もです。蜘蛛は小鳥でも気づかない毒の霧でも苦しむのですよ」

　クースラはウェランドを見て、尋たずねる。

「知ってたか？」

「はじめて聞いたけど、古い錬れん金きん術じゆつ師の本の挿さし絵えにいつも蜘く蛛もが描かいてあるのは、不気味さの演出以外の意味もあったのかもねえ」

「忘れ去られた知ち恵えの一つでしょうね」

　フィルは年とし甲が斐いもなく自じ慢まんげに胸を張っていた。

　だが、蜘蛛はいないし、小鳥もいない。クースラは冷えた蒸留器から受け手の側がわを外し、手で扇あおいでかすかに嗅かいでみた。

「……倒たおれるなら後ろに頼たのむよお」

　ウェランドが言うが、もちろんクースラは倒れなかった。

「かすかに硫い黄おうの匂においがするが……毒という感じはしない。とりあえず空けてみよう」

　そう言って、鉄の皿の上に中身を注いだ。

「火の薬の材料を使っているから、これも直接火にかけたら火を──」

　そこまで言った直後だった。

　突とつ然ぜん、皿の上の液体が猛もう烈れつな勢いで沸ふつ騰とうしたのだ。

「お、おお!?」

　フィルが声を上げ、クースラとウェランドは反射的に距きよ離りを開けた。鉄の皿の上で白はく煙えんを上げて泡あわが立っていた。

　だが、その反応はほどなく収まり、火柱を上げることもなかった。クースラは訳がわからずウェランドに視線を向けると、命知らずの錬金術師はそっと指を伸のばして皿に触ふれていた。

「……熱くない」

　その一言が、クースラの疑問に答えていた。皿は確かに熱されていなかった。むしろこの寒気の中で冷え切っていたはずだ。受け手の中の液体だって、冷れい却きやく水に浸ひたされて完全に冷え切っていたはず。

　では、今のは一体なんだ？

　頭の中の本をめくっていると、本のことなら誰だれよりも詳くわしいフィルが言った。

「もしかして、酸ではないですか？」

「酸？　だが、こんな反応は……」

「火山口で採とれたりする強酸ですよ。私も一度見たことがあります。極北の地には今も火を噴ふく火山がありましてね」

　皿の上の沸騰はほぼ完全に収まり、今はぷつぷつと小さな泡だけが出ている。

「もしそれが私の知っているものなら、鉛なまりの容器に垂たらしてみてください」

　クースラが目配せすると、ウェランドはすぐに器具を漁あさり、お目当てのものを見つけ出す。

　片手でなんとか持てるという程度の大きさのものだ。長い年月熟じゆく成せいさせる必要のある薬などで、鉛の容器を使うといい、という記述を見たことがある。おそらく、どっしりしているので安定感がある気がするのと、鉄と違ちがってぼろぼろに腐ふ食しよくしないからだろう。

　クースラは、蒸留器の受け手に残っているわずかな雫しずくを、鉛なまりの容器の縁ふちに垂たらしてみた。

　果たして、液体は沸ふつ騰とうしなかった。

「古いにしえのクルダロスの錬れん金きん術じゆつ師、アブ・アル・イマームの記述どおりですね。硫い黄おうと同じ文字を使った硫りゆう酸さんと名づけられていましたので、硫黄となにか関係があるのでしょう。火山で採とれるのもそこに秘密があるのでは。残念ながら、製法は失われていたか、故意に消されたかしていて、不明だったのですが」

　クースラが面おも白しろくないのは、フィルが自分も読んだことのない錬金術の書物に目を通しているらしいことだ。

「俺たちは下したっ端ぱだからねえ」

　意を察したらしいウェランドが言い、クースラは鼻を鳴らす。

　そして、二人を見たフィルが、きょとんとしていた。

「で、これがなんの役に？」

　フィルは肩かたをすくめていたが、おもむろに皿を手に取り、冷れい却きやく用の桶おけの水でばしゃばしゃと洗う。クースラとウェランドは慌あわてて止めようとしたが遅おそく、自分の服で皿を拭ふくフィルが不思議そうな顔をしていた。

「太陽の欠片かけらはありますから、また作ればよろしいでしょう」

「そういう問題じゃないんだが……」

　本にはすべての危険が書かれていない。実験で使った物を不用意に扱あつかうのは、犬だらけの部屋を目め隠かくししながら歩くようなものだ。聖典でさえ、神がなんの役にも立たない場合もあると注ちゆう釈しやくで書いてくれはしない。

「次からはなにかする時は、必ず俺たちに聞け」

「はあ」

　フィルはいまいちわかっていないように返事をする。フェネシスはあれで素す直なおだし従順だから、間ま抜ぬけでもどんくさくてもずいぶん有能な助手だったようだ。

「ったく。それで？　いきなり皿を洗ってなんなんだ？」

「ええ。硫酸は、多くの金属を溶とかすらしいのです。ほら、このとおり」

　フィルが拭き終った鉄の皿をクースラたちに差し出すと、確かに皿がへこみ、もう少しで穴が空きそうになっていた。

「……これを大量に作って、上からぶっかければ騎き士しも形無しだあね」

「粗悪な鉛の鎧よろいで対たい抗こうされるかもしれません」

「うーん……」

　クースラは唸うなり、ため息をついた。

「すごいことだとは思うが、あそこにある太陽の欠片をすべてこの硫酸に変えて、どうにかなりそうか？」

　蒸留器に入れたのは、匙さじで数杯はい分くらいの硫い黄おうと太陽の欠片かけらだ。きちんと想像できているかわからないが、木箱すべての太陽の欠片を使っても、せいぜい手て桶おけ一杯分の酸が造れるくらいではなかろうか。

「兵士に風か邪ぜをひかせるのが目的じゃあないしねえ」

「詳くわしく調べたら、面おも白しろそうな実験がいくらでもできそうな代しろ物ものだが……」

　クースラは言ってから、大きくため息をついて額に手を当てた。

「クースラ？」

　実験への失望ではなく、単純に体が本調子ではない。

　だが、あがくにしても夜明けまでなのだ。

　自分の持てる限りのすべてを使い尽つくさなければ、きっと後こう悔かいするだろう。

「なんでもない。次だ」

「炭と太陽の欠片だあね」

　こちらもほぼ同じように、太陽の欠片と炭を混ぜた物が互たがいに溶とけ合うようにして蒸発し、後には白い灰のようなものが残った。受け手のほうに液体が貯たまったのも同じなのだが、決定的に違ちがうところが二つあった。

　それは、煙けむりが褐かつ色しよくだったのと、ひどい臭においだ。

「これは……」

「ひどいな……小鳥にさえずってもらう必要もない。死人だって起き上がる」

　口元を押さえ、いくらか咳せき込むが、即そく座ざに死ぬようなことがなさそうなのは幸いだった。

「あんたの知識に該がい当とうする物はないか？」

　クースラがフィルに尋たずねると、フィルはばさばさと上着で扇あおいで瘴しよう気きを払はらいながら言った。

　この瘴気がポドロフ家に届いたら、文句がこないかと不安になるほどだ。

「残念ながら、書物に香かおりつきのものはないですから」

「道理だな」

　臭いはすぐに収まり、一息ついてから、クースラは蒸留器に手をかける。

「一応、外に出してみるぞ」

「皿はどうするよお」

　硫りゆう酸さんの例がある。クースラは少し迷ってから、前例に倣ならってみることにした。

「鉛なまりにしてみよう」

　ウェランドが器具の山から小ぶりの鉛の皿を見つけて来たので、そちらに垂たらしてみた。

「……ひねくれものだあね」

　鉛の皿は、ぐずぐずと溶とけていった。

「なら、こっちか」

　なので、代わりに鉄の皿に垂らしてみたところ、今度は溶けなかった。

「ふん」

　硫い黄おうと共に熱した時とは明らかに違ちがう反応であり、得られた液体はまったくの別物だと認にん識しきすべきだ。が、一体なんの役に立つのだろうか。

「油のように燃えたりしないのか」

　鉄の皿で溶けなかったので、クースラは短たん剣けんの先にその液体を塗ぬりつけ、蠟ろう燭そくで炙あぶってみる。だが、蠟燭の火は火の薬の時のように燃え上がるわけでもない。

「やっぱり、三つ揃そろって初めて宝の洞どう窟くつの扉とびらが開くのかもしれないねえ」

　用いた材料は、硫黄、炭、太陽の欠片かけら。だとすれば、できた二つの液体を混ぜ合わせて火をつけると、足し算的にはつじつまが合う。しかも蒸留されているので、酒を濃のう縮しゆくした以上の効果が期待できるはず。

「混ぜてみるか。けど、皿をどうする。どちらかに入れれば必ずどちらかが皿を溶かす」

　硫りゆう酸さんは鉄を、謎なぞの液体は鉛なまりを溶かす。ウェランドも頭を捻ひねり、なにかないかと器具の山を漁あさっていたが、フィルが恐おそる恐るこう言った。

「あの、硝子ガラスは溶けなかったではないですか」

　おお、神よ、と二人の錬れん金きん術じゆつ師が呻うめく。毒のせいで頭の回転が鈍にぶっているのだと思いたい。

　クースラは頭を搔かき、改めて硫酸を作った後、今しがた使った硝子瓶びんの中に、そっと硫酸を注いでみた。

「これだけじゃあ、燃え上がらない」

「それは火の薬も一いつ緒しよだあね。長い棒の先に藁わらでも載のせて、火を落としてみるかねえ」

　いきなりすべてに火をつけて、地下の狭せまい空間で火柱が上がれば一巻の終わりだ。クースラたちはまた新たに別の硝子容器にほんの少しだけ混合液を垂らし、そこに火のついた細い藁束をゆっくりと近づけた。

「……」

「……」

「……」

　三人とも口を開かなかったが、それは失望のため息を必死に飲み込んでいたせいかもしれない。

「なぜ、燃えない？」

　クースラが忌いま々いましげに言うと、ウェランドはテーブルに手をつき、小さく唸うなった後、言う。

「炭も湿しめってると燃えなかったりするよねえ。そういうことじゃあないかな」

「蒸留酒は同じ液体だがよく燃えるぞ。油もな」

　そのとおり、とばかりにウェランドはクースラを指差し、高くもない天てん井じようを見上げる。

「おかしな話だあね。一と一と一を足したら、三でも四でもなくて、二か一になっちまった」

「威い力りよくを精製する、という発想は安易だったか」

　手元にある二つの液体は、錬れん金きん術じゆつ的には貴重な発見なのかもしれないが、クースラたちの窮きゆう状じようを救ってくれそうにはなかった。

　クースラたちは聖職者と友達にはなれそうにないが、暴漢に襲おそわれ神に祈いのっている真っ最中の彼らの気持ちなら、深く理解できる気がした。

「なら、後は安易ではない道を行くだけだな」

「といいますと？」

　フィルの問いに、クースラは口角をつり上げた。

「実験、実験、また、実験」

「眠ねむらない錬金術師の本領発揮だあね」

　クースラは大きく息を吸い、毒の残る体に鞭むち打ったのだった。







　そこにあるありとあらゆる物を混ぜて、熱して、冷やして、火にかざしてみた。

　手に入るのは、似たような反応と、似たような無反応だ。それは愛想のない女をどれだけなだめすかしたって、機き嫌げんの良い時にせいぜい微笑ほほえんでくれる程度なのと同じことだ、とウェランドは言っていた。

　鉛なまりは金きんにならない、という当たり前のことは、こういうところで効いてくる。

「これで、最後だ」

　まあ無理だろうと思いながら、なんの変へん哲てつもない塩を混ぜてみたが、大きな変化はなかった。

　あるとすれば硫りゆう酸さんに混ぜた時に、なぜか鉛が溶とけるようになったくらいだ。性質が変化したのでクースラは覚書として塩酸と書いておいたが、それ以上のものではなかった。

　最後の晩ばん餐さんの味つけとしては、悪くなかっただろう。

「……どう、しますか」

　フィルが恐おそる恐る尋たずねてくるが、クースラとウェランドはまだ序じよの口くちといったところで、小さく肩かたをすくめただけだ。

「二種類で駄だ目めなら、三種類」

「それで駄目なら、四種類だあね」

　手元にある材料を、片かたっ端ぱしから組み合わせて実験を繰くり返す。選び、混ぜ、分量を調整し、熱し、冷まし、火にかざし、洗い、また選び、混ぜ……十回、二十回、三十回……と、積み上げていく。そうすることで、わずかずつでも真理に近づけるのだと信じ、ひたすらに繰り返していく。

　また駄目だった、とは考えない。期待し、失望を繰り返すと、どれだけ強きよう靭じんな心であっても必ず摩ま耗もうしていくのだと経験から知っている。だから、期待をせず、かといって、諦あきらめもしない。火と氷を同時に胸の中に収め、すまし顔で進んで行く。それが錬金術師の本領であり、ただひたすらに前に進むための唯ゆい一いつの方法でもあった。

　だが、どれだけ精神が強きよう靭じんであっても、腕わん力りよくには限界がある。四十回目以降は、石せき盤ばんに記してある回数を数えなければわからなくなったし、疲ひ労ろうと寒さ、それに水仕事のせいで手の感覚はすでにほとんどなく、肩かたはロバでも担かついでいるかのように重い。こめかみには棒がねじ込まれ、喉のどの奥がひどくいがらっぽくて、水をどれだけ飲んでも治らない。

　実験結果を記すための文字も、目がかすんで見えにくくなる。

　なにより、集中力が途と切ぎれがちになる。

　フェネシスとイリーネを取り返し、あの密みつ偵ていどもを吹ふき飛ばし、マグダラの地にたどり着くのだという思いの火が、ふっと消えかける。なんでこんなことをしているのだ？　と悪あく魔まの囁ささやきが聞こえてくる。

　運命に逆らうのは、激流を遡さかのぼるのと同じこと。ましてや、滝たきのような高さから落ちてきたのならば、そこを這はい上がる苦労は鳥でさえ尻しり込ごみすることだろう。

　土台無理なのだ。頑がん張ばった。もういいだろう？

　フェネシスだってわかってくれる。散々ひどい目に遭あってきて、自分たちとの旅でわずかだが夢を見られた。それでいいではないか。本当ならば初めて出会ったグルベッティで、呪のろいの道具として使われ、死んでいたのだ。それを救ったのは他ほかならぬ自分であり、だとすればここで助けられなかったからといって気に病やむ必要はない。フェネシスは、自分のことを恨うらむはずもない。

　そうだろ？　クースラ。

「うるさい！」

　クースラは思わず叫さけび、ハッと顔を上げた。

　ウェランドが胡う乱ろんそうな目を、フィルがぎょっとした顔を向けていた。どうやら、蒸留の最中、反応を待っている間に寝ねていたらしい。なんでもない、と手を振ふって二人の視線をかわし、クースラは頭を搔かいた。

　ぞっとしたのだ。夢だろうと、実際に悪魔が囁いていたのだろうと、誘ゆう惑わくそのものが不ふ愉ゆ快かいだった。諦あきらめという禁断の果実は、一度口にしてしまえば二度と楽園にはいられなくなる堕だ落らくの果実だ。

　だが、その分真っ赤に熟うれた果肉は甘く、柔やわらかいだろう。

　ほら、この、血が滴したたるような柘ざく榴ろのように。

「……ぅ……ぁ？」

　と、耳元で誰だれかがなにかを言ったような気がして、クースラは目の焦しよう点てんが合う。

　目の前にあった、はらわたのような柘榴はどこに行った？

「クースラ」

　ウェランドの声に振ふり向くと、クースラは唾つばを飲み、ゆっくりと言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　ウェランドはおよそ親しみを感じさせない、冷たい目を向けてくる。

　クースラはばつが悪く、逃にげるように前に向きなおる。ウェランドはクースラの心配をしているのではない。クースラが疲ひ労ろうから馬ば鹿かげた失敗をして、大惨さん事じを引き起こすことを懸け念ねんしているのだ。

　クースラがそのことをきちんと理解している、とウェランドはわかっているので、ひとまずは見逃のがしてくれた。だが、次に居い眠ねむりをしていたら、問答無用で殴なぐられて、絞こう首しゆ台につるされる瞬しゆん間かんまで目を覚まさないかもしれない。

　あるいは、そんな無様も……。

「……くそっ」

　クースラは震ふるえる足を拳こぶしで叩たたきながら立ち上がり、毒のせいなのか疲ひ労ろうのせいなのかもはや区別がつかないほどに凝こり固まった体を、無理やりに伸のばしていく。

　地下はゆっくりとだが確実に風が吹ふき続けていて、換かん気き口こうとしての役目は十二分に果たしている一方、おそろしく寒く、クースラたちの体力を確実に奪うばっていた。ポドロフ家が代々用意していた怪あやしげな実験器具の中に、錫すず製のものだけがなかったのは賢けん明めいな判断だ。

　錫は冷やしすぎると、突とつ然ぜん金属であることをやめ、固い砂のようになってぼろぼろと崩くずれる性質を持つ。その時に、なんともいえず軋きしんだ悲しげな音を立てることがあり、錫の泣き声と呼ばれている。

　そんなことをつらつらと思い、こういうちょっとした知識を聞いては喜んだり、噓うそではないかと疑念を持ったりする小こ娘むすめが側そばにいないことに、どうしようもない寂せき寥りよう感を抱いだいていた。

　いつの間にか、フェネシスの不在は、腹のうちに怒いかりの炎ほのおをともす燃料ではなく、むしろクースラの中にあるなにかを奪っていくものになっていた。

　もちろん、体は動いた。染しみついた経験は容易に消えはしない。

　だが、動く体に魂たましいが追いついてこない。このままではいつか体に魂が振り切られ、体とつながる細い糸が断たれてしまうのではないかと思った。

　そして、四種類だか五種類だかの材料を混ぜる組み合わせがすべて終わった時、誰だれもなにも言わなかった。本を探すためにあちこち旅するフィルは、おそらくかなり頑がん強きような体なのだろうが、いかんせん歳としを重ねすぎているし、忙せわしなく立ち回るには少し丸すぎる。ぜいぜいと喘あえぐようにして、わずかな隙すきにでも椅い子すに座り、立ち上がるまでの動作が緩かん慢まんになっていくのが目に見えてわかった。

　唯ゆい一いつ人間らしく動いているのはウェランドだったが、それにしたってろくなものではない。

　しかし、そんな様子をどこか遠くから眺ながめているような感覚で見ていたクースラが、中でも最も役立たずだっただろう。もはや椅い子すから立ち上がれず、己おのれの手の届く範はん囲いでなんとか手を動かしているだけになっていた。ウェランドがそんなクースラを後ろから殴なぐり倒たおさなかったのは、そうするだけの気力がなかったからに違ちがいない。

　あるいは、そんなクースラでもいないと困るほど、ぎりぎりだったのだろう。

　クースラは、ふとそんな自らの体ていたらくを俯ふ瞰かんしているような心持ちになり、泣き笑いしそうになった。これはまるっきり人生の縮図ではないかと思った。人は、己おのれの手の長さの場所にある物にしか触さわれないのだ。だとすれば、指先でかすり、そのまま遠くに弾はじいてしまったものは永遠に取り戻もどせないのだ、と。

　もちろん、そんな馬ば鹿かなと思い、必死に手を伸のばしてきたし、今も伸ばし続けている。

　だが、目の前にある現実は非情だった。

　クースラの両腕うでが、どさりとテーブルの上に置かれたまま、動かなくなる。それはクースラが疲つかれ果てたわけではない。まだ動くはずだ。気絶するその瞬しゆん間かんまで、手だけなら動かせる自信があった。

　だが、もはややることがなかったのだ。

「……袋ふくろ小路こうじだった……のかねえ」

　それまでずっと立ち続けていたウェランドが、ついに椅子に腰こしを下ろした。

　その瞬間、天てん井じようが低くなったような気がしたのは、気のせいではないだろう。

「……見落としが……あるのかもしれません」

　かさかさに乾かわききった声で、フィルが言う。この期ごに及およんで弱音が出ないのだから、フィルも相当の経験を経てきているらしい。

　クースラは、散々蒸留しすぎて汚よごれきった蒸留器を、じっと見つめていた。

　自分たちの苦労が結けつ晶しようとしてできていれば、どんな形をしているのか見てみたかった。

「……見落とし……たとえば、どこにあるんだよお？」

　それが嫌いや味みな聞き方なら、まだしもだった。見落としがあってくれ、と願うかのような言い方に、フィルはあてこすられたよりもよほど辛つらそうな顔をして、うつむいてしまう。

「もっと、時間さえあれば……」

　フィルは呻うめくが、見落としなどないだろう。神に見捨てられた者なら、容易に三人見つけられるのだが。

　クースラはそんな冗じよう談だんが浮かんでくつくつと笑い、二人の視線を集めた。

「結論は……決まったな」

　クースラは、粘ねばつく喉のどを地じ獄ごくの底のふいごのように震ふるわせた。呼吸をするたびに肺の奥がごろごろと音を立てるが、咳せき払ばらいをする気力もない。それでも、クースラはいよいよのどん詰づまりにまできて、むしろ晴れやかな気分になっていた。

　フィルは時間があればと言ったが、クースラはそう思わない。むしろやれるだけのことをやったのだから、時間はあったのだ。単に結果が伴ともなわなかっただけだ。そもそも解答があるかどうかもわからない問いであり、針の頭の上で天使が何人踊おどれるのか、という神学的な問題と同じだった。

　だから、解決法が得られなかったことに失望する必要はない。

　そして、失望さえしなければ、まだ次の一手を繰くり出すことはできるのだ。

「ありったけの……硫い黄おうと、炭だ」

「え？」

　フィルが疲つかれきった顔に、困こん惑わくの皺しわを刻む。

「ふふ。クースラらしいねえ」

　ウェランドはすぐにわかったらしく、こちらもやれやれと笑っていた。

　わからないのはフィルだけのようだ。

「戦うんだよ。正面からな」

　クースラが言うと、フィルは口を「ば」の形にしていた。危あやういところで声にならなかったが、なんと続けようとしたのかは明らかだ。

　しかし、馬ば鹿かという言葉は飲み込んだものの、フィルは信じられないという顔で言い募つのった。

「で、ですが、どう戦うんです」

「火の薬で連中を吹ふき飛ばす」

「そ、それができないというから頑がん張ばっていたのに？」

「他ほかにやることがないからな」

　クースラが肩かたをすくめると、ウェランドがくすくすと笑い、咳せき込んでいた。

「……そ、そ、それに、あなた方……自分自身の姿を鏡で見てごらんなさい。ぼろぼろですよ。戦う？　冗じよう談だんでしょう」

　それもまた、事実だ。

　しかし、密みつ偵ていたちが軍勢を引き連れてやって来るまで仮か眠みんを取れば、最後のひと暴れ分くらいの気力は振り絞れるに違ちがいない。

　それとも、とクースラは思った。

「あるいは、連中がここに押し寄せて来た時に、火の薬に点火するか」

「んん？　んふっふっふ……クースラは昔からそうだけど、えげつないよねえ」

　こんな狭せまい場所で火柱を立てれば、逃にげ場所もない。多くの敵を道連れにできるだろう。

　もちろん全ぜん滅めつさせることはできないだろうが、一いつ矢し報むくいることくらいならできそうだ。

「先に火か炎えん放射器で焼き払はらわれるのが落ちだと思いますがね」

　フィルは言って、頭を搔かいた。

「逃にげましょう。今すぐ」

「ああ？」

「逃げるんですよ。あなたや私の頭の中には知識がある。時間さえあればどうとでもなるはずです。逃げて、考えましょう」

「逃にげられると思うのか」

　冷笑めいてしまったのは、ここが寒く、体の内側がわに燃やすものが尽つきかけているからだ。

「……どうして、そこだけ現実的なんです……」

　嘆なげくフィルに、クースラは肩かたをすくめることすら億おつ劫くうで、軽く小首をかしげただけだった。

「だが、あんたは逃げろよ。止めないぜ」

　もちろん、フィルが単に生き延びたくてそう言ったわけではないことくらいわかる。フィルはこれまでにも似たような状じよう況きようになって、胸に抱かかえた本に同じ台詞せりふを投げつけたに違ちがいない。

　違うのは、本はおとなしく言うことを聞くが、クースラたちはそうではないというところだ。

「あんたなら、戦わずに逃げる理由は十分にある。捕つかまっても、あいつらに絶対服従を誓ちかえば見逃のがしてくれる可能性が高い」

「けど、俺らは札ふだつきだからねえ。絶対に信用されないよお」

「因果応報ってやつだ」

　悪戯いたずら小こ僧ぞうのままの錬れん金きん術じゆつ師二人に、一足先に大人になっていたフィルは悲しげな目を向ける。

「でも……本当、に？」

「ああ。俺はあんたが逃げても恨うらまないし、必死に命乞ごいをしていても蔑さげすまない。あんたにはあんたの目的があって、それに対してとても忠実だからな。尊重するよ」

　クースラはそう言って、気遣づかうように笑った。自分にもそんな笑えみができるのだと、笑いながら不思議だった。

「あなた方は……」

　フィルはそこまで言って、口をつぐんでしまう。クースラは、自分自身を責めているのだろうフィルを見て、小さくため息をつく。フィルという人間は類たぐいまれなる逸いつ材ざいだが、いかんせん、歳としを重ねた樽たるのようなおっさんだ。ここにフェネシスとイリーネがいたら、かけらの後こう悔かいも躊ちゆう躇ちよもなく、笑えたのに。

　そんなことに苦笑しながら、もう一度ため息をつく。

　せめてでかい火柱を派手に立てて、フェネシスたちに聞こえるようにしたい。それが別れの挨あい拶さつになればいい。黙だまってくびり殺されるよりは、あの娘むすめらを守れなかったことへの詫わびになるだろう。

　クースラは息を吸い、背骨が折れそうなほど重くなっている体に空気を送る。

　どうせいつかはこういう最さい期ごになると思っていた。だが、まさか本当になるなんて、という思いがないわけではなかった。油断しなければ、警けい戒かいを怠おこたらなければ、避さけられたかもしれない。火の薬ができた時点で黄金の山を扱あつかうようにしていれば、密みつ偵ていたちに出し抜ぬかれることもなかっただろう。なにより、差し出された飯を安易に口にする、ということもなかったはずだ。

　この世のすべてを疑っていた頃ころなら、こうはならなかったかもしれない、というのが皮肉なところだった。フェネシスやイリーネ、それにウェランドと旅をしてきて得られた最大の収しゆう穫かくは、人を信じてもいいのだという思いを持てたことだった。だが、それゆえに、構えを解いてしまっていた。

　それが悪いことなのかどうか、クースラにはもう判断のしようがない。

　少なくとも束つかの間まは幸せであった。そうとだけは言える。

　悪くない人生だったろう。

「クースラよお、抱かかえるなら、木の桶おけにするかねえ。それとも、鉄にするかよお」

　ウェランドが明るい声で話すのは、入る棺かん桶おけの相談ではなく、自分を焼き尽つくす火の薬を詰つめ込む入れ物のことなのだ。

「鉄は冷たいだろ」

「だよねえ。木にしようか」

　ウェランドのそう言う様子を見ながら、クースラは思う。

　自分は死を恐おそれない。それは間ま違ちがいない。ならばこの胸中に渦うず巻く感情はなんだろう。

　クースラはもちろん知っている。だが、それを言葉にしたくない。言葉にすればやって来てしまう悪あく魔まのようなものだ。

　寂さびしい。

　クースラはその一言を胸中で呟つぶやき、馬ば鹿かな己おのれを罵ののしった。

　寂しいなどと、錬れん金きん術じゆつ師が！

　だが、その感情は一度名前をつけてしまった犬のようなものだった。どれだけ追い払はらっても追いかけてきて、親しげにまとわりついてくる。

　フェネシス。ウル・フェネシス。

　クースラは、それが三度の夢だとわかっていても、迫せまり来る黒い獣けものを追い払おうと手を振ふった。必死に、無む慈じ悲ひな世界に抗こう議ぎするかのように。

　その直後、ぐらりと世界が回転し、硝子ガラスの割れる音と、なにかがひっくり返る音の後に、体全体に鈍にぶい衝しよう撃げきが走った。

　顔が押し当てられた地面は氷のようにひんやりし、久しく嗅かいでいなかった土の匂においは悪いものではなかった。

　笑ってしまったのは、自分があまりにも無様だったからだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか」

　フィルが慌あわてて駆かけ寄って来るのを、右腕うでで払おうとした時だ。

　痺しびれるような激しい痛みを感じた。

「動かさないで。硝子で切れています」

　フィルはクースラの腕を摑つかみ、ウェランドがやれやれとばかりに包帯代わりの手ぬぐいを寄よ越こしてくる。商会の御おん曹ぞう司しに変装するための上着と共に、下に着ていた服の袖そでまでがかなり派手に切れていた。下に着込んでいたのは長年の付き合いの昔からの服だったので、いつ破れてもおかしくないくらい擦すり切れていた。繕つくろうにしても針と糸などないし、フィルはしばらくあれこれ画策した後、結局ナイフで袖そでの部分を切り落としていた。

「実験に使った酸が腕うでにかかっていますが……だ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「んー……少なくとも、今は死んでないよお。だろ？」

　頭上からかけられるウェランドの言葉に、クースラは咳せき込むように笑って返事とした。

「傷口は広いですが、あまり深くないですね。よかった。水で洗って、縛しばっておきますよ」

　旅慣れているらしいフィルは、傷の手当ても手慣れたものだった。

「満まん身しん創そう痍いってやつだな……」

「神から与あたえられた体をそれだけ活用したってことだあね」

　違ちがいない、とクースラは笑いかけ、体を起こそうとあがく。フィルが慌あわてて肩かたを貸してくれ、それを見たウェランドがこう言った。

「どうせならそのまま寝ねてたらどうだよお。腹の上に火の薬を詰つめ込んだ桶おけを置いてやるから」

「ああ？」

　クースラはようやく体を起こしながら、言い返す。

「俺は眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師だぞ」

「んふっふっふ」

　肩をすくめて、楽しそうに笑っている。クースラはその様に毒気を抜ぬかれてしまっていた。

　フェネシスはいないが、少なくともウェランドはいる。クースラは椅い子すに座りなおしながら、もうなんの感情も湧わかなくなった湖面のような目で、この地下の様子を眺ながめていた。

　火の薬に点火した時、その音がフェネシスに届けばいい。

　そうとだけ思っていた。

　机の上は実験の後そのままで、さらにクースラが寝ぼけてすっころんだせいで、ぐちゃぐちゃになっている。およそまともな錬金術師の机とは思えないが、それもついに廃はい業ぎようなのだ。

　そうなると、見慣れた皿や容器や、蒸留器がいくらかは愛いとしく見える。何百日、何千日と眺め続けてきた蠟ろう燭そくの火も見納めだ。

　ただ、クースラはふと、酸にまみれて汚よごれ、切り落とされた自分の袖を見て思うことがあった。

「この袖、ここに埋うめとくか」

「へえ？」

「眠らない錬金術師、ここに眠るってわけだ」

「いい冗じよう談だんだけど、夜な夜な諦あきらめの悪い錬金術師の呻うめき声が聞こえそうだあね」

「ああ、そう願うよ」

　埋められた服の袖は、持ち主が死んだ後も決して諦めずに真理に向かってもがいている。そんな伝説を一つくらい残したって、罰ばちは当たらないだろう。

　クースラはにやりと口元を歪ゆがめ、袖そでに手を伸のばした。たくさんの実験の夜を共に過ごしてきて、ぼろぼろになるくらい無数の苦労が染しみ込んでいる。その、苦労の結けつ晶しように指を引っ掛かけた。

　あるいは、神にふと触ふれる瞬しゆん間かんというのは、そういう何気ないものなのかもしれなかった。

「クースラよお、それで──」

　ウェランドが物置から振ふり向いた、その直後だ。

「──!!」

　乱雑な机の上で閃せん光こうが迸ほとばしり、時が止まった。剣けんのように鋭するどい光は動きを止めたクースラたちの体を貫つらぬき、広がったのと同じ速度で縮まった。そして、止まった時間の中で、切きれ端はしの袖がゆっくりと持ち上がった。神が、そのぼろ袖に腕を通そうとしているようにも見えたし、袖が口からなにかを吐はき出そうと苦しそうに喘あえいでいるようにも見え、強きよう烈れつな光を吸収し続けるそれは、ついに堰せきを切った。

　出てきたのは、巨きよ大だいな炎ほのお。

　違ちがう。

　姿を見せたのは、精せい霊れいだった。炎の翼つばさをはためかせ、炎の髪かみをたなびかせ、炎の衣を翻ひるがえした精霊だった。

　この世に召しよう喚かんされたこの世ならざる炎の精霊は、大地から解放されたことを喜ぶかのように身を震ふるわせ、空に向かって軽く飛んだかと思うと、その姿は天てん井じように吸い込まれ、あっという間に消え去った。
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　後には、ぽさりという間の抜ぬけた音と共に、生命を燃やし尽つくした袖そでが役目を果たし終え、見る影かげもなく机に横たわっている。その様子に、誰だれも動かないし、口も開かなかった。

　クースラはそれを、またうたた寝ねの最中に見ている夢なのではないかと思った。あまりにも、非現実的すぎた。それに、あの火の精せい霊れいは、クースラに向かって微笑ほほえみかけていたのだ。

　少し成長して大人びた、フェネシスのようだった。

「……見た、か？」

　クースラは黙だまっていられず、そう口にした。

　長い沈ちん黙もくの果てに、ウェランドが言った。

「……見た」

「見ま、した。火の……」

　フィルはごくりと唾つばを飲み、続けた。

「精霊、です」

　幻げん覚かくではない。クースラが袖に目をやると、ほとんどが炭になっていたが、まだわずかに煙けむりを上げ、かすかに燃えている。さっきまでなんの変へん哲てつもなかったものが、まるで地じ獄ごくの中に腕うでを突つっ込んだかのように燃え上がり、火の精霊を呼び出す口となった。

　いや、馬ば鹿かな、とクースラは頭を振ふる。

　火の精霊など呼び出せない。今のはなにかしらの反応なのだ。扱あつかっているのは火の薬とまったく同じ原料だった。似たような現象ならば、これは魔ま法ほうや奇き跡せきの類たぐいではない。

「……火の薬、に似ていた、が……」

「もっと、派手、だったあね……」

　そうだ。炎ほのおを上げるのは同じでも、まるで火の薬を濃のう縮しゆくしたような勢いだった。

　あの数すう瞬しゆん、完全にクースラの目の前で、時間がゆっくりと流れていた。それでもなお前まえ髪がみを摑つかむのに間に合わないほど、火の精霊はせっかちだった。

「……原因。原因はなんだ？」

　クースラは呻うめくように言って、机の上を見渡わたした。それから、違ちがうと直感する。袖が燃え上がったのなら、それそのものになにか変化があったのだ。

　袖の変化。それは、クースラが怪け我がをしたせいで切り離はなされ、その怪我は蒸留器を割ったせいであり、その拍ひよう子しに……。

　クースラはそこまで思い出し、直後に自分の上着を脱ぬぎ、腰こしに差している短たん剣けんで残る袖を落とすと、実験に使ったまま放置していたそれを振り撒まいた。火の薬と同じ原料なのに、なぜか火をつけても燃えなかったもので、炭と太陽の欠片かけら、硫い黄おうと太陽の欠片をそれぞれ蒸留し、得た液体を混ぜたものだった。

　その液体が染しみ込むのを待って、クースラは蠟ろう燭そくを手にした。あの瞬しゆん間かん、自分が手を伸のばした瞬間のことを細部まで思い出す。袖そでは指に引っ掛かけられ、魔ま法ほう陣じんの上に載のったのだ。

　その模様を完成させるには、蠟ろう燭そくの火が必要だった。

「ぐっ！」

　そして、再度地下が光の色に染まり、火か球きゆうが生まれ、天てん井じようを舐なめて散った。

　袖は瞬時に灰と化している。

　クースラは、笑うことすらできなかった。

「……これが、足りなかった最後のかけらか？」

　あれこれ混ぜて試ためしてみたが、あまりに意外なものが答えだった。

「布に染み込ませてから、燃やすなんてねえ……」

「突とつ破ぱ口こうになるかもしれない」

　クースラが呟つぶやくと、フィルもウェランドもうなずいた。先ほどまで腕うでを動かすだけでも精いっぱいだったのに、クースラは椅い子すから立ち上がっていた。

「神の衣に手が届いた」

　それは比ひ喩ゆではなく、真実に近かった。







　悪あく魔まの腹の中を歩き回り、外につながる穴を見つけて空を仰あおいだ。

　まだ空は墨すみを流したように真っ暗だが、星の位置はほどなく東から白しらみ始めるだろう時刻を指し示していた。梟ふくろうが眠ねむり、修道士が目を覚ます時刻。残された時間は、さほど長くはないだろう。

　その段になってようやく、クースラたちは手に入れたものがなんなのか理解し始めていた。

「まとめよう」

　クースラは言って、石せき盤ばんに指を置いた。白しろ熊くまの肝かん臓ぞうの毒によってぼろぼろだった手が、さらにひどい火傷やけどで真っ赤に腫はれている。それはウェランドも同じで、フィルは幸い怪け我がこそなかったが、液体の飛ひ沫まつが染み込んでいたらしくて、上着を一枚まるごと消し炭に変えていた。

　手に入れたのは、そういう気き紛まぐれの猫ねこみたいな代しろ物ものだった。

「この液体は、それだけでは燃えない」

「直接触ふれると、手が焼けるように熱くなるよお」

　ウェランドは自分の小指をひこひこと動かしながら言うし、クースラの腕も切り傷の痛みで気がつかなかったが、液体の触れた場所が焼け、同時に変な色に変わっていた。

　また、クースラもウェランドも、作業のせいで負った火傷にまみれた手には、包帯を巻いていなかった。包帯に液体が染み込むことを考えると、危険すぎるのだ。

「この液体は、布や紙や木片に染み込ませた時にだけ、火に反応するようになる。一方で、これを染み込ませた代物は、火に近づけない限り発火しない。さて」

　クースラは、言った。

「俺たちの反はん撃げきの材料は、これだ」

「火力としては、火の薬とどっちが強いのかねえ」

　あれから何度か火の精せい霊れいを呼び出してみた結果、勢いは確かにこちらのほうが大きくても、兵器としての火力で勝てるかどうかは怪あやしいところだった。

「向こうも相当なものだったしな。だから、利点としては……」

　クースラが人差し指で触ふれたのは、火の薬ならぬ、火の霊薬の入った硝子ガラスの壺つぼだ。

「液体である、ということか。火の薬は炭の黒さで目立つし、目に見えないというのは反逆者にとっていつも好都合だ」

「布に染しみ込ませて、その布を炎ほのおの衣に変えられるから……この霊薬を染み込ませた服でも配って着せて、火矢でも放つかねえ」

「それを見ながら俺たちは輪になって踊おどるか？」

　そんなに都合よく話が進むはずがない。

「だが、考えろ……手元にある材料で考えるしかない」

「紙に染み込ませて、降参の手紙として送りつけるってのは？」

「文字は火にかざすと出てきますってか」

　紙を覗のぞき込んでいた者を消し炭にできるほどの威い力りよくがないことは、すでに確かめている。一いつ瞬しゆんの驚おどろき以上の効果があるとは思えない。クースラは頭を搔かくが、ウェランドの案がすべて馬ば鹿かげているとも思わない。

「結局、そういう思考法になるよな」

　正面切っての戦いを挑いどんで勝てる相手でないことはわかっている。人質を取られ、数で負け、しかも相手は重装備だ。手にしている切り札は似たような性質のもので、性能としてはどちらが上か、今のところはわからない。違ちがうのはその使い方だけだ。

　だが、技術というものは使い方でまったく違う結果を引き起こす。

　それに、正面切っての突とつ破ぱが不可能な以上、意表を突つくしかない。そしてウェランドがあれこれ案を出すように、手にしている道具はこれ以上ないほどに意表を突きやすい性質を持っている。どこかに突破口があるはずだ。

　ないとしても、作るしかなかった。

「奇き襲しゆうにこれ以上最適なものはない。ならばなにかあるはず、あるはずなんだ！」

　クースラは頭を搔かきむしりながら、椅い子すから立ち上がる。毒の効能が薄うすまってきたのか、それとも怒いかりで辛つらさを忘れているのかはわからないが、クースラはそれこそ熊くまのように工こう房ぼうをうろつき回る。

　ウェランドは椅子に浅く座り、だらしなく両足を伸のばし、腕うで組ぐみをして考えている。

　フィルは石せき盤ばんに書きとめられた霊れい薬やくの性質を眺ながめていた。

「フィルさんよお。あんた書しよ籍せき商だろお？　暗殺の本とかそういう役立ちそうなものはないのかよお」

「ええ？」

　驚おどろいたように顔を上げると、肩かたをすくめていた。

「物語では毒殺の場面が珍めずらしくありませんが、悪漢が王の食事に毒を盛りました、程度ですよ。なんの毒か書いてあることすらまれです。突とつ飛ぴなものなどは、暗殺者が魔ま女じよで彼女らが魔法の杖つえを振ふると、たちまち地面が割れ、雷かみなりが落ち、護衛は蛙かえるに変わったりします」

「それが真実なら、今いま頃ごろ魔女が世界の女王だあね」

　そして、そうはなっていない。

「どうすれば……どうすれば……」

　クースラは繰くり返す。

　ここでなにも思いつけなければ、クースラとウェランドは処しよ刑けいされ、フェネシスとイリーネは望まぬ戦いに駆かり出されるだろう。フェネシスは奇き跡せきを体現する者として祭り上げられ、散々利用された挙あげ句く、人々の期待を喚かん起きできなくなるか、密みつ偵ていたちの邪じや魔まになった途と端たん、虫けらのように殺されるだろう。イリーネは職人としての腕うでがありながらも、すべての秘密を知る者だ。まず間違いなく、ろくな目には遭あうまい。

　結果、クースラが一いつ瞬しゆんだけ感じた、あのマグダラのような安あん寧ねいは二度と返ってこない。ほんの一瞬、束つかの間まの奇跡として、絞こう首しゆ台の上で懐なつかしむだけになる。

　俺を頼たよれ、とフェネシスの頰ほおをつまんだのは、ほんの数日前のことだった。世界のすべてがうまく回っていると思っていた。しかし、いつでもつまむことのできた頰は、ここにはない。からかえば怒おこるくせに、ちょこまかと後をついて来る健けな気げな姿もここにはない。人のことをとやかく言う割には、自身のほうがよっぽど乙女おとめな鍛か冶じ職人の姿だってない。工こう房ぼうの親方らしく、他人のことは放ほうっておけない、気の良い奴やつだった。彼女への借りでさえ、まだ返していない。

　なによりも、クースラはマグダラへの道を一度は見つけてしまったのだ。

　もう、あれ以上の奇跡がこの先にあるとは思えない。一いつ切さい合がつ財さいを置いて逃にげるのに賭かけよう、とかけらも思えないのは、ここ以外のどこに行っても、死ぬのと同じだとわかっているからだった。

　自分の人生の意味のすべてが、失われようとしているのだ。

「どうすれば……」

　だが、運命は非情だ。

　神はほんのわずかな光明をクースラたちに見せてくれたが、答えまでは見せてくれない。

　苛いら立だちと焦しよう燥そうで胃の腑ふが焼き切れそうになる。ウェランドがなにか言いたそうに目を向けてくるが、クースラはとても落ち着いていられなかった。

「せめて……もっと量があればよかったのですが」

　フィルが、ぽつりと言った。

「そうだねえ。とにかく量があれば、最初から迷うことなんてなかったんだけどよお」

　量の変化は質の変化だ。葡ぶ萄どうも一粒つぶなら腐くさって干ひからびるだけだが、たくさん集めて袋ふくろに詰つめれば、たちまち甘い葡萄酒に変身する。

「あるいは、本物の魔ま術じゆつと呼べるなにかがまだあるのか？」

　クースラは言って、ウェランドを見た。

「その可能性は……どうかねえ？」

　クースラは苛いら立だち紛まぎれに、自分の問いに答える。

「精せい霊れいは出て来ない。悪魔もな」

「それとも、フィルさんよお、悪魔召しよう喚かんの儀ぎ式しきと結びつけられそうな可能性はないのかねえ」

　錬れん金きん術じゆつ師は迷信にすがらない。迷信を見つけたら、冷れい徹てつにそのとおりに実行し、実際に効果があるのかないのか確かめるだけだ。

　だが、試ためす価値のありそうなことがあれば、どれだけ馬ば鹿かげていたって構わない。

　クースラも、もはやそうするほかなくて、フィルを見た。

「……魔法陣じんについての書しよ籍せきは……土地柄、たくさんあります。南の異い端たん審しん問もんを逃にげてきた異端者は、北の地に自分たちの研究を残しますから」

「それを試ためすってのは」

「……私は構いませんが……」

　その口ぶりからすると、おそらくフィルはとっくに試したのだ。鶏にわとりの血で地下室の床に魔法陣を書いてみたりしたのだろう。それを火の霊薬に変えたからといってなにかが起こる、と信じるようでは、錬金術師もおしまいだ。

　そういうのに騙だまされるのは、手順が厳げん粛しゆくに示されて、これは本当のことだと仰ぎよう々ぎようしく宣言さされると信じてしまう愚おろかな民衆だけだろう。今まさに町の南側がわで密みつ偵ていたちがそうしているような、形を示され、それを信じてしまい、いいように操あやつられる部隊の連中のように。

　確かに、火の霊薬は一見普ふ通つうの液体で、布に魔法陣でも描かいてから火をそっと近づければ、いくらでも奇き跡せきのように見せかけられる。

　だが、敵を率いるのはそれが奇跡ではないと知っている密偵たちであり、彼らもまた奇跡に近い火の薬を手にしている。鶏の口に熱した水銀を流し込み、奇跡を演出したようにはいかないだろう。なにかもっと直接的で、強ごう引いんにねじ伏ふせるような奇策でないと駄だ目めだ。

　それこそ、ウェランドが口にしたような、霊薬を染しみ込ませた布の服を配り火を放つとか、魔法陣を霊薬で書いたら火の精霊を呼び出せるとか、疑いようのない奇跡を突つきつけるとか、そういう、なにかだ。

「くそっ……神はまた逃にげるのか！」

　一いつ瞬しゆん希望の光が見えてしまうからこそ、腹立たしくなる。

　ウェランドは頭を整理するためか、ぶらぶらと散歩してから、戻もどって来た。

「クースラよお」

　と、ウェランドが言った。

「そろそろ、時間だあね。夜が明ける」

　時間は、いつだって足りないのだ。

　期待させられ、裏切られ、また期待して、の繰くり返し。

　クースラは苦々しさを嚙かみ潰つぶすために無理やりに笑い、大きく息を吸った。

　吐はき出す時には、覚かく悟ごが決まっていた。

「フィルさんよ。年代記を記す機会があれば、せいぜい、俺とウェランドの悪あがきを格好良く書いてくれ」

「へ？　え？」

「なにせ、天使の残した伝説の技術を手に暴れるんだ。それこそ、地じ獄ごくの扉とびらを開いて騎き士し団を道連れにした、くらいには書いてもらわないとな」

「んっふふふ。そうだねえ。どうせあいつらは弔とむらい合戦のつもりで俺たちを捕とらえに来るだろうからねえ。整然と並んで向かって来るのを、正面から吹ふき飛ばせるだけ吹き飛ばしてやるよお」

　最終的に負けるのだとしても、一いつ矢しは報むくいたい。名前も残らず、人知れず死んでいく錬れん金きん術じゆつ師たちも、自分の研究を後代の人間が受け継ついでくれると信じているからこそ、研究を続けるのだ。

　本当に意味のないことを、人はそうそうできるものではない。

「市し壁へきの向こうの囚とらわれの姫ひめ様たちにも聞こえるくらいでかい騒さわぎにしないとねえ。地獄の扉を目め一いつ杯ぱい、開いてやるよお」

　それがフェネシスやイリーネへのせめてもの言い訳になるのだとしたら、手にしている道具はそうするのに格好の代しろ物ものだろう。

「こんな場所に来るそもそものきっかけが、聖人の骨を炉ろに突つっ込んだことなんだからな。なるほど、神ってのは実際にいて、罰ばつを下すのかもしれない」

　ウェランドは笑いながら、フィルに言った。

「異教的な騒ぎにするんなら、でかい布が欲しいねえ……と、お誂あつらえ向きだあね」

　それは錬金術用の道具に掛かけられていた大きな覆おおいだ。

「これに霊れい薬やくで魔ま法ほう陣じんを描かこうかね。虚こ仮け脅おどしだけど、いくらかは効果があるだろう？　フィルさん、頼たのめるかなあ」

「そ、それくらいでしたらお安い御ご用で」

　鉛なまりを金きんに変える錬金術師の、一世一代の大奇き術じゆつにしなければならない。ウェランドの案も手に取るようにわかる。元々騎士団の本部で見習い小こ僧ぞうをしていた時には、二人揃そろってどうしようもない悪戯いたずら小僧だった。

　小こ僧ぞう時代の負けん気のせいで殺し合いに近いくらいいがみ合っていたが、なんだかんだと悪戯をする時には手を組んでいたことも思い出す。だからウェランドの考えることは容易に想像がつく。クースラはその様を想像し、かすかに笑う。真ま面じ目めくさって行進して来る部隊相手に、一いつ世せ一いち代だいの馬ば鹿かげた奇術を仕し掛かけてやるその様を想像し、手順を決めていく。

　その様を想像し……想像し、想像し……。

　想像し。

　クースラは、目を見開いていた。

「あるいは霊薬を染しみ込ませた布を矢で飛ばして、それから火矢を飛ばせばどうにかなりませんか」

「うーん、その暇ひまがあるかだよねえ。それに、ちょっと、なんか冴さえないかなあ」

　フィルとウェランドが、命の懸かかっているとは思えないくらい吞のん気きにそんなことを話しているのをよそに、クースラはひとつの絵図を思い浮かべていた。

　人は、それを可能性と呼ぶのかもしれない。

「ん？　クースラよお、どうした？」

　ウェランドがクースラの様子に気がついた。

　しかし、クースラは返事をせず、霊れい薬やくの性質を書き留めた石せき盤ばんをじっと見つめていた。

　そこには調べ上げた霊薬の性質が記されている。透とう明めいで、それだけでは発火せず、特定の物に染しみ込ませた時だけ、火を近づけると猛もう烈れつな炎ほのおを吹ふき上げて燃焼する。

　その特定の物とはなんだった？

　布、紙、それに、木。

　魔ま法ほう陣じん？

　対して想定されるのは、敵の進軍の様子だ。弔とむらい合戦ならば死んだ上官に敬意を払はらい、整然と行われるだろう。そういう形式こそが、密みつ偵ていたちに権力を移い譲じようする儀ぎ式しきの一つでもあるはずだ。

　だとしたら……。

　クースラは、自分の口元を一度押さえ、もう一度確かく認にんする。自分の考えを整理する。

　技術は使い方によって、とてつもない効果を発揮する。

　だがそのためには、与えられたすべての道具を遺漏なく用いることが必須となる。

「奇き跡せきを、起こせるぞ」

「え？」

「天使、いや、悪魔の伝説を再現できるかもしれない」

「クースラ？」

　ウェランドに名を呼ばれ、クースラはそちらを振ふり向いた。

「アッバスを、火の海に変えてやるんだよ！」

　自分が悪あく魔まのように笑っている自覚があった。

　だが、そうするしかないし、それが最上の手段に違ちがいなかった。奇き跡せきを示すほかない。それも伝説級の奇跡を示し、地じ獄ごくの扉とびらを用意して騎き士し団の精せい鋭えい部隊を丸ごと飲み込ませるしかなかった。

　クースラは計画をウェランドとフィルに提示した。これにはフィルの協力も幾いくばくか必要だった。だが、最も頼たよるべきは、小こ僧ぞう時代からの腐くされ縁えんだ。

「クースラよお、お前こそ、錬れん金きん術じゆつ師だあね」

　計画を聞いた後のウェランドは、どこか泣くのを堪こらえるような、困ったような笑えみだった。

「なんでもいい。なんにせよ、準備は俺一人じゃ無理だ」

　ウェランドはうなずき、椅い子すから勢いよく立ち上がる。

　フィルもまた、役割を与あたえられて意気込んでいた。

「やってやろう。新しい伝説を作るんだ」

　そして、伝説の記された書物の最後ではいつだって。

「お誂あつらえ向きに、助けるべき姫ひめ君ぎみもいるしねえ」

　そのとおり。

　ここまで配役が揃そろっているのだ。

　具材を鍋なべに放ほうり込み、後は勝手に煮にえ立たせればいい。

　最高の料理ができるだろう。

「よし。伝説の始まりだ」

　子供の頃ころのままの顔をした三人が、揃ってうなずいたのだった。
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　祭りの夜を経た町は、いつも以上にひっそりと静まり返っていた。あるいはそれは、嵐あらしの前の静けさだったのかもしれない。

　空が白しらみ始める頃ころ、新たな騒さわぎの前ぜん兆ちようが町に現れた。甲かつ冑ちゆうに身を包み、馬にまたがり、軍旗を掲かかげ正装した一人の騎き士しだ。その騎士が港からまっすぐ、木の敷しき詰つめられた大きな通りを進んで来る。彼が来ることは、事前に港から寄よ越こされた急使によって、寝ねずの会議をしていたのだろうポドロフ家の面々に伝えられたに違ちがいない。

　騎士の左腕うでには、白い布が巻きつけられている。なにかにつけて体面を重んじる騎士が、殊こと更さら、義を主張する時に巻きつけるものだ。それはほとんどの場合が弔ちよう意いであり、騎士の示す弔意とは、血の掟おきてを示すものでもある。

　ポドロフ家の最長老が、夜の明けきらない真冬の極ごつ寒かんの空気の中、かすかに髭ひげを震ふるわせながら、悪あく魔まの腹の前の広場で、馬上の使者からの手紙を押し頂いた。

「我々は、軍旗に誓ちかって、仇あだなす者を成敗しなければならない。たとえそれが神であっても、容よう赦しやはしない」

　断固たる決意が夜明けの広場に響ひびき渡わたる。

　ポドロフ家の面々は、膝ひざをつくしかない。

「町に二人の錬れん金きん術じゆつ師と、一人の書しよ籍せき商が潜ひそんでいる。見つけ出して、引き渡せ。さもなくば、我らの仲間の死を、この町のすべての者の血をもって贖あがなわなければならない」

　ポドロフ家の面々は、ますます頭を垂たれて恭きよう順じゆんの意を示す。

　騎き士しはしばらく馬上から睨にらみつけた後、もったいぶって馬を転回させた。

　クースラは、馬の蹄ひづめの音が聞こえた瞬しゆん間かんに、悪あく魔まの腹に続く扉とびらを開けた。

「よお、どこに行くんだい」

　馬が止まり、騎士が振ふり返った。馬がいななき、騎士が目を見開いている。間に挟はさまれたポドロフ家の面々は、逃にげるように退どいた。

　悪魔の腹から出て来たクースラとウェランドは、地じ獄ごくの悪魔のように、にやつく歯の隙すき間まから白い息を吐はいた。

「俺たちに用があるんだろう？」

　騎士が馬上でまごついているのは、突とつ然ぜんクースラたちが現れるとは思っていなかったからか。

　それとも、その異様さゆえだろうか。

　クースラは白い毛皮を頭からかぶっていた。儀ぎ式しきで使われ、なめされていた白い熊くまの毛皮だ。

　脂し肪ぼうを削そがれ、棒で叩たたかれ、明みよう礬ばん液で洗われた毛皮はまだ生なま皮かわのようで血の匂においさえあったが、クースラはそれを頭からすっぽり、でかすぎる外がい套とうのように羽織っていた。

「本物の白き者の奇き跡せきってやつを見せてやろうか」

「き、貴様！」

　騎士は呻うめき、大きく息を吸った。

「錬れん金きん術じゆつ師だ！　錬金術師がいたぞ！」

　静かな町に声が響ひびき渡わたり、騎士は再度クースラたちを見た。

「貴様らの虚こ仮け脅おどしになど乗らん。聞けばすべての奇跡はあの白き姫ひめのものだというじゃないか。私もニールベルクではすっかり騙だまされた。だが、今度はそうはいかんぞ！」

「はっ。そんな節穴の目をしているんだ。もう一回騙されてみればいい」

「貴様……！」

　騎士は腰こしの剣けんに手をやったが、結局、抜ぬかずに手を引いた。

「まさか今いま更さら逃げられるとは思っていまい。それに、お前を成敗するのは私の役目ではない」

　騎士は手綱を握り直し、前を向くと、改めて肩かた越ごしに言った。

「しばし待て。お前らの体が細切れにされていなければ、私の一ひと太た刀ちがお前らの肉を斬り刻むこともあろう」

「楽しみにしてるぜ」

　クースラが言うと、騎士はもう表情を変えず、無言で馬を走らせて戻もどって行った。

　木が敷しき詰つめられた道独特の音が響く。

「さあて、始まるよお」

「準備は本当にできてんだろうな」

「の、はずだあね。だろう？」

　ウェランドが視線をポドロフに向けると、広場の隅すみで固まっている連中の中にいたポドロフは、顔をしかめていた。その横では、下げ男なんに変装したフィルが松明たいまつを持って控ひかえている。

　なんにせよクースラとウェランドは姿を現した。

　これでポドロフたちの義務は果たされたが、クースラたちの策が失敗すれば、ポドロフたちは密みつ偵ていの率いる部隊の後押しをさせられる。密偵たちは奇き跡せきを使って当初こそ勝ち進むだろうが、きっとどこかで本物の神に見放される。

　そんな馬ば鹿かげた旅路に付き合いたくないポドロフは、成功させろ、と嫌そうな顔で言った。

「あとは、密偵たちがどれだけ型に嵌はまってくれるかだな」

「向こうも魔ま法ほうを発動させるには、大おお袈げ裟さな手順が必要だよお」

「その手順を逆手にとって、大魔法を見せてやろう」

　クースラとウェランドがそんな軽かる口くちを交かわしていると、悪魔の腹の入り口からまっすぐ南に延びる道の先に、人ひと影かげが現れた。一人、二人、と思ったものが、たちまち整然と並んだ一つの部隊になる。

「気取ってやがるが……見ろよあれ」

　クースラはにやりと笑い、彼らが前進してくる様を眺ながめていた。露つゆ払はらいの歩兵二人が、手に大きなはたきを持っている。火の薬をばら撒まかれていないかと、警けい戒かいしているのだろう。

「転ばぬ先のなんとやら、だあね」

「聖典をよく読むべきだ。盲もう目もくの羊飼いに先導された羊の行き先が書いてある」

　部隊は静かに、威い厳げんたっぷりに近づいて来る。先頭にいるのは他ほかならぬあの密偵たちだ。

　すっかり部隊のお偉えらいさんの服に着き替がえ、ふんぞり返っている。表おもて舞ぶ台たいに立つのを夢見て、必死に泥どろをすすってきた、そんな連中の晴れ舞台だった。

　また、次から次へと港から通りに出て来る部隊の中に、一ひと際きわ目立つものが現れた。

　竜りゆうの火か炎えん放射器だ。

　火の薬に次ぐ、あるいは使いようによってはそれ以上の威力を発揮する兵器であり、およそたった二人の錬れん金きん術じゆつ師の始末に持ち出すような代しろ物ものではない。

　だが、密偵たちにとって、クースラたちは手ごわい敵でなければならない。そうであればあるほど、処しよ刑けいした時の権けん威いも高まろうというものだ。弱い相手、と見なしてはならない。大勢を引き連れて、まるで一個の軍勢を相手にするかのような構えで臨のぞみ、相手が油断のならない実力を秘ひめていると示せば示すほど、倒たおした時の成果は大きいのだから。

「俺たちに用だと聞いたが？」

　クースラが最初に口くち火びを切った。

「用はある。だが、語ることはない」

　密偵は頭の切れる男だ。下手な問答をして、錬金術師になにか言げん質ちを取られることを恐おそれたのだろう。さっと右手を上げると、後ろに居並ぶ騎き士したちが弓を構え、剣けんを抜ぬいた。

「姫ひめ君ぎみたちはどうした？　それくらい聞かせろよ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんで、権けん威いなど足あし蹴げにしてやると息巻いていた頃ころのことを思い出し、クースラは顎あごを殊こと更さらに上げて聞いた。ウェランドも隣となりでにやにやし、余よ裕ゆう綽しやく々しやくにくしゃみなどしていた。

「我々の加護のために祈いのっている。貴様ら錬れん金きん術じゆつ師は魔ま道どうの術を使う。我々の浄じよう化かの炎ほのおで消し炭に変えてやろう」

「つまり、その列にはいないってことか」

　密みつ偵ていの後ろを覗のぞき込むように、わざとらしく首を伸のばしてクースラは言った。

「二度とその穢けがれた手で触さわらせはせん。白き者たちは我々が守る」

　大義を殊更に主張する輩やからは、いつだって被ひ害がい者の仮面をかぶる。やられたからやり返す、というのは子供でも知っている理り屈くつだからだ。

「いや、結構なことだ」

　クースラは両手を肩かたの高さに上げ、ゆっくりと、長く細いため息をついた。

「なにせ、俺は白しろ熊くまの髄ずいを食らい、こうして毛皮もかぶっている。まだ血の匂においの残る、生命の残ざん滓しを感じさせる白熊の毛皮だ。あんたもかぶってみるといい。力というものの意味を実感できる」

　熊の威いを借りる狐きつね、というところだ。

　すると、火の薬が世界を征せい服ふくできると見るやたちまち策を巡めぐらせて奪うばい取った密偵は、ある種の当てこすりだと思ったらしい。努つとめて無表情だったが、顎に力をこめて歯を食いしばっているのがわかった。

「力に溺おぼれた者は愚おろかだ。地じ獄ごくで悔くい改めるがいい」

　そっくりそのまま返すよとクースラは胸中で笑う。密偵はさらに手を高く掲かかげ、騎士たちが陣じん形けいを変えた。悪魔の腹の入り口の前に立つクースラたちを取り囲むように広がり、各おの々おのが武器を手に構えている。

　そして、クースラたちの真正面には、すべてを灰かい燼じんに帰させる竜の火炎放射器と、仰ぎよう々ぎようしいまでの僧そう服ふくに身を包んだ男が、銀の壺つぼを抱かかえて立っている。おそらくそこには、奇き跡せきの火の薬が入っているのだろう。

「言い残すことはそれだけか？」

　あるいは、その台詞せりふは密偵が言った、と周りの騎士たちは思ったかもしれない。

　爪つま先さきに重心が移り、それを合図に飛びかかろうとしたのが見て取れたからだ。

　だが、それは誤りだ。

　そう言ったのは、ウェランドだった。

「つまらない人生だあね」

　クースラと密偵のやり取りを眺ながめていたウェランドは、寄りかかっていた扉とびらから体を立てなおし、足元に丸めてあった布を手に取り、手て際ぎわよく広げて地面に敷しいた。

「……そこに首を並べて欲しいのかね？」

　錬れん金きん術じゆつ師がなにかをしようとしている。

　絶対の自信がありつつも、どこかに不安をにじませた密みつ偵ていが、居い丈たけ高だかに言う。

「黒くろ魔ま術じゆつとしては、それもいいかもねえ」

「なにを──」

　密偵の言葉は、ウェランドがひょいと落とした蠟ろう燭そくの前に、かき消された。

「!!」

　ぼん、というくぐもった音がして、大きな布が舞まい上がり、見上げるばかりの炎ほのおを一いつ瞬しゆんだけ吐はいて、燃えた。取り囲む騎き士したちはたじろいだように見えたが、それもまた一瞬だけだ。密偵にいたっては、ほっとしたようにすら見えた。

「奇き跡せきは終わりかね？」

　彼らは演説の際に、火の薬を用いている。どれだけの量を使ったかはわからないが、意識が朦もう朧ろうとしたまま地下工こう房ぼうにいてすら炎の音が聞こえたのだから、かなりのものだろう。それに比べたら、今のような見世物は子供騙だましに近い。事実、騎士たちはクースラたちの秘策はこの程度のものか、と勝利を確信する顔になっていた。

「その奇術も、ニールベルクならばうまくいったかもしれないな。白き者たちの残してくれた火の薬があれば、そんなことはいくらでも可能だ」

「そうかもしれない。だが、そうではないかもしれない」

　クースラが言った瞬間だった。

「いい加減にしろ！　貴様ら錬金術師は人を欺あざむいてばかりだ！　時には真実を見せようとは思わないのか！　我らは真なる奇跡に支えられている！　貴様らとは違ちがう！　構わん！　者どもよ！　葡ぶ萄どう畑に潜ひそむ蛇へびを打て！」

　限界まで上げられた手が振ふり下ろされる。

　その直後だ。

　ウェランドはもう一つの蠟燭を手に取り、無む造ぞう作さに放ほうっていた。火のついた蠟燭は、ゆっくりと弧こを描えがいて飛ぶ。蠟燭の火は風に吹ふかれ、今にも消えてしまいそうなほど弱々しい。

　だが、もしかしたら、それは人の一生そのものなのかもしれない。ほとんどの者が与あたえられた体のすべてを燃やして輝かがやくことはなく、地面に落ちた瞬間、あるいは空を飛んでいる最中にすらその火を消してしまう。

　だが、その中でごくわずかに、地面に落ちてからもなにかに燃え移り、大きな火を上げるきっかけになれる者がある。

　閃ひらめき、という語が火と光に関係するのは、そういうことなのだ。

　そして、運命の蠟燭は地面に触ふれ……。

　光の中に消えた。

「っ──！」

　クースラとウェランドでさえ、顔を背そむけ腕うでで防いだ。一いつ瞬しゆんで爆ばく炎えんが上がり、昼と夜が反転する。油や薪まきに火をつけたのとは明らかに違ちがう、魔ま神じんの咆ほう哮こうのような火柱だった。

　その火柱が、クースラおよびウェランドと密みつ偵ていたちを分断するかのように舞まい上がり、消えた。

　それはほんの一瞬のことだったのに、炎ほのおが余よ韻いんを残して消え去った時、向こう側がわに見えた者たちとは、久しぶりに会ったような気がした。

「よう。正義の使者たち」

　クースラが言葉を向けても、密偵は馬上で動けなかった。その両脇わきでは、炎に驚おどろいて大暴れする馬の轡くつわを、三人がかりで押さえていた。

「ば……馬ば鹿か、な」

　茫ぼう然ぜんとしながらも暴れる馬を巧たくみに乗りこなしてしまう密偵の姿は、奇き妙みようでさえあった。

　うまく世の流れに乗り、どんな荒あら事ごとも乗り越こえてきた。

　だが、この世には、そういう如じよ才さいなさでは対処しきれない、根本的に違う事こと柄がらがあるのだ。

「火の、薬？」

　最前列にいた密偵が、後ろに控ひかえる別の密偵を振ふり返った。

　そして、目を見開いていた者たちは、愕がく然ぜんとしながら首を横に振った。

「違う……火の薬があれば黒さでわかる……では、なんだ……なんなんだ……」

　王は馬の足に蹄てい鉄てつをつけ、鍛か冶じ屋に重税を課し、いつでもその首を刎はねる権限を持つかもしれない。だが、いざ蹄鉄が割れた時、それを修理できるのは鍛冶屋しかいないし、蹄鉄の質を改善できるのもまた、鍛冶屋だけなのだ。

「技術ってのはな」

　クースラは火の粉こを払はらうように服を払い、悠ゆう々ゆうと密偵を睨にらみ上げる。

「必ず改善ができる。その過程で、まったく別の姿を見せることがある」

「お前らはねえ、そのことを軽視しすぎたんだよお。白き者たち、あるいは天使の伝説はねえ、あれはどこまでも本当のことだった。だが、真っ黒い火の薬ではまだ深奥まで到とう達たつしていなかった。あれはもっと別の形で完成するものだった。たとえば、この町全体が、その奇き跡せきを再現するための道具だったと考える必要があったとか、ねえ？」

　地下の洞どう窟くつも、白しろ熊くまの儀ぎ式しきも、なにもかも。聞けば、町の構造さえ古いアッバスと同じで、かつて焼け出されて来た者たちの記き憶おくに従って町並みが再現されているらしい。それはポドロフに確かく認にんした。

　もちろん、クースラは最初からそう気がついたのではない。あの地下工こう房ぼうで起死回生の案が閃ひらめいた時、あまりにも奇策がうまくいくだろうことに違い和わ感を持ったのだ。

　なにより、白き者たちはどこまでも合理的だった。無む駄だなことなど、なにひとつない。だとしたら、太陽の欠片かけらを抽ちゆう出しゆつした時と同じかもしれないと思ったのだ。神の采さい配はいでお膳ぜん立だてがなされていたのではなく、もともとそういう目的で作られていた町を模造したのだから、同じ結果になったにすぎないのだと。

　そうでなくとも、自分がどこに立っているのか、なにに支えられているのか、人はもっと注意を向けるべきだった。王が下しも々じもの者に暗殺される時、いつだってその箴しん言げんを思い出すだろう。

「木だよ」

　クースラは、言った。

「寒い地方で、雪がよく降り、ぬかるむから、この町には木が敷しき詰つめてある。そう思った。それは大部分正しく、だが、大部分しか正しくない。これもまた、白しろ熊くまの儀ぎ式しきと同じことだ。かつてのアッバスの伝説をきちんと考えたことがあるか？　あれには奇き妙みような点がある」

　空から舞まい降りた天使が、太陽を召しよう喚かんして一いつ瞬しゆんにしてアッバスを火の海に変え、この世から消しよう滅めつさせた。火の薬を手に入れた時、間ま違ちがいなくこれが用いられたのだとクースラは思った。

　だが、よくよく考えてみればいいし、それは実際に火の薬を扱あつかった者ならば、誰だれでもが思うはずのことなのだ。密みつ偵ていたちがクースラたちの前に現れた時、先導したのははたきを持った男たちだった。火の薬は目立つ。あまりにも目立つ。町全体を一瞬で火の海に変えようと思えば、道に沿って大量にばら撒まかなければならないだろうが、そんなことをしていたら、誰だって怪あやしむに違いない。不思議な伝説として語り継がれるようなことだってあるまい。明らかに、黒い粉を使って町を吹ふき飛ばしたと残るはずだ。黒い雪が町に降り積もった後、町が火の海に包まれました、とかいう伝説が残っていてもおかしくなかった。

　だとしたら、答えはこれだ。

　太陽の欠片かけらに炭と硫い黄おうをそれぞれ混ぜて蒸留し、出来上がった二種類の液体を混合した火の霊れい薬やくの性質を思い出せ。それは特定の物に染しみ込ませた時にのみ、秘ひめられた力を炸さく裂れつさせる。

　それは以下の物だった。

　布。紙。

　そして。

「お前らの足元の木にはな、染み込ませると火の薬以上の火力を出す霊薬が塗ぬり込められている。お前らは、地獄の扉とびらの上に立ってるんだよ」

　クースラが指をさすと、そこから火が出たのではないかというほどに、騎士たちが動揺した。

　中には慌あわてて足を上げ、重い甲かつ冑ちゆうのせいで姿勢を崩くずしてすっころぶ間ま抜ぬけもいた。

　誰もが足元を見て、クースラを見て、脂あぶら汗あせを垂たらしている。

　まばたきの回数が減り、呼吸が早くなり、左右をさりげなく窺うかがっている。

　逃にげるならどっちだ？

　だが、どこを見ても木の道が続いている！

「魔ま法ほうってのはいつだって、手順に従ってなされるものだ。だから、お前らが策のために仰ぎよう々ぎようしくこっちに向かって来てくれたからこそ、俺たちの奇き跡せきは成った」

　クースラは、ウェランドが素知らぬ顔で火をつけまくっている松明たいまつの一つを手に取った。

「お前らの足元には、地じ獄ごくの扉とびらを開く魔法陣じんが描かいてある。逃にげようたって無む駄だだぜ。どれだけ素す早ばやく火が回るかは、今しがたの実演で見ただろう？　これこそが、古いアッバスの町をたった一夜で、一いつ瞬しゆんにして、誰だれにも予期させずに灰にしてしまった真相だ。きっと」

　と、クースラは、密みつ偵ていを悲しげな笑えみと共に見た。

「あの当時も、白き者たちを苦しめようとする誰かがいたんだろうな」

「ぐっ……お、お前、ら……」

「おい！」

　クースラは不意に怒ど鳴なり、全員がびくりと動きを止めた。

「そこのお前！　火か炎えん放射器用の火を消せ！　吹ふき飛ぶぞ！」

　その声に、全員がそちらを見る。顔を真っ青にした兵が、慌あわてて火を消そうとした挙あげ句く、地面で消そうとして、すんでのところで同どう僚りように止められていた。彼らは自分たちの手で、握にぎり込むように松明の火を消した。

　そして、次の指示を仰あおぐような目を、他ほかならぬクースラに向けた。

「技術ってのは応用が利きくからこそ恐おそろしく、魅み力りよく的なんだ。果実をもぐだけの奴やつばかりなら、葡ぶ萄どう畑は荒あれ果ててしまう。そこの馬の上に乗っている奴らはな、そういう輩やからなんだよ」

　クースラが松明の先で指し示すと、やはり全員の視線がそちらに向く。

　もはや誰がその場を取り仕切っているかは明らかだった。

「だ、だが、それは、その……」

　密偵は必死に言葉を探しているが、出てこない。語るべき言葉など持ってはいないのだ。

　なぜならば、彼らは工こう房ぼうで汗あせ水みずを垂たらし、答えがないかもしれない問いを必死で問いかけたことがないからだ。

「捕とらえろ！　騎き士し団の上官に毒の肝きもを食わせたのはそいつらだ！」

　言葉だけで人を動かすのは難しい。

　だからこそ、逆に人々は目に見える奇跡のようなものにすがる。

　それを嫌いやというほど理解していたクースラは、その瞬間、白しろ熊くまの毛皮を脱ぬぎ捨てた。

「この姿を見ろ！　俺はその密偵に毒を盛られた一人だ！　この症しよう状じように見覚えがあるだろう！　お前たちが従い、騎士団の高潔さを体現していた者たちは、溶とけるように死んでいったはずだ！」

　裸はだかになった上半身は、皮がただれてぼろぼろだった。小細工でどうにかなる症状ではないし、いかなる皮ひ膚ふ病とも明らかに異なっている。

　それを目まの当あたりにした者たちは、クースラの言葉を信じた。ある者は聖者の聖せい痕こんを目まの当あたりにした信徒たちのように跪ひざまずき、ある者は武器を捨ててへたり込んだ。またある者は走って逃にげ出し、ある者は密みつ偵ていたちの乗る馬に飛びかかった。

　密偵たちは声を上げず、抵てい抗こうもせず、だが、騎き士したちに取り押さえられる間、ずっとクースラを見つめていた。そこには恨うらみも怒いかりもなく、ある種の驚おどろきと敬意があった、と言ったら言いすぎかもしれない。それでも、密偵たちが抵抗しなかったのは、事実だった。

　クースラはそんな彼らを見つめ続け、騎士たちによって後ろ手に縛しばられ、膝ひざをつかされるのを見ていた。

　そして、ゆっくりとそちらに向かって歩いて行った。

「クースラよお、風か邪ぜひくよお」

　と、ウェランドが白しろ熊くまの毛皮を冗じよう談だんめかして持ってきて着せようとしたが、クースラはそれを受け取ろうかどうしようか、少しだけ迷った。

「お優しいですな」

　そう言ったのは、密偵の一人だった。どうしてクースラが毛皮をすぐに受け取らなかったのか察したらしい。

「せっかくの白い毛皮だからな」

　返り血で汚すのは少し惜しい。

　そんなことを思うクースラの視線を正面から受け止める密偵たちの顔は、妙にすっきりとしていた。そう言ってよければ、やり遂げた、という顔をしていた。

　好機と見るや即座に判断し、動いた彼らは立派なものだと思う。その一瞬のために、数多の苦労を耐たえ忍しのんできたのも事実だろう。彼らは自分たちのマグダラのために、そのただ一度だけ垣間見えた光に、彼らなりに手を伸ばした。それを善とか悪とか評するには、錬れん金きん術じゆつ師というのは汚れすぎている。ただ、方法論として正しかったどうか、という判断しかできない。その意味では、彼らは途と中ちゆうまで正しく、最後に誤った。

　それだけのことなのだ。

「ためらわないことです。我々は、あなたに牙きばを剝むいた。また隙すきがあれば剝くでしょう」

　密偵の諭すような言葉に、クースラは短剣をゆっくりと抜ぬいたが、刃の裏と表を見返して、肩をすくめて腰に差し直した。

「俺には良い薬になった。少し苦すぎたがね」

　フェネシスと戯れ、イリーネやウェランドと過ごすのが心地よくて、完全に油断をしていた。

　危うく取り返しのつかないことになりかけたが、取り返せたのだ。

「アイルゼンに申し開きをしてみればいい。助かるかどうかは、あんたらの才覚次第だ」

　密偵たちは静かな目をクースラに向け、小さく笑ったまま、うなだれた。

　多分、彼らを許してしまうのもフェネシスやイリーネたちの影響なのだろうが、悪いことだとは思わなかった。それに、ウェランドもやれやれと微笑んでいる。

「縛り上げて牢ろうに放り込んでおけ」

　クースラは運ばれていく密偵たちを見送ると、視線を道の先に向け、こう言った。

「道を空けろ」

　クースラが言うと、海が割れるように騎士たちが道の両脇わきに退いた。

　火か炎えん放射器が道の真ん中に置き去りにされ、ずいぶん滑こつ稽けいだった。

「使う奴やつらがいないと、竜りゆうも寂さびしそうだあね」

「道具なんてのはそんなもんだ」

　クースラはウェランドと並び、道を南に下って行く。残された騎き士したちは、ついて行くべきかどうかひどく悩なやんでいた。あるいは、その場から単に逃にげ出したかっただけかもしれない。

「ああ、そうだ」

　クースラは言って、振ふり向いた。そして、火のついた松明たいまつを放ほうり投げる。歴戦の兵たちが揃そろって頭を抱かかえてしゃがんだが、地面から火の精せい霊れいが出て来るかもしれないというのに、その対策は無意味極きわまりない。

　だが、最も滑こつ稽けいなことといえば、松明が地面に落ち、ころころと転がったことだろう。

「安心しろ。町を火の海に変えるつもりなんてない」

　騎士たちは互たがいに顔を見合わせ、立ち上がると剣けんを収めてクースラたちの後につき従った。

　自分たちのついて行くべき主あるじとは、慈じ悲ひ深く、高潔で、奇き跡せきの手本となるべき者であるからだ。

　そんな心情が手に取るようにわかり、クースラは辟へき易えきするようにため息をついたが、黙だまって彼らのしたいようにさせた。なぜなら、政変劇に気がついていない門番が南の市し壁へきを守っていて、彼らを説き伏ふせるのに役立ったし、それはクースラたちが現れると途と端たんに武器を構えようとした部隊の残りの面々についても同様だったからだ。

　道具は使えるだけ使え。

　クースラは先導される王のように、大商会の倉庫が立ち並ぶ区画に向かい、その中でも一ひと際きわ大きな建物の中に入った。その一番奥の扉とびらの前に立つと、向こう側がわからは、かん、かん、と鉄を打つ単調な音に、火の燃える音、なにかが煮にえるような音も聞こえてくる。イリーネとフェネシスはこの部屋に幽ゆう閉へいされているとのことなので、中で作業をさせられているのだろう。

　無む駄だを嫌きらう密みつ偵ていらしい、と少し笑えもする。

　クースラとウェランドは他ほかの者を下がらせ、扉を開けて、中に入った。

「ん？」

　扉の向こうは予想どおり工こう房ぼうの体ていをなしていた。

　だが、奇き妙みようなのは誰だれもいなかったことだ。外の水車かなにかに連動した槌つちが、無意味に鉄を打ち、大きなかまどの上では水かなにかが不必要なほど煮立っていた。

　あいつらはどこに行った？

　そう思った直後、両脇わきからなにかが襲おそいかかってきた。

　ウェランドはクースラの右側からの物を受け止め、クースラは左側からの物を受け止めた。

　クースラが受け止めたのは、振ふり下ろされた大きな鉄の壺つぼだ。

　そして、その向こうに見えたのは、大きく見開かれた、緑色の瞳ひとみだった。

「ずいぶんな歓かん迎げいだな」

　クースラが言うと、ウェランドも笑っていた。

「イリーネちゃん、ひどいよお」

　ウェランドは振り下げられた鉄てつ槌ついを器用に受け止めていた。

　イリーネも、フェネシスも茫ぼう然ぜんとしていた。クースラはひとまず後ろを振り向き、扉とびらを閉じた。クースラたちを先導した騎き士したちの中に、フィルの姿もあったような気がしたが、ここに入れるつもりはない。あいつは見たことを本にする可能性が高いからだ。

「ど、どう、して？」

　煤すすだらけのフェネシスの手から鉄の壺を受け取り、逆さにして床ゆかに置くと、クースラはその上に座った。実際、立っているだけでかなり限界に近かった。

「どうして？　それを問うことに意味があるのか？」

　クースラはフェネシスの手を摑つかみ、引き寄せる。

　一番欲しかったものが、手の届く範はん囲いに来た。

「俺たちは錬れん金きん術じゆつ師だぜ。どんなことだって、可能にして──」

　そこで言葉が途と切ぎれたのは、フェネシスに飛びかかられたからだった。

　出会ったばかりの頃ころは、怯おびえ、震ふるえ、なにもかもを諦あきらめていた真っ白い少女が、脇わき目めも振らずに飛びついてきた。自分にはどうしても欲しいものがあるのだと、体いっぱいに叫さけんでいた。

　クースラはそれを受け止めきれず、壺の上から滑すべり落ちて、後ろ向きにひっくり返った。

　それでもフェネシスは気になんてしない。二度と離はなすものかと、クースラの首に腕うでを回し、力の限りにしがみついていた。

「おい、お前……」

　クースラは仰あお向むけになったままその体を剝はがそうとしたが、毒にやられ、徹てつ夜やの作業を経た今では到とう底てい叶かなわなかった。もしかしたら、気力体力ともに十分でも、無理だったかもしれない。クースラは結局、その手をフェネシスの背中に回し、ぽんぽんと叩たたいた。

「鉛なまりを金きんに変えてやったよ」

　その一言に、フェネシスの獣けものの耳が大きく揺ゆれた。

　耳先で目元をくすぐられて、クースラは勝手に顔が笑ってしまう。

「眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師が、無様な姿だあね」

　そう言ってクースラの顔を覗のぞき込むのは、嫌いやがるイリーネを片手に抱だいたウェランドだった。

「やっかみか？」

　クースラの一言に、イリーネから両手で顔を突つき放そうとされているウェランドは、くすぐったそうに笑う。
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「イリーネちゃんは照れ屋だからねえ」

「違ちがうわよ馬ば鹿か！」

　クースラも笑い、疲つかれたようにため息をつく。

「《利子クースラ》の名を返上しないとな」

「んん？　ああ、ここがマグダラだって？」

　ウェランドの言葉に、フェネシスの耳がまたびくりと動く。

　そして、ゆっくりと顔を上げると、涙なみだと鼻水で立派なものだった。

「ひどい顔だな」

　クースラが笑うと、フェネシスは自分の肩かたに顔をこすりつけていたが、それでも顔は綺き麗れいにならない。

　だが、クースラが笑ったのは、また別の意味でだった。

「そうかもしれないが、そうじゃないかもしれない」

「呆あきれるねえ。まだ進む先があるのかよお」

　いや、問題そのものは大きく解決していない。騎き士し団に対して教皇から破門の宣告がなされた以上、大きな問題の前の小さな問題を解決できたにすぎない。

　それでもクースラはそんなことで言ったのではなく、もっと別の意味があった。

「ある。進むべき先がある」

「試ためしに聞くけど、どこだよお」

　胸の上で顔を上げたフェネシスも、ひっくひっくとしゃくり上げながら、物問いたげな目を向けてくる。もうどこにも行かないでくれ、と目で言っていた。

　クースラは安心させるようにフェネシスの頭を撫なでてから、言った。

「アッバス」

「はあ？」

「滅ほろぼされたほうのな」

　その言葉には、ウェランドのみならず、頭を撫でられたフェネシスもきょとんとしていた。

「あんた、まだ奇き跡せきを探したりないわけ？」

　イリーネが呆あきれるように言ってくる。

　クースラはフェネシスの目元を親指で拭ぬぐうと、渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって起き上がった。

　このまま眠ねむりにつけば、最高に至福の時間を過ごせるだろう。しかし、クースラは錬れん金きん術じゆつ師であり、マグダラに着くまでは眠るわけにはいかないのだ。

「白い者たちの伝説を解き終わっていない」

「はあ？　クースラよお、空を飛ぶ方法がアッバスにあるって根こん拠きよはなんだよお」

「いや、その方法についてじゃない。俺たちが見つけた火の薬、あるいは霊れい薬やくでもいいが、おかしな点がまだある」

　ウェランドはふと顔を引き締しめた。

「どういうことだい？」

「俺も途と中ちゆうまで気がつかなかったが、少し落ち着いたらな、ふと思ったんだ」

　町を一夜にして灰かい燼じんに帰させる。その炎ほのおは山を二つ隔へだてた遠くからでも見え、三日三晩燃え続けた。ある者はその様子に、白き者たちは特とく殊しゆな金属を製せい錬れんしていたのではないかと疑った。

　伝説の骨こつ子しはそんなもので、確かに火の薬か、あるいは霊薬があれば再現が可能に思えた。

　だが、実験は、いつだって全体を見渡わたしていなければ、細部に囚とらわれて悪あく魔まの袋ふくろ小路こうじに引き込まれる。

「霊薬を使って町を火の海に変えるには、どれだけの太陽の欠片かけらが必要なんだ？」

「……ん？」

　ウェランドは眉まゆをひそめ、しばし考え、「むむ」と唸うなりだした。

「信じがたい量が必要になる。霊薬は勢いはあるが持続力がない。木の敷しき詰つめられた地面に塗ぬりたくって火をつければ確かに一瞬は火の海にはなる。だが、フィルの言ったことが大おお袈げ裟さでなければ、あまりにも莫ばく大だいな量が必要になる」

　古いアッバスは、大きな穴を穿うがたれたまま、今でもその様子が残っているらしい。

　火の薬と霊薬を、文字どおり見上げるほどに山と積み上げなければ無理だろう。

　そうするために必要な太陽の欠片は？　その太陽の欠片を生み出す土の量は？　その土を収める洞ほら穴あなの広さとはどんなものなのだろう？

「それに、白き者たちがアッバスを焼き払はらっちまった後、姿を消したのも不可解だ」

　もしもアッバスを火の海に変えたことが、度たび重かさなる仕打ちに対しての意い趣しゆ返がえしならば、今いま頃ごろその圧あつ倒とう的な技術力によって一大帝てい国こくが築かれているはずだった。

　だが、そうなってはおらず、彼らの行方ゆくえは杳ようとして知れない。

　なにかがおかしかった。火の薬と霊れい薬やくを見つけてすら、まだうまく全体の絵え図ずが見渡わたせないのだ。

「それは……けど……」

　ウェランドがなにかを言おうとするが、言葉にならない。

　そして、そういう時にこそ、錬れん金きん術じゆつ師が採とるべき方法がある。

「だからその場を見に行く。そこに秘密があるかもしれない」

　ウェランドは唸うなり、問う。

「なかったら？」

　クースラは、ウェランドを見たまま、フェネシスを抱だきなおした。

「猫ねこでも愛めでるさ」

　とたん、フェネシスがクースラの腕うでから逃のがれるように体をよじって抗こう議ぎの意を示した。

　ウェランドは笑い、イリーネは呆あきれている。

「お前らはどうする？」

　クースラの問いに、鍛か冶じ職人と、腐くされ縁えんの錬金術師は、それぞれ異なる種類の表情を浮かべた。けれど、口にした言葉は同じだった。

「ここまで来て、付き合わない理由がない」

「私も行きますよ！」

　と、扉とびらを無理やりにこじ開けて飛び込んできたフィルが言った。

　マグダラに至る道はあまりにも遠いが、一人でしか歩けないほど狭せまいわけではないらしかった。




　　◆◆




　密みつ偵ていに主あるじを殺された今、騎き士し団の部隊は導き手を失った羊の群れと化していた。しかも教皇からは異い端たんと宣告され、今いる場所は散々荒あらし回ったラトリア国の果ての果てだ。彼らは一様に、奇き跡せきの体現者である錬金術師と白き者たちの末まつ裔えい、それにその技術を支える神がかった腕を持つ職人の庇ひ護ごを必要としていた。

　そうでなくとも密偵がフェネシスを伝説の天使だと持ち上げていたし、そもそもニールベルクでの騒さわぎを知っている者たちは、フェネシスのみならずクースラたちにまで過か剰じような期待を抱いだいている。

　腹を空すかした子犬に餌えさをやってしまったようなものだった。

　下げ知じを望む兵たちが商会の倉庫の前にずらりと並んでいたが、クースラとウェランドが意地を張れたのは二人のお姫ひめ様方を救い出すところまでだった。

　天使の伝説の謎なぞを最後まで解くために滅ほろぼされたアッバスに向かうという、そんな宣言をして、そこにフィルが飛び込んで来たところまでは覚えていたが、次に目を覚ました時には見知らぬ天てん井じようの下だった。

　もちろん、両手両足を縛しばられ、猿さる轡ぐつわを嚙かまされて、などということはなく、毒の残ざん滓しと徹てつ夜や仕事の疲ひ労ろうのせいで気絶したところを、どこかの部屋に運び込まれたものらしい。たっぷり綿と羊毛を詰つめたふかふかのベッドに寝ねていて、部屋の隅すみでは備え付けの暖だん炉ろで薪まきが柔やわらかく燃えている。

　しかし、それにしてはベッドの中が暑いくらいだと思えば、理由はすぐにわかった。

　クースラは、こちらにしがみつくようにして眠ねむりこけているフェネシスの耳に息を吹ふきかけた。フェネシスはむずかったが、起きる様子はない。耳の中に鼻先を入れたり少し意地悪してから、馬ば鹿かな話だ、とまた眠った。その後は、夢すらも見ないほど、深い眠りだった。

　そうして一晩たっぷり休養を取ってから、旅立つための準備と、後始末に取り掛かかった。特に、この町に残っている騎き士し団の兵たちの扱あつかいについてだ。

　クースラたちには兵たちをぞろぞろ引き連れてどうこうする気などかけらもないが、かといって放ほうっておくには彼らとのつながりが強すぎる。

　ただ、幸いなことといえば、彼らがラトリアにとって危険な存在であることは間ま違ちがいないが、彼らにとってラトリアは積年の恨うらみの相手、というわけでもないことだ。金と名めい誉よ、あるいは生きるために騎士団に付き従い、その敵がたまたまラトリアだったにすぎない。それに、このアッバスはラトリアの中でも北の果ての果てであり、ラトリア側がわは兵を置く余よ裕ゆうすらないような場所だったから、今すぐ敵がやってくるとは思えない。

　それらのことを考えれば、騎士団の残党たちが自ら進んで騒さわぎを起こさなければ、ほとぼりがさめるまでここに滞たい在ざいしていても問題は起きないだろうと思った。幸い、大商会がいくつもあるので糧りよう食しよくには困らないし、兵側にも一ひと冬ふゆを簡単に越こせるほどの備えがあったのも、ポドロフにこの件を承しよう諾だくさせる一助になった。

　諸もろ々もろの相談の後、ようやく兵たちの前に姿を現したクースラは、フェネシスの口を通じて、こう伝えた。

　これから失われた究極の知識を取り戻もどすため、必要な儀ぎ式しきを執とり行ってくる。ついては、皆みなの者はこの町にある悪あく魔まの腹を徹てつ底てい的に守れ。なぜならば、そここそが、今や天使の懐ふところと呼び換かえるべき、我々の奇き跡せきのすべての原点であるからだ、と。

　ポドロフはやっぱり迷めい惑わくそうだったが、フェネシスの口からこう厳命しておけば、騎き士し団の兵たちは統とう率そつを保ち、野や盗とう化することもないだろう。

　そして、さらにその後のこと、特にこのまま万が一騎士団が崩ほう壊かいするようなことになった場合には、フィルに押しつけるつもりだった。

「そりゃあ、騎士団が勝つにせよ負けるにせよ、戦いくさが終わって遠えん隔かく地貿易がもっと活発化すれば、護衛としての働き手も必要にはなりますが……」

　フィルが乗り気でないのは、元騎士団の人間を雇やとうのが問題を孕はらむ、ということではなく、単に諸もろ々もろの采さい配はいが面めん倒どうくさいのだろう。

「私は書しよ籍せき商ですよ。しかも、新しい本が生み出されようかという時に、そんなことで無む駄だな労力を使うだなんて……」

　そんなことをずっとぶつぶつと言っていた。

　兵たちに厳命し、彼らのひとまずの処しよ遇ぐうを定めれば、もはやこの町に留とどまる理由はない。

　クースラは早さつ速そく滅ほろぼされたアッバスに向かおうと言ったのだが、猛もう烈れつに抗こう議ぎしたのはフェネシスだった。

「そんな顔色でなにを言っているんですか！」

　頰ほおを張り飛ばされかねない勢いだったが、クースラも単に気が急せいていてそう言ったのではない。教皇から騎士団に破門が宣告された、という情報は、当然海路の拠きよ点てんであるニールベルクにいるアイルゼンたちにも伝わっているはずだ。今いま頃ごろ使者が血相を変えて、こちらに向かっていることだろう。

　だが、それに付き合えばまたぞろ戦いくさの渦か中ちゆうに巻き込まれる。アイルゼンからの命令を受け取る前に、出発したかった。

　天使の残した伝説は三つのうち二つを解き、残るは空を飛ぶだけだと思ったのに、解いてみればまた新たな謎なぞが立ちはだかっていた。火の薬と霊れい薬やくでは、町を吹ふき飛ばすのに力不足であり、その上、天使たちを取り巻く状じよう況きようや、その後の行方ゆくえがまったく不明だというのも不可解だった。

　今いま更さらこの謎を放置することなどできないし、そのためには戦にかかずらっている暇ひまなどない。なんとしてでも旧アッバスに向かい、そこで本当はなにが起こっていたのか調べるべきだった。

「俺はクースラの考えに賛成だあね」

「でも……」

　今にも泣きそうな顔でクースラを心配げに見つめるフェネシスに、イリーネがこう言った。

「どうせ殺したって死なないわよこいつは」

　クースラの身を案じるフェネシスは、珍めずらしくイリーネに嚙かみつこうとしたのだが、そこは工こう房ぼうの親方らしいイリーネだった。

「なにせ、道中ウルちゃんがしっかり看病するんだもの。くしゃみひとつだってさせない。そうでしょ？」

　にっこり笑い、そのまま視線をクースラに向けてくる。

　ここを落としどころにしろ、というわけだ。

「……わかったわかった。従おう」

　なおフェネシスは心配そうだったが、そんなフェネシスにイリーネは白しら々じらしく耳打ちをしていた。

「言げん質ちは取ってあるのよ。この機会に、もうウルちゃんなしにはご飯も食べられなくなるくらい骨ほね抜ぬきにして、躾しつけちゃえばいいのよ」

　フェネシスは茫ぼう然ぜんとイリーネを見つめ返すと、たちまちその手をぎゅっと握にぎっていた。

　余計なことを吹ふき込むんじゃないとクースラは苦々しかったが、今更翻ひるがえせはしないし、そうでもしなければフェネシスは納なつ得とくしなかっただろう。

　ただ、なにかとんでもない覚かく悟ごを決めたような真しん剣けんなフェネシスと目が合って、クースラは気がつくとふっと笑っていた。

　なんだこの笑えみは、と我ながら驚おどろいたのだが、それはどうにでもなれ、という開きなおりだった。そのはずだ。断じて、楽しみだ、などということではなかった。

　そうこうして、クースラたちは馬を仕立て、山ほどの食料を積み、なによりポドロフから借り受けた実験器具も積み込んで、フィルの案内のもとに旧アッバスへと向けて出発した。政情不安定な時節柄がら、部隊の中から特に寡か黙もくで信用が置けそうな者を数人選び、護衛にした。それ以外はお留守番だ。彼らはクースラたちが見えなくなるまでずっと市し壁へきの前で整列して見送っていた。

　現金なことだ、とクースラは荷馬車の荷台の上からその見送りに半笑いを向けていたが、ふと、隣となりのフェネシスがその様子をどこか遠い目で眺ながめていることに気がついた。

　もちろん、兵たちとの別れが名残なごり惜おしい、というわけではないだろう。

　クースラはそんなフェネシスの頭を抱かかえるように抱だき寄せ、小さく言った。

「他人の厚意は受け取っておけ、と俺は学んだがね」

　フェネシスにとって、町を出る時はいつも迫はく害がいの結果であり、それはこの町に残る伝説の天使たちも同様だっただろう。

　そして、あの兵たちもまた、フェネシスやクースラに一方的で身勝手な親愛の情を抱いだいている。それは短たん絡らく的な思い込みと偏へん見けんで迫害をする者たちと、表裏一体のことに他ほかならない。

　それら諸々の複雑な感情のせいで、いかに素す直なおなフェネシスであっても、すんなりと彼らの見送りを受け入れられないのだ。

　フェネシスはクースラの腕うでの中で少しだけ、固い物を飲み込むように体を縮めていた。それがやがて身をよじってクースラを見ると、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「それは、あなたの決意表明と受け取っても？」

　鬱うつ陶とうしいほどに世話をしても怒おこらないでいてくれますね？　とその目は悪戯いたずらっぽく笑っている。幾いく分ぶんかは、慰なぐさめに対するわざとらしいほどの強がりだとしても、フェネシスもまただいぶしたたかになった。

　クースラは無表情に肩かたをすくめるしかない。現時点ですでに、クースラはフェネシスの厳命で、着ぶくれた熊くまみたいに厚着をさせられているのだから。

「俺は錬れん金きん術じゆつ師だからな」

　フェネシスは笑いつつ、悪戯いたずらっぽく小こ首くびをかしげている。本当にそうかな？　といかにも問いたげだ。

　錬金術師であるのなら、疑問は実験によって解消するほかない。錬金術師見習いのフェネシスは、そっと、クースラの頰ほおに口づけをした。

　クースラはやれやれと肩かたをすくめるだけだったし、その後もしたいようにさせておいた。ぼんやり眺ながめる空は、晴れているのに相変わらず灰色だが、確かに晴れていて清すが々すがしく、太陽が温かく輝かがやいていた。

　食事の後に昼ひる寝ねを強要されたクースラは、渋しぶ々しぶと目を閉じて思う。自分が子守唄を聞きながら眠ねむるようなこともあるのだから、この世には確かに数々の奇き跡せきがあってしかるべきで、なにが起きてももはや驚おどろきはしないだろう。そういう意味で、滅ほろぼされたアッバスでなにを見つけられるのか、今から楽しみで仕方がなかった。

　クースラはそんなことを思いながら小さくため息をついて、眠らない錬金術師の名をそっと、枕まくら元もとによけておいたのだった。







　あとがき




　一年ぶりの刊かん行こうということで、大変お待たせいたしました。本当はもっと早くに出ているはずだったのですが、スピンオフの『少女は書しよ架かの海で眠ねむる』や別シリーズの『WORLD END ECONOMiCA』の改かい稿こうに手こずったりと、ずるずる後ろにずれてしまいました……。

　お話的には一つの重大な転機に差し掛かかり、大きな山場となっております。シリーズ中最高度に錬れん金きん術じゆつ師らしい話になったのではないかと自負しておりますので、ぜひぜひ楽しんでいただければと思います。




　……ただ、書けば書くほどフェネシスが強くなるというか、クースラが弱くなるというか、このシリーズの当初の予定であった、クールな男主人公が薄はつ幸こうの美少女（獣けもの耳みみ）をいいように弄もてあそぶダークロマンス！　からかけ離はなれていくような気がしてなりません。キャラが勝手に動く、という話がよくありますが、そんな感じを今回もひしひしと感じました。たとえば、毎回のお話を書き始める前のプロットの中には、クースラがフェネシスにめろめろになっていく、というような設定はないのです。それが今回の本編途と中ちゆうではクースラが自分自身に呆あきれ驚おどろくような腑ふ抜ぬけシーンが突とつ然ぜん出てきて、私も書いていて驚きました。リア充じゆう爆ばく発はつしろ！　もしかしたら、自分がこれまで書いてきた作品の中で一番の腑抜けはクースラなのかもしれません……。とはいえ、書いていてとても楽しいので、読者の皆みな様も楽しんでいただけたら幸いです。




　あと、今回のお話の錬金術的なネタである窒ちつ素そ化合物関連ですが、本当は書く前に実験したかった！　化学式としては成立しても、どのくらいの威い力りよくなのかとかはネット上にアップされている実験動画を見てもやっぱりちょっとわからないのですよね。他ほかにも、濃のう度どが高いと鉄と反応しなくなると教科書には書いてあるがその濃度って具体的にどんくらいなんだよ！　とか、窒素酸化物の刺し激げき臭しゆうがどんな刺激臭かは書いてないので、うぐぐと唸うなっておりました。また、これはいつも思うんですが、原料から出発して最終的な化合物に到とう達たつする道筋を見ていると、時折実験手法に飛ひ躍やくがあるというか、それって経験的に改善できることなの？　答えが最初からわかってやってない？　という、未来人なり宇宙人なりが技術を伝来したのではと思うところがあって、どきどきします。それとも、色々な方法でチャレンジする人が膨ぼう大だいな数いて、その中のうまくいったものだけが残るからそう思えるのでしょうか。超ちよう古代帝てい国こくの謎なぞの技術、というのは手て垢あかのついたネタですが、若じやつ干かんの真実味を感じてしまう今日この頃ごろでした。




　そんな具合で、次の巻ではついにあの伝説の真相が明らかに！　次はそんなに刊行に間が空かないはずですので、ぜひお楽しみに！


支はせ倉くら凍い砂すな









[image: ]







支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。第12回電撃小説大賞銀賞受賞。最近、夜寝る時に欠かさずしていた空想の内容がマンネリ化していることが悩みの種。
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イラスト／鍋なべ島しまテツヒロ

山口県出身埼玉県在住のイラストレーター。雨男。

イラスト担当作品に「英雄失格 という訳で、世界を滅ぼします」（ファミ通文庫）など。そうめんのつゆにはミョウガをたっぷり入れる派である。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「支倉凍砂先生」係

「鍋島テツヒロ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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